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は じ め に 


「 ス モリ 不足 て ソフ ト が 起動 で き な い 」「 突 然 、 一 太郎 Ver.5 が 起動 で き な 
く な っ た 」「Windows の 起動 が 遅く て 杯 る 」 な どの トラ ブル に 遺 遇 し た 経験 
は あり ませ ん で し ょ うか 。 こ れ ら は CONFIG.SYS と いう ファ イル に チョ ッ ト 
手 を 加え る こと て 解決 する こと が 多く あり ます 。CONFIG.SYS は 空気 の よう 
に 日 頃 は 意 載 し な い 存 在 で す が 、MS-DOS 環境 を 左 笑 する 重要 な 役割 を 揚 っ 
で いま す 。 

本 書 で は OS は MS-DOSVer.5.0A と Windows3.1、 パ ソコ ン は 32 ビッ トマ 
シン を 想定 し 、「CONFIG.SYS」 の 活用 方 法 を 徹底 的 か つ 具 体 的 に 解説 し ます 。 
また 、 バ ソコ ン 机 の 上 に 本 書 を 常備 し て いた だ ける よう に 、 人 巻末 に は 各社 の イ 
ン フ ォ メ ーション セン ター 一 覧 な どの 使 利 な デー タ も 添付 し て いま す 。 

本 書 は 次 の 構成 で 記述 され て いま す 。 


人 基礎 知識 編 
CONFIG.SYS と は 何 か 、 メ モリ と は 何 か な ど 、 バ パソコン 環境 を 考え る 上 で 
基本 と な る 事柄 の 概念 や 仕組 み を わか りや すく 図解 ・ 解 説 し ます 。 ビ ギ ナ ー 
ュー ザー は 、 こ こ か ら 読 み 始 め て くだ さい 。 腕 に 覚え の ある ユー ザー は 、 こ 
こ を 飛ば し て 人 徹底 活用 編 へ 進ん で くだ さい 。 

島 徹底 活用 編 
いか に メモ リ の フリ ー エ リア を 広く する か 、 い か に ディ スク アク セス を 高速 
に する か な ど 、 や や 高度 な 設定 テク ニッ ク を 紹介 し ます 。 メーカ ー で は 絶対 
に 教え な い ト リッ キー な 設定 方 法 も 紹介 し ます 。 

@ リ ファ レン ス 編 
CONFIG.SYS コマ ンド ・ 各 社 大 モリ ドラ イ バ な ど 、CONEFIG.SYS を カス 
タマ イズ する 上 て 不可 欠 な コマ ンド 、 ド ライ バ の 機能 リフ ァ レ ンス で す 。 マ 
ニュ アル に 記載 され て な い 「 隠 し オブ ショ ン 」 な ど に つい て も 紹介 し ます 。 


最後 に 本 書 持 筆 に 当たっ て 、 ナ ツメ 出版 企画 株 式 会 社 の 甲斐 氏 ・ 山 農 氏 を は 
じ め 、 典 方 て で 支え て くれ た すべ て の スタ ッ フ に 心から 感謝 申し 上 げ げ ます 。 そし 
て 本 書 が 快適 な パソ コン 環境 を 構築 する 上 で 、 少 し で も 読者 の お 役に立て れ ば 
これ 以上 の 幸せ は あり ませ ん 。 

1994 年 初秋 池田 遂 介 


\7 動作 確認 を 行っ た シス テム の 基本 構成 


バ パソ コン 本 体 


増設 モリ 
ティ ス ブ レ イ 
ハー ド デ ィ スク 
ブリ ンタ 
基本 ソフ ト 


メイ ジマ ジジ 

PC-9821As/U2 (NEC) 、JBOXODP486DX33 (Intel) 

サマ ンジ 
PC-9801DA/U2、PC-9801SX/20、PC-9801SX/T(NEC) 

・12MB 

・ PC-KM171 (NEC) 

・500MB 

・ LBP-A404GII (Canon) 

:・ MS-DOS Ver.5.0A、Windows Ver.3.1 
(NEC/Microsoft) 


特に 注意 が 必要 な 操作 で す 





ポイ ント と な る 重要 な 知識 で す 





や や 高度 な 操作 ・ 知 識 で す 
(ビギナー は 読み 飛ば し て も か まい ませ ん ) 
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第 1 章 


CONEIG.SYS の 
基礎 知識 





そもそも CONFIG.SYS と は 何者 な の で し ょ う 
か 。 こ の ファ イル を 知る と MS-D0S が 見 えて き 
ます 

ここ で は 、CONFIG.SYS に 関す る 基礎 的 な 知 
識 に つい て 解説 し ます 


まず MS-D0S の 正体 を 知る 


CONFIG.SYS に つい て 説明 する 前 に 、 ま ず MS-DOS の 概要 を 理解 し まし よう 。 


殴 そもそも エム エス . ド ス っ て 何だ や 


MS-DOS (エム エス ・ ド ス ) と は 、MicroSoft Disk Operating System の 
頭 文字 を と っ て 名 付け られ た OS で す 。OS (オー エス =Operating System) と 
は 、 バ ソコ ン (ハー ドウ ェ ア ) と アブ リケーション (一 太郎 や Lotus1-2-3 な ど ) 
と の 間 に 入 り 、 双 方 の 「 橋 渡し 役 」 を する ソフ トウ ェ ア の こと で す 。 

た と えば バ パソ コン (ハー ドウ ェ ア ) が タク シー だ と する と 、MS-DOS (OS) 
は 運転 手 で 、 ア プリ ケー ショ ン は お 客 で す 。 お 客 が 「 東 京 駅 まで 」 と 言え ば 、 
後 は 運転 手 が 万 事 や つて くれ ます 。 お 客 が 「 最 初 は ギア を ロー に 入れ て か ら ア 
クセ ル を ゆっ くり ふか し て くだ さい 」「 信 号 が 赤 だ か ら ブ レー キ ペ ダル を 踏ん 
で くだ さい 」 な ど と いう 細か い 指 示 を 逐一 出す 必要 は な い の で す 。 


70S は アプ リケーション と パソ コン の 仲介 役 を する 


MS-DOS 





アプ リケーション 


7 ダ 第 | 章 CONFIG.SY8 の 基礎 知識 


これ と 同じ く 、 ア ブリ ケー ショ ン か ら 「B ドラ イブ の ディ スク に 入っ つて いる 
ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 せよ ! 」 と いう 命令 (コマ ンド ) を 受け る と 、 後 は MS 
-DOS が パソ コン を 動か し て ファ イル 名 を 受け 取っ て 、 そ れ を アブ リ ケ ー シ ョ 
ン に 知ら せま す 。 デ ィ ス ク 上 の どの 位置 か ら 、 ど うい う 手 順 で ファ イル 情報 を 
読み 込む か な ど と いう 操作 ・ 判 断 は 、 基 本 的 に は MS-DOS に まかせ て お け ば 
よい 仕組 み に な っ て いま す 。 

も し 、OS の 役割 を アブ プリ ケー ショ ン が 独自 に 行っ て し まっ た ら 、 ブ ログ ラ 
ム の 規模 や 開発 工数 は 限り な く 巨大 化し 効率 が 悪く な り ま す 。 ハ ー ド ウェ ア と 
の 直接 的 な 作業 を OS と いう ソフ トウ ェ ア に まかせ る こと に よっ て 、 ア ブリ 
ケー ショ ン は 本 来 の 業務 に 専念 で きる わけ で す 。 こ の よう に OS は 、 ハ ー ド ウェ 
ア と アブ リケーション と の 仲介 役 を こなす 「 縁 の 下 の 力持ち 」 的 な 存在 な の で 
まぁ 


アプ リケーション 









ファ イル 一 覧 を ソコ ヨッ 













ファ イル 一 覧 を 


見 せ て 一 ウェ エ デ 
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《 誠 メー カー こと に 異な る MS-DOS 


夫 際 に パソ コン ショ ッ プ で MS-DOS を 購入 し よう と する と 、「NEC 製 MS 
DOS」「IBM 製 MS_DOS」 な ど 、 マ イク ロ ソ フト 社 の オリ ジ ナ ル MS-DOS の 
ほか に 、 バ パソ コン メー カー ご と に MS-DOS が あり ます 。 そ れ は 、 メ ー カ ー に 
よっ う て バ パソコン の ハー ドウ ェ ア の 基本 設計 が 異な る た め (これ を 「 記 換 性 が な 
い 」 と 言う ) 、 各 々 の 仕様 に 合わ せ て MS-DOS に 改良 を 加え る か ら で す 。 

また 最近 て は 、NEC 以外 の メー カー 各社 か ら PC/AT 換 機 (通称 DOS/Y 
マシ ン ) が 発売 され て いま す 。 こ れ は ハー ドウ ェ ア の 基本 設計 が すべ て 同じ で 
ある こと に な っ て いま す が 、 こ こ で も メー カー ご と に 微妙 な 半 異 が ある 場合 が 
あり ます 。 し た が っ て 、 マ シン に バン ドル (添付 ) され て いる MS-DOS を 使 
用 する よう 製 晶 の 許諾 契約 草 に ある の が 一 般 的 で す 。 すなわち 、A 社 の DOS/V 
マシ ン に 添付 の MS-DOS が 、B 社 の DOS/V マシ ン て 正常 に 動く と は 限ら な 
い の で す 。 ま た 、DOS/V マシ ン で は PC-DOS や DR-DOS と いっ た MS-DOS 
互換 の OS が あり 、 そ の 選択 肢 が 多い こと も 特徴 の 1 つ で す 。 こ の よう な こと 
か ら 、 新しく MS-DOS を 購入 する 際 は 、 パソ コン メー カー に 相談 し て か ら 行 っ 
た 方 が 安全 で す 。 


(Column 


@MS-D08 誕生 の 歴史 
1880 年 、 米 国 IBM は パソ コン 市 場 へ の 参入 第 一 弾 と し て 、「IBM-PO」 

と いう 15 ビッ トマ シン を 極秘 開発 し こい まし た 。 こ の パソ コン を 生か す た 
め の 8 の 必要 性 を 感じ た IBM は 、MG-BA8IO の 開発 で 有名 だ っ た マイ 
クロ ソフ ト 社 の ビル ・ ゲ イツ 氏 ( 現 会 長 ) に 新 5 の 開発 を 依頼 し まし た 。 ち 
な み に 当 時 の マイ クロ ソフ ト 社 は 社員 数 人 の ベン チャ ー 企 業 で し た 。 当 時 は パ 
ソコ ン 0 ら と 言え ば CP/M (デジ タル リサ ー チ 社 ) が 圧倒 的 な 主流 で し た が 、 
デジ タル リサ ー チ 社 と IBM の 交渉 が うま くい か ず に 、 最 終 的 に マイ クロ ソフ 
ト 社 が 独自 に 0S を 作る こと に 落ち つき まし た 。 〇 5 開発 の ノウ ハウ が な 
か っ た マイ クロ ソフ ト 社 は 、 急 赴 、 シ アト ル ・ コ ンピュータ ・ プ ロダ クツ 社 が 
販売 し こい た 「QDOS」 を 万 ドル で 買い 取り 、IBM-PO 用 に 改良 し ま 
し た 。 そ し て 18 日 1 年 日 月 、IBM-PO 出荷 と 同時 に 「MS-D0S」 が 世 
に 出 た わけ で す 。 そ の 後 、IBM-P 〇 が パソ コン 市 場 を 制 社 し 、 そ れ と 同時 に 
MS-DO0S も バ パソ コン 08 の 代名詞 と も いう べき 存在 に な り ま し た 。 
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ーー ム 。 


《 MS-D08 を 構成 する 3 つの ファ イル 


MS-DOS の シス テム ディ スク に は 多く の ファ イル が 格納 され て いま す 。 し 
か し 、MS-DOS 本 体 は 次 の 3 つの ファ イル か ら 成 り リ 立 っ つて いま す 。 最低 限 こ 
の 3 つが な いと MS-DOS は 起動 で きま せん 。 


4MS-DOS の 本 体 で ある 3 つの シス テム ファ イル 


いわ ゆる いわ ゆる 
管理 職 現場 作業 担当 





COMMAND.COM MSDOS.SYS IO.$YS 


還 じ COMMAND.COM 

COMMAND.COM は 依頼 元 ( キ ー ボ ー ド や アブ リケーション ) か ら 受 け 取 っ 
た 命令 を 解析 し 、MSDOS.SYS へ 伝 達 する 仕事 を し ます 。 ま た その 処理 結果 
を 受け 取っ て 、 依 頼 元 へ 返し ます 。 コ マン ドブ ロン ブ プ ト 「A> 」 や エラ ー メ ッ 
セー ジ の 表示 な ども COMMAND.COM の 役 日 で す 。 
還 MSDO0S.SY ら 8 

MSDOS.SYS は MS-DOS の 根 則 を な す カ ー ネ ル ( 核 ) ブロ グラ ム で て 、MS- 
DOS の 諸 作 業 を 監視 ・ 制 御 し ます 。 二 な 役割 は ディ スク 管理 / フ ァイル 管理 / 
モリ 管理 / デ バイ ス 管理 な ど で す 。 た と えば COMMAND.COM か ら 送 られ 
る 処理 依頼 を 解析 し 、IO.SYS の 中 か ら 必 要 な 実行 ルー チン を 呼び 出す な どの 
作業 を 行い ます 。 
較 |D.SY 

IO.SYS は デー タ 入 出力 を 行う た め の 各 実行 ルー チン を 寄せ 集め た ブロ グラ 
ム で す 。 キ ー ボ ー ド / ブ リン タ / デ ィ ス ク /RS-232C/ デ ィ ス プレ イ な どの 周辺 機 
器 と の デー タ 入 出力 を 実際 に 行い ます 。 正確 に は IO.SYS は パソ コン に 内 蔵 さ 
れ て いる BIOS (バイ オス ) と いう ブロ グラ ム に 対し て 命令 を 発し て いま す 。 


ます MS-DOS の 正体 を 知る 7Z 


CONFIG.SYS ファ イル 
|、 / | の 役割 を 知る 


MS-DOS を 快適 に 走ら せる に は 、CONFIG.SYS を 征服 し な けれ ば な り ま 
せん 。 こ こ て は CONFIG.SYS の 機能 や 仕組 み に つ いて 解説 し ます 


寺 CONFIG.SY8 っ て 何だ の 


CONFIG.SYS (コン フィ グ ・ シ ス と 読む ) の 「CONFIG」 と は 「Configuration 

配置 、 地 形 、 輪 部 」 と いっ た 意味 が あり ます 。 す な わ ち CONFIG.SYS は 「MS 
-DOS の 輪 部 を 設定 する ファ イル 」 で す 。MS-DOS は 起動 時 に 1 向 だ け こ の 
ファ イル を 読み 、 そ の 記述 内 容 に 従っ て MS-DOS の 動作 環境 を 自動 的 に 構築 
し ます 。 


CONFIG.SYS は MS-DOS 環境 を 決定 づけ る 


MS-DOS エン ジン どう 


め の 


い 





CONFIG で 好み の DOS 
環境 を 作れ る ヨ 





MS-DOS スポ ー ツ カー 仕様 


MS-DOS 四 駆 仕様 


た と えば 、CONFIG.SYS が 存在 し な い ド ライ ブ か ら MS-DOS を 起動 する 
こと も て きま す 。 こ の 場合 は 必要 最小 限 の 機能 し か な い 小 さ な MS-DOS 環境 
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が 構築 され ます 。 こ の 環境 で は 一 太郎 や Lotus1-2-3 な どの 大 き な ブ ログ ラム 
を 起動 する こと は で きま せん 。 ま た 日 本 語 を 入力 する こと も で きま せん 。 拡張 
モリ を 活用 し た リ 、 日 本 語 入力 が で きる 環境 に する に は 、 そ れ ら を MS-DOS 
に 組み 込む た め の 命令 語 (CONFIG コマ ンド ) を CONFIG.SYS に 記述 し な け 
れ ば な り ま せん 。 

例え る な ら 、MS-DOS その も の は 自動 車 の エン ジン 部 分 に 相当 し ます 。 そ 
の エン ジン か ら ど うい う 車 種 を 作る か は 、 ユ ー ザ ー が CONFIG.SYS で 自在 に 
デザ イン で てき る わけ で す 。 逆 に 言う と CONFIG.SYS を 知ら な いと 、 せ っ か く 
の マシ ン 能 力 が 眠っ た まま に な る と いう 無駄 が 生じ て し まい ます 。 こ の よう に 
ユー ザー の 日 的 ・ 機 益 環 境 に 応じ て 、 自 由 に MS-DOS を 改築 する た め の 指 示 
書 が 「CONFIG.SYS」 の 役割 で す 。 


圏 も つう ] つの 環境 ファ イル 「AUTOUEXEC.BAT」 


「AUTOEXEC.BAT (オー トイ グセ ゼ セック ・ バ ッ ト = 自 動 実 行 フ ァイル ) 」 が あ 
り ま す 。MS-DOS の 環境 構築 を 考え る と き に は 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT は な く て は な ら な い フ ァイル で す 。 この 2 つの ファ イル は いずれ も 、 ユー 
ザー が 自由 に 作成 ・ 編 集 で きる テキ スト ファ イル で す 。AUTOEXEC.BAT に 
は コマ ンド バス の 設定 (PATH コマ ンド ) ・ 環 境 変数 の 定義 (SET コマ ンド ) ・ 
TSR (常駐 型 ブ ログ ラム ) の 実行 な ど 、 起 動 時 に 1 回 だ け 実 行 す れ ば よい コマ 
ンド を 登録 し て お きま す 。CONFEIG.SYS も AUTOEXEC.BAT も 、 起 動 ド ラ 
イブ の ルー トディ レク トリ に 置く 必要 が あり ます 。 





パソ コン 環境 を 快適 に する 会 








ご 中 


日 
本 
語 
入 
カ 
機 
器 


CONFIG.SYS AUTOEXEC.BAT 
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薄 CONFIG.SYB は こん な 仕事 を する 


次 に が ぶす CONFIG.SYS の 内 容 を 見 な が ら 、 お お ま か な 人 役割 を 見 て み ま し ょ う 。 


FILES=20 

BUFFERS=20 

SHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P /E:384 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=65 /UMB /MOVEHDBIOS 
DEVICE=A:\D0S\SMARTDRV.SYS 128 /E 


DEVIEE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

DOS=HIGH, UMB 





左上 I 上 LE : 同時 に 扱え る ファ イル 数 を 指定 する /.792 

MS-DOS は 起動 時 に FILES て 指定 し た 値 だ け 、 メ モリ 上 に ファ イル テー ブ 
ル (ファ イル を 管理 する た め の 帳 簿 ) を 作り ます 。 フ ァイル を 読み 書き する 際 
に は 、 こ の ファ イル テー ブル を た より に 行い ます 。 た と えば 「FILES=10」 と 
設定 する と 、10 個 ま で の ファ イル を 同時 に 扱え る よう に な り ま す 。Windows 
3.1 を 起動 する に は 最低 て も 「FILES=30」 を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 


この 帳簿 を も と に 
ファ イル に 
アク セス する よ 


FILES=6 


商品 ファ イル 品 フ ァイル 


在庫 ファ イル 




















MS-DOS ファ イル テー ブル 
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軒 日 UFFEHG : ディ スク バッ ファ の 数 を 指定 する か 36、7N5 

パソ コン は ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に アク セス (読み 書き ) す 
る 際 に 、 入 出力 バッ ファ と 呼ば れる 領域 (コン ベン ショ ナル スモ リ 上 に 作成 さ 
れる ) に 、 一 時 的 に デー タ を 溜め て お きま す 。 デ ィ ス ク へ の アク セス は 必ず 入 
出力 バッ ファ を 経由 し て 行わ れ ま す 。 

一 度 読み 込ん だ デー タ は 入出 力 バ ッ フ ァ に 溜まっ て いま す 。 次 に デー タ 読 込 
命令 が あっ た と き に 人 入出 力 バ ッ フ ァ 内 に 日 的 の デー タ が あれ ば 、 そ れ を CPU 
に 渡し ます 。 し た が っ て 、 デ ィ ス ク バ ッ フ ァ の 容量 が 大 きけ れ ば 、 デ ィ ス ク ヘ へ 
の アク セス 回 数 が 少な く な り 、 結 果 的 に 高速 に バ ソ コン が 動作 し ます 。 


画 安 一 時 デー タ を 溜め て お く よ 


FDD 


有 名 入出 力 バ ッ フ ァ 


較 GHELL : シェ ルプ ログ ラム を 指定 する の .796 

SHELL コマ ンド は シェ ルプ ログ ラム (また は コマ ンド ブロ セッ サ と 呼ぶ ) 
の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 シェル ブロ グラ ム は 入力 し た コマ ンド を 受け 付け 
た り 、 エ ラー メッ セー ジ を 表示 し た り し ます 。 現在 で は シェ ル ブ ロ グラ ム は 

「COMMAND.COM」 し か 使わ れ て いま せん 。 

CONFIG.SYS に SHELL コマ ンド を 指定 し な いと 、 自 動 的 に 起動 ドラ イブ 
の ルー トディ レク トリ に ある COMMAND.COM が 、 シ ェ ル ブロ グラ ム と し 
て 読み 込ま れ ま す 。 し た が っ て 、SHELL コマ ンド は 特に 指定 する 必要 が な い 
よう に 見 える か も し れ ま せん 。 と ころ が 、 そ う は いか な い の で す 。 

COMMAND.COM は コン ベン ショ ナル メモ リ (メイ ン メ モリ ) 上 で は 、 常 
駐 部 (常に 記憶 され て いる 部 分 ) と 非常 駐 部 (一 時 的 に 記憶 され て いる 部 分 ) の 
2 つ に 分 け て 配置 され ます 。 ワ ー ブ プロ や 表 計 算 な どの 大 き な ブ ログ ラム を 実行 
する 際 に メモ リ が 不足 する と 、 こ の 非常 駐 部 の 上 か ら 上 書き し て 使い ます 。 こ 
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れ は メモ リ 不 足 を 補う た め に 考え 出さ れ た 苦肉の策 で す 。 

この と き COMMAND.COM の 非常 駐 部 は 破壊 され た 状態 に な っ て いま す 
ブロ グラ ム を 終了 し て 、 コ マン ドブ ロン ブ ト (A> や A:\> な ど ) を 表示 する 
に は 、 再 び COMMAND.COM を ディ スク か ら メ モリ に 読み 込む 必要 が あり 
ます 。 この と き SHELL コマ ンド て 指定 し て ある バス か ら 、COMMAND.COM 
が 読み 込ま れる わけ て す 。 こ の 指定 が な いと 、「COMMAND.COM が みつ か 
り ま せん 」 と いう エラ ー が 表示 され 、 処 理 を 続行 で き な く な る 場合 が あり ます 。 


o 





OKB 640KB 


NYA ヽ 届 


ヽ 
の 


デバ イス ドラ イ バ 空き エリ ア 


ング 
イ 
ル 
テ 
1 
ピ 4 
ル 


器 部 送 さ 〇 〇 の 
民 症 舌 沖 ミ 〇 の 


代 党 NN 





ペーーーー コン ベン ショ ナル メモ リ ( メ イン メモ リ ) 64OKB 一 一 ーー 一 と 











還 け ビ VICE : MS-DOS に 特定 の 機能 を 付加 する か 7N7 

DEVICE コマ ンド は MS-DOS に デバ イス ドラ イ バ (周辺 機器 や 日 本 語 入力 
ブロ グラ ム な ど を 制御 する た め の ブ ログ ラム ) を 付加 し ます 。 た と えば 次 の デ 
バイ ス 指 定 で は 、 ブ ロ テ ク トメ モリ ( ヵ .38) を MS-DOS で 使用 で きる よう に 
し で ぬ ま 束 。 


DEVICE=A:\DOS\HIMEMSYS = ューーーーーーーー XMS ト ライ バハ 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=65 /UMB /MOVEHDBIODS =ー EMS ト ラ ィ バハ 


DEVICE=A:\DOS\SMARTDRV.SYS 128 /E ーーーー ティ スク キャ ッシュ トラ イ バ 





また 次 の デバ イス 指定 で は 、 日 本 語 入力 ブロ グラ ム 「ATOK8」 を 使用 で き 
る よう に し て いま す 。 
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DEVICE=A:\D0S\KKCFUNC.SYS ーーーーーー FEP 制御 ドラ イ バ 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK6B.SYS ATOKB ドラ イ バ 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK6EX.SYS 





この よう に DEVICE コマ ンド に よっ て 、MS-DOS に 目的 の 機能 を 次 々 に 付 
加 し て いく こと が で きま す 。CONFIG コマ ンド の 中 で 最も 重要 な 地位 を 占め 
る コマ ンド で す 。 


圏 DS : XMS メモ リ の 用 途 を 指定 する p-790 

「DOS=HIGH」 と いう 記述 は 、MS-DOS シス テム の 一 部 分 を HMA (ハイ 
モリ) へ 移動 する 命令 で ご す 。 こ れ に よっ て コン ベン ショ ナル メモ リ に 常駐 す 
る は ず だ っ た 約 59KB の ブロ グラ ム が HMA (p.5 の ) へ 移動 し ます 。 そ の 分 だ 
け コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の フリ ー エ リア (空き 領域 ) は 増え ます 。 

また 「DOS=UMB」 と いう 記述 は 、DEVICE 行 で 指定 し て いる EMM386. 
EXE て 確保 し た UMB メモ リ ( ヵ .29) の 使用 を 許可 する 機能 が あり ます 。 こ れ 
に よっ て UMB が 実際 に 使え る よう に な り ま す 。 

この よう に DOS コマ ンド は 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の フリ ー エ リア を 広 
げ る た め の 便 利 な 機能 を 提供 し ます 。 





ュー コン ベン ショ ナル メモ リリ 一 テ ネーUMA 領域 一 と =ー プ ロ テ ク トメ モリ ー テ 
OKB 640KB 1024KB TOP 


> 時 


フリ ー エ リア 


| に か に 


ヽ 
っ 


RS3 





フリ ー エ リア 





テ 
バ 
イ 
ス 
ば 
有 み 


ヽ 
っ 


代 党 





rc な っ た フリ ー エ リア L_HMA 
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( 解 説 ) 
軒 じ ONFIG.SYS こと メ モリ の 関係 

CONFIG コマ ンド が MS-DOS を 高 機能 に する こと は 、 こ れ ま で 述べ て きた 
通り で す 。 し か し 、 こ こ て で 注 意 し な けれ ば な ら な い の が 、「 メ モリ と の 関係 」 
て す 。FILES 値 /BUFFERS 値 を 増やす ご と に コン ベン ショ ナル メモ リ の フ 
リー エリ ア は 小さ く な り ま す 。 ま た デバ イス ドラ イ バ を 1 個 付 加 し た だ け で 、 
相当 の メモ リ が 消費 され ます 。 結局 、 限 りあ る モリ 資源 の 中 で いか に 高 機能 
を 実現 する か が 、CONFIG.SYS 設定 の キー と な り ま す 。 一 言 で いう と 、 
CONFIG.SYS 設定 の 興 栖 は メモ リ 設 定 に ある と 言え る で し ょ う 。 詳し く は 「 徹 
底 活 用 編 」 以 降 を 参照 し て くだ さい 。 
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人 MS-DO 起動 の メカ ニズム を 知る 


MS-DOS は 起動 時 に どの よう な タイ ミン グ で CONFIG.SYS や AUTOEXEC. 
BAT を 読み 込む の で し ょ うか 。MS-DOS の 起動 カカ ニズム を 見 て み ま し ょ う 。 
QMS-DOS 起動 時 の 画面 


NEC PC-9899 ジリ - ス | パー サル ピュータ 


マイ 2 ロ V7 ト 「S-DOS リーザ ョ ッ 5.gMgR-H 
Copuright (C) 1981,1992 Microsoft Corp. NEC Corporation 


UM386 Uirtual emory Server Release 3.92 
Copuright (C) 1992-1994 I・0 DRTR DEUICE Inc. Il rights reserved. 


ENS ノ / %YS ノ UCPI と し て 806 Keytes 使用 可能 
UTB が 91 KButes 使用 可能 で す 


9 AA SB! 遇 1.9 /R.1 for PC-9899 
式 会 社 ジ ャ ス 
を EMS スモ の へ 組み 込み まし た 


ATOK8 扱 近 ドラ イ バ Uer.1.99 
(C) 1993 ka 社 ジ ャ スト シス テム 


Command リーザ ジョ ッ 5.g9R 
> 





① 電 源 ON 
パソ コン の 電源 スイ ッ チ を ON に し ます 。 

② 初 期 化 ルー チン の 起動 

・ROM BIOS の 中 の 初期 化 ルー チン (起動 用 ブロ グラ ム ) が 起動 し ます 。 

・ 装 着 さ れ て いる メモ リ を チェ ッ ク し ます 。 

9 本 て いる 周辺 機器 を 調べ ます 。SCSI ハー ド デ ィ スク が 接続 され て い 

る 場合 は 、 使 用 する ID 番号 の チェ ッ ク を 行い ます 。 

・ ハ ー ド ディ スク の BPB (ディ スク の 先頭 に ある ディ スク 情報 エリ ア で 、 セ 
クタ 数 ・ シ リン ダ 数 な ど が 格納 され て いる ) を 読み 込み ます 。 

⑬IPL の 実行 か 77 

・ ブ プー トス トラ ッ ブ ロー ダ が 起動 し 、IPL (Initial Program Loader=CPU に 
OS を 実行 させ る た め の ブ ログ ラム ) を 読み 込み ます 。 

・IPL は 接続 され て いる ディ スク か ら MSDOS.SYS と 1O.SYS を 探し に いき 
ます 。 通 常 は FDD 装置 1 づ FDD 装置 2 す HDD 装置 の 順に 検索 し ます 。 た 
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だ し 起動 ドラ イブ が あら か じ め 指 定 さ れ て いる 場合 は 、 そ れ を 優先 し ます 。 

・MSDOS.SYS と IO.SYS を 読み 込み メモ リ に 配置 し ます 。 

(④CONFIG.SYS の 読み 込み 
IO.SYS は 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら CONFIG.SYS を 探し ま 
す 。 発見 する と CONFIG.SYS の 先頭 行か ら 解析 し 、 記 述 内 容 に 従っ て MS 
-DOS の 環境 を 設定 し ます 。CONFIG.SYS で 指定 し た 設定 内 容 は MS-DOS 
シス テム に 近い レベ ル て 構築 され る た め 、 ア プリ ケー ショ ン 側 か ら 変更 する 
こと は で きま せん 。 設 定 内 容 は 、 リ セッ ト ボ タン が 押さ れる が 電源 OFF ま 
て 保持 され ます 。 

⑤ コ マン ド プ ロ セ ッ サ の 読み 込み 
IO.SYS は CONEIG.SYS で 指定 され た シェ ル ブ ロ グラ ム ( 通 常 は COMMAND. 
COM) を 読み 込み 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ に 配置 し ます (ここ か ら の 制御 
は COMMAND.COM に 移さ れ ま す )。 

(⑥AUTOEXEC.BAT の 実行 
COMMAND.COM は 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 
AUTOEXEC.BAT を 探し 、 発 見 する と 実行 し ます 。 存在 し な けれ ば DATE 


ど ) を 表示 し ます 。 


(olunmn 


@WindOws ヨ 5 で CONFIG.SYG は どう な る の 

Windows ヨ 5 (Windowsd.1 の 次 期 バ ー ジ ョ ン ) で は 、MG-D0G を 
経由 せ すず に 、WindOwS が ダイ レク ト に 起動 し ます 。 し た が っ て CONFIG. 
SYS と AUTOEXEOC.BAT は 、 基本 的 に は 必要 と し ませ ん 。 た だ し 、 ユ ー 
ザー が 独自 に CONFIG.SYS や AUTOEXEO.BAT を 作成 する こと は 
で きま す 。 こ れ ら の ファ イル を 発見 する と 、WindOws ヨ 5 は その 内 容 を 読 
の 込ん で シス テム 全体 に 反映 させ ます 。 

将来 的 に 登場 する で あろ う サ ー ド パー ティ 製 の 強力 な メモ リマ ネー ジャ を 活 
用 し た り 、MS-DO0S アプ リケーション を Windows5 で 動か す 場 合 は 、 
や は り CONFIG.SY8S や AUTOEXEO.BAT に 関す る 知識 は 必要 に な 
る と 思わ れ ま す 。 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ププ ノノ Oo 
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| CONFIG.SYGS を 作成 する 


寺井 人 析 Vi 。 人 (人! 全便 


ここ で は 実際 に CONFIG.SYS を 作成 ・ 修 正す る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


人 児 在 の CONFIG.BY 内 容 を 確認 する 
現在 の CONFIG.SYS の 内 容 を 画面 に 表示 し まし ょ う 。 


(①TYPE コマ ンド の 実行 
MS-DOS コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


TYPE A:\CONFI6.SYS | 
CONFIG.SYS の 中 身 を 覗い て みる 


: キ TYPE BONFIG.SYS 火 肖 ま る 選 マシ ド 
DEUICE=:\UTLTY\HSB.EXE UC Y2 TD 

BUFFERS=25 

FILES=89 

FCBS=1 

SHELL=R:\COPWND.CO P /E:272 

DEUICE=R: 料 DEU\10SPRO\UY386.EXE 1 ノ U=D9-D7,DE-DF,E8-F4 ZN=CC /NECID 
DEUICE=R: 判 人 DEU\I0SPRO\DC19.EXE 3972 =2948 
DEUICE=R:\DISKA2\DISKX.SYS UIB B:g 

DEUICE=R:\DISKX2\%DRU.CO ZIU B:g 

DEUICE=:\DOS 補 KCFUNC.SYS 

DEUICE=B:\QTOK8\TOKSR.SYS 2UCF=B: ギ TOK8\RTOK8.UCF 
DEUICE=B:\TOK8\QTOK8B.SYS 

DEUICE=B:\QTOKS\QTOKSEX.SYS 

DOS=HIGH,UB 

LRSTDRIUE = Z 

DEUICEHIGH = B:\ICIMIN\CDROI.SYS ZD:CD599E 
DEUICE=R:TLTY\HSB.EXE TS 


> 





TYPE コマ ンド は MS-DOS の 内 部 コマ ンド (MS-DOS に 内 大 さ れ た コマ ン 
ド ) な の で 、 コ マン ド プ ロン ブ ト (A>〉 や B> ) が 表示 され て いれ ば 、 常 に 実行 
で きま す 。 CONFIG.SYS は 必ず 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に 存在 し 
ます 。 


CONFIG.SYS を 作成 する 。 2Z 


織 エ テ ィ タ で CONFIG.SY8 を 編集 する 


現在 、「A:\DOS」 に は マウ ス ド ラ イ バ 「MOUSE.SYS」 が 格納 され て い 
ます 。 こ の マウ ス ド ラ イ バ が 使え る よう に 、CONFIG.SYS に 登録 し まし よう 。 
な お 、 こ こ て は MS-DOS Ver.5.0 に 付属 する SEDIT コマ ンド を 使い ます 。 


7MOUSE.SYS を CONFIG.SYS に 登録 する 









RB:YCONFIGSYS55o5b シ うめ うめ) ニニ < 捧 入 > 14 ン 19 行 24 本 空 * モ り : 98 HELP: 科 明 
DEUICE=R:\UTLTY き HSB.EXE UCY2TD 

BUFFERS=254 

FILES=89\ 

FCBS=1 

SHELL=R:\COPMQND.COH /P /E:272Y 

DEUICE=R: 料 IDEU\IOSPRO\UNWT386.EXE 11 U=DO-D7,DE-DF,E8-F4 /=CC NECIDL 
DEUICE=R: 当 1DEU\10SPRO\DC19.EXE 3972 =2948! 

DEUICE=a:\DISKX2\DISKX.SYS UNB B:g! 

DEUICE=a:\DISKX2W%DRU.CON ZIU B:By 

DEUICE=R:\DOS 交 KCFUNC.SYSY 

DEUICE=B:\ ロ TOK8\TOKSR.SYS ン UCF=B:\ ロ TOK8\QTOK8.UCFY 

DEUICE=B:\TOK8\TOKSB.SYS+ 

DEUICE=B:\QTOK8*TOKSEX.SYS+ 

DEUICE=R:\DOS 幸 OUSE.SYS+ 
DOS=HIGH,UNBY 

LRSTDRIUE = 2 
DEUICEHIGH = B:\ICPMMIN\CDROY.SYS /D:CD599EY 
DEUICE=R:\UTLTY\HSB.EXE TS, 

LEOF」 





















挿入 する 行 









(① エ ディ タ の 起動 
MS-DOS コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


SEDIT A:\CONFI6.SYS | 
②MOUSE ドラ イ バ の 記述 /.209 
・IMOUSE ドラ イ バ を 記述 し た い 行 (ここ で は 14 行 目 ) の 先頭 に マウ スカ ー 
ソル を 移動 し 、|J キー を 押し ます (空白 行 の 挿入 ) 。 
・ 挿 入 さ れ た 空白 行 に 、 次 の 1 行 を 記述 し ます 。 
DEVICE=A:\DOS\MOUSE.SYS |。 | 
③ 変 更 内 容 の 保存 
・ 上 (終了) キー を 押し ます 。 
「 文 書 を 保存 し エディ タ を 終了 」 に カー ソル を 移動 し 、[ キー を 押し ます 。 
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7 保存 し な が ら エ ディ タ を 終了 する 


DEUICE=R:\UTLTY\HSB.EXE UC Y2 TDX 
@ 


DEUICE 品 集 国 面 
DEUICE=B:\QTOKS\RTOKSR.SYS ン /UCF=B:\ ロ TOKS ギ TOKS.UCFY 
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MS-DOS が CONFIG.SYS を 読み 込む の は 起動 時 の 1 回 だ け で て で す 。 し た が っ 
て 、 作 成 ・ 修 正 し た CONFIG.SYS を MS-DOS シス テム に 反 喘 させ る に は 、 
CONEIG.SYS を 保存 し た 後に リセ ッ ト ボ タン を 押し て くだ さい (再起 動 の 実 
行 )。 


軒 CONFIG.SY8 を 作成 する 3 つの 方 法 

CONFIG.SYS を 作成 編集 する 主 な 方 法 に は 、 お よそ 次 の 3 つが あり ます 。 
ノエ ディ タ に よる 作成 

テキ スト エディ タ は 本 来 は ブロ グラ ム の 編集 用 に 開発 され た ユー ティ リティ 
で す が 、 現 在 で は 広く テキ スト ファ イル 作成 に 使わ れ て いま す 。 ポ ビュ ラー な 
テキ スト エディ タ に は 、MIFES (メガ ソフ ト ) や Vz エディ タ (ビレ ッ ジ セン 
ター) が あり ます 。 

ノ CUSTOM コマ ンド に よる 作成 

MS-DOS に 付属 する CUSTOM コマ ンド で 、 対 話 式 に 作成 て きま す 。 
ノア プリ ケー ショ ン に よる 作成 

メモ リマ ネー ジャ (MemoryServer II や MELWARE) や アブ リケーション 
(一 太郎 Ver.5 な ど ) を イン スト ー ル する と 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT は 自動 的 に 生成 され ます 。 

た だ し 、CUSTOM コマ ンド や アブ リケーション に よっ て 作成 する CONFIG. 
SYS は 、 必 ず し も 最適 な 内 容 に な る と は 限り ませ ん 。 最適 な CONFIG.SYS 
を 作る に は 、 最 終 的 に は エディ タ に よる 修正 が 必要 で す 。 
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殖 エディ タ な し で 即座 に DONFIG.SY を 作る 


現在 、 エ ディ タ の な い 環 境 で MS-DOS が 起動 し て いま す 。 次 の よう な 内 容 
の CONFIG.SYS を すばやく 作成 し まし ょ う 。 


BUFFERS=20 
FILES=20 


FCBS=1 
SHELL=\COMMAND.COM /P 





(①COPY コマ ンド の 実行 
MS-DOS コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


COPY CON A:\CONFI6.SYS | 


②CONFIG.SYS の 内 容 記 述 
上 図 の よう な 内 容 を 入力 し ます (各行 末 で [| キー を 押し ます )。 

③ フ ァイル の 保存 

・4 行 目 の 行末 で cm キー を 押し な が ら [Z] キー を 押し ます (EOF コー ド の 畠 
入 )。 

・[ 同 キー を 押し ます 。 こ れ で 「1 個 の ファ イル を コピ ー し まし た 」 と 表示 さ 
れ 、CONFIG.SYS が 作成 され ます 。 


(解説) 
琴 標 準 デバ イス の 活用 

「CON」 と は 、MS-DOS が 標準 で 用 意 す る デバ イス ドラ イ バ の 名 称 で す 。 
CON は キー ボー ド や 画面 を 制御 する た め の も の で 、 上 記 の よう に 「COPY 
CON CONFIG.SYS 財 」 と 入力 する こと で 、 キ ー ボ ー ド か ら CONEIG.SYS 
を 作成 で きま す 。 入力 を 終了 する に は ファ イル の 終端 を 表す EOF (End Of 
File) コー ド ( 陣 十 [ 妥 を 押す ) を 入力 し ます 。 和 緊急 に CONFIG.SYS や 
AUTOEXEC.BAT を 作成 する 場合 に 、 覚 えて お く と 便利 な テク ニッ ク で す 。 
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第 2 意 
メモ リ の 基礎 知識 





MS-DOS や WindOwS の アプ リケーション を 
快適 に 動か す に は 、CONFIG.SYS に お ける メ 
モリ の 設定 が ポイ ント に な り ま す 

ここ で は 、MS-DOS や WindoOwS で の メモ リ 
活用 の 基礎 知識 に つい て 解説 し ます 





| モリ の 「 い ろ は 」 を 知る 


ます メモ リ の 概念 ・ 役 割 ・ 種 類 に つい て 理解 し まし ょ う 


《 誠 メモ リ っ て 何だ p 


バ ソ コン を 扱う と き に 「 メ モリ が 足り な い 」 と か 「 メ モリ を 増設 し な けれ ば 」 
な ど と いう 言葉 を よく 半 この 「 メ モリ 」 と は 一 体 何者 で 、 ど ん な 役割 
の Pe 旨 スモ リ に は 文字 どおり 「Memory= 記 層 す 
と いう 意味 が あり ます 。 コ ンピュータ の 世界 MR 
の デー タ を 記憶 し て お く 場 所 (ハー ド デ ィ スク な ども 含め て ) を メモ リ と 呼び 
ます 。 ま た 、 狭 い 意味 で は 半導体 メモ リ を 指し ます 。 本 書 も 含め 、 一 般 釣 に は 
「 メ モリ 」 と いう と 半導体 メモ リ を 指す と 考え て くだ さい 。 

この メモ リ の 役割 を 理解 する に は 、 パ ソコ ン の ハー ドウ ェ ア 内 部 の 機構 を あ 

る 程度 理解 し て お く 必 要 が あり ます 。 バ ソコ ン は 大 ざっ ば に 言う と 、CPU・ 
メモリ ・ 入 出力 装置 と いう 3 つの 核 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 

\# パ ソコ ン を 構成 する 3 つの 要素 
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ノン CPU( 中 央 演算 装置 ) p.39 

CPU は ブロ グラ ム の 実行 / 演 算 / デ ー タ の 入出 力 を 制御 する パソ コン の 東 脳 
部 分 で す 。MS-DOS や Windows を 動か す バ ソコ ン で は 、 米 国 の イン テル 社 
の 開発 し た CPU チッ プ 80386/i80486/Pentium な ど ) 、 ま た は その 打 換 チッ 
プ が 使わ れ て いま す 。 

ノ 入 出力 装置 

入出 力 装 告 は フロ ッ ヒ ビー ディ スク 装置 / キ ー ボ ー ド / デ ィ ス ブレ イ の よう に 外 
部 か ら デ ー タ や 命令 を 入力 し た り 、 出 力 し た りす る 装置 で す 。 

ノ メ モ リ 

モリ は CPU の 処理 を 甚 ける た め に 使う 一 時 的 な 作業 領域 で す 。CPU が 
計算 する と き に 一 時 的 に 使う 「 モ 用 紙 」 の よう な も の と 考え て よい で し ょ う 。 
CPU が 処理 を 行う 過程 で て 、 デ ィ ス ク か ら 読 み 込 ん だ ブロ グラ ム や デー タ を 格 
納 し た り 、 演 算 途 中 の 作業 情報 を 書き 込ん だ り し ます 。 

ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ビ ピー ディ スク は デー タ を アク セス する た め に は 、 円 
盤 (デー タ が 記録 し て ある 媒体 ) を モー ター で 回 転 さ せ た リ 、 ヘ ッ ド (デー タ 
を 読み 取る セン サー) を 移動 し た り と いう 物理 的 な 動作 が 必要 で す 。 し か し 、 
モリ は 半導体 に 電気 的 に アク セス する た め 、 物 理 的 な 動作 を 伴い ませ ん 。 し 
た が っ て 極め て 高速 に CPU と の デー タ の や り と り が で きま す 。 

4 メモ リ は CPU の 処理 を 助け る 






4800 テ 28 は 


ここ 


| 
計算 する 人 


ーー 時 的 に 使う 
メモ 用 紙 





問題 集 を 持っ て くる 人 
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《 誠 ハー ドウ ェ ア 的 に 見 た メモ リ の 使わ れ 方 


メモ リ に は ROM (Read Only Memory= 読 み 出 し 専用 み カモ リ ) と RAM 
(Random Access Memory= 書 き 出 し / 読 み 出 し メモ リ ) の 2 種類 が あり ます 。 
ROM は あら か じ め 書 き 込 まれ た 情報 を 読み 取る こと し か で き な い タイ ブ の メス 
モリ で す 。RAM は 文字 どおり 情報 の 登録 や 読み 出し が 可能 な タイ ブ の メモ リ 
で す 。 こ れ ら の メモ リ は その 特性 に 応じ て 、 バ ソコ ン 内 部 で 次 の 3 つの 用 途 に 
使わ れ て いま す 。 


田 シ ステ ム BIOS な どの 格納 メモ リ (HOM) 

PC-98 シリ ー ズ (以下 98 シリ ー ス ) で は 、N88-BASIC/BIOS/ 日 本 語文 字 
パターン な ど が ROM に 記録 され て いま す 。 こ れ ら の 情報 は パソ コン 製造 時 に 
ROM に 記録 する の で 、 後 か ら ユ ー ザ ー が 自由 に 情報 を 登録 ・ 修 正す る こと は 
で きま せん 。 ま た 電源 を OFF に し て も 内 容 は 保持 され ます 。98 シリ ー ズ で は 
N88-BASIC と BIOS を 格納 する ROM が 96KB あり ます 。 98NOTE で は ノー 
トメ ニュ ー が 含ま れる の で 、128KB の ROM が 搭載 され て いま す 。 日 本 語文 
字 パ ター ン や その 他 の ROM 容量 に つい て は 公開 され て いま せん 。ROM か ら 
の 情報 の 取り 出し は OS また は アブ リケーション が 行う の で 、 通 常 は ユー ザー 
が 直接 アク セス する こと は で きま せん 。 


一 画 面 表 示 情 報 の 格納 メモ リ (VHAM) 
画面 に 文字 や 図形 を 表示 する た め の 情 報 を 記録 する メモ リ を VRAM (Video 


ト VRAM (TVRAM)、 グ ラフ ィ ッ ク を 表示 する グラ フィ ッ ク VRAM 
(GVRAM) の 2 種類 が あり ます 。98 シ リー ズ で は TVRAM に 12KB、 
GVRAM に 256KB (98MATE 以降 の 機種 で は 512KB) を 実装 し て いま す 。 


MS-DOS 上 で は 文字 の 表示 に TVRAM を 使い ます が 、Windows 上 で は 文 
字 の 表示 に は GVRAM を 使い ます 。 こ れ に より フォント さえ 揃え れ ば 、 文 字 


サイ ズ ・ 書 体 を 自在 に 表示 で きる よう に な っ て いま す 。 


軒 ア プリ ケー ショ ン 作 業 用 の メモ リ (HAM) | 76 
パソ コン の カタ ログ な ど で 「 ユ ー ザ ー ズ スモ リ 標準 56MB 最大 37.6MB」 
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な ど と 記載 され て いる メモ リ は 、 ア ブリ ケー ショ ン や ユー ザー が 自由 に 使え る 
RAM て で す 。 メ イン モリ /EMS メモ リ /UMB メモ リ な ど と いう 呼び 名 は 、 
この RAM を MS-DOS が ソリ フトウェア 的 に 区 分 け す る と き の 定 義 名 で す 。 本 
書 の 「 パ ソコ ン の 快適 環境 を 設定 する 」 と いう テー マ で は 、 も っ ば ぱら 、 こ の RAM 
の 設定 方 法 が 中 心 に な り リ ま す 。 こ の メモ リ を 増設 する こと で 、Windows や 一 
太郎 を 高速 に 動作 させ る こと が で きる よう に な り ま す 。 

\# カ タロ グ に 記載 され る メモ リ 


ら modelS2 | PC-98: Ce2 modelS2D | PC-98 Ce2 modelS1 


| FDD モ デル 


























標 当 5.6MB/ 最 大 37.6MB 

| ビデ オ RAM 。。。。。。。。 | 512KB( グ ラフ ィ ッ ク VRAM)、12KB( テ キス ト VRAM) ーー 

2 EE 80 文 字 X25 行 /80 文 字 X20 行 、 漠 字 (16 ド ッ ト 、 ゴ シッ ク 体 ) :40 文 字 X25 行 /40 文 字 X20 行 

テキ スト VRAM は ロー カル バス 経由 で CPU か ら の 直接 アク セス が 可能 

解像度 (表示 色 ) :640X400 ド ッ ト (4.096 色 中 16 色 また は 1.677 万 色 中 256 色 )2 画 面 
640X480 ド ッ ト (1.677 万 色 中 256 色 ) 1 画面 

グラ フィ ッ ク VRAM は ロー カル バス 経由 で CPU か ら の 直接 アク セス が 可能 

3.5 イ ンチ FDD(1.44MB/1MB 

/640KB 対 応 ) X1 3.5 イ ンチ | 

増設 用 35 イ ンチ FDD(2 台 目 FDD) (L44MB/IMB/640KB 計 2 

(別売 の 追加 増設 が 可能 。 | 


| 本 16MB/ 央 示 336MB*I 





ーー 


ーー | 


内 
ま 


























フロ ッ ピ イィ ディス ク 













固定 ディ スク 170MB、 ライ トキ ャ ッシュ 対応 。。。。 1 な し (は プシ 2 
革 CD-ROM 。。。。。。 | を sa キア クセ スタ イム 335:G73 ス Hgー ク )- デ ー ク 5360KB/S、 2!G5 マシ 
汎用 拡張 スロ ッ ト 






1 人 人 2 チャ ン ネ ル (ステ レオ: 量子 化 8 ビ - トビー トト ンプ リン グレ ー ト 4. 13KHz 一 44. 1KHz) 、 
FM 音源 6 和音 (ステ レオ ) 、 リ ズム 音源 6~ 
専用 マイ クロ ホン (PC-9821A-U0 


アナ ログ RGBX1 
マイ クロ ホン 
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人 SHAM と DRHAM 

HAM は その デー タ 保 持 の 方 式 に よっ て 、 ダ イナ ミッ ク HHAM (DHAM) 
と スタ ティ ッ ク HAM (SHAM) の 種類 に 分 けら れ ま す 。DHAM は 一 定 
時 間 ご と に リフ レッ シュ ( 再 書き 込み ) し な いと 、 記 憶 内 容 が 消え て し まう た 
め 、 結 果 的 に 消費 電力 が 大 きく な る と いう 欠点 が あり ます 。 し か し 、 ら 5HAM 
に 比べ て 価格 が 圧倒 的 に 安い た め 、 多 く の パ ソコ ン は DHAM を 使用 し て いま す 。 

し か し 、 現 在 で は この 普及 型 DHAM は 速度 向上 の た め の 設 計 変更 が 迫 られ 
て いま す 。 か つて は パソ コン の カタ ログ に は 「 ノ ー ウ ェ イ ト 」 と 表記 する の が 
流行 だ っ た こと が あり ます 。 こ れ は 〇 PU が メモ リ を アク セス する 際 に 、 待 ち 
時 間 が な い (つま り 高 速 に アク セス で きる ) こと を 表し ます 。 し か し 最近 の 
CPU の 高速 化 に 伴い 、 む し ろ 現 在 の DHAM は CPU 処理 の 足 を 引っ 張っ 
て し まい 、「 ウ ェ イ ト 」 を か け ざ る を 得 な く な っ て いる の が 実状 で す 。 今後 は 
より 高速 な 次 世代 式 DHAM (EDRAM/CDHAM/HDHAM な ど ) が 登場 
し て くる と 思わ れ ま す 。 
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《 MS-D0S が 定義 する メモ リ 


MS-DOS を 起動 する と 、MS_DOS は バ パソ コン に 搭載 され て いる メモ リ を 、 
次 の よう に 区 画 整理 し て 使用 し ます 
7MS-DOS が 管理 する メモ リ 


MS-DOS の 基本 機能 が 管理 する 。 。 22 ピット CPU が 。 
1 MB の メモ リ 空 間 アフ セス で きる メモ リ 空 間 


OKB 640KB 1024KB TOP 


コン ベン ショ ナル メモ リ | UMA 領域 


プロ テク トメ モリ 
640KB | 384KB 














訪 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ (Conventional Memory) 

MS-DOS は も と も と 8086 系 CPU を 使う た め の OS と し て 作ら れ た の で 、 
1024KB (1MB) まで の メモ リ を 管理 で きる よう に な っ て いま す 。 こ の 1MB 
の メモ リ の 内 、 最 初 の 640KB を コン ベン ショ ナル メモ リ と 言い ます 。 玉 記 憶 
モリ / ス イン メモ リ / ユ ー ザ ー ス スモ リ な ど ご と 呼ば れる こと も あり ます が 、 本 
書 で は 「 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ 」 に 統一 し ます 。 

MS_-DOS の 起動 時 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ に は MS-DOS シス テム ・ 割 リ 
込み ベク タ (ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み の 帳簿 の よう な も の ) ・CONFIG.SYS で 指 
定 し た デバ イス ドラ イ バ 、 な ど が 配置 され ます 。 

640KB か ら そ れ ら の モリ を 閥 し 引い た フリ ー エ リア (空き 領域 ) は 、MS- 
DOS コマ ンド や MS-DOS 対応 ブロ グラ ム を 実行 する と き に 、 ブ ログ ラム の 一 
部 分 を 読み 込む た め に 使わ れ ま す 。 た だ し 、 こ の フリ ー エ リア が ブロ グラ ム を 
読み 込め る だ け の 容量 が な い 場 合 は 、「 ス モリ 不足 です 」「 ス モリ が 足り ませ 
ん 」 な ど と いう エラ ー メ メッセー ジ が 表示 され 、 ア プリ ケー ショ ン が 実行 で き な 
く な り ま す 。 し た が っ て 、 で きる だ け フ リー エリ ア が 広く な る よう に CONEIG. 
SYS を 設定 する の が 、 腕 の 見 せ 所 に な る わけ で す 。 
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^# コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の 使わ れ 方 








ーー を 


MS-DOS 中 動 和 に 占有 され る 領域 ペー 実行 する プロ グラ ム を 読み 込む 領域 UMA 領域 
OKB 640KB 
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計り MA 領域 (UDDer MBmory Ar@ega) 

MS-DOS が 管理 する 1MB の メモ リ の 内 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ に 続く 
384KB の メモ リ 空 間 を UMA 領域 と 言い ます 。UMA 領域 は も っ ば ら ハ ー ド 
ウェ ア が 使う ROM 空間 て 、ROM BASIC・ROM BIOS (入出 力 制 御 ブ ログ 
ラム ) ・EMS ボー ド ・ サ ウン ド ボ ー ド ・ ハ ー ド ディ スク な ど を 制御 する の に 
使わ れ ま す 。 通常 は ユー ザー が 自由 に アク セス で きま せん 。UMA 領域 は シス 
テム 領域 や 拡張 ROM 領域 な ど と 呼ば れる こと も あり ます が 、 本 書 で は 「UMA 
傾 域 」 に 統 -- し ます 。 

UMA 領 域 が 容 際 に どの よう に 使わ れ て いる か は 、 使 用 する バ パソ コン 機種 や 
接続 する 周辺 機器 の 種類 ・ 数 に よっ て 異な り ま す 。 ま た UMA 領域 は 必ず し 
も その 全部 が 使わ れ て いる わけ で は な く 、 未 使用 領域 が 数 十 KB-128SKB ほど 
あり ます 。32 ビッ トマ シン G80386 以上 ) で あれ ば 、 ブ ロ テ ク メモ リ の - 一 部 を 
貼り 付け て 特殊 な RAM 空間 と し て 使う こと も で きま す 。 これ を UMB(Upper 
Memory Block) と 言い ます 。UMB 領域 に は デバ イス ドラ イ バ や 常駐 型 ブ ロ 
グラ ム を 格納 する こと が で き 、 こ れ に よっ て コン ベン ショ ナル メモ リ の フリ ー 
エリ ア を 広く する こと が で きる よう に な り ま す 。 
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7UMA 領域 の 使わ れ 方 





コン ベン ショ ナル ここ に プロ テ 」 フロ テク ト 
DE に プロ テク トメ モリ を 2 
貼り 付け る と 、 
「UMB」 と し て 使え る よう に な る ! 


ゴー ーー 


640KB 1024KB 





る O 演 党 O ロ フラ 





ターーーーーーーー 





田 プロ テク トメ モリ 

MS-DOS が 管理 で きる 1MB (コン ベン ショ ナル メモ リ +UMA 領域 ) に 続 
く メ モリ 領域 を 「 ブ ロ テ ク トメ モリ 」 と 言い ます 。 パ ソコ ン の カタ ログ で 「 ユ ー 
ザー ズ メ モリ 」「 主 記憶 RAM」 な ど と 記載 され て いる RAM は 、 コ ン ベ ン ショ 
ナル モリ と ブロ テク トメ モリ を 合わ せ た 容 量 が 記載 され て いま す 。 

プロ テク トメ モリ は 32 ビッ ト CPU GG80386 以上 ) だ けが アク セス で きる 拡 
央 モリ 空間 て す 。1MB と いう MS-DOS の メモ リ 管 理 の 限界 を 解消 する た 
め に 、32 ビッ ト CPU 固有 の 機能 を 利用 し て 、 プ ロ テ ク トメ モリ を アク セス し 
ます 。XMS 規格 や DPMI 規格 な ど 、 ブ ロ テ ク トメ モリ の 使い 方 に は 数 種類 が 
あり ます (詳し く は p ヵ .28 以降 を 参照) 。 


Column 


人 @ メ モリ を 数 える 単位 
コン ピュ ー タ の 世界 で は デー タ の 大 き さ (容量 ) は 、 次 の 単位 で 数 えま す 。 











| 読み _ 意 味 」 
bit ビッ ト デー タ の 最小 単位 (| ビッ ト は 2 進数 | 桁 に 当る ) 

| 衣 折 | 1 バイ ト =8 ビッ ト : 半角 は 1 パイ ト 、 全 角 は 2 バイ 
OU | 70 ま ト で 表す こと が で きる 




































KB キロ バイ ト | IKB=1024 バイ ト : K (キロ) は 千 倍 を 意味 する 
MB メガ バイ ト | IMB=I024KB=1048576B : M( メ ガ ) は 百 万 倍 を 意味 する 
GB ギガ バイ ト | IGB=1024MB=1048576KB : G( ギ ガ ) は 10 億 倍 を 意味 する 











テラ バイ ト | ITB=1024GB=1048576MB : T( テ ラ ) は | 兆 倍 を 意味 する 
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メモ リ を 支配 する じ PU の 正体 


メモ リ と CPU は 宙 接 な 関係 に あり ます 。 メ モリ を 理解 する に は 、 メ モリ を 
直接 に 支配 し て いる 「CPU」 を 理解 し て お く 必 要 が あり ます 。 


6 TCPU」 と は 何 か 


CPU (Central Processing Unit) と は 「 中 天 演 算 装 置 」 と 和訳 され 、 コ ン 
ビ ピュー タ の 頭脳 部 分 の 役割 を 果たし て いま す 。 特に パソ コン に は 集積 LSI を 
使っ た 超 小 型 の CPU が 使わ れ て いる た め 、MPU (Micro Processing Unit) 
と 呼ぶ 場合 も あり ます 。CPU も MPU も 同義 語 で ある と 考え て も よい て で しょ 
う 。CPU と は 大 きく 分 ける と 、 次 の 3 つの 仕事 を する た め の 部 品 で す 。 


CCPU の 3 つの 基本 機能 









デー タ の 転送 制御 
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実行 制御 


ンプ ログ ラム の 実行 制御 
モリ (ROM/RAM) の 所 定位 置か ら ブ ログ ラム を 読み 込ん て 実行 し ます 。 
どの ブロ グラ ム の どの 部 分 を 、 ど の タイ ミン グ て 実行 する か を 制御 し ます 。 


メモ リ を 支配 する CPU の 正体 3 の 


ン 演 算 

実行 する ブロ グラ ム の 命令 に 従っ て 、 数 値 演算 (オー ベ ミ な ど ) や 論理 演算 
(条件 比較 ) を 行い ます 。 
ン デ ー タ の 転送 制御 

CPU は 処理 を 実行 する 際 に 、 演 算 す る デー タ を 一 時 的 に CPU 内 に ある レ 
ジス タ (一 時 的 な デー タ の 保管 場所 ) に 保管 し ます 。CPU は この レジ スタ と メ 
E リ と の 間 の 、 デ ー タ 転送 を 制御 し ます 。 ま た 、 ハ ー ド ディ スク や イメ ー ジ ス 
キャ ナ な どの 周辺 機器 と の デー タ 転 送 を 制御 し ます 。 


現在 、 バ ソコ ン 用 CPU で は イン テル 社 製 (MS-DOS や Windows が 動く マ 
シン て 使う ) と モト ロー ラ 社 製 (Macintosh な ど て 使う ) の 2 系 統 が 二流 に な っ 
て いま す 。98 シリ ー ズ で は イン テル 系 CPU が 使わ れ て いま す 。 イ ン テ ル 系 
CPU で は i8086 っ i80286 っ i80386 180486 っ Pentium と 型番 が 増え る に し た 
が っ て 、 高 速 ・ 高 性 能 に な り ま す 。 ま た 、 同 じ 型 番 で も クロ ッ ク 周 波数 の 大 き 
い 方 が 動作 は 高速 に な り ま す 。 た と えば i80486 (33MHz) と i80486 (66MHz) 
て は 、 後 者 の 方 が 2 倍 も 高速 に 動く こと に な り ま す 。 ク ロッ ク 周 波数 と は バ パソ 
コン 各部 の 処理 の 足並み を 揃え る た め の 「 了 手拍子 」 を 意味 し ます 。 兵 隊 の 行進 
の と き に 「 手 拍子 」 の 数 を 増やせ は 行進 ス ビ ー ド も 速く な る の と 同じ 理屈 で 、 
クロ ッ ク 周 波数 の 数 が 多い ほど 高速 処理 が で きま す 。 


Columnii 


@CISC 型 CPU と HISC 型 CPU 

IB0386 まで は 、 内 部 の 実行 ユニ ッ ト は 典型 的 な CISC 型 DPU で し 
た 。 CISC と は 多く の 命令 を CPU 内 の 昌 OM に 記録 し て お き 、 こ の 命令 
用 辞書 を 参照 し な が ら 処理 を 行う タイ プ の CPU で す 。 複雑 な 命令 を 簡単 に 
実行 で きる 反面 、 処 理 が 遅く な る と いう 欠点 が あり ます 。 一 方 、 iB048B 
や ゃ や Pentium で は HISO 型 (ある い は HISO 的 な ) CPU と し て 、 内 部 の 
実行 ユニ ッ ト が 大 幅 に 変更 され て いま す 。 日 IS は 単純 な 命令 (縮小 命令 セッ 
ト ) の 専用 回 路 を 用 意 し 、 ご PU その も の の 構造 を 単純 化し て いま す 。 0 
や コン バイ ラ な どの ソフ トウ ェ ア 側 の 負担 は 増え ます が 、ISC 型 OPU に 
比べ て 極め て 高速 に 動作 で きる 仕組 み に な っ て いま す 。 今後 は Pentium や 
POwerP な ど HISO 型 CDPU が 、CPU の 主役 と な る と 思わ れ ま す 。 
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| MS-DOG の 宿命 「 1 MB の 壁 」 の 謎 


MS-DOS その も の が 管理 で きる メモ リ 領 域 は IMB まで と いう 制限 が あり 
ます 。 こ れ は な ぜ で し ょ うか 。 本書 の 旦 頭 で 述べ た よう に 、MS-DOS は 米国 
IBM 社 が バ ソ コン 上 市場 に 新規 参 和 人 する た め の 切 り 札 マ シン 「IBM-PC」 用 に 
開発 され た OS ( オ ベ レ ー テ ィング シス テム = 基本 シス テム ) で す 。 こ の IBM 
PC に は 、 当 叶 と し て は 先進 的 か つ 高 速 な 16 ビッ ト CPU 「i8086」( 米 国 イ ン 
テル 社 が 開発 ) が 搭載 され て いま し た 。 


=7i8086CPU (写真 提供 : イ ン テ ル ジャ パン ) 
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CPU (中 天 演 算 装 置 ) に は 「 ア ドレ スラ イン 」 と 呼ば れる 端子 が あり 、 こ れ 
が メモ リ と 直結 し て いま す 。CPU は この アド レス ライ ン 1 本 1 本 に 電圧 を か 
け 、 ア クセ ス す る メモ リ の 番地 (アド レス ) を 指定 し ます 。 つ まり CPU の 命 
令 を 受け て 荷物 (デー タ ) を 運ぶ 宅配 便 の トラ ッ ク に 、 配 送 先 の 住所 を 知ら せ 
る の が アド レス ライ ン の 役割 で す 。 i8086 に は アド レス ライ ン が 20 本 出 て い 
ます 。 ア ドレ スラ イン の 端子 1 本 が 1 ビッ ト に 対応 する の て 、27=1048576 バ 
イト =1024KB=1MB と な り 、 す な わ ち 1MB の 男 囲 で 番地 を 指定 て きる 仕組 
み に な り ま す 。 こ れ が MS-DOS の 共 本 的 な 骨組 み と な り ま し た 。 所 換 性 を 維 
持 す る た め 、 歴 代 の MS-DOS は この 「1MB の メモ リ 限 界 」 を 継 水 し て いま す 。 

その 後 の イ ン テ ル 社 の CPU は i80286、i80386、i80486、Pentium と 進化 し 、 
より 広い モリ 空間 を アド レス で きる よう に な り ま し た 。i80286 以上 の CPU 
は 下位 の CPU と 盛 換 性 を 保つ た め に 、 了 Eー ド を 一 時 的 に 変更 て きる よう 
に な っ て いま す 。 i8086 系 CPU と し て 動作 させ る モー ド を 「 リ アル モー ド .、 
本 来 の CPU の 能力 を 発揮 させ る 動作 モー ド を 「 ブ プロテクト モー ド 」 と 言い ます 。 


メモ リ を 支配 する CPU の 正体 プ 7 








CPU アド レス ライ ン アク セス 可能 な メモ リ 革 囲 
i8086 系 20 本 IMB 
80286 系 | 24 本 I6MB 
i80386/486 系 | 32 本 4096MB 

| 32 本 。 | 4096MB 


※ ご こ で は 実際 の アド レス ライ ン と バイ トイ ネー ブル (特殊 な 信号 線 ) を 組み 
合わ せ た 、 ア ドレ スラ イン の 本 数 を 表示 し て いま す 






































Pentium 








この と き i80286 以上 の CPU を 搭載 し た バ パソ コン を 使え ば 、 メ モリ 問題 は す 
べ て 解決 し そう に 見 えま す 。 と ころ が 、MS-DOS は i8086 系 CPU (16 ビッ ト 
CPU) 専用 の 0S と し て の 基本 設計 を 貫い て いる た め 、32 ビッ ト CPU を 持つ 
バ ソ コン を 使っ て も 、 起 動 時 に 強制 的 に リア ルモード (8086 系 CPU と し て ) 
て 動作 させ ます 。 し た が っ て 、 ア ドレ スラ イン の 21 本 目 以降 は 未 使用 に な っ 
て し まい 、 相 変わ ら ず 1MB の メモ リ 限 界 が 存在 する の で す 。 

\# ア ドレ スラ イン の 役割 






この 和 荷物 は メモ リ 町 3 丁目 の 
山田 さん に 届け て ネ 






メモ リ ーー ーー デー タバ ス (デー タ の 転送 路 ) 


この 解決 に は 、MS-DOS 動作 中 で も 必要 に 応じ て 瞬間 的 に ブロ テク トモ ー 
ド に 切り 符 え て 、 ブ プロ テク トメ モリ を 使え る よう に 工夫 し ます 。 そ れ を 行う の 
が 「 メ モリ マネ ー ジ ャ 」 と いう ブロ グラ ム で す 。 メモ リマ ネー ジャ に は MS-DOS 
に 付属 する HIMEML.SYS/EMM386.EXE の ほか に 、MELWARE ( ス ルコ ) 、 
MemoryServer (アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 ) な ど が あり ます 。 一 般 的 に は スモリ 
マネ ー ジ ャ は デバ イス ドラ イ バ と し て 提供 され 、CONFIG.SYS に 登録 し ます 。 
CONFIG.SYS の 設定 次 第 で スモ リ 環 境 が 左 大 さ れる の は この た めで す 。 
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半 ヨ ら ビッ ト CPU と は 


CPU の 性 能 を 区 別 す る と き に 「32 ビッ ト CPU」「16 ビッ ト CPU」 な ど と 
いう 単語 を よく 使い ます 。 こ の 「 〇 の 〇 ビッ ト CPU」 と は 何 を 意味 する の て し ょ 
うか 。 そ れ は CPU の 内 部 構造 を 知る こと て 理解 て で きま す 。 

4 内 部 バス 幅 と 外部 バス 幅 


内 部 バス (Internal BUS) 










バス (BUS) っ て 
デー タ の 
通り 道 な の ネ 





ミーー 外部 バス (External BuS) 











CPU は ブロ グラ ム を 実行 し た り 演 算 を 実行 する 際 に 、 メ モリ と の 間 で デー 
タ の や り と り を 行い ます 。 こ の と き デ ー タ が 通る 道 を 外部 デー タバ ス (External 
Bus) と 言い ます 。 また 、 CPU 内 部 に 取り 込ん だ デー タ を 処理 する た め の 、 デー 
タ の 通り 道 を 内 部 デー タバ ス (Internal Bus) と 言い ます 。 

何 ビ ピッ ト CPU で ある か は 、 こ の デー タバ ス の 幅 で 判断 し ます 。 デ ー タ バス 
は 幅 が 太い ほど 、 同 じ 時 間 で 一 度 に 運べ る 量 は 多く な り ま す (すなわち 、 処 理 
速度 が 高速 に な る )。 た と え は 同じ 基 の 荷物 を 輸送 する と き に 、1 トン トラ ッ 
ク よ り も 2 トン トラ ッ ク の 方 が 、 一 度 に 運べ る 量 が 2 倍 に な る の と 同じ で す 。 

一 般 了 的 に は 内 部 デー タバ ス が 32 ビッ ト 幅 で あれ ば 、「32 ビッ ト CPU」 と 呼 
び ま す (た だ し 正確 な 定義 は 存在 し な い ) 。 内 部 デー タバ ス と 外部 デー タバ ス 
の 双方 が 32 ビッ ト 幅 で あれ ば 、 文 句 な し の 32 ビッ ト CPU に な り ま す 。 


メモ リ を 支配 する ビ PU の 正体 ダラ 


7CPU と バス の 幅 














CPU 80286 |80386SL 80386SX | 80386DX | 80486SX 90486DX Pentium 
内 部 バス 16 | 32 | 32 | 32 | 32 32 | 32 
外部 バス 」 16 | 16 16 | _32 32 
アド レス バス | 24 | 25 | 24 | 5 32 





※ 数 値 単位 は ビッ ト 
=7Pentium (写真 提供 : イ ン テ ル ジャ パン ) 
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イン テル 系 CPU の 最新 版 で ある 「Pentium」 で は 外部 デー タバ ス に は 64 
ビッ ト 幅 、 内 部 デー タバ ス に は 32 ビッ ト 幅 を 採用 し て いま す 。 す な わ ち 64 ビッ 
ト CPU に 極め て 近い 32 ビッ ト CPU で ある と 言え ます 。 ま た Pentium に は 
310 万 個 の トラ ンジ スタ が 集積 され 、100MIPS (MIPS は 処理 速度 の 単位 で 、 
1MIPS は 1 徐 間 に 100 万 回 の 命令 を 実行 で きる ) 以上 の 処理 能力 を 持っ てい 
ます 。i80486 が 120 万 5 千 個 の トラ ンジ スタ 、40MIPS (50MHz 版 の 場合 ) の 
処理 能力 で ある の と 比べ て も 、Pentium が 格段 に 高速 ・ 高 機能 な CPU で ある 
こと が よく わか り ま す 。 

し か し 、 現 在 の パソ コン は 基本 的 な アー キテ クチ ャ (設計 思想 ) が 16 ビッ ト 
マシ ン の 域 を 出 て いな いた め 、 せ っ か く の 高 速 CPU の 能力 を 100% 発揮 させ 
る こと が むす か し い の が 現状 で す 。 実 際 に Pentium 搭載 マシ ン と i80486 搭載 
マシ ン と を 比べ て も 体感 的 な スピ ー ド 差 は それ ほど あり ませ ん 。 今後 は パソ コ 
ン ・ メ モリ ・ 周 辺 機器 が 、CPU 能力 に 見 合う だ け の 高速 化 ・ 高 機能 化 を どう 
進め る か と いう 上 京 が 注目 され ます 。 ま た それ を 生か す た め に は OS (MS-DOS 
や Windows) の 進化 が 必要 で ある こと は 、 言 うま で も あり ませ ん 。 
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| メモ リ 管 理 規格 の 種類 を 知る 


MS-DOS は 「1MB の 豆 」 を 超え る た め に 、 さ ま ざ ま な 華 大 を 生み 出し て き 
まし た 。 こ こ で は それ ら の メモ リ 管 理 規格 の 種類 と 仕組 み に つ いて 解説 し ます 。 


介 1 MB の 壁 に 挑ん だ メモ リ 管理 の 歴史 


MS-DOS シス テム や アプ リケーション は バー ジョ ン ア ッ プ を 重ね る た びに 、 
その ブロ グラ ム は 肥大 化し て いま す 。 と ころ が MS-DOS が 管理 て きる 1MB 
の モリ 空間 は 、MS-DOS 誕生 以来 変わ っ て いま せん 。 高 機能 な アフ リ ケ ー 

ョ ン を 動か す に は 、 ど うし て も 1MB を 超え る メモ リ を 使用 する 必要 が 出 て 


そこ で EMS 規格 や XMS 規格 な ど 、 さ ま ざ ま な 手法 が 考え られ て きま し た 。 
8086 系 マシ ン で は CPU に 依存 し な い ハ ー ド ウェ ア EMS 方 式 が 主流 で し た 。 
現在 で は 32 ビッ トマ シン の 普及 に と も な い 、 プ ロ テ ク トメ モリ を ダイ ナミ ッ 
ク に 使う VCPI/DMPI 規格 が スモ リ 活 用 の 主流 と な りつ つ あ り ま す 。 


メモリ 管 理 規格 の 変遷 
に 
メモ リ 管 理 規格 


8086 系 
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人 古典 的 な 手法 「 バ ンク メモ リ 方 式 」 


i8086 系 CPU を 積ん だ 16 ビッ トマ シン で は 、 最 初 に 登場 し た モリ 管理 規 
格 が 「 バ ンク メモ リ 方 式 」 で す 。 バ ンク メモ リ 方 式 は 、 当 時 は 各社 が バラ バラ 
な 規格 で 行っ て いま し た が 、 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 に よっ て 提唱 され た 「I・ 
0 バン ク 方 式 」(BMS と も 言う ) が バン ク メ モ リ 規 格 の 標準 と な り ま し た 。 

I・O バン ク 方 式 は 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の 上 限 128KB を バン ク メ モ リ 
に アク セス する た め の 「 窓 」 に 使っ て いま す 。 こ の 「 窓 」 か ら バ ンク メモ リ ( こ 
れ も 128KB ずつ の 区 画 に 分 か れ て いる ) を 、 必 要 に 応じ て 切り 替え な が ら デ ー 
タ に アク セス する 仕組 み に な っ て いま す 。 増設 し た メモ リ を 次 々 に 128KB の 
枠 に 切り 替え る 作業 は 、 メ モリ ボー ド 自 身 が 行っ て いま す 。 これ に よっ て 、 MS 
-DOS か ら は あたかも 連続 し た モリ 空間 に 見 える よう に な っ て いま す 。 

バン クス メモ リ 方 式 て 確保 し た モリ は 、 主 に RAM ディ スク / キ ャ ッシュ 
ティ スク / ブ リン タス プー ラ な どの デー タ 領 域 と し て 使用 され て いま し た 。 こ 
の バン クス メモ リ 方 式 の 概念 ・ 手 法 は 、 後 の EMS 規格 の 基礎 に な り ま し た 。 
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4 バン ク メ モ リ の 仕組 み 
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須 16 ヒッ トマ シン に 対応 し た 
「 ハ ー ド ウェ ア EMG ら 方 式 」 


EMS 規格 は Expanded Memory Specificatiion の 略 で て 、 ロ ー タ ス / イ ン テ 
ル / マ イク ロ ソ フト の 3 社 が 提唱 し た メモ リ 管 理 方 式 で す 。UMA 領域 の 一 部 
(通常 は C0000-CFFFF に 設定 する ) に 64KB の ベ ページ フレーム と 呼ば れる 
「 窓 」 を 作り 、 こ こ か ら EMS メモ リ に アク セス し ます 。 64KB の ペー ジフ レー 
ム は さら に 4 つう に 分 割 (16KB 単位 ) され 、 そ れ ぞ れ が 独立 し て EMS メモ リ 
を 貼り 替え ます 。 

基本 的 な 原理 は バン クモ リ と 同じ て 、EMS メモ リボ ー ド 自身 が ペー ジフ 
レー ム へ の メモ リ 貼 り 替 え を 制御 し ます 。 こ れ を 「 ハ ー ド ウェ ア EMS 方 式 」 
と 言い 、i8086 系 CPU を 積ん だ 16 ビッ トマ シン の た め の EMS 利用 方 法 で す 。 
し た が っ て 「EMS ボー ド 」 と いう 専用 の モリ ボー ド を 購入 する 必要 が あり 
まし た 。32 ビッ トマ シン で は CPU 自身 の 能力 (ペー ジン グ ク 機 能 ) を 使え る よ 
うに な っ て いる の で 、 ハ ー ド ウェ ア EMS は 過 示 の 方 式 と 言え る で し ょ う 。 
EMS メモ リ の 用 途 は バン ク メ モ リ の よう な デー タ 領 域 (NAM ディ スク / 
キャ ッシュ ディ スク / ブ リン タス ブー ラ な ど ) と し て の 使い 方 の 他 に 、 大 き な 
プロ グラ ム の 一 部 を 一 時 的 に 置く た め の 領域 と し て の 使い 方 が あり ます 。 








* ハ ー ド ウェ ア EMS の 仕組 み 





ョ ーーー コン ベン ショ ナル メモ リ ーー we: ョ ーー UMA 領域 一 > 


OKB 640KB 1024KB 








増設 し た 

















EMS メ モリ 
16 
16 T +ーーーーーr ーーーーー+ 
1eKB ずっ を 1 
時間 的 に 貼り 夫 え る ・- 了 | | | | 
| ) 

















メモ リ 管 理 規格 の 種類 を 知る タダ Z 


《 誠 38CPU の 機能 を 生か し た 「 仮 想 EM 方 式 」 


「 ハ ー ド ウェ ア EMS 方 式 」 で は 、 専 用 の EMS み メモ リボ ー ド を 増設 し な い 
と EMS 機能 を 使う こと が で きま せん 。 と ころ が 32 ビッ ト CPU で は CPU 自 
身 が 持つ 能力 (仮想 86 モー ド / ベ ー ジ ング 機能 ) を 使っ て 、 ブ プロテクト メモ リ 
を EMS ベー ジフ レー ム に 瞬間 的 に 貼り 付け る こと が で きま す 。 

EMS ペー ジフ レー ム に メモ リ を 次 々 に 貼り 符 え る メカ ニズム は ハー ドウ ェ ュ 
ア EMS と 同じ て す が 、 仮 想 EMS の 方 が アク セス スピ ー ド は は る か に 高速 で 
す 。 し か も 、 ア ブリ ケー ショ ン 側 か ら は EMS 方 式 (ハー ドウ ェ ア / 仮 想 ) を 意 
誠 す る 必要 は あり ませ ん 。「EMS 対応 」 の アブ リケーション で あれ ば 、 ど の 
EMS 方 式 で あろ うと 間 題 な く 使 用 で きま す 。 

仮想 EMS 方 式 が 登場 し た 初期 に は 、 ブ ロ テ ク トメ モリ の 使い 方 は 各 大 モリ 
ソフ トメ ー カ ー に よっ て パラ バラ で し た 。 し た が っ て 複数 の デバ イス ドラ イ バ 
を CONFIG.SYS に 登録 し た 場合 、 設 定 次 第 で は ブロ テク トメ モリ が 重複 使用 
され て し まう 危険 作 が あり まし た 。 そ の 後 、XMS 規格 (MS_DOS Ver.5.0 で 
正式 採用 ) が 発表 され る と 、 ほ と ん どの メモ リー カー は XMS 規格 に 準拠 し 
た 形 て 仮想 EMS を 実現 する よう に な り 、 前 述 の よう な モリ 重複 使用 な どの 
トラ ブル は な く な り ま し た 。 
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誠 DOB モ ー ド で の メモ リ 活用 規格 「XM 規 格 」 


XMS (eXtended Memory Specification) と は 、 ロ ー タ ス / イ ン テ ル / マ イ 
クロ ソフ ト /AST の 4 社 が 提唱 し た ブロ テク トメ モリ の 利用 方 法 を 定め た 規格 
て す 。MS-DOS Ver.5.0A に 付属 し て いる 「HIMEM.SYS」 と いう デバ イス 
ドラ イ バ は 、「XMS Ver.2.0」 に 準拠 し て いま す 。16MB 以上 の ブロ テク トメ 
モリ を 使用 する に は XMS Ver.3.0 以 上 (MELWARE for Windows/Memory 
Server II/Windows3.1 で 対応 ) を 使用 する 必要 が あり ます 。 

XMS 規格 に 準拠 し た 大 モリ ドラ イ バ (EMS ドラ イ バ /RAM ディ スク / 
キャ ッシュ ディ スク な ど ) で あれ ば 、 プ ロ テ ク トメ モリ の 重複 使用 と いう アク 
シ デ ン ト を 人 避け る こと が で きま す 。 し か し XMS 規格 は EMB を ブロ グラ ム 領 
域 と し て 使用 で き な い な ど 、 本 来 の 32 ビッ ト CPU を 生か し た 仕組 み で は あ 
り ま せん 。 王 に MS-DOS モー ド て 動く アブ リケーション が 活用 する た め の メ 
モリ 規格 と いう 位置 付け て す 。XMS 規格 で は 次 の 3 種類 の モリ を 活用 する 
た め の 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス を 定義 し て いま す 。 

4XMS が 提供 する メモ リ (UMB/HMA/EMB) の 位置 
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還 り UMB(Upper Memory 日 IOck) 27 

UMB と は 、UMA 領域 の 一 部 に ブロ テク トメ モリ を マッ ピン グ (割り 当て ) 
し て 得 ら れる RAM の こと で す 。UMA 領域 は MSDOS シス テム が 専用 に 使 
用 する 日 的 で 作ら れ た 領域 ご で 、 シ ステ ム BIOS/VRAM (画面 表示 用 の スモリ) 
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/ ハ ー ド ディ スク な どの 制御 用 の ROM が 割り 当て られ て いま す 。 こ の うち 、 
C0000-DFFFF まで の 128KB は 機器 構成 に よっ つて は 、 か な り の 部 分 が 未 使用 
領域 と な っ て いま す 。 こ の 未 使用 領域 を RAM に 割り 当て る の が UMB で す 。 

た だ し ハー ド デ ィ スク や EMS な ど を 使用 し て いた 場合 は 空き 領域 は 細か く 
分 断 さ れ て いる た め に 、 約 48KB-64KB くら い の UMB し か 確保 で き な い の 
が 普通 で す 。UMB は デバ イス ドラ イ バ や TSR (常駐 型 ブ ログ ラム ) を 専用 コ 
マン ド で ロー ド す る と いう 使い 方 を し ます 。 


届 HHMA(High Memory Areg) 

HMA と は MS-DOS の 管理 領域 の 上 限 で ある 1024KB の すぐ 上 の 約 64KB 
の エリ ア ( ブ プロ テク トス モリ の 先頭 ) を 指し ます 。 以前 に も MEMORY-PRO386 
な どの 仮想 EMS 方 式 で 、HMA を 利用 する メモ リ 設 定 ソ フト は あり まし た 。 
MS-DOS Ver.5.0A で は MS-DOS の シス テム の 一 部 を この HMA に 置く こと 
が で きま す (CONFIG.SYS に 「DOS=HIGH」 を 指定 )。HMA 0 
プ ブログ ラム が 1 つ だ け と いう 制限 が あり ます 。 た と え HMA に まだ 空き 容 
が あっ て も 、 最 初 に 使用 宣言 を 行っ た プロ グラ ム の み し か 使用 権 が 与 3 
せん 。 

HMA は 通常 は MS-DOS シス テム の 格納 用 に 使用 し ます 。64KB と いう と 
中 途 半端 な 狭い 領域 に 感じ ます が 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ を 専有 する は ず の 
MS-DOS の シス テム の 一 部 が ここ に 移動 する と いう こと で 、 そ の 効果 は 絶大 
で て ま 。 


較 EMB(Extended Memory Block) 

プロ テク トメ モリ の 中 で HMA の 上 に つづ く メ モリ 領域 を EMB と 言い ま 
す 。 そ の 容量 か ら 見 て 、EMB は XMS の 提供 する メモ リ の 主役 で す 。XMS 
管理 下 て 動く RAM ディ スク /EMS/ キ ャ ッシュ ディ スク /UMB な ど は 、 EMB 
か ら メ モリ の 提供 を 受け ます 。32 ビッ ト CPU で は 最大 4GB まで の EMB を 
認識 する こと が で きま す 。 も っ と も それ は 論理 値 で あっ て 、98 シリ ー ズ で は 
設計 上 の 制限 か ら 、 約 14.6MB-127.6MB が 上 限 で す (上 上限 は 機種 に よっ て 羅 
な る ) 。 ま た 、32 ビッ ト CPU を 積ん だ 98 シリ ー ズ で は 、 標 準 で 1MB-7.6MB 
の プロ テク トメ モリ を 搭載 し て いま す 。 
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頃 コ ら ビッ ト 時 代 の メモ リ 管 理 規格 
rVCPI/DPMI 規格 」 


ブロ テク トス メモ リ を 本 格 的 に 活用 し 、 大 規模 で ビジ ュ ア ル な ブロ グラ ム を 動 
か す に は 、VCPI/DPMI と いう メモ リ 規 格 を 利用 し ます 。 


較 VCPI(Virtual Control Program Interface) 

VCPI 規格 と は 、32 ビッ ト CPU を ブロ テク トモ ー ド で 動か す と き に 、 メ モ 
リ を 安全 に 利用 する た め の 規 格 で す 。 前 述 の XMS 規格 で は EMB に は ブロ グ 
ラム を 置け な いた め 、 も っ と 積極 約 に ブロ テク トメ モリ を 使い た いと いう ニー 
ズ が あり まし た 。 そ の た め に 「DOS エク ステ ンダ 」 と 呼ば れる 製品 が 生ま れ 、 
ブロ テク トモ ー ド で の 動作 全般 を サポ ー ト で きる よう に な り ま し た 。DOS エ 
クス テン ダ を 使う と 、 通 常 の MS-DOS アプ リケーション を 作る の と 同じ よう 
な 工数 て 、 手 軽 に ブロ テク トモ ー ド 対応 の ブロ グラ ム を 作れ る メリ ッ ト が あり 
束 用 

し か し この 場合 、MS-DOS の 管理 下 に な い プ ロ テ ク トメ モリ に ブロ グラ ム 
や デバ イス ドラ イ バ が 常駐 する た め 、 メ モリ の 重複 使用 な どの トラ ブル 回 避 が 
最大 の 課題 に な り ま す 。 そ こ で ブロ テク トモ ー ド に お ける メモ リ 使 用 や 従来 の 
EMS ドラ イ バ な ど と の 共存 を は か る た め に 決め られ た の が 、VCPI 規格 で す 。 
VCPI 規格 は 仮想 8086 モー ド を 使用 する た め 、80386 以上 の CPU が 必要 に な 
り ま す 。 一 太郎 Ver.5 は この VCPI 規格 に 対応 し て いま す 。 


較 DPMI(DOS Protected Mode Interface) 

DPMI 規格 は VCPI 規格 の 概念 を さら に 広げ て 、 マ ル チ タ スク に も 対応 し 
た モリ 管理 規格 て す 。VCPI 規格 は いわ ゆる シン グル タス ク 専 用 の メモ リ 管 
理 し か で きま せん 。DPMI 規格 は Windows な どの よう に 、 複 数 の アブ リ ケ ー 
ショ ン を 同時 に 動か す よ うな 環境 の た め に 作ら れ ま し た 。Windows3.1 は 
DPMI Ver.0.9 に 対応 し て いま す 。 

MS-DOS Ver.5.0A で は HIMEM.SYS や EMM386.EXE は DPMI 規 格 に 
対応 し て いま せん が 、DPMI コマ ンド を 実行 する こと で DPMI サー バ を 常駐 
て きま す 。DPMI サー バ を 常駐 すれ ば 、 以 降 は メモ リ 活 用 は DPMI 規格 の 管 
理 下 に お か れ ま す 。 
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人 技 張 メモ リ の 用 途 を 知る 


XMS/VCPI/DPMI な ど は ブロ テク トス モリ を MS-DOS か ら 使 用 する た め 
の 規格 で す 。 そ う や っ て 使用 で きる よう に な っ た プロ テク トメ モリ は 、 ど ん な 
用 途 に 使え る の で し ょ うか 。 大 きく 分 ける と 、 次 の 2 通り の モリ の 使用 法 が 
あり ます 。 


証 シ ステ ム が 自動 的 に 使う 

- 太 郎 Ver.5 な どの アプリケーション の 多く は 、 必 要 な メモ リ を 起動 時 に 自 
動 的 に 確保 し ます 。 た と えば Lotus1-2-3R2.4J や 松 Ver.6 な ど は 起動 時 に EMS 
メモ リ を 発見 する と 、 勝 王 に EMS メモ リ 上 に ブロ グラ ム 領 域 や デー タ 領 域 を 
展開 し ます 。 ま た 一 太郎 Ver.5 や Windows3.1 は 起動 時 に ブロ テク トメ モリ 
に 、 勝 考 に ブロ グラ ム 領 域 パ データ 領域 を 展開 し ます 。 

32 ビッ トマ シン の 普及 に 伴い 、MS-DOS の アプ リケーション は 、EMS ス 
モリ を 必要 と する タイ ブ か ら ブ ロ テ ク トメ モリ を 必要 と する タイ ブ に 、 そ の 製 
品 が 増え つつ あり ます 。 





プロ テク トメ モリ 





庫 ユ ー ザ ー ガ 目的 を も っ て 使う 
一 方 、 ユ ー ザ ー が 特定 の 目的 の た め に ブロ テク トメ モリ を 割り 当て る こと も 
で きま す 。 た と えば は ば は 次 の よう な 用 途 で す 。 
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各 ド ライ バ へ の 
メモ リ 配 分 量 は 
自分 で 考え て ネ 


RAM ディ スク ディ スク キャ ッシュ プリ ンタ スプ ー ラ 
ドラ イ バ ドラ イ バ ドラ 2 


メモ リ 上 に ドラ イブ を 作る (RAM ディ スク ) 





メモ リ 上 に 作成 し た ドラ イブ を 「RAM ディ スク 」 と 言い ます 。「D ドラ イ 
ブ 」 な どの ドラ イブ 名 が 割り 当て られ 、 通 常 の ドラ イブ と し て デー タ の 保管 が 
で きま す 。 物理 的 な アク セス 動作 を 伴わ な いた め に 、 極 め て 高速 に デー タ を や 
り リ と り で きま す 。 た だ し 電源 を OFF (また は リセ ッ ト ) に する と 、 内 容 は 消え 
て し まい ます 。 こ の 特徴 を 生か し て 、RAM ディ スク は テン ポラ リ デ ー タ ( ア 
ブリ ケー ショ ン や コマ ンド の 一 時 的 な 作業 領域 ) や 辞書 ファ イル な どの 、 高 束 
な アク セス が 有 要求 され る デー タ の 格納 に 使わ れ ま す 。 

な RAM ディ スク ドラ イ バ に は 次 の も の が あり ます 。 





ファ イル 名 ドラ イ バ が 含ま れる 製品 名 
RAMDISK.SYS MS-DOS Ver.5.0/Ver.5.0A 
RAMDRV.SYS Windows3.1 








EMSDISK.SYS | 一 太郎 Ver5/ 花 子 Ver.3/ 三 四郎 / 五 郎 
EXDISK.EXE MELWARE for Windows 
IOS10.EXE MemoryServerII 














ン ノン ディ スク アク セス を 高速 に する (ディ スク キャ ッシュ ) 

ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ビ ピー ディ スク は 、 メ モリ に 比べ て アク セス スピ ー ド 
は 格段 に 遅く な り ま す 。 少 し で も 高速 に アク セス する た め に 設定 する の が ディ 
スク キャ ッシュ で す 。 デ ィ ス クキ ャ シュ は メモ リ 上 に 作成 され た 「 デ ー タ の 一 
時 的 な 貯蔵 タン ク 」 で す 。 
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ディ スク の デー タ を 読み 込む 際 に 、 こ の ディ スク キャ ッシュ に 一 時 的 に その 
デー タ を 溜め て お きま す 。 そ し て 次 回 ディ スク を アク セス する 際 に 同じ デー タ 
が ディ スク キャ ッシュ に あれ ば 、 デ ィ ス ク を アク セス せ ず に 、 キ ャ ッシュ 内 の 
デー タ を CPU に 返し ます 。 こ れ に よっ て ハー ド デ ィ スク へ の アク セス 回 数 が 
減り 、 結 果 的 に 高速 な ディ スク アク セス が 実現 し ます 。 

E な ディ スク キャ ッシュ ドラ イ バ に は 、 次 の 種類 が あり ます 。 









































ファ イル 名 ドラ イ バ が 含ま れる 製品 名 
SMARTDRV.SYS MS-D0S Ver.5.0/Ver.5.0A 
SMARTDRV.EXE Windows3.| 
EMSCACHE.SYS 一 太郎 Ver.5/ 花 子 Ver.3/ 三 四郎 / 五 郎 
HYPERDSK.EXE MELWARE for Windows 
DCIO.EXE MemoryServer II 





ンプ リン ト ア ウト 作業 を 高速 に する (プリ ンタ スプ ー ラ ) 

ブリ ンタ へ の 出力 は も っ と も 時 間 が か か る 作業 で す 。 通常 、 ア プリ ケー ショ 
ン は 印刷 が 完了 する まで 、 他 の 作業 が で き な く な り ま す 。 そ こ で 印刷 デー タ を 
一 時 的 に 溜め て お き 、 ア ブリ ケー ショ ン て で 次 の 作業 を すぐ に 行え る よう に する 
の が ブリ ンタ スプ ブー ラ で す 。 ブ リン タス プー ラ に は 複数 の 印刷 デー タ を 溜め て 
お く こ と が で き 、 ブ リン タ の 作業 状況 に 応じ て 印刷 デー タ を ブリ ンタ に 送り ま 
す 。 

た だ し 最近 の ベ ページ ブリ ンタ な ど は 、 ブ リン タ 本 体 が 持つ バッ ファ 容量 が 大 
きく 、1-2 ペー ジ 分 の 印刷 デー タ な ら ブ リン タス ブー ラ が な く て も 問題 が あ リ 
ませ ん 。 ま た 、 ア ブリ ケー ショ ン と の 相性 が 問題 に な る ケー ス が あり 、 現 在 で 
は ブリ ンタ ス ブ ー ラ は あま り 使 われ て いま せん 。 主 な ブ プリン タス プー ラ に は 、 
MELWARE Ver.5 の MELPRIN.COM が あり ます 。 
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メモ リ の 状態 を 調べ る 
N シ 


ee 


メモ リ が どの よう な 使わ れ 方 を し て いる か を 調べ る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


《 須 アド レス の 読み 方 


CPU が メモ リ に アク セス する と き に は 、 ア ドレ ス (番地 ) を た より に 行い ま 
す 。 ち ょ うど 家 の 1 軒 ず つ に 番地 が 付け られ て いる と 同じ で 、 メ モリ も 1 バイ 
ト 単 位 で アド レス が 定義 し て あり ます 。 た だ し コン ピュ ー タ 内 部 は すべ て の 
デー タ を デジ タル (2 進数 ) で 扱う の で 、 ア ドレ ス も 2 進数 に な り ま す 。 し か 
し 、0) と 1 だ け の 2 進数 で 表し た アド レス は 、 人 間 が 簡単 に 読み 取れ る 形 で は 
あり ませ ん 。 そ こ で 人 間 が 理解 し や すい よう に 、16 進数 で アド レス を 表記 す 
る の が 一 般 的 に な っ て いま す 。 

た と えば 「C0000h か ら CFFFFh まで に EMS ベー ジフ レー ム を 設定 」 な ど 
と いう よう に 記述 し た と き の 、「C0000h」 や 「CFFFFh」 が メモ リ の アド レス 
で す 。「h」 は Hexadecimal (16 進数 ) の 頭 文 字 で 、 こ の アド レス が 16 進数 表 
記 で て ある こと を 表し ます ( 「h」 を 省略 する こと も ある )。 

ぺ + ア ドレ ス を 16 進数 で 表記 する 





00000h AOOOOh FFFFFh 


1 : 


コン ベン ショ ナル メモ リ UMA 領域 
00000h 一 9FFFFh A0000h 一 FFFFFh 


(640KB) | (348KB) 





ューーーー- OOOOOh~FFFFFh(1024KB=1MB) ーー 一 一 テ 











16 進 数 は 0・1・2・3・4・5・6・7・8・9・A・B・C・D・E・F の 16 個 の 


文字 で 表し ます 。F を 超え る と 次 に 繰り あがり ます 。 た と えば 「F」 の 次 は 「10」 


メモ リ の 状態 を 調べ る 5? 


に な り ま す 。 こ の 方 法 で 表す と 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ は 00000h-9FFFFh、 
UMA 領 域 は A0000h-FFFFFh に な り ま す 。 そ し て プロ テク トメ モリ は 
100000h か ら 開 始 さ れ ま す 。 





〇 の 


IO10 
I0Il | 
1100 
101 
10 
| II 
_-」 10000 」 
| 10001 | 

10010 
| 1001I 


な お 、 バ ソコ ン 雑 誌 な ど で 「EMS ベー ジフ レー ム は CO000 か ら 始 まる 」 な 
ど と いう よう に メモ リア ドレ ス を 4 桁 で 表記 し て いる の を 見 る こと が あり ます 。 
これ は トト 1 桁 を 省略 し た 表記 方 法 で 、「C0000h」 と 同じ こと を 表し ます 。 正確 
に は セグ メン テー ショ ン と いう i8086 系 CPU 独自 の 論理 アド レス の 指定 法 が 
元 に な っ て いま す が 、 要 する に 末尾 に 1 桁 日 と 同じ 数 字 を 1 個 付 けれ ば 正式 な 
物理 アド レス に な り ま す 。 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン は セグ メン ト ア ドレ ス (上 位 4 
桁 ) と オフ セッ ト ア ドレ ス (下位 4 桁 ) を 使っ て 、5 桁 の アド レス を 表す と いう 
変則 的 な 方 法 を 用 いま す 。 こ れ は i8086 が 誕生 し た と き に 8 ビッ ト CPU で あ 
る i8080 と の 換 性 を 保つ た め の も の が まだ 残っ て いる の で す 。「C000」 な ど 
は この セグ メン ト ア ドレ ス だ け を 簡略 的 に 表記 し て いる 訳 で す 。 




































































| 
(5 Io に JO の の | 玉 |OIOI 一 


(の 





(olumnnn 


@ 1 進数 を 10 進数 に 換算 する 

1B 進数 で 表記 され た メモ リア ドレ ス を 1 0 進数 に 換算 する に は 、 関 数 電 
卓 / 表 計算 ソフ ト の 関数 (三四郎 ・LOtus ] -P- ヨ 3 で は DEOIMAL 関数 、 
EXCEL で は HEX ど DEC 関数 ) や SYMDEB コマ ンド (MS-D08 拡 
張 機能 セッ ト に 含ま れる ) を 使う 方 法 が あり ます 。 ま た 計算 式 か ら 算 出す る こ 
と も で きま す 。 

た と えば 「ZFFG3h」 を 10 進数 に する に は 、13x フ + 1 BSx ] 巳 
15'X 15+ 紀 を 計算 し ます 。 す な わ ち それ ぞ れ の 桁 に 1 の 「 桁 数 - ] 」 
乗 の 値 を 掛け 算 し 、 桁 こと に 算出 し た 値 を 足し 算 す れ ば よい わけ で す 。 
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泊 メモ リ の 使わ れ 方 を 調べ る 


「 メ モリ が 足り ませ ん 」 な ど と いう メッ セー ジ が 表示 され た と き に 、 一 体 何 
が 原因 で 足り な く な っ て いる の か を 調べ る に は 「 メ モリ マッ プ 」 を 表示 し ます 。 
また UMB を 有効 に 使う に は 、 や は リ メ モ リマ ッ プ て 日 的 の ブロ グラ ム ・ デ 
バイ ス ド ラ イ バ の 必要 な 容量 を 調べ る 必要 が あり ます 。 メ モリ マッ プ と は メモ 
リ が 現在 どの よう に 使わ れ て いる か を ミ た も の で す 。CONFIG.SYS を 極 
め る た め に は メモ リ の 使わ れ 方 を 調べ る テク ニッ ク が 必 須 に な り ま す 。 

SC か 
読み 方 を 説明 し ます 。 


置 VMAP.COM 

VMAP.COM は Vz エディ タ (販売 : ビ レッ ジ セ ンタ ー、 作 者 : 兵 藤 放 彦 氏 ) 
に 付属 する メモ リ 表 示 ユ ー テ ィ リ ティ です 。 また パソ コン 通信 (NIFTY-Serve 
な ど ) で 無料 入手 で きる フリ ー ソ フト で も あり ます 。VMAP.COM を 起動 する 
に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


A) VMAP 
※「VMAP / や 。) 」 と 入力 する と 、 ヘ ルプ 画面 を 表示 で きま す 


これ で 次 ベ ページ の よう な メモ リマ ッ プ が 表示 され ます 。 UMB メモ リ 、 コ ン 
ベン ショ ナル メモ リ 、EMS メモ リ 、XMS メモ リ の 使用 状況 を それ ぞ れ 調べ 
る こと が で きま す 。「addr」 は 該当 ブロ グラ ム が 使用 する メモ リ の 先頭 の アド 
レス (セグ メン ト ア ドレ ス ) を 表示 し ます 。「size」 は 該当 ブロ グラ ム の 使用 し 
て いる メモ リ 容 量 を バイ ト (Byte) 単位 で 表示 し ます 。「owner/parameters」 
は 該当 する ブロ グラ ム 名 が 表示 され ます 。 こ こ に <free> と 表示 され る 場合 は 、 

の 部 分 が 空き 領域 に な つて いる こと を 表し ます 。 

た と えば 、UMB に 常駐 し て いる 「diskxii0」 は 49072 バイ ト ( 約 49KB) を 
消費 し て いる の が わか り ま す 。 ま た コン ベン ショ ナル メモ リ の 空き 容量 は 
535232 バイ ト ( 約 535KB) で ある こと が わか り ま す 。 


メモ リ の 状態 を 調べ る 5Z 


VMAP.COM に よ る 表示 





























一 
マーー コン ベン ショ ナル メモ リーーー ぁ ューー UMA 領域 = ュー プロ テク フト メモ リー を 
OKB 640KB 1024KB 1408KB 
HSB _ー] 
| VMM386 | 
| DCIO | 
DISKX _ | 
XDRV 
ATOK8 な ど 
7 ド 選 サイ スズ 
VMAP Veron 2.01 
addr PSPM blks size 
DO003 < 1 diskxii0 
DD03 sys 1 4128 kkcfunc Ei 還 
DBO6 sysl 1 3488 atok8ex ーー UMB を 使用 する プロ グラ ム 一 覧 
DEE1-EOOW 1 4576 <free> 
ーー UMB total: 60 KB --- 
0586 sys 1 2688 hsb 09 
062F sys 1 3376 vmm386 1F 4B 67 
0703 sys 1 9760 dc10 13 1B 
0966 sys 4944 diskx 20 26 ) 」 抽 
0A9C sys 1 464 xdrv コン ペ ジ ジョ ボル 
0ABA sys 1 352 atok8a 
OAD1 sys 1 15680 atok8bCON ーー yarr "エリ を 使用 する 
OEA6 sys 4 25024 <config> プロ グ クラ. ム 一 覧 
14C6 <-- 4 3024 command 22 23 24 2E 
1587 <-- 1 14048 share /L:500 
18F6 1 288 <free> 
1909 < 一 1 6320 doskey Z=ZIMCUT 
1495 <-- 1 11216 mirror /tA /tB /tC 19 21 2F 
1D53-9FFF 1 535232 <free> 
ーーーーー EMS ver4.0 (frame: C000h) ----- ーーーー XMS ver3. 外 一 --- 
handle pages Size name HMA used: 59 KB by DOS 
ーー ーー テー ーーーーーー デーーーーーー EMB free: 10784 KB 
1 192 3072k XMS ] 
2 0 0k VCPI に ー 
3 4 64k ATOK8A HMA を 使用 する プロ グラ ム 
4 2 32k ATOK8B 
5 3 48k ATOK8C 
6 3 48k ATOK8D EMS メモ リ を 使用 する プロ グラ ム 一 覧 
free 674 10784k 
total 878 14048k 
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還 MEM.EXE 
MEM.EXE は MS-DOS Ver.5.0 以上 に 付属 する メモ リ 表 ユー ティ リティ 
で す 。MEM.EXE を 起動 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 


A) MEM /P ! MORE 
※「MEM /? 。) 」 と 入力 する と 、 ヘ ルプ 画面 を 表示 で きま す 


これ で 湊 ペー ジ の よう な メモ リマ ッ プ が 表示 され ます 。 コ ン ベ ン ショ ナル メス 
モリ 、UMB の 使用 状況 を それ ぞ れ 調べ る こと が で きま す 。MEM コマ ンド は 
メモ リ 内 部 の 詳細 な 情報 を 表示 で き 、UMB の 内 容 を 詳し く 調 べ る と き な ど に 
は 便利 で す 。 こ れ ら の 情報 は 複数 画面 に 渡っ て 表示 され る の で 、 上 記 の 入力 例 
で は MS-DOS の バイ ブ 機 能 ( ! 記号 ) を 使っ て 、1 画面 ご と に 停止 する よう に 


し て あり ます 。 
MEM コマ ンド の 表示 項目 に は 、 次 の よう な 意味 が あり ます 。 
ノア ドレ ス 


「 名 前 」 に 表示 し て ある ブロ グラ ム が 使用 する メモ リ の 開始 アド レス が 、16 
進数 で 表示 され ます 。MEM コマ ンド の 表示 で は コン ベン ショ ナル メモ リ と 
UMB の 境 が わか り づ らい と いう 欠点 が あり ます 。 A0000h(UMB の 開始 位置 ) 
を 目安 に 、 そ れ よ り 上 位 (次 ページ で は 0D0010 より 下 に 表示 され る 部 分 ) が 
UMB で 、 そ れ よ り 下 位 (次 ペー ジ で は 09FFFO0 より 上 に 表示 され る 部 分 ) が 
コン ベン ショ ナル メモ リ で す 。 

名 前 

メモ リ を 使用 し て いる ブロ グラ ム 名 を 表示 し ます 。MS-DOS 自身 が 確保 し 
た 領域 に は 名 前 が 表示 され な いも の が 希 に あり ます 。 


ノ サ イズ p.56 
プロ グラ ム が 使用 する メモ リ 容 量 を 16 進数 で 表示 し ます 。 
〆 タ イデ 


メモ リ を 使用 する ブロ グラ ム の 種別 を 表示 し ます 。「 イ ンタ ラブ ト ベ クタ 」 
FrROM コミ ュ ニ カー ショ シン エリ ア 』 「 シ ステ ム デ ー タ 」「 シ ステ デ ム ブロ ダラ 
ム 」 は 、MS-DOS シス テム また は ハー ドウ ェ ア が 使用 し ます 。「DEVICE=」 
は CONFIG.SYS で 組み 込ん だ デバ イス ドラ イ バ で す 。 


メモ リ の 状態 を 調べ る 59 


7MEM.EXE に よ る 表示 








ーー 


OKB 










000000 
000400 


000600 
004369 
005840 


014C50 
0156BO 
015700 
015810 
015860 
018F50 
019070 
019080 
014940 
01D520 
034B70 
09FFF0 


0D0010 
0DBFE0 
0DDO10 


ODEE00 
ODEF30 





HSB 
VMM386 
DC10 
DISKX 
XDRV 
ATOK8A 
ATOK8B 


KKCFUNC 

ATOK8EX 
MSDOS 
MSDOS 


コン ベン シヨ ナル メモ ! リ ーー 一 wm-ーーーー UMA 領域 lg 


640KB 1024KB 








HSB 
VMM386 

_peo 

DlsKX 


XDRV 


[ATOK8 な ど | 

















000400 
000200 


003D60 
0014E0 


00F400 
000480 
000D30 
002620 
001350 
0001D0 
000160 
003D40 
0006F0 
000050 
005190 
0008F0 
000450 
000040 
000100 
000040 
0036E0 
000110 
000000 
0018B0 
002BDO 
017640 
06B470 
030010 


00BFCO 
00BFBO 
001020 


001DE0 
001020 
000DA0 
000120 
0010C0 





作 277 ト 2 
ROM ボ ュ ーッ ョ 7 エリ 7 


727A テー タ 
727A アー 


7 直ら / 
DEVICE= 
DEVICE= 
DEVICB- 
VICE= JSP の ル 
間 
ICE= 3 る 
DEVICE= - 還 
FILES= 日 稼 芝 必 一 覧 
FCBS= 
BUFFERS= 
LASTDRIVE= 
アロ 入 
レル 





記 
昨 
SE 
7 ロ が 
きど 
7 ロ 0 の 
7n が 
7 アロ m 丸 


に ご し まっ コ 
y47A 7 n ロ 7 入 


き 一 
/ 


727A 了 データ 
y47A 7 ロ が 入 


。 UMB を 使用 する 


DEVICE= プロ グラ ム 一 覧 
DEVICE= 


た ご 
= 空き だ = 


727A 了 ー タ 
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] 





園 MSD.EXE 

MSD.EXE は Windows3.1 に 付属 する バ パソ コン 環境 の 表示 ユー ティ リティ 
で す 。 本来 は 、 マ イク ロ ソ フト 社 の サポ ー ト 要員 が 、 バ ソコ ン 環 境 を 調査 する 
と き に 使用 する た め に 作ら れ た も の で す 。 メ モリ 情報 だ け て な く 、CPU や 月 
辺 機器 な どの 総合 的 な 情報 を 調べ る こと が で きる 点 が 特徴 です 。 た と えば コン 


ベン ショ ナル メモ リ と UMB の 内 容 を 調べ る に は 、 次 の よう に 操作 し ます 。 


(①MSD コマ ンド の 起動 
MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 「MSD M 」 と 入力 し ます (MSD メニ ュー 
の 表示 )。 
※「MSD / や 。) 」 と 入力 する と 、 ヘ ルプ 画面 を 表示 で きま す 
② [T:TSR の 状態 ] の 選択 
* 呈 どど 入 力 ます 。 
・ メ モリ マッ プ が 表示 され る の で 、[』][1) キー で スク ロー ル さ せま す 。 
③MSD コマ ンド の 終了 
f.3 キー を 押し ます 。 


CMSD メニ ュー 
回 


コン ピュ ー タ ... | 89486DX :NESRH ボ ー ド . …… 





散 譜 答 引 。。。 649K, 14336K Ext, 肪 ディ 2 トラ イグ” . 
1964gK XS 


16 colors 


: ネ ットワーク .… | ネッ トワ ー ク な し 


必 :0S バ ー ジ ョ ン ... | MS-DOS 5.9 呈 TSR の 状態. 


人 マウス.… 司 デ イタ ドラ 7" 


EYEGGJPGDYSCM2EOVECEYCRGPIDRCRRORODD TREND の 
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4MSD.EXE に よる 表示 








62 


ーーーーーー 


OKB 


コン ベン シヨ ョ ナル メモ リ ーーーーーw ョ ーーー UMA 領 域 一 テ 











プロ グラ ム 名 7 ド 


6 

VMM386 062F 
DC10 0703 
DISKX 0966 
XDRV 049C 
ATOK8A 0ABA 
ATOK8B OAD1 
7 人 ルド ル OEA6 
FCBS OF16 
BUFFERS OF1C 
ディ レク トリ 1436 
COMMAND.COM 14C5 
空き メモ リ 156B 
COMMAND.COM 1570 
空き メモ リ 1581 
M 1586 
DK6.EXE 18F5 
DK6.E 光 1905 
MSD.EXE 1COF 
MSD.EXE 1C22 
MIRROR.COM 1DAE 
MSD.EXE 206C 
MSD.EXE 711A 
空き メモ リ 731B 
除外 UMB 領 域 9FFF 
ジス テム デー タ D001 
除外 UMB 領 域 DBFE 
シス テム デー タ DDO1 
KKCFUNC DD03 
ATOK8EX DE06 
空き メモ リ DEEO 
空き メモ リ DEF3 








の 状態 


す 1 


183856 
196624 
49088 
4128 
7648 
4128 
3488 
288 
4288 







1024KB 





コマ ンド 











HSBDRV12 
EMMXXXX0 
$DC10$E$ 

ゲロ ny2 デル 令 
XDRV2000 
ATOK8A%% 

CON 










/F C:3.TXT 
/F C:3.TXT 
/ ル L:500 


/F C:3.TXT 
Z=ZIMCUT 

/tA /tB /tC 
/F C:3.TXT 
/F C:3.TAT 


KKCFUNCS 
MSSKANJI 
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実際 に メモ リ を 増設 する 
| ドー ンー や imewennm 


ここ で は メモ リ を 増設 する 際 に 覚え て お くべ き ポ イン ト を 説明 し ます 。 


どれ くら い の メ モリ を 増設 する か 


32 ビッ トマ シン で 「 メ モリ を 増設 する 」 と 言う と 、 プ ロ テ ク トメ モリ (エク 
ステ ンド メモ リ ) を 増やす こと を 意味 し ます 。16 ビッ トマ シン で て は 「EMS 用 
メモ リボ ー ド 」「 バ ンク メモ リボ ポー ド 」 な どの よう に 、 用 途 別 の メモ リボ ー ド 
を 使用 する の で 、 混 同 し な いよ うに 注意 が 必要 で す 。32 ビッ トマ シン て 実現 
する 仮想 EMS・ 仮 想 UMB・ 仮 想 バ ンク メモ リ ・RAM ディ スク ・ デ ィ ス ク 
キャ ッシュ な ど は 、 す べ て プロ テク トメ モリ か ら メ モリ 供給 を 受け ます 。 ま た 
Windows や 一 太郎 Ver.5 は 、 ブ プロ テク トメ モリ 上 に 直接 に ブロ グラ ム を 置い 
て 動作 し ます 。 こ の よう に 32 ビッ トマ シン に は プロ テク トメ モリ は 必須 で す 。 

使用 し て いる バ パソ コン に どれ だ け の ブロ テク トメ モリ が 搭載 され て いる か は 、 
バ パソ コン の 電源 を ON (また は リセ ッ ト ボ タン を 押す ) に し た と き に 画面 左上 
に 表示 され る 数 字 で 確認 で きま す 。 次 の 表示 例 で は 、8192KB ( 約 8MB) の ブ 
ロ テ ク トメ モリ が バ パソ コン に 搭載 され て いる こと が わか り ま す 。 


コシ ペン ジョ ナル メモ 以 プロ デ タ ド メモ ゆり 


aa 





| 
MEMOURY 640KB 十 8192KB OK 





で は 実際 に どれ くら い の ブ ロ テ ク トメ モリ を 用 意 す れ ば 、 バ パソ コン が 快適 に 
動く の で し ょ うか 。MS-DOS 対応 アブ リケーション (一 太郎 Ver.4.3/Lotus1- 
2-3R2.4]/ 桐 Ver.5/ 松 Ver.6 な ど ) だ け を 使う な ら 、 ブ ロ テ ク トメ モリ は 1-3 
MB で 十分 で す 。 こ の 場合 は パソ コン に 標準 で 実装 され て いる ブロ テク トメ スモ 
リ (次 ペー ジ の 表 参 照 ) だ け で 間に合う で し よう 。 

し か し Windows3.1 以上 を 使う に は 最低 で も 4MB 以上 、 快 適 に 使う に は 8 
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機種 名 標準 搭載 メモ リ 増設 上 限 メ モリ 
PC-9821Bs2/U2、M2、U7 3.6MB 19.6MB 
PC-9801BX2/U2、M2 1.6MB | 17.6MB 
PC-9801BX2/U7 3.6MB 19.6MB 
PC-982IBe/U7W 5.6MB 35.6MB 
PC-9821Ba2/U7 ョ 計 m 3.6MB 19.6MB 
PC-982IBf/U8W : 症 7.6MB 71.6MB 























PC-982 ーー 5.6MB 37.6MB 
PC-982 76MB 127.6MB 
PC-982 15.6MB 255.6MB 

















PC-486GF シリ ー ズ 1.6MB 14.6MB 

PC-486GR シリ ー ズ 1.6MB 14.6MB_ 
PC-486P2 シリ ー ズ 1.6MB 14.6MB 
PC-486GRS シリ ー ズ 3.6MB 64MB 
PC-486GRP シリ ー ズ 3.6MB _ 64MB 
PC-486PWIN 3.6MB 14.6MB 
PC-486MR2 シリ ー ズ 3.6MB 6I.6MB 


486MU2 シリ ー ズ 5.6MB 61.6MB 
































7 主 な ノー ト 型 パソ コン の 標準 搭載 メモ リ 


機種 名 標準 搭載 メモ リ 増設 上 限 メ モリ 
NEC 
PC-980INS シリ ー ズ 1.6MB I1.6MB 
PC-980INS/R シリ ー ズ 1.6MB 14.6MB 
PC-980INA シリ ー ズ 3.6MB 14.6MB 
PC-980INX/C 1.6MB 13.6MB 
PC-980INX/CI20 3.6MB 14.6MB 
PC-980INL 3.6MB I1.6MB 
PC-980INS/A 3.6MB 19.6MB 
PC-982INe 。 3.6MB 14.6MB 
PC-982INel20/W 5.6MB 14.6MB 
PC-982INp ーー 5.6MB 37.6MB_ 
PC-982INs 5.6MB 37.6MB 
PC-982INd | 5.6MB 37.6MB 
EPSON 
PC-386NOTEAR シリ ー ズ 1.6MB 9.6MB 
PC-386NOTEARC シリ ー ズ 1.6MB 9.6MB 
PC-386NOTEARX シリ ー ズ 1.6MB 9.6MB 
PC-386NOTEAS シリ ー ズ ーー 1.6MB 17.6MB 
486NAU シリ ー ズ 3.6MB 35.6MB 
486NASD2 5.6MB 33.6MB 
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① 内 部 増設 メモ リ の 用 意 
購入 し た 内 部 増設 型 カ モリ ボー ド に 増設 RAM サブ ボー ド (メー カー に よっ 

て は SIM モジ ュー ル と 呼ぶ 場合 が ある ) を 装着 し ます 。 

② 本 体 カ バー の 取り 外し 

・ パ ソコ ン の 電源 を OFF に し て 、 電 源 ケ サー ブル を 抜き ます 。 

・ 本 体 カ バー の 背面 の ネジ (2 本 ) と 側面 の ネジ ( 諾 右 1 本 ずつ ) を 外し ます 。 
・ 本 体 カ バー を 後方 に 引き 出し て か ら 、 上 に 持ち 上 げ て 取り 外し ます 。 

798MATE の 本 体 カ バー を 取り 外す 





⑬ メ モリ ボー ド の 取り 付け 
・CPU カバ ー の ネジ (2 本 ) を 外し 、CPU カバ ー を 取り 外し ます 。 


・ 増 設 ス モリ ボー ド を メモ リ 専 用 スロ ッ ト に 差し 込み ます (最後 に カチ ッ と 音 
が する ま て 静か に 押す )。 


・CPU カバ ー と 本 体 カ バー を 取り 付け る と 、 メ モリ 増設 は 完了 し ます 。 


7 メモ リボ ー ド を 取り 付け る 


CPU カバ ー * 
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雇 拡 張 ス ロッ ト 型 メモ リボ ー ド の 装 六 

「 拡 張 ス ロッ ト 型 メモ リボ ポー ド 」 と は パソ コン 背面 の 拡張 スロ ッ ト に 差し 込 
選 タ イブ の メモ リボ ー ド で す 。 拡張 スロ ッ ト は 初期 の 98 シリ ー ズ の 各種 ボー 
ド と 三 換 性 を 持た せる た め の も の で 、CPU と は 16 ビッ ト 幅 の 伝送 路 で 結ば れ 
C て いま す 。 こ の た め 、 内 部 増設 型 天 モリ ボー ド に 比べ て 半分 以下 の 低速 アク セ 
ス に な り ま す 。 た だ し 、 拡 張 ス ロッ ト は あら ゆる 98 シリ ー ズ て 使用 で きる た 
め 、 長 期 的 に 使用 て きる と いう 「 安 心 感 」 が あり ます 。 拡 張 ス ロッ ト 型 メモ リ 
ボー ド の 装着 方 法 は 、 す べ て の 98 シリ ー ズ で まっ た く 同 じ で す 。 た と えば PC 
-9821As で は 次 の 手順 で 装着 し ます 。 


拡張 スロ ッ ト に メモ リボ ー ド を 差し 込む 









痛 面 - て 
ーーーー- 一 生 全 = 








ーー 6 し L② ーーーーーーー 一 

岬 MM 中 ーーーー 
sl 卓上 ミ ーー 

SE WW 


ご ES 交 


eo の 


メモ リボ ー ド 














プ 拡張 スロ ッ ト カ バー 





① 拡 張 ス ロッ トカ バー の 取り 外し 

・ パ ソコ ン の 電源 を OFF に し て 、 電 源 ケ ー ブ ル を 抜き ます 。 

・ 本 体 音 面 の 拡張 スロ ッ トカ バー の ネジ (2 本 ) を 外し ます 。 

・ 拡 張 ス ロッ トカ バー を 取り 外し ます 。 

②⑦② メ モリ ボー ド の 装着 

・ マ ニュ アル に 従っ て 、 ボ ー ド の ディ ッ プ スイ ッ チ を 設定 し ます 。 

・ 増 設 ス モリ ボー ド を 拡張 スロ ッ ト に 差し 込み ます (最後 に カチ ッ と 音 が する 
まで 静か に 押す )。 

・ 拡 絹 スロ ッ ト カ バー を 取り 付け る と 、 メ モリ 増設 は 完了 し ます 。 


69 第 己 章 メモ リ の 基礎 知識 


全 ノー ト 型 パソ コン の メモ リ を 増設 する 


ノー ト 型 パソ コン に は 、「 内 部 増設 型 夫 モリ ボー ド 」「 メ スモ リカ ー ド 」 の 2 種 
類 の メモ リ を 装着 で きま す 。 結論 か ら 言 うと 、32 ビッ トバ ソコ ン に は 「 内 部 
増設 型 メ モリ ボー ド 」 を 選ん だ 方 が 、Windows な どの 動作 は 高速 に な り ま す 。 


軒 内 部 増設 型 メ モリ ボー ド の 装 芽 

「 内 部 増設 型 み モリ ボー ド 」 と は ノー ト 型 バ ソ コン 本 体 の 下面 (キー ボー ド 
面 の 裏側 ) の カバ ー を 開け て 、 メ モリ 専用 の スロ ッ ト に 差し 込む タイ ブ プ の メモ 
リボ ー ド で す 。 デ スク トッ プ 型 と 同様 に 、CPU と 32 ビッ ト 幅 の 伝送 路 で 結ば 
れ て いる た め 、 メ モリ カー ド (16 ビッ ト 幅 の 伝送 路 ) に 比べ て 2 倍 以上 高速 に 
メモ リア クセ ス で きま す 。 し か し 、 ノ ー ト 型 バ パソ コン 機種 ご と に 規格 が 異な る 
の で 、 他 の パソ コン に は 流用 で き な い と いう 欠点 が あり ます 。 

た と えば PC-9801SX/T に 内 部 増設 型 み モリ ボー ド を 装着 する に は 、 次 の よ 
うに 操作 し ます 。 


て 内 部 増設 型 メ モリ を セッ ト す る 
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① パ ソコ ン の セッ ト ア ッ プ 

・ ノ ー ト 型 バ パソ リコ ン の 電源 を OFF に し 、AC アダ ブタ を 抜き ます 。 

・ 背 面 の バッ クア ッ プ スイ ッ チ を OFF に し ます 。 (モリ 装着 後に ON に 戻 
す ) 

(② メ モリ ボー ド の 装着 

・ ノ ー ト 型 パ ソリ コン を 裏返し に し ます 

・ マ イナ ス ド ラ イ バ て 中 央 に ある カバ ー の ツメ (2 力 所 ) を 開け ます 。 

・ カ バー を 取り 外し ます 

・ 内 部 増設 型 須 モリ ボー ド を 差し 込み ます 

・ カ バー を 取り 付け る と 、 メ モリ 増設 は 完了 し ます 。 


還 メ モリ カー ド の 装着 
メモ リカ ー ド と は 、 ノ ー ト 型 バ パソ コン 本 体 の 左側 面 の 汎用 スロ ッ ト に 差し 込 
号 タ イブ の メモ リカ ー ド (クレ ジッ トカ ー ド サイ ズ ) で す 。 江 用 スロ ッ ト は CPU 
と 16 ビッ ト 幅 の 伝送 路 で 結ば れ て いる た め 、 内 部 増設 用 メモ リボ ー ド に 比べ 
て 半分 以下 の 低速 アク セス に な り ま す 。 た だ し 、 メ モリ カー ド は すべ て の ノー 
ト 型 バ パソ コン (98 シリ ー ス ) で 使用 で きる と いう 利点 が あり ます 。 ま た メモ リ 
カー ド の 脱着 は イジ ェクト ボタ ン を 押す だ け で 簡単 に 操作 で きま す 。 
7 メモ リカ ー ド を スロ ッ ト に 装着 する 





7 の 第 己 章 メモ リ の 基礎 知識 


較 増 設 し た メモ リ を 認識 ご させ る 
次 の 機種 に 該当 する ノー ト 型 パソ リコ ン を お 持ち の 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 手順 で 
増設 し た モリ を バ ソ コン に 認識 させ て くだ さい 。 


/NEC 98note シリ ー ズ (PC-9801N、NS、NX/C、PC-9821Ne を 除く ) 
①W キー を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます (シス テム メニ ュー の 表示 ) 。 
② [動作 環境 の 設定 ] つ [その 他 の 設定 ] を 選択 し ます 。 
③ [EMS 機能 ] に は [使用 する ] を 選択 し ます 。 
④ シ ステ ム メ ニュ ー を 終了 し 、MS-DOS を 起動 し ます 。 

ノ EPSON PC-486NOTE AS 
① 同 キー を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます (シス テム メニ ュー の 表示 )。 
② [拡張 スモ リ ・ 記 憶 装 置 の 設定 ] を 選択 し ます 。 
③ 入 力 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され る の で 、 プ ロ テ ク トメ モリ の 総 容量 を 入力 し ま 

す 。 
④ シ ステ ム メ ニュ ー を 終了 し 、MS-DOS を 起動 し ます 。 

ノ EPSON PC-386NOTE AR 
①lm キー を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます (シス テム メニ ュー の 表示 )。 
② [RAM ドラ イブ の 設定 ] を 選択 し ます 。 
③ [内 部 拡張 大 モリ の 使い 方 ] に は [ブロ テク トメ モリ ] を 選択 し ます 。 
④ シ ステ ム メ ニュ ー を 終了 し 、MS-DOS を 起動 し ます 。 

ノ EPSON PC-386NOTE A、AE、W、WR 
① ml キー を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます (シス テム メニ ュー の 表示 ) 。 
② [環境 設定 ] を 選択 し ます 。 
③ [RAM ボー ド の 使い 方 ] に は [EMS/ プ ロ テ ク トモ ー ド の メモ リ ] を 選択 

し ます 。 
④ シ ステ ム メ ニュ ー を 終了 し 、MS-DOS を 起動 し ます 。 
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福 底 活用 編 


避 ど で は 
MS-DOS プ MemoryServer I プ MELWARE for Windows の 
それ ぞ れ の メモ リマ ネー ジャ を 使っ て 、 
UMB の 有効 活用 や 高速 アク セス な どの 環境 を 構築 する 方 法 を 
徹底 的 に 解説 し ます 


久 第 一 章 

MS-DOS Ver.5.0A を 徹底 活用 する 75 
久 第 二 章 

MemoryServer Il を 徹底 活用 する 111 
人 @ 第 三 章 

MELWARE を 徹底 活用 する 141 

久 第 四 章 

主要 ソフ ト の 快適 環境 を 設定 する 161 





第 1 音 


MS-DOS Ver.5.0A 
を 徹 克 活 用 する 





MS-DO8 を 使っ て 最適 な 動作 環境 を 設定 する ま 
で を 、 徹 底 的 に 解説 し ます 

ここ で は 、MS-DOS Ver.5.0A を 前 提 に 操作 ・ 
設定 を 説明 し ます 








MS-DOS Ver.5.0A に 付属 する INSTDOS コマ ンド を 使っ て 、MS-DOS を 


ィ ン ス トー ル す る と 、 以 下 の よ うな CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が 


自動 作成 され ます 。 こ こ で は この 2 つの ファ イル を 土 吾 と し て 、 メ モリ を 無駄 


い 3 


使い し な いた め の 設 定 法 を 解説 し ます 。 
MS-DOS イン スト ー ル 時 に 自動 作成 され る CONFIG.SYS 


FILES=30 

SHELL=\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\D0S\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\D0S\EMM386.EXE /P=256 /UMB /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 
DEVICEHIGH=A:\DOS\PRINT.SYS /U 
DEVICEHIGH=A:\D0S\SMARTDRV.SYS 2048 128 
DEVICEHIGH=A:\DOS\RSDRV.SYS 
DEVICEHIGH=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DO0S=HIGH.、UMB 





MS-D0S イン スト ー ル 時 に 自動 作成 され る AUTDEXEO.BAT 


@⑯ECHO OFF 

PATH A:\DOS:A:\ 
SET TEMP=A:\DOS 
SET DOSDIR=A:\DOS 
MOUSE 

DOSSHELL 

MOUSE /R 





7 この 時 点 で の フリ ー エ リア 


コン ベン ショ ナル メモ リ ・ 558, 656 バイ ト 


UMB 総 容量 ・28, 960 バイ ト 
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人 要 な ドラ イ バ を 削除 する 


まず 不要 な デバ イス ドラ イ バ を CONFIG.SYS か ら 削 除 し まし ょ う 。 


CONFIG.SYS を 次 の よう に 修正 し ます 。 
修正 前 の CONFIG.SY8 


FILES=30 

SHELL=\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\D0S\EMM386.EXE /P=256 /UMB /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 
DEVICEHIGH=A:\DOS\PRINT.SYS /U = 一 削除 
DEVICEHIGH=A:\D0S\SMARTDRV.SYS 2048 128 
DEVICEHIGH=A:\D0S\RSDRV.SYS ーー ニー テー 前 除 
DEVICEHIGH=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DOS=HIGH、UMB 


ご 7 修 正 後 の DONFIG.SY8 
FILES=30 
SHELL=\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\D0S\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 
DEVICEHIGH=A:\D0S\SMARTDRV.SYS 2048 128 


DEVICEHIGH=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOSY\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DO0S=HIGH、UMB 


メモ リ を 有効 活用 する 








ZZ 


較 フ リー エリ ア の 比較 


フリ ー エ リア 修正 前 修正 後 
コン ベン ショ ナル メモ リ 





558,656 バイ ト | 558、656 バイ ト 
UMB 総 容量 28、960 バイ ト 36、704 バイ ト 








軒 PRINT.SYS と HSDRHV.SY ら 8 の 役割 の 27%.27 7 
PRINT.SYS は PC-PR201 系 ブリ ンタ を 制御 する デバ イス ドラ イ バ で す 。 
RSDKRV.SYS は RS-232C (通信 用 イン ター フェ イス ) を 制御 する デバ イス ドラ 
イ バ で て す 。 一 部 の MS-DOS コマ ンド で は これ ら の デバ イス ドラ イ バ を 使っ て 
デー タ を 入出 力 し ます 。 し か し 、 ほ と ん どの 市 販 ア プリ ケー ショ ン (まい と < 
く ・ 一 太郎 ・Lotus1-2-3 な ど ) で は 、 独 自 に ブリ ンタ 制御 機能 や RS-232C 制 
御 機能 を 持つ て いる の で 、 特 に これ ら の デバ イス ドラ イ バ を 必要 と し な い の が 

実状 で す 。 

これ ら の デバ イス ドラ イ バ を 取り 除く こと に よっ て 、PRINT.SYS で は 約 
5.3KB、RSDRV.SYS で は 約 2.4KB の メモ リ を 節約 で きま す 。 

また 、NEC の 「AI か な 漢字 変換 」 を 使う ユー ザー も 少な いと 思わ れ ま す 。 
し た が っ て 、NECAIKI.DRV と NECAIK2.DRV を 削除 し て 目的 の FEP を 登 
録 し て お く と よい で し ょ よう 。 


余計 な ドド ライ バ を と る と 
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誠 パウ ファ 領域 を 小さ くす る 


MS-DOS イン スト ー ル 時 点 で は BUFFERS と FCBS の 指定 は 省略 され て 
いま す 。 し た が っ て 省略 時 の 既定 値 「BUFFERS=20」「FCBS=4」 が 指定 さ 
れ て いる こと に な り ま す 。 そ こ で メモ リ を 節約 する た め に 、BUFFERS=10、 
FCBS=1 を それ ぞ れ 追加 し まし よう 。 


CONFIG.SYS を 次 の よう に 修正 し ます 。 

4 修正 後 の CONFIG.SYS 
FILES=30 
BUFFERS=10 ューーー 追加 
FCBS=1 ューーー 追加 
SHELL=\CUMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\DOUS\EMM386.EXE /P=255 /UMB /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 
DEVICEHIGH=A:\DO0S\SMARTDRV.SYS 2048 128 
DEVICEHIGH=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOSY\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DOS=HIGH, UMB 





還 フ リー エリ ア の 比較 


フリ ー エ リア 修正 前 修正 後 


569,264 バイ ト 





コン ベン ショ ナル メモ リ 。 | 558.656 バ イト 


UMB 総 容量 36.704 バ イト | 36.704 バ イト 











層 UFFER 値 を 小さ くす る 理由 .785 
BUFFERS は ディ スク バッ ファ の 容量 を 指定 し ます 。 こ れ は 簡易 ディ スク 
キャ ッシュ の よう な 役割 を し ます 。 こ こ で は SMARTDRV.SYS と いう ディ 
スク キャ ッシュ て で 2MB を 指定 し て いる の で BUFFERS 値 は 10 で も 十分 で す 。 
BUFFERS で 指定 し た ディ スク バッ ファ は コン ベン ショ ナル メモ リ 上 に 作 
成 さ れる の で 、BUFFERS の 値 を 多く 取り すぎ る と フリ ー エ リア が 小さ く な 
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リ り ます 。「BUFFERS=1」 当 た り の メモ リ 消 費 は 、 パ ソコ ン に 接続 され て いる 
ディ スク 人 容量 に よっ て 異な り ま す 。 次 の 表 を 目安 に 考え る と 、 こ こ で 
BUFFERS=10 と 指定 し た こと で 、 約 10KB の メモ リ を 節約 で きる よう に な 
リ り ます (省略 時 の 棄 定 値 は BUFFERS=20)。 









ディ スク 容量 セク タ 長 BUFFERS=1 当たり 消費 量 























IMB<64MB_ | 1024 バ イト 約 1044 バイ ト 
65MB て 128MB 2048 バイ ト 約 2068 バイ ト 
129MB^2047MB 512 また は 256 バイ ト 約 1044 バ イト 








一 SBMAHTDHV.SYS の キャ ッシュ が 効か な い 場 合 

SMARTDRV.SYS は 、 機 器 環 境 や ソフ ト 環 境 に よっ て は 機能 し な い 場合 が 
あり ます 。 

ディ スク キャ ッシュ が 機能 し な いと 、BUFFERS=10 で は 少な すぎ ます (20 
得度 が 適当 )。 筆 者 の 場合 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ が 機能 し て いる か どう か を 調 
べ る に は 、Lotus1-2-3 を 連続 し て 2 回 起動 し て いま す 。2 回 目 の 起 動 の と き 、 
ハー ド デ ィ スク の アク セス ラン プ ブ が 付か ず に 高速 に 起動 で きた ら 、 デ ィ ス ク 
キャ ッシュ が 機能 し て いる と 判断 し て いま す 。 

な お 、Windows3.1 で は SMARTDRV.SYS は 機能 し ませ ん 。 し た が っ て 、 
この 場合 は Windows3.1 に 付属 する EMM386.EXE と SMARTDRV.EXE を 
合っ た 方 が よい で し ょ よう 。 762 





還 FCB 値 を 小さ くす る 理由 か .797 

FCBS は ファ イル コン トロ ー ル ブロ ッ ク 方 式 で ファ イル を オー プン する と き 
の 、 最 大 ファ イル 数 を 指定 し ます 。 フ ァイル コン トロ ー ル ブロ ッ ク 方 式 は MS 
-DOSVer.2.11 時 代 に 使わ れ た 旧式 の 方 式 で 、 現 在 で は FCBS を 使っ て いる ア 
ブリ ケー ショ ン は 皆無 と いっ て も よい で し ょ う 。 現在 で は FILES (ファ イル 
ハン ドル 方 式 ) を 使う の が 常 謀 に な っ て いま す 。 

FCBS=1 当たり 約 58.6 バイ ト を 消費 し ます 。 し た が っ て FCBS=1 (指定 で 
きる 最低 値 ) を 指定 し た こと で 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ を 約 176 バイ ト 節 約 
で きま す (省略 時 の 既定 値 は FCBS=4)。 
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《 誠 DOSSHELL を 除去 する 


DOSSHELL は 使用 し な い 場 合 は 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT か 
ら 関 係 す る 指定 を 削除 し まし ょ う 。 


(①CONFIG.SYS の 修正 
EMM386.EXE か ら /T オブ ショ ン を 取り 除き ます 。 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 
+ 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB 
(②⑦②AUTOEXEC.BAT の 修正 
AUTOEXEC.BAT か ら 次 の 3 行 を 削除 し ます 。 
MOUSE 


DOSSHELL 
MOUSE /R 


( 解 説 
証 /T オプ ショ ン の 機能 

/T は MS-DOS Ver.5.0A に な っ て 追加 され た オブ ショ ン で 、DOSSHELL 
の タス クス ワッ プ 時 に メモ リ 内 と 作業 ファ イル の デー タ 管 理 を 行う な ど 、 タ ス 
クス ワッ プ を 補助 し ます 。 し た が っ て 、DOSSHELL を 使わ な い 環境 で は この 
指定 は 不要 で す 。/T は メモ リ を 消費 し ませ ん 。 


還 DDSSHELL の メモ リ 活用 * 

DOSSHELL は 起動 時 に ブロ テク トメ モリ を すべ て EMB と し て 確保 し て し 
まい 、 フ ブロ テク トス モリ を 活用 する よう な ブロ グラ ム を 同時 に 実行 で き な い と 
いう 欠点 が あり ます 。MELWARE for Windows や MemoryServer II で は 
DOSSHELL に 分 け 与 える ブロ テク トメ モリ 人 容量 を 制限 で きま す が 、EMM386. 
EXE て は すべ て DOSSHELL に 取ら れ て し まい 、 他 の アプ リケーション ガ が 起 
動 で き な い 場 合 が あり ます 。 209 
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物理 アド レス A0000h-FFFFFh まで の 384KB の み モ リ 空 間 を 「UMA 領 
域 」 と 言い ます 。 こ の UMA 領域 の 未 使用 部 分 に RAM を 割り 当て 、 ユ ー ザ ー 
が 自由 に 使え る よう に し た 領域 を 「UMB」 と 言い ます 。 こ こま で は 「 基 確 知 
識 編 」 に て 説明 し まし た 。 79 

て は UMB を で きる だ け 多 く 確 保 し 、 活 用 する に は どう し た ら よ い の で し ょ 
う の 。 

UMB 活用 の 難し さ は 、「UMA/UMB の 詳細 な 使用 状況 を 日 で 簡単 に 確認 
て き な い 」「UMB に ロー ド す べき ブロ グラ ム の 必要 容量 が あら か じ め わ か ら 
な い 」「UMB ブロ ッ ク が 連続 し て いな いた め 、 プ ログ ラム を ロー ド す る 順番 
に よっ て は UMB が 使わ れ な いま ま に な る 」 な ど と いう 点 に あり ます 。 そ の 
た め 、 か な りり 熟練 し た ユー ザー で も 、 何 度 も 試行 錯誤 を 繰り 返す こと に な り ま 
す 。 

ここ て は MS-DOS Ver.5.0A に 付属 する み カモ リマ ネー ジャ 「EMM386. 
EXE」 を 使っ て 、UMB を 有効 利用 する まで を 、 次 の 手順 で 説明 し ます 。 
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人 全 用 可能 な UMB を 調べ る 


現在 、 PC-9821AsG80486DX、 33MHz) に は 14MB の ブロ テク トメ モリ 、 IDE 
ハー ド デ ィ スク (240MB) と SCSI 型 ハ ー ド ディ スク (270MB) が 半 着 され 
て いま す 。 こ の と き の UMB の 状態 を 調べ まし ょ う 。 


①UMB の 総 容量 の 表示 
リセ ッ ト ボ タン を 押し 、MS-DOS を 再起 動 し ます 。 起 動 時 の メッ セー ジ を 
見 る と 、 使 用 で きる UMB の 総 容量 が 39KB で ある こと が わか り ま す 。 


マイ 2 ロッ 7 ト NMS-DOS ドー ザ ョ ッ 5.gMR-H 
Copuright (C) 1981,1992 icrosoft Corp. ン NEC Corporation 


HIHEM: YS ドラ イ バ Uer.2.69 - 95 ン 19/99 
XS 仕様 バ ー ジ ョ ン 2.g 
Copuright 1988-199g Iicrosoft Corp. ン Z NEC Corporation 


64K ハイ メモ リ 領 域 が 有効 で す 


EMM386 ド ライ バ 
(C) Copuright icrosoft Corp. ン NEC Corporation 1986, 1991 


EMS が 用 可能 5 
ペー ジ 数 は 256 で す UMB 総 容量 
全能 ま ハン ドル は 64 で す 
代 る ドレ ス は C9@geH で す 
UMB が 人 朋 で す メモ リ は 39KB で す 
市 靖 最 大 UMB サ イズ は Ge で す 。 、 UMB 情 報 


Command リーザ ョ ッ 5.ggR 
昌 : ギ > 





②⑦UMB の 分 断 状 況 表示 の 39 

「MEM /P ! MORE 有 JJ 」 と 入力 し ます 。 こ こ で は アド レス 4A0000h 以 
降 (次 の 図 で は 9FFFOh より 下 ) に 注目 し ます 。 こ れ を 見 る と UMB の 総 容 
量 は 39KB で す が 、2 つの ブロ ッ ク (32KB と 8KB) に 分 断 さ れ て いる こと 

が わか り ま す 。 
な お 、UMB ブロ ッ ク の 先頭 に は 10h (16 バイ ト ) の 「MCB (メモ リコ ント 
ー ル ブロ ッ ク ) 」 が 必ず あり ます 。MCB に は UMB 位置 / 容 量 / 使 用 状況 
な ど が 記録 され て いて 、MS-DOS は この MCB を た より に UMB に アク セ 
ス す る 仕組 み に な っ て いま す 。 メ モリ マッ フ 表 示 ユ ー テ ィ リ ティ で は 、 こ の 


UMB を 大 胆 に 使う 8 


MCB の 扱い 方 に 違い が あり ます 。MCB も 含め て すべ て UMB と し た り 、 
MCB の 表示 を 省略 し た り し ます 。 本 書 の モリ 概略 図 で は 、 以 降 、MCB 
も 含め て UMB と し て 表し ます 。 


=4UMB の 分 断 状況 を 分 析 す る 
| アド レス 名 前 サイ ズ タイ プ 
000000 000400 277 トペ 2 
000400 000200 ROM ボ ュ ケッ ョ 7 エリ 
000600 10 003D60 27 ム 了 ー タ 
| 004360 MSDOS 0014E0 727A 了 ー タ 
| @ 
| @ 
1 @ ロ 
| 016D10 DOSKEY 0018B0 7 n7 丸 
0185D0 MEM 017640 7m 叉 
02FC20 MSDOS 0703C0 ー 空き 一 ! 番目 の UMB(32KB) 
09FFFO 72 030010 2 丸 7 史 私 し 
0D0010 MSDOS 007FCO 一 空き 一 き 
0D7FEO 674 006020 227A アロ 2 ニュ ーー ハー ド テ ディ スク ROM 


UMB 


0DE010 MSDOS 001FE0 ー 空き 一 


9 2 番目 の UMB(8KB) 
655344 バイ ト : コン ベン ショ ナル メモ リ 
655344 バイ ト : 使用 可能 MS-DOS メモ リ 
555536 バイ ト : 最大 プロ グラ ムサイ ズ 


UMA 倒 域 (384KB) 一 ーーーーーーーーー テ 


(640KB) (1024KB) 
AOOOOh BOOOOh CO00Oh EO0OOh FOOOOh 10000Oh 
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圏 UMB が 確保 され る 領域 

EMM386.EXE で /UMB を 指定 する と 、UMA 領域 の うち C0000h-DFFFFh 
まで の 128KB の 範囲 を サー チ し て 、 空 いて いる 領域 を UMB に 割り 当て ます 。 
通常 は 、C0000h-CFFFFh まで の 64KB に は EMS ベー ジフ レー ム が 割り 当 
て られ ます 。 残り の D0000h-DFFFFh まで の 64KB の 中 に は ハー ド デ ィ スク 
ROM な ど が 割り 沖 て られ る の で 、 通 常 は 30KB-40KB が 自由 に 使え る UMB 
容量 に な り ま す 。 


刷り MA 領域 は 何 に 使わ れ て いる か 

これ まで て 見 て きた よう に 、UMB は UMA 領域 の わずか 10% 前 後 し か 使う 
こと が で きま せん 。 で は UMA 領域 に は 何 が 割り 当て られ て いる の で し ょ う 
か 。 正 確 に は 、 バ ソコ ン 機 種 に よっ て 千 差 万 別 で す が 、 一 般 的 に は 次 の よう に 
使わ れ て いま す 。 ぺ デ スク トッ プ パ ソコ ン の UMA 領域 





(640KB) (1024KB) 
AOOOOh BOOOOh C000Oh DO0OOOh E000Oh FOOOOh 10000OOh 
] | 










NMMIN 生 党 


こ v 
る カマ ー 居 本 軸 
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ミカ < 


キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ウィ ンド ウ SCSI ハー ド デ ィ スク ROM 


※PC-9821 As/U2 に SCS| ハー ド デ ィ ス フ を 接続 し た ケー ス 





\# ノ ー ト 型 パ ソコ ン の UMA 領域 





(640KB) (1024KB) 
AOOOOh BOOOOh C000Oh DO00Oh E0000Oh FOOOOh 10000Oh 





コ | テ 内 才 プリ 
1 も キ プ MM グ ロト 
了 未 ッ | ラ ラ ク 
、 > 使 ク | フ 
治 悦 用 V ウ | イィ 【 
1 ョ 1 R | メ 
ュ ズ R る ツ 
! 和 を |A | A 回 ク 也 
リリ ル |M 人 MS リ 
ーー 


ーー 





キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ウィ ンド ウ IDE ハー ド デ ィ スク ROM 


※PC-9801 NS/T で の ケー ス 
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《 誠 ハー ド テ ィ スク HOM を 移動 する 


83 ペー ジ の UMB 分 析 で は 、 ア ドレ ス D7FEOh-DE00Fh まで の 24KB の 範 
囲 の どこ か に 、SCSI 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM が 存在 し て いる こと が 
わか り ま し た 。 そこ で 隠し オブ ショ ン /MOVEHDBIOS を 使っ て 、SCSI 型 ハ ー 
ド デ ィ スク の BIOS ROM を テキ スト VRAM の 未 使用 領域 (A6000h 前 後 ) に 
移動 し 、UMB を 増やし まし ょ う 。 


CONFIG.SYS を 次 の よう に 修正 し ます 。 

7 修正 後 の DONFIG.SY8 
FILES=30 
BUFFERS=10 
FCBS=1 追 軸 する オプ ショ ン 
SHELL=\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\D0S\HIMEM.SYS 
DEVICE=A :\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB /MOVEHDBIOS /|=DC00-DFFF 
DEVICE=A:\D0S\SMARTDRV.SYS 2048 128 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DOS=HIGH, UMB 





(解説) 
一 ハー ド デ ィ スク HOM と は 
ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM と は 、 ハ ー ド ディ スク を 制御 する た め の ブ ゴロ 
グラ ム の こと で す 。 ハ ー ド ディ スク の メー カー や 機種 に よっ て 、UMA 領域 の 
どの アド レス を BIOS ROM に 使う か は 千 差 万 別 で す 。 メ モリ マッ プ か ら そ の 
位置 を 推測 する 際 に は 、 次 の アド レス を 参考 に する と よい で し ょ う 。 
ハー ド デ ィ スク 種別 使用 アドレス 
SASI 型 ハ ー ド ディ スク D7000h^D7FFFh 








IDE 型 ハ ー ド ディ スク D8000hcDBFFFh 
SCSI 型 ハ ー ド ディ スク DC000h<DCFFFh 








@S6 第 1 章 MS-DOS Ver.5.0A を 徹底 活用 する 





一 隠し オプ ショ ン /MOUVEHDBIOS の 効力 
/MOVEHDBIOS は マニ ュ ア ル に 記載 され て いな い 隠 し オブ ショ ン で す 。 
EMM386.EXE に /MOVEHDBIOS オブ ショ ン を 付け る だ け で 、SCSI/SASI 
型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を 、 テ キス ト VRAM 領域 の 未 使用 部 分 (A 

5000h 以降 ) に 移動 で きま す 。 
7SCSI と IDE を 接続 し て いる 場合 の UMB 








(640KB) (1024KB) 
A000Oh BOOOOh CO00Oh DO00Oh E0OOOh FOOOOh 10000Oh 
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1 番目 の UMB (32KB) 





ーODCOODr で 再選 


DA ヽ 山 テー 





E00OOh 
番目 の UMB (4K 昌 ) 






DO0OOOh 

















た だ し 98MATE/FELLOW に 内 蔵 す る IDE 型 ハー ド デ ィ スク の BIOS 
ROM(18KB) は 、 /MOVEHDBIOS を 使っ て も 移動 て で きま せん 。 また 98NOTE 
に 内 蔵 す る ハー ド デ ィ スク は カタ ログ で は SASI 規格 と な っ て いま す が 、 実 際 
は IDE 型 ハ ー ド ディ スク を SASI に エミ ュ レ ーション (疑似 的 に ほか の 規格 に 
化け る こと ) し て いま す 。 し た が っ て 、/MOVEHDBIOS で ハー ド デ ィ スク の 
BIOS ROM を 移動 で きま せん 。 現 在 、IDE 型 バ ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM 
を 移動 て で きる の は MemoryServer II の み で す 。 回 剛 か 727 

な お 、PC-9801DA/FA な ど 一 部 の 機種 ご は 、/MOVEHDBIOS を 付け た だ 
け で NEC 版 Windows3.1 が 起動 で き な く な り ま す 。98MATE で は 問題 な く 
起動 で きま す 。 こ の よう に 機種 に よっ て は 不具 合 が 出る 場合 が ある 点 に 、 十 分 
注意 し て 使っ て くだ さい 。 
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選 ら CI ハー ド デ ィ スク 日 OM の 「 か らく り 」 

SCSI 型 の バード ディ スク BIOS ROM は 、 標 準 で は DC000h-DCFFFh ま 
て の 4KB を 使用 し ます 。 し か し 、 起 動 時 に は DC000h-DDFFFh まで の 8KB 
を 占有 し て いま す 。/MOVEIIDBIOS を 指定 する と 、DC000h-DCFFFh まで 
の 4KB の BIOS ROM の み が 移 動 し 、DD000h-DDFFFh まで の 4KB ( 未 使 
用 領域 ) は 中 途 半 端 に 残っ て し まい ます 。 

この まま で は 前 ペー ジ の 図 の よう に 、2 番 日 と 3 番 日 の UMB ブロ ッ ク に 分 
断 さ れ た まま に な っ て し まい ます 。UMB に ブロ グラ ム を ロー ド す る と き に は 、 
分 断 さ れ た ブロ ッ ク の うち 、 最 大 サイ ズ の ブロ ッ ク を 優先 し て 使い ます 。 し た 
が っ て 、UMB を 確保 する と き に は で きる だけ 連続 し た 領域 に な る よう に 操作 
する の が ポイ ント と な り ま す 。 そ こ で 次 の よう に /I オプ ショ ン で 、 こ の 未 使 
用 領域 を UMB 化す る こと で 、 連 続 し た UMB エリ ア に する こと が で きま す 


o 


DEVIEE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB /MOVEHDBIOS / に DC0O-DFFF 


/I オ ブシ ョ ン の 使い 方 は 次 ペー ジ 以 降 で 詳し く 説 明 し ます 。 な お 、 パ ソコ 
ン 機種 に よっ て は 、/MOVEHDBIOS て 半端 に 残る 4KB の ROM を UMB 化 

(/1) する こと が で き な い 場合 が あり ます 。 筆 者 の テス ト し た と ころ で は 、PC 
-9821As (98MATE) で この 現象 が 確認 され まし た 。 逆 に PC-9801DA で は 、 
連続 し た UMB を 確保 で きま し た 。 
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人 信用 入 域 に UMB を 割り 当て る 詩 : 


PC-9821As の ROM に 記録 され て いる N88-BASIC 領域 の 一 部 (E8000h-F 
5FFFh の 57KB) を 、 強 制 的 に UMB に 設定 し まし よう 。 


CONFIG.SYS を 次 の よう に 修正 し ます ( 網 掛け 部 分 が 追加 し た 部 分 ) 。 
修正 前 の CONFIG.SYS 


FILES=30 

BUFFERS=10 

FCBS=1 

SHELL=\COMMAND.COM /P 

DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 

DEVICE=A:\D0S\EMM386.EXE /P=256 /UMB /MOVEHDBIOS /| に DC00-DFFF 


/|=E800-F5FF 
DEVICE=A:\DOS\SMARTDRV.SYS 2048 128 
DEVIEE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOSY\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DOS=HIGH、UMB 





( 解 説 ) 
軒 確 保 で きる UMB 容量 

この CONFIG.SYS で バ ソ コン を 再起 動 す る と 、UMB の 総 容 量 は 100KB 
に な り リ ま す 。 ま た BASIC 領域 に 割り 当て た UMB は 、 約 57KB の 連続 し た 全 
域 に な り ま す 。 
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MM ク 
DOOOOh F5FFFh 





番目 の UMB (4K 日 ) 9 番目 の UMB (BKB) 





還 隠 レオ プシ ョ ン /| の 使用 法 。 如 ま ロコ /20/ 

/ ル オブ ショ ン は 、 指 定 し た セグ メン ト ア ドレ ス (4 桁 ) 範囲 を 強制 的 に UMB 
に すず る オブ ショ シン て す 。 アド レス と アド レス は ハイ ブン に 」 で 区 切り まず 。 
複数 の 領域 を 指定 する に は 、 次 の よう に 何 個 も /I を 記述 し ます 。 





EMM386.EXE /P=32 /UMB /DE00-DF0O /|=E800-F800 /|=A500-A700 


な お 、 シ ステ ム ROM/ ハ ー ド ディ スク ROM/EMS ペー ジフ レー ム な どの 
重要 な アド レス を /I で 範囲 指定 し て し まう と 、 ハ ング アッ プ な ど ご 思わ め ぬ 障 害 
が 発生 する の で 、 使 用 に は 十分 注意 し て くだ さい 。/I は マニ ュ ア ル に 記載 さ 
れ て いな い 隠 し オブ ショ ン で す 。 し た が っ て 、NEC イン フォ メー ショ ン セ ン 
ター に 問い 合わ せ て も 、 サ ポー ト の 対象 外 と な り ま す 。 


記 機 種 に よっ て は WindOWs が 起動 不可 こ な る 

PC-9801DA/FA で は /! を 付け た 場合 、NEC 版 Windows3.1 が 起動 で き な 
く な る 点 に 注意 し て くだ さい 。 一 方 、98MATE で は /I=E800-FCFF (86KB) 
ま て 設定 し て も 、 問 題 な く 起動 で きる こと を 確認 し て いま す 。 

これ は NEC 版 Windows3.1 が 起動 時 に UMA 領域 に 「NEC」 と いう ID が 
ある か どう か を チェ ッ ク し 、 発 見 で き な い と 起動 で き な い よう に し て いる た め 
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と 思わ れ ま す 。 こ の ID が BASIC 領域 と シス テム BIOS ROM の 中 間 付 近 に 
位置 し て いる らし いこ と は わか っ て いま す (正確 に は 不明 )。 こ の よう に 、 機 
種 に よっ て は 不具 合 が 出る 場合 が ある 点 に 十分 注意 し て 使っ て くだ さい 。 な お 、 
MELWARE と MemoryServerII で は 、 こ の ID チェ ッ ク を クリ ア す る オブ 
ショ ン が あり ます 。 229、 ウ / ウ 


画 日 AI 領域 を UM 日 化す る コツ 

98 シリ ー ズ で は 全 機 種 で 共通 し て 、UMA 領域 の E8000h 以降 の 約 64KB は 
N88-BASIC ROM が 割り 当て られ て いま す 。 こ の BASIC 領域 は BASIC イ 
ンタ ー プ リタ と BASIC 制御 ルー チン の 2 つの 領域 に 分 けら れ ま す 。 た だ し 
BASIC 領域 の 詳細 な アド レス や 機能 に つい て は 非 公開 に な っ つて いて 、 し か も 
機種 に よっ て 異な り ます 。 





E8000Oh 100000Oh 


N88 BASIC 領域 





BASIC イン ター プリ タ BASIC 制御 レー チン 


に の 
ス 
テ 
ム 
B 
1 

O 
S 


R 
O 
M 








F31FFh 








し た が っ て 、 使 用 する 機器 環境 ・ ソ フト 環境 に 応じ て 、UMB 化す る BASIC 
領域 の 微 調整 が 必要 な 場合 が あり ます 。 次 の 表 は BASIC 領域 を UMB 化す る 
と き の 卓 安 で す 。 ご 使用 の 環境 で 動作 チェ ッ ク を し 、 問 題 が あれ は 次 々 に UMB 
化す る 範囲 を 狭め て いく な どの 調整 を 行う と よい で し ょ う 。 

/| 指定 確 介 で きる 容量 補 足 
/|= ニ E800-FCFF 86KB マニ アッ ク な 人 向け の 領域 
/|=E800-F8FF 69KB / 
/|=E800-F800 65KB / 














ルーE800-F5FF 57KB | DOSSHELL を 使用 する 場合 は この 指定 に する 
=E800-F400 49KB PC-980INS/T 以 降 の 機種 で は この 指定 に する 
/|E800-F3IF 45KB BASIC イン ター プリ タ の 領域 
=E800-F300 44KB も っ と も 安全 で 控え め な 領域 
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《 誠 UIMB に プロ グラ ム を ロー ド す る 


現在 、 約 100KB の UMB が 確保 され て いま す 。CONFIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT の 中 か らい くつ か の ブロ グラ ム を UMB に ロー ド し まし ょ う 。 


CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 次 の よう に 修正 し ます ( 網 掛け 部 分 
が 修正 個所 ) 
修正 後 の CONFIG.SY 


FILES=30 

BUFFERS=10 

FCBS=1 

SHELL=\COMMAND.COM /P 

DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 

DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB /MOVEHDBIOS /|=E800-F5FF 
DEVICEHIGH =A:\DOS\SMARTDRV.SYS 2048 128 ーー -- を 傘下 
DEVICEHIGH =A:\DOS\KKCFUNC.SYS ペーーーー 王 三村 算 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 

DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 

DOS=HIGH,UMB 





修正 後 の AUTOEXEO.BAT 
@ECHO OFF 
PATH A:\DOS:A:\ 
SET TEMP=A:\DDS 


SET DOSDIR=A:\DOS 
LH DOSKEY /INSERT = - 
MOUSE /R 
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( 解 説 ) 
較 UMB を 活用 する 選 つの コマ ンド 

UMB 領 域 を 確保 し た だ け の 状態 て は 何 の み リッ ト も あり ませ ん 。 こ の 
UMB 領域 に ブロ グラ ム を ロー ド す る こと で 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ を 節約 
で きる よう に な り ま す 。UMB に プロ グラ ム を ロー ド す る に は 、 次 の 2 つの コ 
マン ド を 使用 し ます 。 
ノ DEVICEHIGH /.7S9 

デバ イス ドラ イ バ を UMB に ロー ド す る た め の CONEIG.SYS コマ ンド で す 。 
次 の 入力 例 で は 、PRINT.SYS を UMB に ロー ド し て いま す 。 な お 、 メ モリ 
マネ ー シ ジャ (MS-DOS で は EMM386.EXE) や 日 本 語 入力 ブ ログ ラム (ATOK 
8 や NECAI な ど ) は 、DEVICEHIGH 指定 する と ハン グ ア ッ プ す る 場合 が あ 
る の て 注意 し て くだ さい 。 








書式 :DEVIEEHIGH= デ バイ ス ド ラ イ バ 


入力 例 :DEVICEHIGH=A:\DOS\PRINT.SYS /U 








/LOADHIGH (LH) 

TSR (常駐 型 ブ ログ ラム ) を UMB に ロー ド す る た め の MS-DOS コマ ンド 
で す 。LOADHIGH は 略し て LH と 入力 する こと も で きま す 。 次 の 入力 例 で 
は 、DOSKEY コマ ンド を UMB に ロー ド し て いま す 。 


書式 :LH TSR 名 


入力 例 :LH DOSKEY /INSERT 








還 UM 昌 活用 の 法則 

DEVICEHIGH や LH コマ ンド を 実行 し た と き に 、UMB は どの よう に 使わ 
れる の で し ょ うか 。 実 は MS-DOS が UMB を 使う と き に は 、 次 の 3 つの 法則 
が あり ます 。 

ノ 最 大 サイ ズ の UMB プロ ッ ク か ら 使 う 

UMB の 総 容 量 が 100KB ある と し ます 。 人 通常 は UMB は 何 個 か の ブロ ッ ク 
に わか れ て いま す 。 こ の と き MS-DOS は 複数 の カモ リブ ロッ ク の 中 か ら 、 最 
大 サイ ズ の も の か ら 優 先 し て 使い ます か ら 、 次 ペー ジ の 図 で は 4 番目 の UMB 
ブロ ッ ク (57KB) が 最初 に 使わ れ ま す 。 た と えば ここ に 40KB の ブロ グラ ム 
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を ロー ド す る と 、 残 り は 17KB (57KB-40KB=17KB) に な り ま す 。 し た が っ 
て 次 に プロ グラ ム を ロー ド す る と き に は 、1 番目 の UMB ブロ ッ ク (32KB) が 
使わ れる こと に な り ま す 。 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 
addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 


DO002-D7FE く free> 1 番目 の ブロ ッ ク 
DC02-DCFE <free> 2 番目 の ブロッ ク 
DE02-DFFE <free> 3 番目 の ブロ ッ ク 
E802-F600 く free> 4 番目 の ブロ ッ ク 

ーー- UMB total: 100 KB --- 
0586 sys himem DC 
05F8 sys emm386 1F 4B 67 
07EB sys 33344 <config> 
1013 <-- 2960 command 22 23 24 2E 2F 
10CF-9FFF 586480 <free> 





他 の UMB ブロ ッ ク に また が っ て ロー ド で き な い 
た と えば 、30KB の デバ イス ドラ イ バ を DEVICEHIGH で 指定 し た と し ま 
す 。 こ の と き UMB ブロ ッ ク の 中 に 、30KB 以上 の UMB ブロ ッ ク が な いと 自 
動 的 に コン ベン ショ ナル メモ リ に ロー ド さ れ て し まい ます 。UMB の 総 容 量 が 
多く あっ て も 、UMB ブロ ッ ク が 十分 な サイ ズ で な けれ ば 意味 が な い の で す 。 
復 数 個 の 細切れ の UMB ブロ ッ ク を つなぎ 合わ せ て ロー ド す る こと は で さま 
せん 。 し た が っ て 、 で きる だ け 連 続 し た UMB( す な わ ち 大 きい サイ ズ の UMB 
ブロ ッ ク ) を 確保 する こと が 重要 に な り ま す 。 
/UMB プ ブロック 内 で は 下位 アド レス か ら 使 う 

ある UMB ブロ ッ ク に ブログ ラム を ロー ド す る 場合 は 、 下 位 の アド レス 位 
直 か ら 使 用 され ます 。 








一 効率 的 な ロー ド 方 法 

前 述 し た 「UMB 活用 の 3 法則 」 を 理解 する と 、 ブ ログ ラム を ロー ド す る と 
き の 順 番 が 重要 て ある こと が わか り ま す 。 た と えば 、 現 在 60KB の 連続 し た 
UMB ブロ ッ ク が 1 個 あ る と し ます 。 こ こ に 次 の よう な 3 つの デバ イス ドラ イ 
バ パ を ロー ド す る と き の 、 順 番 を 考え て みて くだ さい 。 


9 第 1 章 MS-DOS Ver.5.DA を 徹底 活用 する 


DEVICEHIGH=AAA.SYS =ーーー- 20KB 
DEVICEHIGH=BBB.SYS =ーーー- 50KB 
DEVICEHIGH=CCC.SYS =ーーー 10KB 


この ケー ス で は 次 の [C] パター ン の 順序 で DEVICEHIGH を 記述 する と 、 
効率 的 に UMB を 使う こと が で きま す 。 





! = ーーーーーー 6OKB の UMB ーーー 一 "| 
AAA.SYS CCC.SYS 
UMB フリ ー (30KB) 
固 結 
へ 


BBB.SYS (50KB) 


DEVICEHIGH=AAA.SYS 
DEVIEEHIGH=CCC.SYS 人 A 
DEVICEHIGH=BBB.SYS 





DEVICEHIGH=BBB.SYS 
DEVICEHIGH=AAA.SYS B 
DEVICEHIGH=CCC.SYS 


DEVICEHIGH=BBB.SYS 
DEVICEHIGH=CCC.SYS ( 全 
DEVICEHIGH=AAA.SYS 


BBB.SYS (50KB) 
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ここ て は MS-DOS の 操作 環境 を 快適 に する た め の 設 定 に つい て 解説 し ます 


人 言 球 アク セス 環境 を 設定 する 


ァ イ ィ ス クア クセ ス を で きる だ け 高 速 に 行え る よう 設定 し まし ょ う 。 


CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 次 の よう に 修正 し ます 。 
= 修正 前 の CONFIG.SYS 


FILES=30 

BUFFERS=10 

FCBS=1 

SHELL=\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\D0S\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\D0S\EMM386.EXE /P=256 /UMB 
DEVICE=A:\DOS\SMARTDRV.SYS 1024 128 /E 


DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\D0S\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DOS=HIGH. UMB 
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v4 修 正 後 の CONFIG.SYS 


FILES=30 

BUFFERS=30 ーーー バッ ファ 数 を 増やす 
FCBS=1 

SHELL=\ じ COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB 


DEVICE=A:\D0S\SMARTDRV.SYS 3072 128 ューーー キャ ッシュ 容量 を 増やす 
DEVICE=A:\DOS\RAMDISK.SYS 1024 ーー RAM テ ィ ス ク を 作る 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 

DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 

DEVICE=A:\DOSYNECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 

DOS=HIGH、UMB 





ぺ ? 修 正 前 の AUTOUEXEC.BAT 


@⑩ECHO OFF 

PATH A:\DOS:A:\ 
SET TEMP=A:\DOS 
SET DOSDIR=A:\DOS 





ミン 


修正 後 の AUTOEXEC.BAT 
@ECHO OFF 
PATH A:\DOSiA:\ 
SET TEMP=D:\ ーー 作業 領域 を RAM ディ スク に 設定 


SET DOSDIR=A:\DOS 
FASTUPEN A:=100 ユーーー- ディ レク トリ 情報 の キャ ッ シ ン ク 
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一 高速 化 の た め の つの ポイ ント 

ここ て の 作業 は 次 の 3 点 が ボイン ト に な り ま す 。 
キャ ッシュ バッ ファ 容量 を 増やす 

ティ スク バッ ファ (BUFFERS) と ディ スク キャ ッシュ 容量 (SMARTDRV. 
SYS) を 増やす こと で 、 デ ィ ス ク に 対す る 読み 書き が 高速 に な り ま す 。 ま た 
SMARTDRV.SYS か ら /E を 取る こと で 、EMS の ペー ジン グ を 省略 で き 、 高 
速 に な り ま す 。 
グー 時 作業 領域 を RAM ドラ イブ に する 

MS-DOS コマ ンド の 一 時 作業 領域 (テン ポラ リフ ァイル ) の 作成 場所 を 
RAM ディ スク (RAMDISK.SYS) に 設定 する こと で 、MS_DOS コマ ンド の 
バイ ブフ 処理 (1!) /SORT コマ ンド /DOSSHELL の 切り 替え な ど が 高速 に な リ 
ます 。 
ディ レク トリ 情報 を キャ ッ シ ン グ す る 

FASTOPN コマ ンド は 指定 ドラ イブ の ディ レク トリ 情報 (ファ イル 名 ・ デ ィ 
レク トリ 名 ・ セ クタ の 配置 情報 な ど ) を メモ リ 上 に 記憶 し ます 。 こ れ に よっ て 
目的 の ファ イル に 高速 に アク セス で きる よう に な り ま す 。 
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《 誠 フン タッ チ で 高速 リブ ー ト する 


必要 な と き に ワン タッ チ て で 高速 に リセ ッ ト で きる よう に 、 リ ブー ト ユ ー テ ィ 
リティ 「HSB.EXE」 を CONEIG.SYS に 登録 し まし ょ う 。 


①HSB.EXE の 入手 
パソ コン 通信 の ホス ト 局 (PC-VAN や NIFTY-Serve) か ら HSB.EXE を 
ダウ ン ロ ー ド し 、 解凍 (展開) し ます 。 こ こ で は 解凍 し た HSB.EXE を 、 サ 
ブ デ ィ レ クト リ 「A: ま UTLTY」 に コピ ー し ます 。 

②⑦②CONFIG.SYS へ の 登録 
CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 追加 し ます 。 リ セッ ト ボ タン を 押し 、 再 起動 す 
る と 、HSB.EXE が MS-DOS に 認識 され ます 。 


DEVICE=A:\UTLTY\HSB.EXE VU X 


③ 高 速 リ ブー ト の 実行 
MS-DOS が 起動 し て いる 状態 で 、cml 十 mmw 十 DE キー を 押し ます (MS-DOS 
の コマ ンド ライ ン か ら HSB [| と 入力 し て も リブ ー ト 可能) 。 


( 解 説 ) 
還 HSB.EXE と は 

HSB.EXE (作者 :Masao 氏 ) は 、 高 速 リ ブー ト ユ ー テ ィ リ ティ (起動 し て い 
る MS-DOS か ら み モリ チェ ッ ク や 周辺 機 介 チェ ッ ク を 省略 し て 高速 に 再起 動 
する ブロ グラ ム ) で す 。HSB.EXE は 、PC-VAN や NIFTY-Serve で 無料 で 
入手 で きる フリ ー ソ フト で す 。PC-VAN で は 98CLUB (J 98CLUB っ 7 みう 2 み 2 
づ #172) に 登録 し て あり ます 。 

また 、 ダ ウン ロー ド し た ファ イル (HSB31EXE.LZH) は デー タ 圧 縮 し た 状 
態 な の で 、 元 に 戻す (解凍 ) に は アー カイ バー ソフ ト 「LHA.EXE」( 作 者 : 吉 
崎 栄 泰 氏 ) が 別途 必要 で す 。LHA も 、PC-VAN や NIFTY-Serve て で 入手 で 
きる フリ ー ソ フト で す 。 
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人 誠 フ ア イ ル 削 除 トラ ブル を 防ぐ 


A ドラ イブ と B ドラ イブ の ファ イル を 間違っ て 削除 し て し まっ た と き に 復 
活 て きる よう 、AUTOEXEC.BAT に MIRROR コマ ンド を 登録 し まし ょ う 。 


AUTOEXEC.BAT を 次 の よう に 修 止 し ます 。 
@ECHO OFF 
PATH A:\DOS:A:\ 
SET TEMP=A:\DOS 


SET DOSDIR=A:\DOS 
MIRROR /TA /TB ーーー- この 1 行 を 追加 





( 解 説 ) 
圏 MIRHOUH コマ ンド と は 

MIRROR を 実行 する と メモ リ 上 に 常駐 し 、 指 定 し た ドラ イブ で の ファ イル 
削除 を 常に 監視 し ます 。 削 除 が 実行 され る と 指定 ドラ イブ に PCTRACKR. 
DEL と いう ファ イル に 内 容 を 記録 し ます 。 こ の ファ イル は UNDELETE コマ 
ンド て 削除 ファ イル を 復活 する と き に 使わ れ ま す 。 た と えば C:\ABC.TXT 
と いう ファ イル を 削除 し て し まっ た 後に 復活 させ る に は 次 の よう に 操作 し ます 。 


①「UNDELETE C: \ABC.TXT  」 と 入力 
②「 復 元 し ます か ? 」 と 表示 され た ら 、|Y] を 入力 


た だ し 、MIRROR コマ ンド は 必ず し も 万 能 で は あり ませ ん 。 削除 後に ひん 
ば ん に ディ スク を 読み 書き する と 復活 で き な く な る 場合 が ある の で 、 デ ー タ の 
バッ クア ッ プ は 常に 必要 で す 。 
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MIRROR は 実行 時 に UMB に 12KB 以上 の 空き を 見 つけ る と 、 自 動 的 に 
UMB に 常駐 する 仕 給 み に な っ て いま す 。 た だ し 、INSTALL (CONFIG コマ 
ンド ) で MIRROR を 指定 する と エラ ー に な り ま す 。INSTALL が 強制 約 に コ 
ン ベ ン ショ ナル メモ リ に ロー ド し よう と する た めで す 。 


700 第 1 章 MS-DOS Ver.5.0A を 徹底 活用 する 


血 コマ ン 届 入力 を 便利 に する 


過去 に 入力 し た コマ ンド を 後 で 呼び 出し て 実行 て で きる よう 、DOSKEY コマ 
ンド を 登録 し まし よう 。 


AUTOEXEC.BAT を 次 の よう に 修正 し ます 。 


@⑩ECHO OFF 
PATH A:\DOS:A:\ 
SET TEMP=A:\DOS 


SET DOSDIR=A:\DOS 
DOSKEY /INSERT ーー この 1 行 を 追加 





選 DOSKE Y コマ ンド と は 

コマ ンド ライ ン か ら の コマ ンド 入力 機能 は 大 変 不便 で す 。 そ こ で DOSKEY 
を 組み 込む こと に よっ て 、 次 の よう な 便利 な 使い 方 が びき る よう に な り ま す 。 
ノ 入 力 途中 の コマ ンド を 編集 する 

入力 中 の コマ ンド の 任意 の 位置 に カー ソル を 移動 し 、 編 集 で きま す 。 カ ー ソ 
ル 移 動 は 次 の キー 操作 で 行い ます 。 


キー 操作 


カー ソル の 移動 先 





lm 十 | て | 


コマ ンド の 先頭 に 移動 





コピ 


コマ ンド の 末尾 に 移動 





は 


| 文字 分 だ け 左 に 移動 





回 


| 文字 分 だ け 右 に 移動 





ノ 過 去 の コマ ンド 履歴 を 表示 ・ 再 利用 する 
過去 に 入力 し た コマ ンド を 利用 する に は 、 湊 の キー て 行い ます 。 








機 


能 









































回 コマ ンド 履歴 を | つ ず つ さ か の ぼっ て 表示 する 
回 コマ ンド 履歴 を 古い 順に | つ ず つ に 表示 する 

Ma コマ ンド 履歴 の も っ と も 古い も の を 表示 する 
00W コマ ンド 履歴 の も っ と も 新しい も の を 表示 する 

回 これ まで 入力 し た コマ ンド 履歴 一 覧 を 表示 する 。 
f8 入力 し た 文字 列 を 含む コマ ンド を 履歴 か ら 検索 し 表示 する 。 














コマ ンド 履歴 の 中 か ら 指 定 し た 行 番号 の も の を 表示 する 
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人 環境 変数 エリ ア を 増やす 


バ パッチ ファ イル て 環境 変数 を 多用 し た い の で す が 、 環 境 変 数 エリ ア が 容 
足 に な り ま し た 。 環境 変数 エリ ア を 512 バイ ト に 拡大 し まし ょ う 。 


CONFIG.SYS を 次 の よう に 修正 し ます 。 
FILES=30 
BUFFERS=10 
FCBS=1 
SHELL=A:\COMMAND.EOM /P /E:512 < ヒビ ォ オラ ンション を 追加 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB 


不 


DEVICE=A:\DOS\SMARTDRV.SYS 1024 128 /E 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DOS=HIGH、UMB 





一 環境 変数 こ は 

環境 変数 と は 、MS-DOS 管理 下 で 異な る ブロ グラ ム (また は バッ チ プ ログ 
ラム ) 同士 が 連絡 用 に 使う 「 掲 示 板 」 の よう な も の で す 。 婚 定 値 で は 環境 変数 
エリ ア は 256 バイ ト あ り ま す 。 当然 、 環 境 変数 エリ ア を 広げ る と コン ベン ショ 
ナル メモ リ は その 分 だ け 狭 く な り ま す 。 

な お 、/E を 指定 する と き に は 必ず 16 の 倍数 で 指定 し て くだ さい 。 環 境 変数 
は 16 バイ ト 単 位 で 増減 する た め 、「/E:512」 と 指定 し て も 「/E:527」 と 指定 
し て も 、 確 保 さ れる 環境 変数 エリ ア は 512 バイ ト で 、「/E:527」 と 指定 し た 場 
合 の 残り の 15KB は 、 未 使用 の まま 無駄 に な つて し まい ます 。 
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《 誠 振 康 の FEP を 切り 替え る ( 1 ) 


一 太郎 Ver.5 を 使う と き に は 「ATOK8」、 桐 を 使う と き に は 「 松 茸 Ver.3」、 
MS-DOS コマ ンド ライ ン で は 「AI か な 漢字 変換 」 を 使い た いと 思い ます 。 
CONFIG.SYS と それ ぞ れ の 起動 肌 バ ッ チ ブロ グラ ム を 作成 し まし ょ う 。 


(①CONFIG.SYS へ の FEP 登録 
CONFIG.SYS に 次 の 3 種類 の FEP (日 本 語 入 力 ブ ログ ラム ) を 登録 し ます 。 
CONFIG.SY8 


FILES=30 

BUFFERS=10 

FCBS=1 

SHELL=A:\COMMAND.COM 

DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 

DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS ーー FEP 監視 プロ クラ ム 
DEVIEE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 

DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

DEVICE=A:\M6\MTTK3A.DRV A:\M6 /ZA:\M6/G/N/P「/P・/S1 
DEVICEE=A:\M6\MTTK3B.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK1.DRV 
DEVICE=A:\DOS\NECAIK2.DRV A:NECAI.SYS 
DO0S=HIGH、UMB 


松茸 Ver.3 


Al か な 漢字 変換 





② 一 太郎 Ver.5 の 起動 バッ チ 作成 
次 の よう な 一 太郎 Ver.5 起動 用 の バッ チ フ ァイル を 作成 し ます 。 
TAHRHO.BAT 


@ECHO OFF 
SELKKC 1 ューーーー ATOK8 の 選択 


JXW ューーーー 一 太郎 Ver.5 の 起動 
SELKKC 3 ューーーー Al か な 漢字 変換 の 選択 
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③ 桐 の 起動 バッ チ 作 成 
次 の よう な 桐 Ver.5 起動 用 の バッ チ フ ァイル を 作成 し ます 。 
YKIRI5.BAT 


@ECHO OFF 
SELKKC 2 ューーーー 松茸 Ver.3 の 選択 
CD A:\KIRIV5 


kiri ュー 桐 の 起動 
CD A:\ 
SELKKC 3 ーーーー Al か な 漢字 変換 の 選択 





( 解 説 ) 
置 複数 の 上 ED の 登録 p.7 の 5 

MS-DOS Ver.5.0 対応 の FEP で あれ ば 、CONFIG.SYS に 複数 種類 を 登 色 
で きま す 。 た だ し 、 そ の 分 だ け コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ や EMS メモ リ は 狭く 
な り ま す 。 また 、 復 数 の FEP を 登録 する 際 に は 、 FEP 行 の 先頭 に KKCFUNC. 
SYS (FEP 監視 ブロ グラ ム ) を 登録 する 必要 が あり ます 。 


弄 FE ロ の 選択 方 法 

複数 登録 し て ある FEP か ら 、 目 的 の FEP を 選択 する に は SELKKC コマ ン 
ド を 使い ます 。 通常 は 「SELKKC 2 」 の よう に FEP 番号 を 指定 し ます 。 
FEP 番号 は CONFIG.SYS に 登録 し た 順に 割り 振ら れ ま す 。 割 り 振 られ て い 
る FEP 番号 を 確認 する に は 、「SELKKC /S 過 」 と 入力 し ます 。 


本 >SELKKC 2S 


1 日 本 語 変換 ツ ス テム ATOK8 uer 1.99 
2 松 埋 Uer3.71 


3 NECRI Uer1.9M 
現在 活動 可能 な "か な 漂 ' は 1 で す . 
Ri ギ > 
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人 の FEP を 切り 替え る ( ど ) 


- 太 郎 Ver.5 起動 時 に 「ATOK8」 を 組み 込み 、 終 了 と 同時 に ATOK8 を ス 
モリ 上 か ら 人 解放 し た いと 思い ます 。 一 太郎 起動 肌 バ ッ チ ブロ グラ ム 「TARO. 
BAT」 と 、 定 義 フ ァイル 「ATOK8.FEP」 を 作成 し まし ょ う 。 


① 定 義 フ ァイル の 作成 

次 の よう な 定義 ファ イル 「ATOK8.FEP」 を サブ ディ レク トリ 「A:\ ぎ ATOK 
8」 に エディ タ で 作成 し ます 。 
ATOKB.FEP 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 





② 起 動 用 バ ッ チ の 作成 
次 の よう な 起動 用 バッ チ ブ ログ ラム を エディ タ て 作成 し ます 。 
TARHOBAT 


@ECHO OFF 
ADDDRV A:\ATOK8\ATOK8FEP =ーーー ATOK8 の 組み 込み 


JXW ューーーー- 一 大 郎 Ver.5 の 起動 
DELDRV ューーーー ATOK8 の 解除 





(解説 ) 
軒 ADDDHV/DELDRV 使用 時 の 注意 点 とみ 

ADDDRV で 組み 込め る の は キャ ラク タ 系 デバ イス ドラ イ バ 1 文字 単位 で 
デー タ を 送る タイ ブ :MOUSE.SYS/RSDRV.SYS な ど ) だ け で す 。 ブ ロッ ク 
系 デバ イス ドラ イ バ (まとまっ た 上 単位 で デー タ を 送る タイ ブ :EMM386.EXE/ 
RAMDRV.SYS な ど ) は 使用 で きま せん 。 ま た 、1 つの バッ チ フ ァイル の 中 で 
2 回 以上 連続 し て ADDDRV/DELDRV を 使う と み モ リ が 解放 され ず に 、 フ 
リー エリ ア が 狭く な る 場合 が あり ます 。 
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義 AUTOEXEO.BAT 実行 時 の 表示 を 消す 


AUTOEXEC.BAT の 1 行 日 に 「ECHO OFF」 を 登録 し て いる の に 、「ECHO 
OFF」 と いう 文字 と 、 起 動 時 の MIRROR コマ ンド の メッ セー ジ が 表示 され ま 
す 。 こ れ ら が すべ て 表示 され な いよ うに 設定 し まし ょ う 。 

4AUTOEXEC.BAT 実行 時 に 表示 され る メッ セー ジ 


Command リーザ ョ ッ 5.g9a 


>ECHO OFF ECHO コマ ンド の 表示 
削除 追跡 ソフ トウ ェ ア を 組み 込み ます . 


下記 の ドラ イブ を け サポ ー ト し て いま す : 


ライ ^ RF - 既定 ファ イル を セー うに MIRROR コマ ンド の 表示 
、272` B - 巡 定 ファ イル を セー あじ 


ラグ ^ C - 既定 ファ イル を セー 
組み 込み は 完了 し まし た . 
昌 : ギ > 


CC 
な ye 





AUTOEXEC.BAT を 次 の よう に 修正 し ます 。 
修正 前 の AUTOUEXEO.BAT 


ECHO OFF 
PATH A:\D0S:A:\ 
SET TEMP=A:\DOS 


SET DOSDIR=A:\DOS 
MIRROR /TA /TB /TC 





ミン 


先頭 に @ 


\ 修 正 後 の AUTOEXEO.BAT 


@⑩ECHO OFF 
PATH A:\DOS:A:\ 

SET TEMP=A:\DOS 

SET DOSDIR=A:\DOS 

MIRROR /TA /TB /TC )》 NUL <ーーー NUL テバ イス を 指定 する 





を つけ る 
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置 補助 コ マン ド 「@」 と は 

「ECHO OFF」 を 指定 し て いな い バ ッ チ ブ プログラム で は 、 現 在 実行 中 の 命 
令 行 が 画面 に 逐一 表示 され ます 。「ECHO OFF」 を 指定 する と 、 実 行 中 の 命 
令 行 は 表示 され な く な り ま す 。 た だ し 、 既 定 値 は 「ECHO ON」 な の で 、 最 
初 の 「ECHO OFF」 と いう 命令 行 だ け は 表示 され て し まい ます 。 

そこ で 、MS-DOS Ver.5.0 か ら 用 意 さ れ た 補助 コマ ンド に 「@」 が あり ます 。 
バッ チ フ ァイル の コマ ンド の 先頭 に 「@」 を 付け る と 、 そ の 行 の み を 画面 に 表 
示し な く な り ま す 。 一般 的 に は 「@ECHO OFF」 と いう 使い 方 を し ます が 、 
他 の コマ ンド の 先頭 に 付け て も か まい ませ ん 。 


較 NUL デバ イス の 活用 

MS-DOS で は 「NUL」 と いう 英字 に は 、 ダ ミー デバ イス が 割り 当て られ て 
いま す 。 ダ ミー デバ イス と は 「 ゴ ミ 箱 」「 ブ ラッ ク ホ ー ル 」 の よう な も の て で 、 
主 に 次 の 使い 方 が あり ます 。 

ノコ ピー し た 結果 を 捨て る 

た と えば ディ スク キャ ッシュ に 辞書 ファ イル を 読み 込ま せる に は 、 次 の よう 
に 入力 し ます 。 


COPY ATOK8DIC NUL JJ 


これ で ディ スク キャ ッシュ を ロッ ク す れ ば 、 高 速 に 日 本 語 入 力 が で きる よう 
に な り ま す 。 こ の と き NUL に コピ ー し た は ず の ATOK8.DIC は 、 ど こ に も 
書き 込ま れ て いま せん 。 ブ ラッ ク ホ ー ル に コピ ー 結 果 を 捨て た こと に な り ま す 。 
ノコ マン ド か ら の メッ セー ジ を 非 表 示 に する 

コマ ンド 実行 時 に 「 〇 〇 個 の ファ イル を コピ ー し まし た 」 な ど と いう メッ セー 
ジ 表 示 を 消す に は 、 次 の よう に リダイレクト 機能 (> 記号 ) を 使っ て NUL デ 
バイ ス を 指定 し ます 。 


COPY ATOK8DIE B: ) NUL | 
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人 徐 必 の CONFIG.SYB を 切り 益 え る 


Windows3.1 や 一 太郎 Ver.5 を 起動 する と き に は 、 それ ぞ れ 専用 の CONFIG. 
SYS と AUTOEXEC.BAT で 再起 動 し た いと 思い ます 。MS-DOS の 持つ リ 
フート コマンド 「CHGEV」 を 使っ て 、 再 起動 用 の ニュ ー バ ッ チ ブロ グラ ム 
を 作成 し まし よう 。 


(①CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 作成 
「A:\WINDOWS」 に Windows 起動 用 の CONFIG.SYS と AUTOFXEC 
BAT を 作成 し ます 。 

「A:\TARO5」 に 一 太郎 起動 用 の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT 
を 作成 し ます 。 
※ こ の と き 各 AUTOEXEO.BAT に は 目的 の アブ リケーション を 起動 する 
コマ ンド を 記述 し こく だ さい 。 また AUTOEXEOC.BAT の 未 尾 に は 
「CHGEV / 紀 」 を 記述 し て くだ さい 


②⑦② メ ニュ ー バ ッ チ プロ グラ ム の 作成 
エディ タ て 次 の よう な バッ チ プ ログ ラム 「XMENU.BAT」 を 作成 し ます 。 
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ぷ ぶ XMENU.BAT 


@ECHO OFF 

CLS 

: 選 択 

ECHO\ 

EEHO 金 多 リブ ー ト メニ ュー 金 多 
ECHO\ 

EEHO <l》 一 太郎 Ver.5 

ECHO 《2) Windows3.1 

ECHO <0) 終了 

ECHO\ 

ECHO 

ECHO\ 

ECHO\ 

BATKEY 0 番号 を 入力 し て くだ さい ) 
IF ERRURLEVEL 3 GOTO 選択 
上 F ERROURLEVEL 2 GOTO Windows 
IF ERRURLEVEL 1 GOTO 一 太郎 
IF ERRURLEVEL 0 GOTO 終了 
・WINDOWS 

CHGEV A:\WINDOWS 

GOTO 選択 

: 一 太朗 

CHGEV A:\TARO5 

GOTO 選択 

: 終 了 

EXIT 





(解説) 
較 じ HGEV の 隠し オプ ショ ン 
CHGEV は リブ ー ト 用 の コマ ンド で す 。 通常 は DOSSHELL か ら の み 使 う 
サブ コマ ンド で す 。 隠 し オブ プション と し て 、 次 の 4 つが あり ます 。 
機 能 
ノー マル モー ド に 切り 替え て リブ ー ト する 
_ ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド ド に 切り 替え て リプ ブー ト す る 














CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 元 に 戻 し て リブ ー ト する 
ハー ド デ ィ スク の 起動 メニ ュー を 表示 する 
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「CHGEV A:\WINDOWS 周 | 」 な ど と 入力 する と 、 指 定 し た パス に ある 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT で リブ ー ト し ます 。 こ の と き 、 起 動 ド ラ 
イブ の ルー トディ レク トリ に 元 か ら あ っ た CONFIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT は 拡張 子 「CHG」 に リネ ー ム され 、 代 わり に 指定 し た パス 上 の CONEIG. 
SYS と AUTOEXEC.BAT が 複写 され て いま す 。 元 の 状態 に 戻す に は 

「CHGEV /S 財 | 」 を 実行 し ます 。 


還 昌 5B を 使っ て 高速 リブ ー ト する [| /99 

CHGEV は リセ ッ ト に 時 間 が か か る と いう 欠点 が あり ます 。99 ペー ジ で 紹 
介し た HSB.EXE を 使っ て 高速 リブ ー ト する に は 、 次 の 手順 で 操作 し ます 。 
①CONFIG.SYS へ 「DEVICE=HSB.EXE V Y-」 と いう 1 行 を 追加 し ま 


す 。 


② サ ブ デ ィ レ クト リ 「A:\ENV」 に 次 の よう な ファ イル を 作成 し ます 。 


CONFIG.WIN ペーーーーー 
AUTOEXEC.WIN = 
CONFIG.JXW テーーー 
AUTOEXEC.JXW 





Windows 起動 用 の CONFIG.SYS 
Windows 起動 用 の AUTOEXEC.BAT 
一 太郎 起動 用 の CONFIG.SYS 


一 太郎 起動 用 の AUTOEXEC_.BAT 


※ フ ァイル 拡張 子 に それ ぞ れ 任意 の 英字 を 指定 する 点 お が ポイ ント で す 


AUTOEXEC.BAT に 次 の 2 行 を 追加 し ます 。 


SET HSBEXT=AAA ューーー- 再起 動 の 際 に 一 時 的 に 作る ファ イル の 拡張 子 を 指定 


SET HSBDIR=ENV =<ー--- ファ イル か 格納 され て いる ティ レク トリ を 指定 


④ 一 太郎 を 起動 する に は 「HSB A:JXW 凡 」 と 入力 し ます 。Windows を 
起動 する に は 「HSB A:WIN 財 | 」 と 入力 し ます 。 こ の よう に HSB の 後 
に 、 ド ライ ブ 名 と 拡張 子 を 指定 する 点 が ポイ ント で す 。 こ の 起動 コマ ンド 
を 前 述 の 起動 用 カニ ュー バッ チ に 組み 込め ば 、 超 高速 リブ ー ト メニ ュー が 


て で てき あがり ます 。 
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第 2 章 
MemoryServer Il 


を 徹 左 活 用 する 





ここ で は 、MemorySerVverII を 使っ て 最適 な 動 
作 環 境 を 設定 する まで を 、 徹 底 的 に 解説 し ます 


MemorySerVerll を 
イン スト ー ル する 





ここ て は 、MemoryServer II を MS-DOS と Windows に イン スト ー ル する 


ま て を 解説 し ます 


《 誠 フル オー トイ ンス トー ル を 実行 する 


MemoryServerII を 「 フ ルオ ー ト イン スト ー ル 」( 筒 易 組 込 ) で ハー ド デ ィ 
スク (ここ で は A ドラ イブ ) に イン スト ー ル し まし ょ う 


や イ ンス トー ラ の 起動 
・ フ ロッ ピー ディ スク 装置 に MemoryServerII 実行 用 ディ スク を セッ ト し ま 
す 。 
・ リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 
7 イン スト ー ラ を 起動 する 


メイ ン メ ニュ - キー 操作 
実行 用 ディ スク の 作成 (⑱ : か ルル 移動 
メモ リボ ー ド の 動作 確認 (9 た ュ - 選択 


READNE. TIRT の 表示 (HEt : AM2 の 表示 


ドラ イ バ の イン スト ー ル 
NEIOKRY SERVERI Ver 1.01 


SEKYVERKII 
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② ド ライ バ の イン スト ー ル 

・ メ イン メニ ュー か ら 「 ド ライ バ の イン スト ー ル 」 に カー ソル を 移動 し 、 財 
キー を 押し ます 。 

・ 接 続 さ れ て いる ディ スク 装置 一 覧 が 表示 され る の で 、MemoryServer II を イ 
ンス トー ル す る ディ スク (ここ で は IDE ハー ド デ ィ スク #1) に カー ソル 
を 移動 し 、.J キー を 押し ます 。 

・ 起 動 可能 な バー ティ ショ ン が 表示 され る の で 、 目 的 の 領域 (ここ で は ①:MS 
-DOS Ver.5.0) に カー ソル を 移動 し 、 | キー を 押し ます 。 

「 ド ライ バ の イン スト ー ル を 実行 し ます 」 と 表示 され る の で 、 | キー を 提 
凍ら > 

⑬ イ ンス トー ル 方 法 の 選択 
バ ソ コン が 再起 動 し 、 イ ンス トー ル 方 法 の 選択 画面 が 表示 され ます 。 こ こ で 
は 「 フ ルオ ー ト イン スト ー ル 」 に カー ソル を 移動 し 、|| キー を 押し ます 。 

7 フル オー トイ ンス トー ル を 選択 する 





MIEMORKY SEKVEEK TI Instsller Ver.1.02 還 本 








フル オー トイ ンス トー ル カス クタ ムイ ンス トー ル 


〔( 紀 ) を 押し て いく だ け で 
天 を の 寺 を 0 に 
て イン スト ー ル を 行ない 
初 


4 
6 
id 
公 
ロ 


MORY SERVERI を 
手間 を か け 


め て IE 
使用 の 場合 や 
に イン スト ー ル し た い 場 | 
に お すす めし ます 


o 














(《④ イ ンス トー ル の 実行 

・ バ ハー ドウ ェ ア 環 境 ・ ソ フト ウェ ア 環 境 の 解析 が 実行 され 、 最 後に モリ の 割 
り 振 り が 自動 的 に 行わ れ ま す 。 こ の まま |。| キー を 押す と 、MemoryServer 
II の シス テム ファ イル が ハー ド デ ィ スク に 転送 され ます 。 

・ イ ンス トー ル が 終了 し た ら 、 フ ロッ ピー ディ スク を 抜い て リセ ッ ト ボ タン を 
押し ます 。 
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メモ リ の 割り 当て を 確認 する 


MEMORY SERVER I Installer Ver.1.02 MEWrW | 
フル オー トイ ンス トー ル 


CFSEYYS ケ ーー 


ー 下 の 天 件 で 【(:WDEVIOSPRO] に 知 み 込 みき す 。 
使用 メモ リマ ネー ジャ は "仮想 メモ リマ ネー ジャ "で す 。 
[] ディ スク キャ ッシュ >[ 3072] KB 
RAM デ ィ ス ク >[ 1536] KB ト 7 EE: 
回 儲 用 可能 メモ リ >[ 9240] KB 
組み 込み を 実行 する 場合 は [<-| を 押し て 下さ い 。 
組み 込み を 中 止 する 場合 は 上 ESC] を 押し て 下さ い 。 
対 キー で 前 画面 を 表示 し ます 。 

















SR 





メモ リ 記 人 ーー ーーーーーーー 





詳 〇 つの イン スト ー ル 方 法 

MemoryServer II で は 、 次 の 2 種類 の イン スト ー ル 方 法 が 用 意 さ れ て いま す 。 
どちら を 選ん で も 、 詳 細 な 設定 を 行う に は 後 て CONFIG.SYS の 修正 が 必要 に 
な る の で 、 操 作例 で は フル オー トイ ンス トー ル を 選択 し て いま す 。 
〆 ど ノル ボー トド イン スト ー ル 

現在 の 環境 (CPU の 種類 ・MS-DOS バー ジョ ン ・Windows の 有無 ・ ブ ロ 
テク トメ モリ の 容量 な ど ) を 解析 し 、 フ ァイル 転送 と 最適 な CONFIG.SYS の 
自動 作成 を 行い ます 。 
ンカ スタ ムイ ンス トー ル 

メモ リマ ネー ジャ の 詳細 な セッ ティ ング を 行い な が ら 、 フ ァイル 転送 と 
CONEFIG.SYS 作成 を 行い ます 。 


置 自動 作成 され る CONFIG.SYS 

現在 、PC-9821As(i80486DX、 33MHz) に は 14MB の ブロ テク トメ モリ 、IDE 
型 バ ー ド ディ スク (240MB) と SCSI 型 バ ハー ド デ ィ スク (270MB) が 装着 され 
て いま す 。 そ し て A ドラ イブ に は Windows3.1 が イン スト ー ル され て いま す 。 
この 状態 で フル オー トイ ンス トー ル を 実行 する と 、 次 の よう な CONFIG.SYS 
が 作成 され ます 。 
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CONFIG.SYS 
DEVICE=A:\MDEV\I0SPRO\VMM386.EXE /| / リ ュー- VCPI 対応 の メモ リマ ネー シャ 
DEVICE=A:\MDEV\I0SPRO\DC10.EXE 3072 /W=2048 ニ ーー ティ スク キャ ッシュ 
DEVICE=A:\MDEV\IOSPRO\I0S10.EXE 1536 /X =ーーー RAM ティ スク 
BUFFERS=20 
FILES=30 


FCBS=1 


SHELL=\COMMAND.EOM /P 

DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

DOS=HIGH、UMB 





AUTOEXEC.BAT 
A:\MDEV\I0SPRO\DPMI32.EXE =ーーーー DPMI サー バ の 起動 
@ECHO OFF 
PATH A:\DOSiA:\: AA:\MDEV0SPRO ーー パス の 追加 
SET TEMP=A:\DOS 
SET DOSDIR=A:\DOS 





な お 、CONFIG.SYS に あら か じ め 登 録 し て ある メモ リド ライ バ は 、 和 無効 に 
な り ま す 。 た と えば 、EMM386.EXE と SMARTDRV.SYS が 登録 し て ある と 
し ます 。 フ ルオ ー ト イン スト ー ル を 実行 する と 、EMM386.EXE に は REM が 
付け られ て 、 注 釈 行 に な り ま す 。 そ し て SMARTDRV.SYS は 削除 され ます 。 
\ 実 行 前 


DEVIEE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB 
DEVICE=A:\DOS\SMARTDRV.SYS 2048 128 


REM DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=256 /UMB = 一 - REM て 注釈 行 に な る 





MemoryServer ll を イン スト ー ル する 775? 


油 ユー ティ リティ を WindDWS に イン スト ー ル する 


MemoryServerII は Windows 上 か ら デ ィ ス クキ ャ ッシュ や RAM ディ スク 
を コン トロ ー ル で きま す 。 こ こ で は その た め の ユ ー テ ィ リ ティ (デバ イス コン 
トロ ー ル ) を 、Windows3.1 に イン スト ー ル し まし ょ う 。 


① イ ンス トー ラ の 起動 

・Windows3.1 を 起動 し ます 。 

・ フ ロッ ピー ディ スク 装置 (ここ で は C ドラ イブ ) に MemoryServerII ディ ス 
ク を セッ ト し ます 。 

・ プ ログ ラム マネ ー ジ ャ か ら [アイ コン (F) ] 一 [ファ イル 名 を 指定 し て 実行 
(R) ] を 選択 し ます 。 
「C:\IOSPRO\WSETUP.EXE」 と 入力 し 、[OK] ボタ ン を 左 ク リッ ク 
し ます 。 


7 イン スト ー ラ の ファ イル 名 を 指定 する 

















② ユ ー テ ィ リ ティ の 転送 

・ イ ンス トー ル 先 を 指定 する ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 こ こ で は その まま [ イ 
ンス トー ル 開 始 ] ボタ ン を 左 ク リッ ク し ます 。 

・ イ ンス トー ル の 終了 メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 [OK] ボタ ン を 左 ク リッ 
タ し ます 。 


77 の 第 どら 章 MemoryServerll を 徹底 活用 する 


Y イ ンス トー ル 先 を 指定 する 











1 語 王 MemoryServer ll -WDC イ ンス トー ル L- 


デバ イス コン トロ ー ル を 下記 の ディ レク トリ に イン 
スト ー ル し ます . この ディ レク トリ が 存在 し な い 場 
合 に は 自動 的 に 作成 され ます . 


別 の ドラ イブ ン デ ィ レ クト リ に イン スト ー ル し た い 
場合 は , イン スト ー ル 先 を 入力 し て くだ さい . 


イン スト ー ル 先 (D): |A:\MDEVWIOSPRO 








解 説 ) 
還 デ バイ スコ ント ロー ル こ と は p.738 

この 操作 を 実行 する と 、Windows に 「MemoryServerII」 と いう グル ー プ ブ 
が 新た に 作成 され ます 。 こ の グル ー プ に 入っ て いる 「 デ バイ スコ ント ロー ル 」 
アイ コン を 左 ク リッ ク す る と 、 次 の よう な ウィ ンド ウ が 起動 し ます 。 


\4 デ バイ スコ ント ロー ル に 含ま れる ユー ティ リティ 





Ak だ P4M Ep 


0 ルプ ] 


















ユー ティ リティ 機 能 
I0S10 の 設定 | RAM ディ スク の 容量 を 変更 する 
DCI0 の 設定 ディ スク キャ ッシュ の 容量 を 変更 する 


解像度 の 切り 替え GA-1024A/1280A の 表示 解像度 を 変更 する 。 
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MemoryServer II は SASI/SCSI/IDE の 3 タイ ブ の ハー ド デ ィ スク BIOS 
ROM の 移動 に 対応 する な ど 、UMB の 活用 と いう 点 で は も っ と も 優れ た メモ 
リマ ネー ジャ で す 。 

MemoryServerII て UMB を 活用 する に は 、 次 の 2 つの か 方法 が 選択 で きま 
す 。 


プ ユ ー テ ィ リ ティ 「OPTUMB」 を 使う (方 法 1) 

MemoryServerII 付 属 の OPTUMB.EXE は 、UMB の 設定 と 設定 され た 
UMB へ の プロ グラ ム の ロー ド を 行う ユー ティ リティ で す 。OPTUMB は ハー 
ド 環境 や ソフ ト 環 境 を 自動 認 蔵 し た 上 で 作業 を 行う の で 、 指 定 し て は な ら な い 
領域 を UMB 化す る な どの トラ ブル を 自動 的 に 避け て くれ ます 。 デ バイ ス ド 
ライ バ の リフ ァ レ ンス と 「 に ら め っ こ 」 せ ず と も 、 高 度 な UMB 設定 が で き 
ます 。UMB 設定 に 関し て は 全面 的 に OPTUMB を 使っ た 方 が 便利 で す 。 





エディ タ で CONFIG.SYS を 編集 する (方法 2) 

F デ ィ タ か ら CONEIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 編集 する オー ソ ド ッ 
クス な 方 法 て す 。OPTUMB で は フォ ロー し きれ な い 細 か な 設定 を 短 時 間 に 
行え る 点 が メリ ッ ト で す 。 た だ し 、 ハ ー ド 環境 や ソフ ト 環 境 に よる 設定 の 違い 
を 考慮 し な けれ ば な ら ず 、 リ スク も 大 きい と 言え る で し ょ う 。 


ここ で て は 「 方 法 1」 を メイ ン に 解説 し ます 。 
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人 全 用 可能 な UMB を 調べ る 


現在 、PC-9821As(G80486DX、 33MHz) に は 14MB の ブロ テク トメ モリ 、 IDE 
型 ハ ー ド ディ スク (240MB) と SCSI 型 ハ ー ド ディ スク (270MB) が 装着 され 
て いま す 。 こ の と き の UMB の 状態 を 調べ まし ょ う 。 


(①UMB の 容量 表示 
MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 「MSTAT /U 財 | 」 と 入力 し ます 。 
YUMB の 容量 ・ ア ドレ ス を 表示 する 


>STRT 2/U 

ISTRT emoru Status Uersion 2.12 

Copyright (C) 1992-1994 I・0 DaTR DEUICE Inc. Il rights reserved. 

軒 UMB 情 報 
アド レス ID 


Dad1 CD7FD RIN で で 馬 人 1 番目 の UMB ブロ ッ ク 


DD91 一 DFFF 12272 g2FF9h 2 番目 の UMB ブロ ッ ク 


UMB の 総 容 量 
44992 butes 
32729g butes 





②UMB の 内 容 表示 
「INSPECT | 」 と 入力 し ます (ユー ティ リティ の 起動 )。 
・「[M] メモ リ 」 す 「UMB」 っ 「 [M| メモ リマ ッ プ 」 を 選択 し ます 。 
・ 終 了 す る に は 、 ES う ES っ ES っ 4 を 押し ます 。 
※MSTAT、INSPECT は 、 MemoryServerll に 付属 する メモ リ 表 示 
ユー ティ リティ で す 
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7UMB マッ プ を 表示 する 
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CDUU EIS ENS EMS ES 久 S EIG EIS 計 MS ENS EIS ES 時 

DUUU UNB UMB_UMB_UNB UNB UMB UMB UMB 席 0 UN 前 

還 唱 較 GRI GRM GRM GRM GRM GR GR GR ROM ROM RON RON RON KUM KU KOH 
上 KON KOM ROM RON RON RON RON RON ROM ROM RON ROM RON ROM KROM KO 


陣中 V-RAN 細 員 人 7792V-RAN :CG91 ト 9 
EMS:EMS ル -』 UMB:UMB 較 呈 ROM 本 還 語 : 空 き 


[HELP] 説明 表示 





(解説 ) 
時 UMB の 分 断 状況 

の 結果 を 見 る と 、UMB の 総 容 量 は 約 44KB あり ます が 、2 つの ブロ ッ ク 
(32KB と 12KB の 2 ブロ ッ ク ) に 分 断 さ れ て いる の が わか り ま す 。 
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OPTUMB を 使っ て UMB を 設定 する 


SCSI 型 ハ ー ド ディ スク と IDE 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を 次 の アド 
レス に 移動 し 、D0010h-DFFFFh まで の 約 64KB を 連続 し た UMB ブロ ッ ク 
に し まし ょ う 。 こ こ で は UMB 活用 ユー ティ リティ 「OPTUMB」 を 使い ます 。 


ROM 種類 移動 元 ア ドレ ス 移動 先 ア ドレ ス 
SCSI-HDD | DC000h<DCFFFh A5000hCA6FFFh 








IDE-HDD D8000h<DBFFFh E9000h<ECFFFh 





へ SCSI と IDE の BIOS ROM を 移動 する 


IDE の ROM 


| OPTUIB コ Uersion 1.92 | 
BN UMB 空き 領域 設定 | 


SCSI の ROM 
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①OPTUMB の 起動 
・ コ マン ドラ イン か ら 「OPTUMB | 」 と 入力 し ます 。 
・ 機 能 説明 が 表示 され る の で 、 | 妥 キー を 押し ます 。 
・ 次 の 図 の よう な メニ ュー が 表示 され る の で 、「UMB 空き 領域 設定 」 に カー 
ソル を 移動 し 、|J| キー を 押し ます 。 
4 「UMB 空き 領域 設定 」 を 選択 する 


ど Uersion 1.@2 
ーー ah 


し た い 項 目 を 選択 し て くだ さい 】 























UMB 空き 領域 UMB 最適 化 

















(@@: 処 理 選択 (): 実 行 ES: 中止 








(②UMB の 自動 チェ ッ ク 実 行 
・ 修 正 対象 と な る CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が ある ドラ イブ が 表 
ぶさ れ ま す 。 こ こ て で は 「 は い (次 に 進む ) 」 に カー ソル を 移動 し 、[ キー を 
押し ます 。 
「 再 起動 を 行い ます が よろ し いで すか 」 と 表示 され た ら 、「 は い (再起 動 を 
行う ) 」 に カー ソル を 移動 し 、| キー を 押し ます 。 
「 何 か キー を 押し て くだ さい 」 と 表示 され た ら 、 [| キー を 押し ます 。 
・ 確 認 画面 が 表示 され た ら 、 | キー を 押し ます 。 
※ こ れ で MS-D0S は リセ ッ ト が か か り 、 再 び DPTUMB が 起動 し ます 。 
も し メニ ュー プロ グラ ム な ど が 自動 起動 する よう に な っ て いた ら 、 そ れ ら を 終 
了 し て MS-D0S プロ ンプ ブ ト を 表示 し て くだ さい 
③Windows 使用 の 設定 
「Windows を 使用 し ます か ? 」 と 表示 され ます 。 こ の CONFIG.SYS 環境 


メグ ジ 第 章 MemoryServer ll を 徹底 活用 する 


トト で Windows を 使用 する な ら 、「 は い (Windows を 使用 する ) 」 に カー ソ 
ル を 移動 し 、 | キー を 押し ます 。 
④IDE 型 ハ ー ド ディ スク ROM の 移動 

・UMB マッ プ が 表示 され た ら 、「 領 域 移 動 」 に カー ソル を 移動 し 、 | キー を 
押し ます 。 

「EMS フレ ー ム を 移動 し ます 」 と 表示 され た ら 、 | キー を 2 回 押し ます 
(これ で EMS ペー ジフ レー ム を 移動 し な いこ と に な る )。 

「 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を 移動 し ます 」 と 表示 され た ら 、 M キー 
を 押し ます 。 

・ 点 滅 し て いる 4 つの 記 号 が IDE ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM で す 。 
キー を 1 回 押す と 、IDE ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM は E9000h-ECFFFh 
に 移動 し ます 。 

・ 財 | キー を 押し ます (これ で 移動 が 終了 する ) 。 

CIDE 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を 移動 する 
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⑤SCSI 型 ハ ー ド ディ スク ROM の 移動 

・ 次 に 点 減 し て いる 2 つの 率 記 号 が 、SCSI ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM で 
す 。 [| キー を 14 回 押す と 、SCSI ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM は A5000 
h-A6FFFh に 移動 し ます 。 

・ | キー を 押し ます (これ で 移動 が 終了 する ) 。 
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SCSI 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を 移動 する 
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⑥ 設 定 内容 の 登録 

・VMM386.EXE の オブ ショ ン (設定 前 と 設定 後 の 比 較 ) が 表示 され ます 。OK 
な ら 「 はい (設定 を 行う ) 」 に カー ソル を 移動 し 、 | キー を 押し ます 。 
「 再 起動 を 行い ます の で 、 何 か キー を 押し て くだ さい 」 と 表示 され た ら 、 
記 キー を 押し ます 。 

・ 確 認 画 面 が 表示 され た ら 、 | キー を 押し ます 。 


時 DPTUMB の 特徴 

OPTUMB は 、UMB 有効 活用 の た め の 3 つの 機能 を 提供 し ます 。 

ン UMB 空き 領 域 設定 

UMA 領域 (A0000h-FFFFFh まで の 384KB) を 検索 し 、 未 使用 エリ ア を 
UMB に 設定 し ます 。EMS ベ ペー ジフ レー ム や ハー ド デ ィ スク ROM の 移動 も 
で きま す 。 

ン UMB 最適 化 設 定 

CONFIG.SYS/AUTOEXEC.BAT を 解析 し 、 も っ と も 効率 的 に UMB が 使 
用 され る よう に ロー ド す る 順番 を 設定 し ます 。 


UMB 空き 領域 ・ 最 適 化 同時 設定 


「UMB 空き 領域 設定 」 と 「UMB 最適 化 設 定 」 を 同時 に 行い ます 。 
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訪 IDE の HOM 移動 が か もたらす メリ ッ ト p.86 

この 操作 を 実行 する と 、65KB (D0000h-DFFCFh) と 32KB (ED000h-F4 
FFFh) の 2 つの ブロ ッ ク か ら な る 総 容量 96KB の UMB が 確保 され ます 。 絵 
容量 は それ ほど 多く な いも の の 、IDE と SCSI を 混在 し た 環境 で 、UMB が 細 
か く 分 断 さ れ て いな い 点 が 優れ て いま す 。 ま た 、 ブ ログ ラム の ロー ド が 簡単 に 
な り ま す 。 








ューーーーーーーーーー- UMA 領域 (384KB) 


(640KB) (1024KB) 
AOOOOh BOOOOh CO000Oh DOOOOh  EOOOOh FOOOOh 100000Oh 
= | 









アー で 


コ 
ン 1 っ 
ベ 番 番 
ヽ ン 目 目 
、。 シ の の 
! メ ヨ U U 
! ナ M M 
) 所 ル B B 
ーー 


Io っ x2T サ Ti ーー の ここ ペ 


移動 し た 移動 し た 
SCSI ハー ド デ ィ スク IDE ハー ド デ ィ スク 
の BIOS HOM の BIOS HOM 





64KB の 連続 し た UMB に な る ! 











較 DPTUMB が 付加 し た オプ ショ ン 
操作 例 で は OPTUMB を 使っ て 、CONFIG.SYS の VMM386.EXE の オフ 

ショ ン を 書き 換え て いま す 。 エ ディ タ で CONFIG.SYS を 編集 し て も 同じ こと 
で す が 、OPTUMB を 使う と 、 マ ニュ アル を 見 ず に 複雑 な 設定 が で きる リッ 
ト が あり ます 。 こ こ で は 次 の よう な CONFIG.SYS が で き あ が り リ ます ( 網 掛け 
部 分 が 新た に 追加 され た オフ ブ ション)。 

BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

SHELL=\COMMAND.COM /P 

DEVICE=A:\MDEV\I0SPRO\VMM386.EXE /| /U=DO-DF.ED-F4 /W=CC 


/M=D8:16-E9:DC:8-A5 /NECID 
DEVICE=A:\MDEV\IOSPRO\DC10.EXE 3072 /W=2048 
DEVICE=A:\MDEV\IDSPRO\I0S10.EXE 1536 /X 
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DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOUK8\ATOK8EX.SYS 

DOS=HIGH, UMB 





各 オ ブシ ョ ン は 次 の よう な 機能 が あり ます 。 
オプ ショ ン 機 能 
議 メモ リ 設 定 内 容 を 起動 時 に 表示 する 
/U ー 指定 し た 領域 を UMB に 設定 する 

/W 指定 し た 領域 を 強制 的 に EMS ペー ジフ レー ム に 設定 する 

/M ハー ド デ ィ スク BIOS ROM を 指定 し た 領域 に 移動 する 
N88-BASIC の ROM 領域 を UUB に し た と き 、NEC 版 Windows が 
起動 で きる よう に する (NEC の ID チェ ッ ク 対 策 ) 
















































/NECID 











※ オ プシ ョ ン の 詳し い 機 能 こ つい て は 「 リ ファ レン ス 編 」 を 参照 し て くだ さい 。 229 


還 昌 ASIC 領域 を UMB に 設定 する .AN 
98 シリ ー ズ の E8000h 以降 に ある N88-BASIC の ROM は 、UMB の 対象 と 


し て は 魅力 的 な 領域 です 。 た と えば E8000h-F5000h を UMB に 指定 する に は 、 
次 の よう に 記述 し ます 。 


ルル =E8-F5 


な お 、OPTUMB で 「Windows を 使用 する 」 に 設定 する と 、98 シリ ー ズ の 
E8000h 以降 に ある N88-BASIC の 先頭 の 4KB (E8000h-E8FFFh) が 、UMB 
に 設定 て き な い よう に な り ま す 。MemoryServerII で は E8000h に ハー ド デ ィ 
スク ROM を 移動 し た り 、UMB を 割り 付け た りす る と 、Windows 起動 時 に 
ハン グ ア ッ プ し ます 。 し た が っ て 、Windows を 使用 する な ら 次 の よう に 記述 
し ます 。 


/ ル =E9-F5 


た だ し PC-9801DA で は /U=E8-F6 まで 設定 し て も 、Windows3.1 を 正常 に 
起動 で きま す 。 こ の よう に 機種 に よっ て は 、OPTUMB の 設定 を 変更 し て も 
か まわ な いび い 場合 が あり ます 。 
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《 誠 UIMB に プロ グラ ム を ロー ド す る 


総 容 量 96KB の UMB に 、 プ ログ ラム を ロー ド し た いと 思い ます 。OPTUMB 
を 使っ て ロー ド し まし ょ う 。 


(①OPTUMB の 起動 

・ コ マン ドラ イン か ら 「OPTUMB | 」 と 入力 し ます 。 

・ 機 能 説明 が 表示 され る の で 、 | キー を 押し ます 。 

「UMB 最適 化 設 定 」 に カー ソル を 移動 し 、 | キー を 押し ます 。 

・ 修 正 対 象 と な る CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が ある ドラ イブ が 表 
示さ れ ま す 。 こ こ で は 「 は い (次 に 進む ) 」 に カー ソル を 移動 し 、 | キー を 
押し ます 。 

・ 確 認 画面 が 表示 され た ら 、 | キー を 押し ます 。 

② ロ ー ド する デバ イス ドラ イ バ の 指定 

・ 行 番号 6 の DC10.EXE に カー ソル を 移動 し 、 ス ペー スキ ー を 押し ます ( 選 
択 さ れる と 先頭 に 「*」 が 付き 、 行 が 水色 に 反転 する )。 

・ 同 じ 要 領 で 行 番号 7 (IOS10.EXE) と 行 番号 8 (KKCFUNC.SYS) を 選択 し 
ます 。 

・ 選 択 が 終了 し た ら 、[ 過 キー を 押し ます 。 

** ス ペー スキ ー で ドラ イ バ を 選択 する 


| OPTUB Uersion 1.92 
UMB 最 剖 化 設定 


BUFFERS=10 
FILES=35 
FCBS=1 
SHELL=R:\COYOND.COT P 
DEUICE=R: 判 1DEU\10SPRO\UYW1386.ExE 1 2U=D9-DF,ED-F4 <0=CC イモ DS: 16-E 
* DEUICE- 有 : 導 (DEU\IOSPROPDC19.EXE 3972 4 に 2948 
ICE= TOSPRO\I0S19.EXE_1536 パパ 
・ DEUICE=f: \DOS 表 KCFUNC.SYS 
DEUICE=B:*TOK8*aTOK8R.SYS 4UCFB:*TOK8*RTOK8.UCF 









sa- の の の の 一 


EE 
5 間 1] 
上 
》 


の 









R:*CONFIG.SYS 》 


ロー ド し た VWR ラッ 人 
て くだ さい 
で 選択 で 
] が 処 


: 
は 1 





2 
際 の 
5 


理 妥 行 で す 」 





SCO: ・] の 選択 Q: デ ー タ 表示 (GQ: 処 理 選 択 C): 実 行 (ESG: 前 画面 
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③ ロ ー ド する TSR (常駐 プロ グラ ム ) の 指定 
・ 行 番号 11 の DOSKEY に カー ソル を 移動 し 、 ス ペー スキ ー を 押し ます 。 
・ 同 じ 要 領 て 行 番号 12 の FASTOPEN を 選択 し ます 。 
・ 選 択 が 終了 し た ら 、 | キー を 押し ます 。 
=7 ス ペー スキ ー で TSR を 選択 する 


OPTU⑯ ミ Uersion 1.92 | 
UMB 最適 化 設定 


KCLIP 
prompt $p$g 
SET DIRCID=Z0:-D 
SET TEIP=B: ギ 
SET DOSDIR=B:\ 
1 HIRROR ZTR ZTB ZTC 
11 ・ DOSKEY ン INSERT 


12 ・ FRSTOPEN Ri_B: 
【END] 


《 ai:\QUTOEXEC.BaT 》 


に は Mt 4 ー 

選択 し て くだ さい . 選択 実行 選択 中 止 
K RECO で 和 択 で きま す . 人 
[ ・ } か 処理 対象 行 で す . 























: の 選択 届 : デ ー タ 表示 QB: 処理 選択 (3): 実 行 (ESGO: 前 画面 








(④UMB 最適 化 の 実行 
「 再 起動 を 行い ます が よろ し いで すか 」 と 表示 され た ら 、「 は い (再起 動 を 
行う ) 」 に カー ソル を 移動 し 、|J キー を 押し ます 。 
・ 確 認 の た め の メ ッ セ ー ジ が 4 回 表示 され る の で 、 そ れ ぞ れ | キー を 押し ます 。 
※ ご これ で MS-D0S は リセ ッ ト が か か り 、 再 び OPTUM が 起動 し ます 。 
も し メニ ュー ブロ グラ ム な ど が 自動 起動 する よう に な っ て いた ら 、 そ れ ら を 終 
了 し て MS-DDS プロ ンプ ト を 表示 し て くだ さい 


⑤⑮UMB へ の ロー ド チ ェ ッ ク 

・ 再 起動 の 確認 の た め の メ ッ セ ー ジ が 3 回 表示 され る の で 、 そ れ ぞ れ キー 
を 押し ます (ブロ グラ ム の ロー ド チ ェ ッ ク の た め に 了 母 び リ セッ ト が か か る )。 
・ デ バイ ス ド ラ イ バ の ロー ド チ ェ ッ ク の 結果 が 表示 され ます (正常 に ロー ド で て 
きる 行 は 先頭 に 「OK」 が 表示 され 、 ロ ー ド で き な い 行 は 「NG」 が 表示 ) 。 
確認 し た ら | キー を 押し ます 。 

・TSR の ロー ド チ ェ ッ ク の 結果 が 表示 され ます 。 確 認 し た ら 財 | キ ー を 押し 
ます 。 
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イロ ー ド チェ ッ ク の 結果 を 確認 する 


| OPTUIB の = Uersion 1.g2 | 
UMB 最適 化 設定 


8 SET TETP=B: 半 
9 SET DOSDIR=B:\ 
19 HIRROR ZTR ZTB ZTC 
11 OK DOSKEY ZINSERT 
12 0K FRSTOPEN R: B: 
[END] 

















(⑥UMB の 最適 化 の 実行 
・ ロ ー ド チェ ッ ク 前 後 の モ リ 状 況 が 表示 され た ら 、「 は い (設定 を 行う ) 」 
に カー ソル を 合わ せ 、 | 過 キー を 押し ます 。 
・ キー を 押す と 、 再 起動 し ます 。 
・ 確 認 の た め の メ ッ セ ー ジ が 4 回 表 ポ され る の で それ ぞ れ J キー を 押し ます 。 


(解説 ) 


置 自動 編集 され た CONFIG.SYS 
この 操作 を 実行 する と 、 次 の よう な CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT 
が 作成 され ます ( 網 掛け 部 分 が 追加 され た 記述 )。 
CONFIG.SYS 
BUFFERS=10 
FLES=35 
FCBS=1 
SHELL=A:\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\MDEV\I0SPRO\VMM386.EXE /| /U=DO-DF、ED-F4 /W=CC 
/M=D8:16-E9:DC:8-A5 /NECID 
DEVICE= A:\MDEVYIOSPRO\LUMB.EXE /M /B=1 A:\MDEVYIOSPROYDC10.EXE 
3072 /W=2048 /S 


DEVICE= A:\MDEV\I0SPRO\LUMB.EXE /M /B=1 A:\MDEV\IOSPRO 
\|0S10.EXE 1536 /X 

DEVICE= A:\MDEV\I0SPRO\LUMB.EXE /M /B=1 A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK6\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 

DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

DOS=HIGH、UMB 
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AUTOEXEO.BAT 


A:\MDEV\IOSPRO\DPMI32.EXE 

@ECHO OFF 

PATH A:\:A:\DOS:A:\BATCH:A:\UTLTY:A:\MDEV\IOSPRO 
prompt $pSq 

SET DIRCMD=/0:-D 


SET TEMP=B:\ 

SET DOSDIR=B:\ 

MIRROR /TA /TB /TC 

A: \MDEVYIOSPRO\LUMB.EXE /M DOSKEY /INSERT 
A: \MDEVYIOSPRO\LUMB.EXE /M FASTOPEN A: B: 





是 LUMB.EXE を 使う メリ ッ ト か う 270 

OPTUMB を 使っ て UMB へ ブロ グラ ム を ロー ド す る と 、LUMB.EXE が 
使わ れ ます 。LUMB.EXE は 、MS-DOS の DEVICEHIGH や LOADHIGH 
と 同じ で す 。 し か し LUMB.EXE は デバ イス ドラ イ バ を ロー ド す る UMB ブ 
ロッ ク を 指定 (/B) で きる 点 が 優れ て いま す 。 


例 A:\MDEV\I0SPRO\LUMB.EXE /M /B=1 A:\DOS\KKCFUNC.SYS 


な お 、MS-DOS の DEVICEHIGH や LOADHIGH と LUMB.EXE は 混在 
させ て は いけ ませ ん 。 ど ちら か 一 方 に 統一 し て くだ さい 。 


画 再 起動 中 の ハン グ ア ッ プ 

OPTUMB は ひん ば ん に バ ソ コン を リブ ー ト (再起 動 ) させ ます 。 こ の と き 
途中 で ハン グ ア ッ プ し て し まっ た ら 、 是 キー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 
押し て くだ さい 。 再 び OPTUMB が 起動 する の て 、 そ こ て で て UMB 最適 化 を や 
リ 直 し ます 。 
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《 月 % の UMB フロック に ロー ド す る 高 : 


UMB に ATOK8B.SYS( 約 15KB) を ロー ド し た いと 思い ます 。 現在 、UMB 
は 2 つの ブロ ッ ク (30KB と 44KB) に 分 けら れ て いま す 。DEVICEHIGH コ 
マン ド で ロー ド す る と 大 きい 方 の UMB ブロ ッ ク (44KB) に ロー ド さ れ ま す 。 
し か し 、 こ こ で て は 小さ い 方 の UMB ブロ ッ ク (30KB) に ロー ド し まし ょ う 。 


(①UMB ブロ ッ ク の 表示 
「LUMB /[ JJ 」 と 入力 し ます 。 ブ ロッ ク の 切れ 日 は 空自 行 が あり ます 。 
ブロ ッ ク 番 号 は 下位 アド レス の 方 か ら 0-9 の 範囲 で 付け ます 。 し た が っ て 30 
KB の UMB ブロ ッ ク は 「 ブ ロッ ク 番 号 0」 で 、44KB の UMB ブロ ッ ク は 
「 ブ ロッ ク 番 号 1」 で ある こと が わか り ま す 。 


LUNB ノコ . ー 
アド レス サイ ズ ID 前 割込み ベク タ 


D991…-D2G9 2794 99G99h D992 "hsb "21 6 ョ 
D9aQ<DYFD 39916 7549h 一 -- 未 使用 ブロ ッ ク 番 号 O 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 


空白 行 
E991-F4FF 49136 9BFF@h 一 -- 未 使用 


生き UMB の 人 79152 バイ ト (7 2 KB) プロ ッ ク 番 号 1 


お き UMB の 最大 49136 バイ ト 
シス テム 設定 DOS=UTB 
ャ パウ ョ ナル ・UNB 間 切 新 





②CONFIG.SYS へ の 登録 
CONFIG.SYS の ATOK8 記述 を 次 の よう に 修正 し ます 。 
修正 前 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 
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7 修正 後 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 


DEVICE= A:\MDEV\I0SPRO\LUMB.EXE /M /B=0 A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 





解 説 ) 

園 ブロ ッ ク 選 択 の メリ ッ ト 以 が? 
DEVICEHIIGH コマ ンド を 使う と 、 も っ と も 大 き な UMB ブロ ッ ク か ら 順 

に 使わ れ ま す (93 ペー ジ の UMB の 3 法則 を 参照 )。LUMB.EXE は ロー ド す 

る UMB ブロ ッ ク を 選ぶ こと が て きる の で て 、UMB を 戦略 的 に 活用 で きま す 。 

ちな み に 、 こ の 操作 を 実行 し た 後 の UMB は 次 の よう に な り ま す 。 





Ri\>LUMB ノ 1 
アド レス サイ ズ ID 名 前 割込み ベク タ 


D991 ご D3D5 15696 93D59h D9d2 "RTOK8B" 6F ATOK8B.SYS 
D3D6<D4TE 2794 99R99h D3D7 "hsb 2 
D47F<D7FD 14329 937F9h ---- 未 使用 


E991--F4FF 49136 9BFF9h ---- 未 使用 

の 人 。 81856 バイ ト 
UMB の 合計 63456 バイ ト 
き UMB の 最 49136 バイ ト 
テム 設定 DOS=UNB 


ム 設 定 
"> ョ ナル UNB 間 。 切断 


79.9 KB) 
61.9 KB) 
4 


( 
( 61 
( 47.9 KB) 


7 ビ 
売 き 
だ ば 
7 
ヤセ 


き 
ステ 
0 





還 FEP の UMB ロ ー ド * 

通常 ATOKS や 松茸 な どの FEP (中 本 語 入 力 ブ ログ ラム ) は 、UMB に ロー 
ド す る と 、 ハ ング アッ プ す る な どの 現象 が 起き や すく な り ま す 。 た だ し 、 中 に 
は ロー ド し て も 問題 が な いと 思わ れる ドラ イ バ も あり ます 。ATOKS の 場合 は 、 
ATOK8A.SYS 以外 の ドラ イ バ (ATOKSB.SYS/ATOKSEX.SYS) は ロー ド 
し て も 、 特 に 問題 は 生じ ませ ん 。 


7?2 第 己 章 MemoryServerll を 徹底 活用 する 


人 テイ スク バッ ファ を UM 上 に 移動 する 


現在 、 デ ィ ス ク バ ッ フ ァ は 25 個 (BUFFERS=25) が 指定 され 、 約 26KB の 
コン ベン ショ ナル メモ リ が 消費 され て いま す 。 こ の 内 、24 個 を UMB に 移動 
し 、1 個 を コン ベン ショ ナル メモ リ に 確保 する よう に 設定 し まし ょ う 。 


(①CONFIG.SYS の 修正 
エディ タ に CONFIG.SYS を 読み 込み 、BUFFERS 指定 を 次 の よう に 修正 
し ます 。 
BUFFERS=25 
+ 
BUFFERS=1 


②⑦②BEX コマ ンド の 登録 
エディ タ に AUTOEXEC.BAT を 読み 込み 、 次 の 1 行 を 追加 し ます 。 


BEX 24 /H 


、 解 説 ) 
悦 ビビ X コマ ンド と は 

BEX は ディ スク バッ ファ を UMB に 作成 する ユー ティ リティ で す 。 通 常 は 
BUFFERS を 1 に し て 、BEX で それ より 大 き な 個数 を 指定 し ます 。 操作 例 を 





実行 する と 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ は 約 24KB 広く な り ま す 。 
BEX は 次 の オブ ショ ン が 使用 で きま す 。 


-| 次 導 際 _・ 機 交 
| BEX 25k: 2 ダグ 数 を |^99 の 範囲 で 指定 する 


指定 し た バッ ファ 数 が 確保 で き な か っ た 場合 に 、 
可能 な 数 だ け UMB に 確保 する 


UMB 上 の ディ スク バッ ファ を 削除 する 








BEX 25/H : 





_| BEX /p: | 
BEX /| : 現在 の ディ スク バッ ファ の 状態 を 表示 する 
BEX /AI0 =: | 指定 し た バッ ファ 数 (| て 99) を UMB に 追加 する 


1| 


BEX / ? : ヘルプ メッ セー ジ を 表示 する 




















UMB を 大 胆 に 使う 739 





ここ て は MemoryServer II の 持つ 便利 な 機能 に つい て 説明 し ます 


全 モリ を と こと ん 節約 する 


UMB を 活用 する 以外 の 方 法 で 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ を さら に 節約 で き 


る よう に 設定 し まし ょ う 。 


① ハ ンド ル 数 の 指定 
VMM386.EXE を 次 の よう に 修正 し ます 。 


DEVICE=A:\MDEV\I0SPRO\VMM386.EXE /| /U /M /EH=42 /XH=16 


〈② ディ スク キャ ッシュ の 一 部 を EMS に 移動 
DC10.EXE を 次 の よう に 修正 し ます 。 


DEVICE=A:\MDEV\I0SPRO\DC10.EXE 3072 /W=2048 /S 
③DPMI の 停止 


DPIMI を 使用 し な い 場 合 は 、AUTOEXEC.BAT か ら 決 の 1 行 を 削除 し ま 
上 


A:\MDEV\IOSPRO\DPMI32.EXE 


ンー 一 


(解説 ) 
還 メ モリ 節約 の ポイ ント 
ここ で の 操作 に は 、 次 の 意味 が あり ます 。 





7 ライプ 第 章 MemoryServer ll を 徹底 活用 する 


ン ハ ンド ル 数 の 変更 p.229 

EMS や XMS に アク セス する 際 に は 、 ハ ンド ル と いう 「 整 理 券 」 の よう な 
役割 を する 番号 を 使い ます 。 あ ら か し め 何 個 ま で の 整理 券 を 用 意 す る か を 、 ハ 
ンド ル 数 で 指定 する わけ で す 。 ハ ンド ル 数 が 多い と 、 同 時 に 多く の アブ リ ケ ー 
ショ ン か ら の アク セス 要求 に 応え られ ます 。 た だ し 、EMS や XMS は それ ほ 
ど 多 数 の アプ リケーション が 同時 に 使う わけ で は な い の で 、 多 く の ハ ンド ル は 
空い た まま に な っ て いま す 。 

ハン ドル は コン ベン ショ ナル メモ リ 上 に 作成 され る の で 、 こ の 数 値 を 少な く 
する と メモ リ 節 約 に な り ま す 。 こ の 操作 例 で は 約 128 バイ ト が 節約 で きま す 。 
/EH は EMS ハン ドル 数 、/XH は XMS ハン ドル 数 を 指定 し ます 。 
ノン ディ スク キャ ッシュ の 一 部 の 移動 か 237 

DC10.EXE を 実行 する と 、 デ ー タ を キャ ッシュ する バッ ファ 領域 と 、DC10. 
EXE 自体 の ブロ グラ ム が メモ リ に 常駐 し ます 。 バ ッ フ ァ 領 域 は 既定 値 で は 
EMB 上 に 確保 され ます 。DC10.EXE 自身 は コン ベン ショ ナル メモ リ 上 に 和 常 駐 
ます 。 

さら に DC10.EXE の 常駐 メモ リ は 、 詳 し く 見 る と デー タ 部 と ブロ グラ ハム 部 
に わか れ て いま す 。 デ ー タ 部 は キャ ッシュ サイ ズ 32KB に つき 16 バイ ト が 使 
われ ます 。 そ こ で /S を 付け る こと に よっ て 、 デ ー タ 部 の み を EMS 上 に 移動 


で きま す 。 た だ し 、 デ ー タ 部 を EMS に 移動 する と 、 処 理 速度 は や や 低下 し ま 
すず 3。 
ノ /DPMI の 停止 の .299 


MemoryServerII を フル オー トイ ンス トー ル す る と 、AUTOEXEC.BAT の 
先頭 に DPMI32.EXE (DPMI サー バ ) が 登録 され ます 。MemoryServer(l バ ー 
ジョ ン の 製品 ) で は VMM386.SYS に 内 包 さ れ て いた DPMI が 切り 離さ れ た も 
の で す 。 

DPMI サー バ を 必要 と する アブ リケーション は 、 ま だ 少な い の が 現状 で す 。 
また 、Windows3.1 は DPMI サー バ を 内 蔵 し て いる の て 、DPMI32.EXE を 前 

除 し て も 問題 あり ませ ん 。 


※ こ の 他 、 メ モリ を 節約 する に は 「 第 1 章 MS-DOS Ver.5.DA を 徹底 
活用 する 」(p.7?5) /BEX の 活用 (p.733) /UMB の 活用 (p.778) を 参考 に 
する と よい で し ょ う 


便利 な 機能 を 使う 7? 


DOSSHELL か ら 
一 太郎 を 起動 で きる よう に する 


DOSSHELL か ら 一 太郎 Ver.5 が 起動 で きま せん 。 こ れ は DOSSHELL が 
フロ テク トメ モリ を すべ て EMB と し て 子 約 し て し まっ て いる た めで す 。 そ こ 
C DOSSHELL 起動 時 に は 4MB (4096KB) だ け を 確保 し 、 残 り の ブロ テク ト 
メモ リ は フリ ー に な る よう に 設定 し まし ょ う 。 


CONEFIG.SYS を 次 の よう に 修正 し ます ( 網 掛け 部 分 が 追加 し た 記述 )。 
BUFFERS=10 
FILES=35 
FCBS= 1 
SHELL=A:\COUMMAND.COM /P 
DEVICE=A :\MDEV\IOSPRO\VMM386.EXE /| /U /X=4096 /T=A:\DOS 
\EXTDSWAP.SYS 
DEVICE=A :\MDEV\IOSPRO\DC10.EXE 3072 /W=2048 /S 


DEVICE=A:\MDEV\IOSPRO\I0S10.EXE 1536 /X 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

DOS=HIGH、UMB 





( 解 


上 


題 起 動か が できない 理由 

DOSSHELL は 起動 時 に 放 いて いる ブロ テク トメ モリ すべ て を 、XMS 規格 
が 管理 する メモ リ 「EMB」 と し て 予約 し て し まい ます 。 

MemoryServer II は アブ リケーション か ら の 要求 に 応じ て 、 ブ ロ テ ク トモ 
リ を EMS/VCPI/XMS な ど に 自動 的 に 配分 する 便利 な 機能 を 持っ て いま す 。 
と ころ が DOSSHELL の よう な 人 稚 張 りな アブ リケーション が ある と 、 
MemoryServerII の フレ キシ ブル な メモ リ 配 分 が 逆 に アダ と な っ て 、EMS/ 
VCPI/DPMI に 割り 当て る メモ リ が ゼロ に な っ て し まい ます 。 





7?6 第 章 MemoryServer ll を 徹底 活用 する 


この た め 、 一 太郎 Ver.5/ 松 Ver.6 な ど 起 動 時 に 必ず EMS や VCPI を 必要 
と する アブ リケーション は 、DOSSHELL か ら 起 動 で き な く な る わけ で す 。 
7DOSSHELL が すべ て の プロ テク トメ モリ を 独占 する 


ーDOSSHELL Es 





較 EMB の 上 限 を 定め る /X オプ ショ ン 

/X は あら か じ め EMB の 上 限 を 固定 し て し まう 機能 が あり ます 。/X=4096 
と 指定 する と 、MS-DOS は EMB の 容量 が 4MIB て ある と 判断 し ます 。 こ れ 
に よっ て DOSSHELL 起動 時 に は 、EMB と し て 予約 され る の は 4MB だ け に 
な り ま す 。 残 り の ブロ テク トメ モリ は EMS や VCPI と し て 、 自 由 に 使え る よ 
うに な り ま す 。DOSSHELL を MemoryServerII て 使う 場合 は 必ず 必要 な オ 
プ 逐 ヨ 多 て すず 。 


田 拡 張 タ スク スワ ッ プ を サポ ー ト する 中 | 7229 

/T は MS-DOS Ver.5.0A の 拡張 タス クス ワッ プ を 利用 する オブ ショ ン で す 。 
必ず 「EXTDSWAP.SYS」 を 指定 し ます 。 な お 、/T は EMB の 上 限 を 自動 
的 に 設定 する 機能 も あり ます (/X と 同じ 機能 )。 た だ し 、/T は 上 限 が 大 きい 
た め (搭載 する ブロ テク トメ モリ に 近い 容量 )、 や は リー 太郎 Ver.5 が 起動 で 
き な い な ど 実 質 的 な 効果 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 必 ず /X の 指定 と ベア で 
指定 し て くだ さい 。 


便利 な 機能 を 使う 7?Z 


WindOWS 上 か ら 
HAM ディ スク 容量 を 変更 する 


現在 RAM ディ スク (IOS10.EXE) に は 1536KB が 設定 され て いま す 。 こ れ 
を Windows 上 か ら 一 時 的 に 2MB に 変更 し まし ょ う 


① デ バイ スコ ント ロー ル の 起動 .776 
「MemoryServerII」 グ ルー プ か ら 「 デ バイ スコ ント ロー ル 」 ア イコ ンー 


「RAM ディ スク コン トロ ー ル 」 を 選択 し ます 。 

















(②⑦②RAM ディ スク 容量 の 変更 
・ [RAM ディ スク の 容量 (S) ] に は 「2048」 と 入力 し 、 [設定 ] を 左 ク リッ ク 
し ます 。 
・「 Windows を 再起 動 し ます か 」 と 表示 され る の で 、 [はい (Y) ] を た な クリッ 
ク し ます 。 
※ デ ー タ を 保存 し て いな い ア プリ ケー ショ ン が ある 場合 は [いい え (N) ] を 選 
択 し 、 デ ー タ を 保存 し て か ら も う 一 度 ① か ら や り 直 し て くだ さい 。 変更 後 の 容 
量 は 電源 を DFF (また は リセ ッ ト ) に する まで 有効 で す 


eSiIU の あか ヨ 


ドラ イブ 名 (D): 
RAM デ ィ ス ク の 容量 (S): 


(128 - 7552KB) 








7? ぐ 第 章 MBmorySgrver ll を 徹底 活用 する 


人 テイ スク の 性 能 を 測定 する 


現在 、B ドラ イブ に は イン ター フェ イス が SCSIII タ イブ 、 デ ー タ 転送 が バ 
スマ スタ 方 式 の ハー ド デ ィ スク (270MB) が 接続 され て いま す 。 こ の ディ スク 
の 性 能 を INSPECT コマ ンド で テス ト し まし ょ う 。 


Y]] RYV_MEMOEV Wi こす 1 記 本 も / MEM 2Y W- 
ES | で 記 | 
IE EVERI $ 


ー 9 人 計 
5 _M MIal り 
P] カ 9 < 未 計 六 
0 PE 7 スク 性 人 測 生 計 計 壮 計 半 著 上 


サー タフ リド 紅 芝 毅 K 洗 ト / 秒 【) 
[ デ ィ スク [0]51 昌 
LB ーー の) ャ k 1 ト 還 議 了 旧 K 中 徐 ー ] 




















| e+ 旬 | | e+ 旬 | ヲ 多 リド 14227 還 の 722) | [dl 性 能 測 | 
ES 外 ぅ 人 ト KM/ 秒 | ii 誠 表示 | 
| Xe な | 光 | (HEUP] 読 表示 | 表示 
総合 評価 】 点 


MEMOR ES werewrTTeIPRTTETTE5nT RI WE 


1 rm V NEMO 
1 0 SERVERII SERVERIL RE SERVERII SLRVERI SER 


14 C1 ご CUg CR S1 1 1 UOID 』 NML INS に REP 語 と Mi 








① デ ィ ス ク 性 能 測定 の 起動 
・ コ マン ドラ イン か ら 「INSPECT [ 財 | 」 と 入力 し ます (メニ ュー の 表示 ) 。 
・「 [B] 性 能 測定 」「 [D] ディ スク 」 を 左 ク リッ ク し ます 。 
② デ ィ ス ク 性 能 テ スト の 実行 
「 [D] ディ スク 」*「 [D] ドラ イブ 変更 」 を 左 ク リッ ク し ます 。 
「B: SCSI HDD」 を 選択 し 、[ 財 | 選択 ] を 左 ク リッ ク し ます 。 
性 能 測定 ] を た だ な ク リック し ます 。 
③ 性 能 測定 の 終了 
・ [ES ESC を 選択 し ます 。 
・if4| キー を 押し ます 。 


便利 な 機能 を 使う 7?9 


( 解 説 ) 
層 INGPECT コマ ンド の 用 途 

INSPECT コマ ンド を 実行 する と 、 次 の 図 の よう な ベー ス メ ニ ュ ー が 表示 さ 
れ ま す 。 こ の 中 の 「 [M] メモ リ 」 に ある UMB マッ ブ は 、 非 常に 使用 価値 が 
高い 便利 な ユー ティ リティ で す 。 本 書 執筆 で の UMB 解析 は この ユー ラ ィ リ 
ティ が 役に立ち まし た 。VMM386.EXE 以外 の メモ リマ ネー ジャ で も 使う こと 
が で きま す 。 


INSPECT に は 便利 な ユー ティ リティ が ある 


PV_MEMOPY eee 
| ベー ス メ ー 
m Inspector" INSPECT" Version 1.02 


人 ele. 1 4 ・0 DATA DEVICE Inc. All righte re reserved. ザ MMEMORY Bk 【@ 
SERVERII SERYEI 


加島 。 | 中 ッ 引 人 @ 作 kW Mr | ORY 





























Y MEMORY MEMG 
OR HO 
9 全島 亡 Y MEMORY MEMO 
2 了 
ISHRVERI 


呈 B $ 
画 史 り 「 9 時 あ 皿 ル ェ ム 














それ ぞ れ の ボタ ン に は 次 の よう な ユー ティ リティ が 用 意 さ れ て いま す 。 
用 途 

| MS-D0S の 一 般 的 な 情報 (CONFIG.SYS の 内 容 な と) 
を 表示 する 

[P] プロ セッ サ CPU また は 数 値 演算 プロ セッ サ の 竹 能 測 定 を する 
[B] | 性 能 測定 、 メ モリ ・ デ ィ スク な どの 性 能 測定 を する 
肛 | メモ リ | 各種 メモ リ 情 報 を 表示 する 
[D] | ディ スク | ティ スク の 接続 状態 や アク セス 性 能 を 表示 する 
[S] シス テム メモ リス イ ッ チ の 表示 ・ 変 更 を 行う 


[U] | 補助 機能 | ファ イル の 検索 ・ 表 示 ・ 表 示 形 式 変更 を 行う = 





[0] DOS 























[HELP] 説明 表示 INSPECT の 操作 方 法 を 表示 す る 
[fr4 4] | 終了 | INSPECT を 終了 する 














7 プイ 第 己 章 MemorySgrver ll を 徹底 活用 する 


第 9 章 


MELWARE 
を 徹 展 活用 する 





ここ で は 、 2 ビッ ト 用 の メモ リマ ネー ジャ で あ 
る MELWAHE fOr WindOws を 使っ て 最適 
な 動作 環境 を 設定 する まで を 、 徹 底 的 に 解説 し ます 


MELWARE for Windows 
を イン スト ー ル する 


2 全休 る 人 19: 人 の) のり の きっ 





ここ て は MELWARE for Windows を イン スト ー ル する まで を 解説 し ます 。 


細 MELWAHE for Windows を 
イン スト ー ル する 


MELWARE for Windows (以下 MELWARE for Win と 記述 ) を ハー ド 
ディ スク (ここ で は A ドラ イブ ) に イン スト ー ル し まし ょ う 。 な お 、 こ こ て は 
イン スト ー ル 方 法 は 「 自 動 設 定 」 を 選択 し ます 。 


(①CONFIG.SYS の チェ ッ ク / 修 正 

・ エ ディ タ で CONFIG.SYS を 読み 込み ます 。 

・ メモ リマ ネー ジ ャ を すべ て 削除 し 、 次 の よう な CONFIG.SYS に し ます 。 な 
お ず 、FEP (日 本 語 入 力 ブ ログ ラム ) な ど は 行頭 に REM 命令 を 挿入 し 、 一 時 
的 に 注釈 文 に 設定 し て お く と よい で し ょ う 。 

・CONFIG.SYS を 保存 し た ら リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 

イン スト ー ル 用 の CONFIG.SY8 


BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

SHELL=A:\COMMAND.COM /P 

REM DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 

REM DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8YATOK8.UCF 
REM DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 

REM DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 
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⑦② イ ンス トー ラ の コピ ー 

・ フ ロッ ピー ディ スク 装置 (ここ で は B ド ライ ブ ) に 「MELWARE for 
Windows、」 デ ィ ス ク を セッ ト し ます 。 

・ コ マン ドラ イン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


COPY B:\MELSETUP.* A:\。 
※ つの ファ イル が コピ ー さ れ ま す 


⑬ イ ンス トー ラ の 起動 
・ コ マン ドラ イン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


MELSETUP | 


「 イ ンス トー ル を 行い ます か ? 」 と 表示 され た ら 、[Y] を 押し ます 。 
④ 自 動 設 定 の 選択 
・ イ ンス トー ル 先 の ディ レク トリ 名 「A:\ ま MEL4WIN\」 が 表示 さま す 。 こ 
こ で は その まま M キー を 押し ます 。 
・ メ イン メニ ュー が 表示 され た ら 、「 自 動 設定 」 に カー ソル を 合わ せ て [M キー 
を 押し ます 。 
や # メ モリ の 配分 を マニ ュ ア ル 設 定 する 


NELMRRE_for_MINDOMS_Uer.1.1 Copuright(C) 1994 IELCO, inc. 
自動 設定 く マ ニュ アル 設定 > 


る RAM デ ィ ス クー_ し な い /[ 2948KB] 
る ディ スク キャ ッ ジ ュ し な い [ 3972KB] 


OUMB 和 機能 
XMS+EMS メ モリ 


* ス トール ドラ ブ ^ は R で す 。 
1 


使用 し な い ノ 使用 する 
[ 9216KB1 


操作 説明 


国 団 : 
民 回 : 
回 : 登 球 実 行 「、、 

岡 : 前 画面 / 取 消し 
岡 : スト - ル トラ イブ * の 変 
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⑤ メ モリ の 配分 

・ff44 (マニ ュ ア ル 設 定 ) キー を 押し ます 。 
「②RAM ディ スク 」 の 人 容量 が 2048KB と 表示 さ れる よう に 、「 っ は] また は [で ) 
キー を 押し ます (増減 は 128KB 単位 、「 っ | は 増 、「-| は 減 ) 。 

・ し を 押し 、 カ ー ソ ル を 「 〇 ディ スク キャ シュ 」 に 移動 し ます 
「② つ ディス クキ ャ シュ 」 の 容量 が 3072KB に な る よう に は また は [| キー 
を 押し ます 。 
「 つ UMB 機能 」 は 既定 値 で 「 使 用 する 」 が 選択 され て いる の で 、 こ こ で は 
その まま 臣 し ます 。 

・ 配 分 が 決定 し た ら 、 。 キー を 押し ます 。 

(⑤ イ ンス トー ル の 実行 
「 よ ろ し いで すか ? 」 と 表示 され た ら 、[Y] を 押し ます 。 

・ 次 の 図 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 そ の まま | キー を 押し ます 。 





GT 1 る 


| UiSKHCC 
| HYPERD 人 


GS=OrIZ ます . 
| 用 する 必 本 が あり ます . 
| SYSTEN. URIOOE 








「MELWARE の 登録 が 完了 し まし た 」 と 表示 され た ら 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク を 抜い て か ら リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 


( 解 説 ) 

琴 「MELWARE for Windows」 と 「MELWAHE Ver.5」 
1994 年 9 月 現在 、MELWARE の バッ ケー ジ に は 、「MELWARE for Windows」 
と 「MELWARE Ver.5」 の 2 種類 の ディ スク が 入っ て いま す 。 前 者 に は 
Windows 環境 を より 意識 し た 、 高 速 高 機能 版 の メモ リマ ネー ジャ が 入っ て い 
ます 。 後 者 は 旧来 の 16 ビッ トマ シン も その 範 叶 に 入れ た メモ リマ ネー ジャ が 

入っ つて いま す 。 

32 ビッ トマ シン を お 持ち の ユー ザー な ら 、Windows 使用 の いか ん に か か わ 
ら ず 、「MELWARE for Windows」 を 選択 し て くだ さい 。 本 書 で は 32 ビッ 
トマ シン を 対象 と し て いる た め 、「MELWARE for Windows」 を 中 心 に 解説 
し て いま す 。 
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思 WINDOWS.INI| 修正 の メッ セー ジ に つい て 外 訓 か 766 

MELWARE for Win て ディ スク キャ ッシュ (HYPERDSK.EXE) を 選択 
する と 操作 ⑥ の よう な メッ セー ジ が 出 ま す 。 HYPERDSK.EXE が 、Windows 
の 常設 スワ ッ フ ファ イル の 32 ビッ ト ア クセ ス に 対応 し て いな いた めで す 。 





層 つの イン スト ー ル 方 法 

MELWARE for Win で は 次 の 2 種類 の イン スト ー ル 方 法 が 用 意 さ れ て い 
ます 。 ど ちら を 選ん で も 、 詳 細 な 設定 を 行う に は 後 で CONFIG.SYS の 修正 が 
必要 に な る の で 、 操 作例 で は 「 自 動 設定 」 を 選択 し て いま す 。 
ノ 自 動 設 定 

現在 の 環境 (CPU の 種類 ・MS-DOS バー ジョ ン ・Windows の 有無 ・ ブ ロ 
テク トメ モリ の 人 容量 な ど ) を 解析 し 、 フ ァイル 転送 と 最適 な CONFIG.SYS の 
自動 作成 を 行い ます 。 
ノンノ オプ ショ ン 設 定 

メモ リマ ネー ジャ の 詳細 な セッ ティ ング を 行い な が ら 、 フ ァイル 転送 と 
CONFIG.SYS 作成 を 行い ます 。 


置 自動 作成 され る CONFIG.SY8 
自動 設定 を 行う と 、 次 の よう な CONFIG.SYS が 自動 作成 され ます 。 ま た 操 
作 ① て REM コマ ンド を 挿入 し て お いた FEP が あれ ば 、REM を 削除 し て お 
きま し ょ う 。 
4 作成 され る CONFIG.SYS 
FILES=30 
BUFFERS=20 
DOS=HIGH、UMB 
DEVICE=A:\MEL4WIN\MELEMM.386 /HM /M DO.D4、D8、DC 
DEVICEHIGH=A:\MEL4WIN\HYPERDSKEXE C:3072 CW:3072 
DEVICEHIGH=A:\MEL4WIN\EXDISKEXE X 2048 
FCBS=1 
SHELL=A:\COMMAND.COUM /P 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK6\ATOK6EX.SYS 


追加 され た 行 


REM を 削除 
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垢 WindowSs ユ ー テ ィ リ ティ を イン スト ー ル する 


Windows 用 の ユー ティ リティ を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し まし ょ う 。 
な お 、 こ の 操作 は 、 す で に Windows が イン スト ー ル され て いる 環境 で の み 実 
行 可能 て す 。 


インス トー ル さ れ た Windows ユー ティ リティ 





呈 MELWARE for WINDOWS 
器 


三 1 rr 。 
リル に 9 ディ 42 コー ディ 222 ホ マジ ァ イル ツェ ルッ ウト 2 が カ 作 多 - ナ - 


画 各 急 WW 学 





アイ AI 信 ル -A* クロ ッ カ 22 ラッ チル ーッ トド 9 ォ ー ル マツ 
ルト ロ - ラ ーー トラ 人 か) も モタ 


金 。 
ミニ フ ノ チ ャ MELWARE 
for 
MIUIUN 





(① イ ンス トー ラ の 起動 

・ フ ロッ ピー ディ スク 装置 (に ここ で は B ド ライ ブ ) に 「MELWARE for 
Windows」 デ ィ ス ク を セッ ト し ます 。 

・ コ マン ドラ イン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


MELSETUP | 


「 イ ンス トー ル を 行い ます か ? 」 と 表示 され た ら 、[Y] を 押し ます 。 

(② メ ニュ ー の 選択 

・ イ ンス トー ル 先 の ディ レク トリ 名 「A: 半 MEL4WIN\」 が 表示 さま す 。 こ 
こ で は その まま | キー を 押し ます 。 

・ ユ イン メニ ュー が 表示 され た ら 、「Windows ユー ティ リティ の イン スト ー 
ル 」 に カー ソル を 移動 し 、| キー を 押し ます 。 
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⑬③ イ ンス トー ル の 実行 
「 よ ろ し いで すか ? 」 と 表示 され た ら 、[Y] を 押し ます 。 

・Windows が 起動 し 、 イ ンス トー ル 先 を 設定 する ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
ここ で て は 、 そ の まま [継続 (C) ] ボタ ン を 左 ク リッ ク し ます 。 

・「 イ ンス トー ル が 終了 し まし た 」 と 表示 され た ら 、 [OK] ボタ ン を 左 ク リッ 
ク し ます 。 


( 解 説 ) 
時 MELWAFHE fOr Win の ユー ティ リティ と は 

Windows ユー ティ リティ に は 、 次 の 14 種類 の ユー ティ リティ が 含ま れ ま 
事 。 


名 称 ・ 機 能 用 途 
リソー スモ ニタ Windows の リソー ス の 使用 状況 を 表示 する 
ディ スク コピ ー フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 同 士 の コピ ー を 行う 
ディ スク フォ ー マ ッ ト フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 初期 化 を 行う 
ファ イル シュ レッ ダ 不要 な ファ イル を ご み 箱 に 入れ る (不可 視 属性 ) 
ウィ ンド ウズ ター ミネ ー タ | Windows の 終了 や 再起 動 を 制御 する 
ファ イル クリ ー ナ ー ハー ド デ ィ スク 上 の 不要 ファ イル の 検索 と 削除 を する 
アイ コン コン トロ ー ラ | アイ コン の 表示 を 詳細 に カス タマ イズ する 
デバ イス ドラ イ バ モ ニタ | HYPERDSK と EXDISK の 動作 状況 の 表示 と 修正 を する 
ルー ペ 画面 上 の 指定 領域 を 拡大 / 縮 小 表示 する 
クロ ッ ク 画面 上 に 時 計 を 表示 する 
スク ラッ チ パ ッ ド 作業 中 に 思い つい た アイ デア を メモ 書き する 
ウォ ー ル マン 壁紙 の 表示 と 設定 を 行う 
デス クス プレ ッ ド 仮想 デス クト ッ プ を 複数 作成 する 
アプ リケーション 起動 用 の ミニ メニ ュー 
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MELWARE for Win は 、MemoryServerII に 比べ る と UMB 活 用 て は や 
ゃ や 力 不 足 で す が 、「 わ か りや すさ 」 と 「 簡 単 操作 」 と いう 点 で は 、 一 番 安 心 し 
て 使え る スモ リマ ネー ジャ で す 


人 全 用 可能 な UMB を 調べ る 


現在 、 PC-9821AsG80486DX、 33MHIz) に は 14MB の ブロ テク トメ モリ 、 IDE 
型 ハ ー ド ディ スク (240MB) と SCSI 型 バ ハード ディ スク (270MB) が 装着 され 
て いま す 。 こ の と き の UMB の 状態 を 調べ まし ょ う 。 


(① メ モリ マッ プ の 表示 
MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


MEL4WIN\UMBSTAT /U 。 
Ri\>EL4MIN*UNBSTRT ン U 


IELMRRE IS-DOS & UIB CONTROLER 
Rev 2.97 : Oct . 96 1992 : IELCO Inc. JRPRN 


It ICEB Rddr Owner Para で EXDISK.EXE 


Da93 9144 5184 RESERUED を 
N D147 D148 9999 96B6 27488 FREE ュ ーー 1 番目 の UMB ブ ロッ ク (27KB) 
N D7FE D7FF OOO8 9692 24698 RESERUED < 
2 DE91 DE92 OMdd 91FE 816d FREE ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM 


(IDE+SCSI) 
2 番目 の UMB ブロ ッ ク (8KB) 





( 般 重 ) 


/ 


時 UMB の 分 断 状況 
この 結果 を 見 る と 、UMB の 総 容 量 は 約 40KB で 、2 つの ブロ ッ ク (27 
と 8KB の 2 ブロ ッ ク ) に 分 断 さ れ て いる の が わか り ま す 。 





や つ 
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(640KB) 


AO00OOh BOOOOh 


CO000Oh 


DO0OOOh E0OOOh 
] 












げ ' 、2 だ コ ニ ミニ ニニ ュ 


脱 グ 撤 

ュ ク 
ン | キ ラ 張 
SS ス ク 
中 証 ク ラ 
いい \ |y タ ソラ 
いい コメ R ド 】 R イ 
! モ ナ | A 
| リリ ル | M M MM ク 

0 


キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ウィ ンド ウ 


ー の の の 


1 番目 の UMB 
(27KB) 


ヽ 
の 


NYA ヽ 由 メー> ロ ロー 


ミ 〇 カ 
ヽ 則 ネー 


DOOOOh 


EXDISK.EXE 
(5KB) 








F000Oh 








(1024KB) 
100000Oh 


\ 


DFFFFh 


の ダミ ー 作 成 


| こ 中 メーNN ロ NM 


SCSI 型 ハ ー ド ディ スク 





還 ユ ー テ ィ リ ティ を 使う た め の バ パス 設定 


MELWARE for Win を イン スト ー ル する と 、 既 定 値 で は サブ ディ レク ト 
リ 「A:\MEL4WIN」 に 格納 され ます 。 ユ ー テ ィ リ ティ を 簡単 に 使う た め に 
は 、AUTOEXEC.BAT の PATH 設定 に A:\MEL4WIN を 追加 し て くだ さ 


( 
例 
較 UMBSTAT と は 


PATH A::A:DOS: A:\MEL4WIN ご" 


UMBSTAT は 、UMB や コン ベン ショ ナル メモ リ の モリ マッ プ を 表示 す 
る た め の ユ ー テ ィ リ ティ で す 。TSR (常駐 型 ブ ログ ラム ) や デバ イス ドラ イ バ 
の 常駐 量 の み を 調べ る こと も て きる の て 、UMB へ の ロー ド (UMBLOAD コ 


マン ド ) の た め の 常 駐 量 チェ ッ ク に 使う こと も で きま す 。 
機 能 





EMS メモ リ に 関す る 情報 を 表示 する 





| UMB と コン ベン ショ ナル メモ リ の リン ク ・ ア ン リ ンク を 実行 する 





| コン ベン ショ ナル メモ リ の メモ リマ ッ プ を 表示 する 





| UMB の メモ リマ ッ プ を 表示 する 





デバ イス ドラ イ バ と TSR の 情報 を 表示 する 





UMB を 大 胆 に 使う 


7 ダ 9 





《 誠 ハー ド テ ィ ス ク HOM を 移動 する 


SCSI 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を A5000h 以降 に 移動 させ まし ょ う 。 


CONFIG.SYS の MELEMM.386 に 次 の オプ ショ ン を 追加 し ます 。 


DEVICE = A:\MEL4WIN\MELEMM.386 /HM /M DO.D4,D8、DC /SW1 


(解説) 
田 ハ ー ド ディ スク HOM の 移動 p.NO 

/SW1 は D0000h-DFFFFh の 範囲 に 存在 する ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM 
を 、4KB 単位 て A5000h 以降 に 移動 し ます 。 た だ し 移動 先 の 空き 容量 は 12KB 
(A5000h-A7000h) な の で 、 最 大 で も 12KB まで の ハー ド デ ィ スク ROM し 
か 移動 で きま せん 。 し た が っ て 、IDE の ROM (16KB) は 対象 外 に な り 、SCSI 
か SASI の み に 限 定 さ れ ま す 。 機 種 に よっ て は /SW1 を 指定 し て も SCSI の 
ROM が 移動 で き な い こと が あり ます 。 筆者 の テス ト で は PC-9801DA で は 移 
動 で き 、98MATE で は 移動 で きま せん で し た 。 

へ 4SCSI 型 ハ ー ド ディ スク ROM を 移動 する 





UMA 領域 (384KB) 一 ーーーーーーーー 一 を 


(640KB) (1024KB) 
AOOOOh BOOOOh C000Oh DOOOOh E000Oh FOOOOh 10000Oh 
| | ] 


コー ジーニ ーー 
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織 ユー ティ リティ で UMB を 最適 化す る 


UMB 最適 化 ユ オー ティ リティ 「 オ ブ プティ マイ ズ 」 を 使っ て 、 デ バイ ス ド ラ イ 
バ と TSR (常駐 型 ブ ログ ラム ) を UMB へ 移動 し まし ょ よう 。 


① イ ンス トー ラ の 起動 
・ フ ロッ ピー ディ スク 装置 (ここ で は B ド ライ ブ ) に 「MELWARE for 
Windows」 デ ィ ス ク を セッ ト し ます 。 
・ コ マン ドラ イン か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
MELSETUP |。| 
「 イ ンス トー ル を 行い ます か ? 」 と 表示 され た ら 、[Y] を 押し ます 。 
〈⑦② メ ニュ ー の 選択 
・ イ ンス トー ル 先 の ディ レク トリ 名 「A:\MEL4WIN\」 が 表示 され ます 。 
ここ で は その まま |M キー を 近 し ま す 。 
・ メ イン メニ ュー が 表示 され た ら 、「 オ ブ テ ィ マ イズ の 実行 」 に カー ソル を 移 
動 し 、[ キー を 押し ます 。 
③⑬ フ ァイル の コピ ー 
・ 処 理 に つい て の 説明 が 表示 され た ら 、 | キー を 押し ます 。 
「 よ ろ し いで すか ? 」 と 表示 され た ら 、[Y] を 押し ます 。 
※OPTIMIZE.COM な ど UMB 最適 化 の た め の プ ログ ラム が ハー ド デ ィ ス 
ク に コピ ー さ れ ま す 





(④UMB 最適 化 の 実行 
「 フ ロッ ピー を 取り 出し 、 何 か キー を 押し て くだ さい 」 と 表示 され ます 。 
「MELWARE for Windows」 デ ィ ス ク を 取り 出し て 、 | キー を 押し ます 。 


「 オ ブ プティ マイ ズ を 開始 し ます 」 と 表示 され た ら 、 ス ペー スキ ー を 押し ます 。 
・「 オ ブ プティ マイ ズ が 終了 し まし た 」 と 表示 され た ら 、 ス ペー スキ ー を 押し ます 。 


米 洲 米 回 光 眉 ー ク を 取り 出し , 何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 * ネ ネネ 
+0PT_PHQSE_END 
7 テイ を 開始 


2 
! わ "ティ イス を 実行 す 
i づ 回 の E 小 補 行 いま 


2Y - キ - を 押し て くだ 
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解 説 ) 
較 オ ブ プティ マイ ズ と は 

「 オ ブフ ティ マイ ズ 」 は 、UMB を 最大 限 に 活用 する た め の UMB 最適 化 ユ ー 
ティ リティ て す 。 オ ブフ ティ マイ ズ は 次 の よう な 処理 を 実行 し ます 


①UMA 領域 を 検索 し 、 空 いて いる 領域 を UMB 化 (/M に アド レス を 追 
加 ) する 

(②CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT に 登録 し て ある プロ グラ ム の 常駐 
量 を 調べ 、 ど の プロ グラ ム を どの UMB プ ブロッ ク に ロー ド す れ ば 効率 的 
か を 決め る 

(③⑬ プ ログ ラム が UMB ヘ ロー ド さ れる よう に 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT を 書き 換え る 


還 オ プティ マイ スズ 使 用 時 の 注意 点 

オブ ティ マイ スズ 使用 時 に は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
ン デ ィ ッ プス イッ チ SW2-5 の 変更 要求 が 出る 

ディ ッ プ スイッチ SW2-5 (メモ リス イッ チ の 保持 ) が OFF (保持 し な い ) に 
な っ て いる と 、ON に する よう に 要求 する メッ セー ジ が 表示 され 、 オ プティ マ 
イス は 終了 し ます 。 デ ィ ッ プス イッ チ の メニ ュー は 、 mm キー を 押し な が ら リ 
セッ ト ボ タン を 押す と 表示 で きま す 。 
どの リ セッ トド が か か ら な い 

オブ ティ マイ ズ は 処理 の 中 で 、 合 計 3 回 の リセ ッ ト を 行い ます 。 こ の と き 環 
境 に よっ て は リセ ッ ト が か か ら ず に 、 そ の まま 画面 が 止ま っ て し まう こと が あ 
り ま す 。 こ の 場合 は パソ リコ ン の リセ ッ ト ボ タン を 押す と 、 処 理 を 続行 で きま す 。 
ン 処理 後 の CONFIG.SYS の 修正 

オブ ティ マイ ズ が 指定 し た プログ ラム は 、 必 ず し も 完全 に UMB に 入る と 
は 限り ませ ん 。 ま た 、MIRROR コマ ンド の よう に 自動 的 に UMB へ 移動 する 
ブロ グラ ム を 指定 し て し まう こと も あり ます 。 し た が っ て 、 オ ブ テ ィ マ イズ 実 
行 後 は CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を よく 点検 し て 、 必要 に 応じ て 
修正 する な どの 作業 が 必要 で す 。 
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是 自 動 編集 され た CONFIG.SY8 
この 操作 を 実行 する と 、 次 の よう な CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT 
が 作成 され ます 。 エ ディ タ で CONFIG.SYS/AUTOEXEC.BAT を 編集 し て 
も 同じ こと で す が 、 オ プティ マイ ズ を 使う と マニ ュ ア ル を 見 ず に 擬 雑 な 設定 が 
で きま す 。 
\7 実 行 前 の CONFIG.SY8 
FILES=30 
BUFFERS=20 
DOS=HIGH、UMB 
DEVICE=A:\MEL4WIN\MELEMM.386 /HM /M D0.D4.D8.DC 
DEVICEHIGH=A:\MEL4WIN\HYPERDSK.EXE C:3072 CW:3072 
DEVICEHIGH=A:\MEL4WIN\EXDISK.EXE X 2048 
FCBS=1 
SHELL=A:\CUMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOUK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 





4 実行 後 の CONFIG.5SY8 


FCBS=1 

SHELL=A:\CUMMAND.COM /P 

FILES=30 

BUFFERS=20 

DO0S=HIGH、UMB 

DEVICE=A:\MEL4WIN\MELEMM.386 /SW1 /HM /M DO.D4、D8.DC、E8,EC,FO 
/NECWIN 


DEVICEHIGH=A:\MEL4WIN\HYPERDSK.EXE C:3072 CW:3072 

DEVICE= A:\MEL4WIN\UMBLOAD.SYS /UA:4 A:\MEL4WIN 
\EXDISK.EXE X 2048 

DEVICE= A:\MEL4WIN\UMBLOAD.SYS /UA:4 A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE= A:\MEL4WIN\UMBLOAD.SYS /UA:4 A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE= A:\MEL4WIN\UMBLOAD.SYS /UA:4 A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 
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7 実行 前 の AUTOEXEO.BAT 


@ECHO OFF 

PATH A:\:A:\D0SiA:\BATCH:A:\UTLTY:A:\WINDOWS:A:\JUST5 
iA:\MEL4WIN 

SET JW2P=A:\GOURU:A:\HANA3:A:\SANSIRO:A:\TARO5:A:\JW2 
iA:\JEDIT 

PROMPT $pSq 


SET DIREMD=/0:-D 
SET TEMP=A:\ 

SET DOSDIR=A:\DOS 
MIRROR.COM 
FASTOPEN A: 
DOSKEY /INSERT 





\7 実 行 後 の AUTOEXEC.BAT 


@ECHO OFF 


PATH A:\:A:\DO0S:A:\BATCH:A:\UTLTY:A:\WINDOWS:A:\JUST5 
iA:\TAROWIN:A:\JSLIB:A:\MDEV\I0SPROU:A:\MEL4WIN 

SET JW2P=A:\G0RO:A:\HANA3:A:\SANSIRO:A:\TARO5:A:\JW2 
iA:\JEDIT 

PRUMPT Sp$g 


SET DIREMD=/0:-D 

SET TEMP=B:\ 

SET DOSDIR=A:\DOS 

A:\MEL4WIN\UMBLOAD.COM /UA:4 A:\DOS\MIRROR.COM 
FASTOPEN A: 

DOSKEY /INSERT 
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< 上 9 の UMB ブロック に ロー ド する 宮 : 


UMB に DOSKEY コマ ンド ( 約 6KB) を ロー ド し た いと 思い ます 。 現在 、 
UMB は 4 つの ブロ ッ ク (32KB/8KB/3KB/16KB) に 分 けら れ て いま す 。 
LOADHIGH コマ ンド で ロー ド す る と 、 大 きい 方 の UMB ブロ ッ ク (32KB) 
に ロー ド さ れ ま す 。 し か し 、 こ こ で は 16KB の 方 の UMB ブロ ッ ク に ロー ド 
し まし ょ う 。 


(①UMB ブロ ッ ク の 表示 の 2 
rUMBLOAD 周 」 人 左端 の 「No」 と ある ブロ ッ ク 番 号 を 見 
て くだ さい 。 目的 の ブロ ッ ク 番 号 は 「4」 で ある こと が わか り ま す 。 


R:\>UBLORD 
UB LORDER Uer 2.97 Copuright (C) 1994 bu IELCO, Inc.Japan 


[書式 0 NE 上 & 庄 ) 
[7 ショッ ] 2U:n 常駐 る 能 ) 
+ー ッ > 人 の 電 き 


UB Frea Size 


D992 - D7FE 327@4 使用 可能 
DE92 - DFFE 8128 用 可能 

E892 - E8DC 3488 使用 可能 

E8E2 - EQ26 5184 Used [EXDISK ] 

ER27 - EB2Q 4144 Used 【KKCFUNC ] 

EB2B - EFM 15696 Used [RTOK 1] 

EF91 - EFDC 3594 Used【RTOK  ] 

EFDD - F49g 16944 使用 可能 0 | 5 トー SD 


使用 可能 な メイ ン メ モリ の サイ ズ は 543648 バイ ト で す 


1 
2 
3 
4 
4 
4 
4 
4 


UMB ブロ ッ ク 番 号 





②⑦②UMB へ の ロー ド 
AUTOEXEC.BAT に 次 の 1 行 を 追加 し ます 。 


UMBLOAD /UA:4 A:\DOS\DOSKEY.COM 
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、 解 説 ) 
是 ブ ロッ ク 選 択 の メリ ッ ト 
MS-DOS の DEVICEHIGH/LOADHIGH コマ ンド を 使う と 、 も っ と も 大 


UMBLOAD は ロー ド す る UMB ブロ ッ ク を 選ぶ こと が で きる の て 、UMB を 
戦略 的 に 活用 で きま す 。 
ちな み に 、 こ の 操作 を 実行 し た 後 の UMB は 次 の よう に な り ま す 。 


Ri キ >UYBLORD 
UYB LORDER Uer 2.97 Copuright (C) 1994 bu ELCO, Inc.Japan 


[書式 】 d>UWBLOGD <2URin> filename.CON or EE 
ロア 2] 2URin 常駐 領域 を 指定 出来 ます 人 可能 
+-> n= 介 用 可能 な UMB 倫 域 の 番号 


Status 


Dd92 - D7FE 327g4 用 可能 
DE92 - DFFE 8128 用 可能 

E892 - E8DC 3488 使用 可能 

E8E2 - ER26 5184 Used [EXDISK ] 
ER27 - EB2R 4144 Used [KKCFUNC 1 
EB2B - EF9M 15696 Used 【RTOK 
EF91 - EFDC 

EFDD - EFED 

EFEE - F179 6329 Used[ 

F17R - F49g 1g336 使用 可能 


使用 可能 な メイ ン メ モリ の サイ ズ は 543648 バイ ト で す 


ロー ド し だ BOSKEY 


1 
2 
さ 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 





756 第 章 MELWAHE を 徹底 活用 する 





ここ で は MELWARE for Win の 持つ 便利 な 機能 に つい て 説明 し ます 。 
人 モリ チッ プ の ハー ド エ ラ ー を 検査 する 


パソ コン に 装着 され て いる プロ テク トメ モリ に 、 ハ ー ド ウェ ア 的 な 障害 が な 
いか を チェ ッ ク し まし ょ う 。 





プロ テク ト メモ リ チ ェ ッ ク ブ ロク ラム ELCO,INC.JRPN 
{Information] 
イプ : 89486 


セッ サ 8 : 有 
テク トメ モリ サイ ズ : 。 14FB 





























終了 アド レス : 9EFFFFFH 






































①CONFIG.SYS の 修正 
・ エ ディ タ で CONFIG.SYS を 読み 込み ます 。 
・EMS/XMS/VCPI/DPMI な ど 、 プ ロ テ ク トメ モリ を 使う デバ イス ドラ イ バ 
の 行頭 に REM を 挿入 し 、CONFIG.SYS を 保存 し ます 。 
・ リ セッ ト ボ タン を 押し 、 バ ソコ ン を 再起 動 し ます 。 
② チ ェ ッ ク の 実行 
「MEMCHK | 」 と 入力 し ます 。 
・ 加 キー を 押し ます 。 
※ チ ェ ッ ク 終 了 後 に 何 か キ ー を 押す と 、 自 動 的 に リセ ッ ト が か か り ま す 
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介 Windows 上 で キャ ッシュ サイ ズ を 変更 する 


現在 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ (HYPERDSK.EXE) に は 3MB が 設定 し て あり 
ます 。 こ れ を 起動 中 の Windows3.1 上 か ら 、 一 時 的 に 2MB に 変更 し まし ょ う 。 


7 キャ ッシュ サイ ズ を 2MB に 減ら す 


サイ ズ を 変更 する 





① デ バイ ス ド ラ イ バ モ ニタ の 起動 

・「MELWARE for WINDOWS」 グル ー プ ブ か ら 「 デ バイ ス ド ラ イ バ モ ニタ 」 
を ダブ ルク リッ ク し ます 。 

② 容 量 の 変更 

・ [HYPERDSK モニ タ (H) ] ボタ ン を 左 ク リッ ク し ます 。 

・「 変 更 サ イズ 」 が 「2048K バイ ト 」 と 表示 され る まで 、[F] ボタ ン を 左 ク リッ 
ク し ます (| う ] ボタ ン を 押す と 、 容 量 が 増え る )。 

・ [終了 (C) ] + [終了 (C) ] を 友 ク リッ ク し ます 。 


な お ず 、RAM ディ スク の サイ スズ を 変更 する に は 、CONFIG.SYS の EXDISK. 
EXE に /W オブ ショ ン を 付け る 必要 が あり ます 。 か 277 
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《 誠 レス テム リソー ス を 表示 する 


現在 、Windows3.1 が 起動 中 で す 。 こ の と き の シ ステ ムリ ソー ス 使 用 率 を 表 
示し まい ょ うう 。 


4 シテ ムリ ソー ス を 表示 する 


ジテ デ テク 『 メ 和 モリ 


ンス ズ ステ ムリ ジー ス 





① リ ソー スモ ニタ の 起動 
「MELWARE for WiINDOWS」 グ ルー プ か ら 「 リ ソー スモ ニタ 」 を ダブ 
ルク リッ ク し ます 。 


( 解 説 ) 
圏 リソー ス と は 
Windows3.1 で は 次 の 2 つの リソー ス が あり ます 。 














リソー ス 名 役 割 
GDI リソー ス | グラ フィ ッ ク 処 理 の 情報 を 管理 する 64KB の メモ リ 
USER リソー ス Windows 上 の ブ プログ ラム を 管理 する 64KB の メモ リ 











これ ら は 、 アプ リケーション を 複数 起動 し た り 、 ウィ ンド ウ ( ダ イア ログ ボッ 
クス ) を 複数 開い た りす る と 、 人 容量 が 不足 し て 「 シ ステ ムリ ソー ス が 足り ませ 
ん 」 な どの エラ ー が 表示 され ます 。 メ モリ と リソー ス の 使用 率 を 把握 し て お く 
こと で 、Windows 管理 を 効率 的 に 行え ます 。 
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第 4 章 


主要 ソフ ト の 
快適 環境 を 設定 する 





ここ で は 、 主 な アプ リケーション を 安全 ・ 快 適 に 動 
か す た め の 、OCONFIG.SYG や メモ リ 環 境 の 設 
定 万 法 に つい て 解説 し ます 








Windows3.1 を 快適 に 動か す た め の 、 環 境 設定 に つい て 解説 し ます 。 


緒 CONFIG.SY8 を 設定 する 


Windows3.1 に 付属 する カモ リマ ネー ジャ 「EMM386.EXE」 を 使用 する に 
は 、 次 の よう な CONFIG.SYS に し ます 。 
7CONFIG.SYG の 設定 例 
FILES=35 
BUFFERS=20 
SHELL=\COMMAND.COM /P 
DEVICE=A:\WINDOWS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\WINDOWS\EMM386.EXE /P=64 /UMB 


DEVICE=A:\WINDOWS\SMARTDRV.EXE /DOUBLE_BUFFER 
DOS=UMB、HIGH 








YAUTOEXEO.BAT の 設定 例 
@ECHO OFF 
A:\WINDOWS\SMARTDRV.EXE 
PATH _A:\iA:\DOS:A:\WINDOWS 


PROMPT Sps5g 
DOSKEY /INSERT 





\ 


軒 CONFIG.SYSB の SMARHTDRHV.EXE の 必要 性 
CONFIG.SYS に 登録 し て ある SMARTDRV.EXE は 、 動 作 速度 の 遅い 初期 
の SCSI ハー ド デ ィ スク の た め の デ ィ ス クキ ャ ッシュ (ダブ ル バ ッ ファ マネ ー 


(解説 ) 


ジャ ) て す 。 し た が っ て 最新 の ハー ド デ ィ スク を お 使い の 場合 は 、 こ の 1 行 は 
削除 し た 方 が モリ の 節約 に な り 、 ま た 動作 スピ ー ド も 速く な り ま す 。 ダ ブル 
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バッ ファ マネ ー シ ジャ カ が 必要 か どう か は 、MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 次 の 
コマ ンド を 実行 する と わか り ま す 。 
A:\WINDOWS\SMARTDRV 
この と き 「 バ ッ フ ァ リ ング 」 の 列 が すべ て 「 不 要 」 と 表示 され る 場合 は 、 
SMARTDRV.DRV を CONFIG.SYS か ら 削 除 し て も か まい ませ ん 。 な お 、 


AUTOEXEC.BAT に 登録 され て いる SMARTDRV.EXE は 削除 し な いで く 
だ さい 。 


:\>SHQRTDRU 語 回 ae 
Microsoft SMQRTDrive デ ィ ス ク キャ ッ ジ シュ バー ジョ ン 4.9 
Copuright 1991,1993 Microsoft Corp./ NEC Corporation 


キャ ッシュ サイ ズ : 2,g97,152 バイ ト 
Mindows 実 行 時 の キャ ッシュ サイ ズ : 2,997,152 バイ ト 


ディ スク キャ ッシュ 情報 、 
リー ドキ Te ュー ライ トキ ュー ファ リッ グ 


し な い 
ヘル プ を 見 る に は "smartdry ノ /?" と 入力 し て くだ さい 。 
SMQRTDr ive の メモ リ 常 駐 部 分 が ロー ド さ れ ま し た 。 
R:\> 





還 MS-D0S アプ リ こ 共通 に 使え る CONFIG.SY の -769 

Windows3.1 に 付属 する EMM386.EXE は VCPI 規格 に 対応 し て いな いた め 、 
一 太郎 Ver.5 や 三四郎 な どの JW2 対応 製品 を 起動 で きま せん 。 逆 に 」W2 対 
応 製品 に 付属 する EMS386.SYS は XMS 規 格 に 対応 し て いな いた め 、 
Windows3.1 を 起動 て で きま せん 。 以 方 を 快適 に 動か す に は MemoryServer II 
か MELWARE for Win を 使い ます 。 そ れ ぞ れ の 設定 は ヵ .769 を 参照 し て く 
だ さい 。 
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人 言 球 な 動作 環境 を 作る 


Windows を 高速 に 動か す に は 、 次 の 4 う が ポ ボイン ト に な り ま す 。 


計 十 分 な プロ テク トメ モリ を 搭載 する 

Windows は 復 数 の アブ リケーション を 同時 に 動か すこ と が で きま す 。 こ の 
と き Windows ブロ グラ ム ・ ア プリ ケー ショ ン ブ ロ グラム は 、 プ ブ プロテクト メモ 
リ |[- に ロー ド さ れ ま す 。 ま た クリ ッ プ デー タ な どの 一 時 的 な 作業 デー タ も 、 ブ 
ロ テ ク トメ モリ 上 に 記憶 され ます 。 

この と き ブ ロ テ ク トメ モリ に 上 分 な 容量 が 確保 ご き な いと 、Windows は 
人 
使用 デー タ を 移動 し ます 。 ハ ー ド ディ スク 上 の スワ ッ フ ファ イル へ の アク セス 
は 、 ブ プ ブロ テク トメ モリ へ の アク セス に 比べ て 、 読 み 書 き の 動 作 が 遅く な り ま す 。 

し た が っ て 、Windows 上 の アブ リケーション を 高速 に 動か す に は 、 い か に 
ブロ テク トス メモ リ の 容量 を 大 きく する か が 重 婦 な ポイ ント に な り ま す 。 一 般 的 
に は 、3-4 本 の アブ リケーション を 同時 に 動か す に は 、8MB 以上 の ブロ テク 
トメ モリ が 必要 て す 。 
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CPU ( バ ソ コン の 人 各種 処理 を 中 央 て 制御 する 中 央 演算 装置 ) の 処理 スピ ー ド 
が 速い ほど 、 バ ソコ ン の 人 各種 動作 も 速く な り ま す 。 特 に Windows で は フォ ン 
ト の 展開 ・ グ ラフ ィ ッ ク デ ー タ の 処理 な ど CPU に 負荷 の か か る 処理 が 多い た 
め 、 低 速 な CPU を 使う と 日 に 見 えて 画面 の 動き が 重く な り ま す 。 

イン テル 製 の CPU は i80286・386・486 と いう よう に 、 型 番 の 数 字 が 上 に 行 
く ほ ど 高 速 に な り ま す 。 ま た 同じ 型番 て でも クロ ッ ク 周 波数 が 大 きい ほど 処理 束 
度 は 速く な り ま す 。 た と えば 1i80486 (33MHz) より i80486 (66MHz) の 方 が 2 
倍 の スピ ー ド が 出 ま す 。Windows3.1 を 仕事 で 快適 に 使い こなす に は 、 実 際 に 
は i80486 以上 は 必要 で す 。 

最近 で は 倍速 CPU チッ プ を 装着 する だ け で 、 上 既存 の バ パソ コン の CFOU 能力 
を i80486 相当 に グレ ー ド アッ プ で て きる 製品 が 販売 され て いま す 。 倍速 CPU 
チッ プ は 使用 する 機種 に よっ て 、 そ れ ぞ れ 専 用 の も の を 使用 し な けれ ば な り ま 
せん 。 購 入 の 際 は 、 メ ー カ ー に あら か し め 確 認 し た 上 て で 購入 し て くだ さい 。 


76 プ 第 4 章 主要 ソフ ト の 快適 環境 を 設定 する 


刻 高 速 な ハー ド デ ィ スク を 使う 

Windows は ハー ド デ ィ スク と ブロ テク トメ モリ と の 間 で 、 大 量 の デー タ を 
ひん ば ん に 読み 書き し ます 。 し た が っ て 、 ハ ー ド ディ スク は デー タ の 読み 出し 
/ 書 き 込 み が 高速 な 製品 の 方 が 、 処 理 ス ビー ド も 速く な り ま す 。 一 部 の 初期 の 
SCSI ハー ド デ ィ スク て は デー タ 転 送 速度 が 遅い た め 、Windows を 起動 する 
の に 2~-3 分 も か か る も の も あり ます 。 こ れ で は せっ か く の 高 速 な CPU も ブロ 
テク トメ モリ も 活か せま せん 。 

ハー ド デ ィ スク を 選択 する 際 に は 、 バ パソ コン と の 接続 規格 (イン ター フェ イ 
ス 規 格 ) と デー タ 転 送 方 式 の 2 点 に 注意 し て くだ さい 。 
ン イン ター フェ イス 規格 

イン ター フェ イス 規格 に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 




























規格 名 読み 方 特 敏 
SASI | ター | 最大 で 40MB まで し か 管理 で き な い 初 期 の 
| 接続 規格 

SCS| | スカ ジー 〇 | 大 容量 を 扱う こと が で きる 接続 規格 













IDE 〇 つ | SASI と SCSI の 長所 を 取り 合わ せ た 接 続 規格 





98MATE や 98FELLOW を 使っ て いる 場合 は 、IDE 規格 の ハー ド デ ィ スク 
が も っ と も 価格 性 能 比 が よい で し ょ う 。 複数 台 の ハー ド デ ィ スク を 増設 する 可 
能 性 が ある 場合 は 、SCSI 規格 を 選択 する と よい で し ょ う 。 最 近 で は SCSIII 
規格 (SCSI 規格 の 上 位 互 換 規 格 て 、 さ ら に 高速 な アク セス が 可能 に な る ) に 
準拠 し た 製品 も あり ます 。 
ノン デー タ 転 送 方 式 

パソ コン と ハー ド デ ィ スク と の デー タ 送 受信 の 手順 ・ 方 式 で す 。 代 表 的 な 
デー タ 転 送 方 式 に は 次 の 3 つが あり ます 。 

特徴 

パソ コン の DMA チ ャ ネル を 経由 し て デー 
タ を 送る 方 式 
CPU に デー タ 送 信 を 制御 させ る 方 式 
ボー ド 側 で デー タ 送 信 を 制御 する 方 式 
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一 常設 スワ ッ プ ファ イル を 設定 する 

Windows を イン スト ー ル し た 状態 で は 、 ス ワッ プ フ ァ イ ル (ハー ド デ ィ ス 
ク を ブロ テク トス メモリ の 代わ り に 使う 作業 領域 ) は 「 一 時 スワ ッ フフ ァイル 」 
に な っ て いま す 。 一 時 スワ ッ プ ファ イル は Windows の 起動 ・ 終 了 時 に 自動 作 
成 ・ 削 除 さ れる た め 、 フ ァイル が 連続 し た 領域 に 確保 され ず に 、 結 果 的 に アク 
セス スピ ー ド が 落ち る 原因 に な り ま す 。 そ こ て 次 の 手順 て 常設 スワ ッ プ ファ イ 
ル を 作成 し て くだ さい 。 


① ス ワッ プ フ ァ イ ル を 作成 する ドラ イブ の 、 デ ィ ス ク 適 正 化 を 実行 

②Windows を 起動 し 、 メ イン グル ー プ か ら コ ント ロー ル パ バ パネル を 起動 

⑬[ エ ン ハ ンス ドモ ー ド ] コ [ ス ワッ プ フ ァ イ ル の 設定 (V) ] っ [変更 (C) ] 
を 選択 

④ [種類 (T) ] に は 「 常 設 」 を 選択 

⑤ [OK] [はい (Y) ] を 左 ク リッ ク 


な お 、 こ の と き [BIOS を 経由 し な いで スワ ッ プ ファ イル を 利用 (U) ] を 左 
クリ ッ ク し 、 チ ェ ッ クボ ックス を ON (※ 印 が 表示 され た 状態 ) に し て お く と 、 
スワ ッ プ ファ イル と の アク セス を MS-DOS を 経由 し な いで 高速 に 実行 で きま 
す 。 た だ し 、 使 用 する 環境 に よっ て は この チェ ッ ク ボ ックス を 選択 で き な い 場 
合 も あり ます 。 

常設 スワ ッ プ ファ イル を 作成 する 


「 現 在 の 設定 
ドラ が : B: 
9 人 : 7.968 MV 人 を 
種類 : 常設 (BIOS を 使用 ) 要 先 (62 
_QM プ (H) 











新しい 設定 
ドラ び (D):|=b: 国 
種類 (⑪): - に 時 。 国 
空き ディ 2 容量 : 41.416 人 
望ま し い 最大 の サイ : 20.708 人 








を 
ク 
リ 
ツ 
ク 
し 
ES 














新しい 9 人 7(S): P0708MAWA 
BIOS を 経由 し な いで 2 仙 を 利用 (U)_ 
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JW2 対応 製品 を 快適 に 動か す た め の 、 環 境 設 定 に つい て 解説 し ます 。 


《 誠 了 還 に 付属 す る メモ リマ ネー ジャ を 使う 


一 太郎 Ver.5 な ど 」JW2 対応 製 生 に 付属 する メモ リマ ネー ジャ 「EMS386. 
SYS」 を 使用 する に は 、 次 の よう な CONFIG.SYS に し ます 。 
CONFIG.SY8 設定 例 


BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

DEVIEE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /X 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK6\ATOK8B.SYS 
DEVIEE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

SHELL=A:\COMMAND.CEOM /P 

DOS=HIGH 


AUTOEXEC.BAT 設定 例 


@ECHO OFF 
PATH A:\:A:\DOS:A:\JUST5 
SET JW2P=A:\GOROiA:\HANA3:A:\SANSIRO iA:\TARO5: 





A:*W2iA:\JEDIT 
PROMPT $psg 
DOSKEY /INSERT 





(解説 ) 
還 サ ウン ド 機 能 の ロ FF 226 

98 シリ ー ズ は FM 音源 な どの サウ ント 機能 を 内 蔵 し 、 こ の サウ ンド 機能 の 
ブロ グラ ム ( サ ウン ド BIOS) は 、 C0000h 以降 に 割り 振ら れ て いま す 。 EMM386. 
SYS は 、EMS ペー ジフ レー ム を CO0000h-CFFFFh (64KB) に 確保 し よう と 
する た め に サウ ンド BIOS と ぶつ か っ て し まい 、EMS メモ リ が 使え な く な り 
ます 。 し た が っ て 、 この 場合 は バリ コン の サウ ント 機能 を OFF に し て くだ さい 。 
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《 誠 MS-DOS の メモ リマ ネー ジャ を 使う 


JW2 は VCPI 規格 に 対応 し た アブ リケーション で す 。 と ころ が NEC 版 MS 
DOS Ver.5.0 は VCPI 規格 に 対応 し て いま せん 。 こ の 環境 で JW2 を 起動 す 
る に は 、 次 の よう な CONFIG.SYS に し ます 
_MS-DOS Ver.5.0 を 使う 場合 


BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 

DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK6B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

SHELL=A:\\COMMAND.COM /P 





、rMS-DOS Ver.5.0A を 使う 場合 


BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

DEVICE=A:\D0S\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\D0S\EMM386.EXE /P=128 /UMB 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

SHELL=A:\COMMAND.COM /P 

DO0S=HIGH、UMB 





な お 、MS-DOS Ver.5.0A て は AUTOEXEC.BAT の 中 に 「DPMI」 を 追加 
し て くだ さい 。 こ れ は 、DPMI 規格 が JW2 が 対応 する VCPI 規格 の 、 上 位 
換 の 関係 に ある た めで す 。 た だ し 、DPMI コマ ンド を 実行 する と 動作 は 遅く 
な り ま す 。 
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立 WindoWs と 共通 の CONFIG.SY を 使う 


]W2 対応 アブ リケーション と Windows3.1 を 共通 の CONFIG.SYS て 使用 
する に は 、MemoryServerI か MELWARE for Win を 使い ます 。 
…rMemorySBerverll を 使う 場合 


BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

DEVICE=A:\MDEV\IOSPRO\VMM386.EXE /| /U /M /NECID 
DEVICE=A:\MDEV\IDSPRO\DC10.EXE 3072 /W=2048 /S 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVIEE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 
SHELL=A:\CUMMAND.COM /P 

DOS=HIGH, UMB 





な お 、 旧 バー ジョ ン (MemoryServer) を お 使い の 場合 、VMM386.SYS に / 
ND (DPMI サー バ を 起動 し な い ) を 付け て くだ さい 。MemoryServerI で は 
DPMI32 コマ ンド を 実行 し て も 問題 は あり ませ ん 。 
vwMELWARHE for Win を 使う 場合 

BUFFERS=20 

FILES=30 

FCBS=1 

DEVICE=A:\MEL4WIN\MELEMM.386 /HM /M DO.D4.D8、DC /SW1 
DEVICE=A:\MEL4WIN\HYPERDSK.EXE C:3072 CW:3072 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 


DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK6\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

SHELL=A:\COMMAND.COM /P 

DOS=HIGH, UMB 





古い バー ジョ ン (Ver.5.17-Ver.5.19) の MELEMM.386 を お 使い の 場合 、 
ハー ド デ ィ スク な どの SCSI ボー ド の 割り 込み レベ ル (NT) を 1 また は 6 に 
設定 する と 、JW2 を 起動 で き な く な る こと が あり ます 。 
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誠 JWS の メモ リ 環 境 を 設定 する 


JW2 対応 アブ リケーション (一 太郎 Ver.5/ 三 四郎 / 花 子 / 五 郎 な ど ) を 快適 
に 動か す に は 、JW2 で の メモ リ 設 定 が ポイ ント に な り ま す 。 こ こ で は プ ブロ テ 
クト メモ リ が 8MB ほど ある と 仮定 し て 、 実 際 に 設定 し て み ま し ょ う 。 

7JW2 の メモ リ 環 境 を 設定 する 








寺 作業 テイ ルク トリ R:\JM2 ギ | > | 
ッ 2 ァ ッ プ テ ィ イト リ R:\JMZ キ | > 遂 


時 KB ( 64 32999)- ン 現在 174KB 
当 KB 回 し な い 現 
4996 KB ( 128 32999) - ン 現在 159KB 


サス 

デ 密 外 リ 0 5 1 > 人生 ] 
「 雇 ! 同 EL 

中 KB 「 18 】E 誠 * マン 現在 9 KB 

[ す 「F し な い 














便 用 

1 
= スワップ ファ イル 

使用 


し aP 128 KB ( 128… 128999) - ン B KB 
ディ イル 2 トリ HH:\JM2 ギ きま 








① ジ ャ スト ウィ ンド ウ の 起動 
MS-DOS の コマ ンド ブロ ンプ ブ ト か ら 、「W 財 」 と 入力 し ます 。 
② 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ の 起動 
・ ES すう 1G・ 画 面 ]| つづ [P・ ブ ログ ラム 一 覧 ] を 選択 し ます 。 
・ 1lJW 環境 設定 ] づ [K・ 環 境 設 定 ] を 選択 し ます 。 
⑬ メ モリ サイ ズ の 設定 
・「< メ モリ > サイ ズ 」 に は 、「3072」 と 入力 し ます 。 
・「 < ファ イル > 使用 」 に は 、 [する ] を 選択 し ます (ファ イル を 使用 する )。 
「 サ イズ 」 に は 「4096」 と 入力 し 、 | キー を 押し ます 。 
(ジャ スト ウィ ンド ウ の 終了 
・[Q・ 終 了 ] を 選択 し 、「]W 環境 設定 」 を 終了 し ます 。 
・ IS つう [Q・ 終 了 ] づ [Y・ は い ] を 選択 し 、JW2 を 終了 し ます 。 
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圏 [K ・ 環 境 設定 ] の 各 項 目 の 設定 

[K・ 環 境 設定 ] の 各 項 目 に は 次 の よう な 機能 が あり ます 。 
ン 共 通 作業 ディ レク トリ 

ブロ テク トメ モリ に 作業 領域 (一 時 的 に 使う 記憶 領域 ) を 確保 する スペ ー ス 
が な いと き に 、 ど の ディ レク トリ に 作業 領域 を 確保 する か を 指定 し ます 。 

ノ 自 動 バ ッ ク ア ッ プ ディ レク トリ 

バッ クア ッ プ ファ イル を 作成 する ディ レク トリ を 、 ハ ー ド ディ スク (また は 
バ 揮発 性 RAM ディ スク ) に 指定 し ます 。 バ ッ ク ア ッ プ ファ イル と は 突発 的 な 
ハン グ ア ッ プ な ど に 備え て 、 編 集 内 容 を 保存 する ファ イル の こと で す 。 
編集 作業 領域 

文書 デー タ や 図形 デー タ を 編集 する た め の 領域 を 指定 し ます 。 編集 で きる 
デー タ 量 を 超え る と 、「 編 集 作業 領域 の 上 限 に 達し まし た 」 と 表示 され ます 。 
この 場合 ここ の 数 値 を 増やす と 、 さ ら に 大 き な デ ー タ を 扱え る よう に な り ま す 。 

三四郎 や 一 太郎 を 高速 に 動作 させ る に は 、「 メ モリ 」 の 領域 を で きる だ け 大 
きく 設定 する こと が コツ で す 。 

た だ し 、 プ ブロ テク トメ モリ は ブロ グラ ム の 動作 用 に も 使わ れる の で 、「 ユ モ 
リ 」 の 値 を 大 きく し すぎ る と 、 逆 に ブロ グラ ム の 動作 スピ ー ド が 低下 する こと 
が あり ます 。 ブ プロ テク トメ モリ に 2MB-~-4MB が 残る よう に 「 メ モリ 」 を 設定 
する こと が 重 婦 で す 。 
デズ ワッ プク ァイル 

スワ ッ プ ファ イル の 大 き さ を 16KB 単位 で 指定 し ます 。 ス ワッ プ フ ァ イ ル 
と は ブロ グラ ム が 使用 で きる ブロ テク トメ モリ が 足り な く な っ た と き に 、 動 作 
し て いな い プ ログ ラム を ハー ド デ ィ スク (また は RAM ディ スク ) に 一 時 的 に 
退避 させ る ファ イル で す 。 し た が っ て 、 ス ワッ プ フ ァ イ ル が 動作 する 状態 に な 
る と 操作 スピ ー ド は 著しく 低下 し ます 。 
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旨 オン トキ ャ ッシュ を 設定 する 


太郎 Ver.5 の 印刷 や イメ ー シ 編 集 モ ー ド で の 表示 で は 、 ハ ー ド ディ スク の 
アウ トラ イン フォ ント を 1 文字 ずつ 読み 込み な が ら 処 理 し ます 。 フ ォ ン ト 
キャ ッシュ を 大 きく する と ハー ド デ ィ スク の フォ ント ファ イル へ の アク セス 回 
数 を 減ら すこ と が で きま す 。 フ ォ ン トキ ャ ッシュ を 2048KB (2MB) に 設定 し 
て み ま し ょ よう 


7 フォ ント キャ ッシュ の 容量 を 大 きく する 




















| いい ドラ が "設定 に 2 け 雪 定 H・ 表 示 カ メッ ト 設 定 ~D: デ ィ ル 2 ト 9 設定 
に K-r コ 32 定 | G・ 終 

















キャ ッシュ 領域 
用 億 に 還 F し な い 
サイ ズ 2948 KB ( 64^ 4996) - ン 
2 


m 最大 文字 サイ ズ 56 Ns ト ( 32 256) - ン 


ジャ スト ウィ ンド ウ の 起動 
MS-DOS の コマ ンド ブロ ン ブ ト か ら 、「TW | 」 と 入力 し ます 。 
(② フォント 設定 ユー ティ リティ の 起動 
・IESC づ 1G・ 画 面 ] っ [P・ ブ ログ ラム 一 覧 ] を 選択 し ます 。 
・[JW 環境 設定 ] づ [F・ フ ォ ン ト 設 定 ] づ [C・ キ ャ ッシュ 設定 ] を 選択 し ます 。 
⑬ キ ャ ッシュ 領域 の 指定 
「 使 用 」 に は 「 す る 」 を 選択 し ます 。 
「 サ イズ 」 に は 「2048 | 」 と 入力 し ます 。 
「 最 大 文字 サイ ズ 」 に は 「256 | 」 と 入力 し ます 。 


上 


これ て 次 回 起動 時 か ら 、 フ ォ ン トキ ャ ッシュ が 設 定 し た 容量 に セッ ト さ れ ま す 。 
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( 解 説 / 
較 [F・ フ ォ ン ト 設 定 ] の 各 項 目 の 設定 

[F・ フ ォ ン ト 設 定 ] の 各 項 目 に は 次 の よう な 機能 が あり ます 。 

キャ ッシュ 領域 

フォ ント キャ ッシュ の 容量 を 64KB 単位 で 指定 し ます 。「 フ ォ ン トキ ャ ッ 
シュ 」 と は 一 度 読み 込ん だ フォ ント 情報 を モリ 内 に 溜め て お く 領 域 を 言い ま 
す 。 こ の 領域 が 大 きい ほど 、 ハ ー ド ディ スク へ の アク セス 回 数 は 減り 、 結 果 的 
に 動作 速度 は 速く な り ま す 。2048~-3072KB を 設定 する と 、 イ メー シ ジ 編 集 モ ー 
ド の スク ロー ル が スム ー ズ に な り ま す 。 し か し 、 搭 載 し て いる ブロ テク トメ モ 
リ の 容量 が 少な い 場 合 は 、 設 定 する 容量 に 注意 し て くだ さい 。 

最大 文字 サイ ズ 

キャ ッシュ 対象 と する 文字 サイ ズ の 上 限 を 1 ドッ ト 単 位 で 指定 し ます 。 例 外 


を 有効 に 使う こと が で きま す 。 ド ッ ト 数 は 次 の 式 で 求め ます 。 





ドッ ト 数 = ポイ ント = フロ xX プリ ンタ の DFI 値 





軒 さ ら に 高速 に 動か す に は か 767 

JW2 を さら に 高速 に 動か す に は 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ を 2MB-3MB ほど に 
設定 する と よい で し ょ う 。 ソ フト ウェ ア 的 に 対応 で きる の は ここ まで で す 。 こ 
れ 以 上 高速 に する に は プロ テク トメ モリ を 増設 し た り 、CPU を アッ プ グ レー 
ド す る し か あり ませ ん 。 
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一 太郎 Ver.5 for Windows 
の 環境 設定 





- 大 郎 Ver.5 for Windows (以下 「 一 大 綴 Win」 と 記述 ) を 快適 に 動か す 
た め の 、 環 境 設定 に つい て 解説 し ます 


人 同 集 作業 領域 の サイ ズ を 設定 する 


太郎 Win で 大 き な 文 書 を 同時 に 複数 編集 し よう と し た と ころ 、「 編 集 作業 
右 域 の 上 限 に 達し た た め 読 み 込 め ま せ ん 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され まし た 。 
そ と で と の 編集 作業 入城 の モリ サイ ズ を 2048KB (2MB) に 、 フ ァイル 

サイ ズ を 4096KB (4MB) に 拡大 し まし ょ う 。 
7 編集 領域 の サイ ズ を 設定 する 


< 尋 少 サイ (M) 2048 | KB( 64^ 32.768 ) 現在 220 KB 
く < アル > 使用 ([) @ す る O 〇 し な い 


9 人 7⑮) |4096 | KB(128 て 32.768 ) 現在 























1 ティ リティ の 起動 
[ファ イル (F) ] っ [シス テム 設定 (E) ] っ [環境 設定 (E) ] っ [編集 作業 領 
5 生生 
② く メモ リ > の 設定 
[サイ ズ (M) ] に は 「2048」 と 入力 し ます (2048KB) 
3) く < ファ イル > の 設定 
[使用 (F) ] の [する] を な クリ ッ ク し ます 。 
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・ [サイ ズ (⑤⑮) ] に は 「4096」 と 入力 し ます (4096KB= 約 4MB)。 
・ [OK| ボタ ン を な クリ ッ ク し ます 。 
(④Windows3.1 の 再起 動 

[再起 動 ] ボタ ン を 左 ク リッ ク し ます 。 


還 編 集 作 業 領域 は 
編集 作業 領域 と は 、 一 大 郎 Win が 文書 を 編集 する の に 一 時 的 に 使用 する 作 
業 領域 の こと で す 。 編 集 作業 領域 は 次 の 4 つの 項目 を 設定 し ます 。 

項 目 機 能 


< メモ リ > サイ ズ (M) プロ テク トメ モリ 上 に 確保 する 領域 を 64KB 単 位 で 入力 
メモ リ 上 の 編集 作業 領域 が 上 限 に 達し た と き に 、 
< ファ イル > 使用 (F) ハー ド デ ィ スク 上 に 編集 作業 領域 を 確保 する か どう 
か を 指定 

[使用 (F) ] を 「 す る 」 に 設定 し た 場合 に ハー ド デ ィ 
スク 上 に 確保 する 編集 領域 の 容量 を 16KB 単 位 で 入力 
ハー ド デ ィ スク 上 に 編集 領域 を 確保 する 場合 、 ど の 
ディ レク トリ (D) ディ レク トリ に 確保 する か を 指定 (既定 値 は A:\ 
JSKIB \ ) 











サイ ズ (S) 











メ モリ の 設定 容量 に 注意 

一 太郎 Win は 起動 時 に 「 < メモリ > サイ ズ (M) 」 に 設定 し た 容量 の 作業 領域 
を 、 装 着 し て いる ブロ テク トメ モリ か ら 強 制 的 に 確保 し ます 。 他 の アプ ブリ ケー 
ショ ン が メモ リ を 要求 し て も 、 占 有 し た まま 解放 し ませ ん 。 し た が っ て 「< ス 
モリ > サイ ズ (M) 」 の 値 を 大 きく 取り すぎ る と 、 他 の アブ リケーション に 影響 
が 出 ま す 。 むし ろ る 「〈 メ モリ > サイ ズ (M) 」 は 小さ め に 設定 し 、「 < ファ イル > 
サイ ズ (⑤) 」 の 値 を 大 きめ に 設定 し て お いた 方 が 合理 的 で し ょ う 。 次期 バー ジョ 
ン で は 、 状 況 に 応じ て 一 太郎 Win が メモ リ の 取得 ・ 解 放 を 自動 的 に 行う よう 
に し て ほし いも の で す 。 な お 、 使 用 で きる ブロ テク トメ モリ 以上 の 「< メ スモ リッ > 
サイ ズ (M) 」 を 設定 する と 、 起 動 時 に 一 大 郎 Win が 自動 釣 に 値 を 調整 し ます 。 
また 、「 デ ィ レ クト リ ①D) 」 に は フロ ッ ビ ー デ ィ ス ク ・ 光 磁気 ディ スク な どの 
交換 可能 な ドラ イブ は 指定 て きま せん 。 ハ ー ド ディ スク か RAM ディ スク の 
み が 指 定 で きま す 。 
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介 アン ドッ サイ ズ を 大 きく する 


アン ドウ 機能 て 過去 に さか の ほぼ っ て 、 次 々 に 編集 内 容 を 復元 し た いと 思い ま 
す 。 こ の と き 、 で きる か き の 
傾 域 の サイ ズ を 、 設 定 て きる 最大 の 値 を 入力 し まし 』 

=7 ア ンド ッ ゥ 領域 の サイ ズ を 設定 する 








た YAROWINYOW SIK MA 全 電 
> 0 \TAROWINYJXW SIK.1BX 回 

















に YROWINKDW SIK VN ー 

(0 。 [YAROWINYJXWSIKCA _ | 多 生 
拡張 た っ -(E) [A:YIAROWINYJXW SIKJUW | 記 
大 昌 27 間 介 | 2048 昌 KB( 62048) 




















①[ フ ァイル (F) ] コマ ンド の 実行 
[ファ イル (F) ] っ [シス テム 設定 (E) ] コ [ファ イル (F) ] を 選択 し ます 。 
② ア ンド ゥ サイ ズ の 設定 
・ | アン ドゥ サイ ズ (U) ] に は 「2048」 と 入力 し ます (2048KB= 約 2MB)。 
・ [OK] ボタ ン を な クリ ッ ク し ます 。 
※ 入 力 で きる 容量 は 設定 し て ある 編集 作業 領域 に よっ て 異な り ま す 


7Z6 第 4 章 主要 ソフ ト の 快適 環境 を 設定 する 


田 ア ンド ゥ サイ ズ と は 

アン ドッ ゅ 機能 は 、 編 集 作業 領域 上 に アン ドゥ ファ イル (作業 の 1 つ 1 つ を 記 
録 す る 一 時 作業 ファ イル ) を 作成 し ます 。 mW † [Z] キー で アン ドウ 機能 を 実行 
する と 、 こ の アン ドゥ ファ イル を 見 て 、 次 々 と 過去 の 編集 状態 に 戻る 仕組 み に 
な っ て いま す 。 ア ンド ゥ サイ ズ は 、 こ の ファ イル の 大 き さ を 設定 し ます 。 ア ン 
ドゥ ファ イル の 上 上限 ま で 記録 され る と 、 古 い 操 作 履 歴 は 削除 され ます 。 ア ンド ゥ 
サイ ズ が 大 きい ほど 、 操 作 履 歴 を 多く 記録 で きる わけ で す 。 

な お 、 和 複数 回 の アン ドッ ゅ 機能 を 利用 で きる よう に する に は 、[ フ ァイル (F) ] 
づ [シス テム 設定 (E) ] っ [シス テム (⑤) ] を 実行 し 、[ ア ンド ゥ を 1 回 に 制 
限 (X) ] を OFF に 設定 する 必要 が あり ます 。 


一 設 定 で きる アン ドゥ ウサ イズ 

アン ドゥ サイ ズ は 、 編 集 作業 領域 ( [サイ ズ (M) ] [サイ ズ (③) ] の 合計 値 ) 
で 設定 し て ある 値 の 最大 25%% まで し か 設定 で きま せん 。 ア ンド ゥ サイ ズ を さ 
ら に 大 きく する に は 、 編 集 作業 領域 の サイ ズ を 大 きく し て くだ さい 。 
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Lotus 1 - ら 2-3R.4J 
の 環境 設定 


ee 





Lotus1-2-3R2.4] を 快適 に 動か す た め の 、 環 境 設定 に つい て 解説 し ます 


誠 モリ 環境 を 設定 する 


現在 、EMS メモ リ を 管理 する メモ リマ ネー ジャ が 、CONEFIG.SYS に 登録 
し て あり ます 。Lotus1-2-3R2.4 で で きる だ け 大 き な 表 を 扱え る よう に する た 
め に 、 こ の FEMS メモ リ を 使い こなす 環境 を 設定 し まし ょ う 。 


操 作 

① 環 境 設定 プロ グラ ム の 起動 

・Lotus1-2-3R2.4J の メニ ュー を 表示 し ます (LOTUS.COM) 。 

・ IL・ 環 境 設定 ] を 選択 し ます 。 

環境 設定 プロ グラ ム の メニ ュー 





Lotus 1-2-3 Release 2.4、 
環境 設定 フ 


Copuright (C) 1986。 1993 Lotus Development Corporation 
RI1I_ Rights Reserved 



































②EMS の 設定 
・ [現在 の ドラ イ バ セ ッ ト の 変更 ] を 選択 し ます 。 
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「EMS」 の 項目 まで カー ソル を 移動 し 、 ス ペー スキ ー を 押し ます 。 

「 拡 張 み モリ の み 」 に カー ソル を 移動 し 、 ス ペー スキ ー を 押し ます (選択 し 
た 項目 に は ソ マ ー ク が 付く )。 
・[ 財 キー を 押し ます 。 





《 環境 設定 


< ノー マル イル ヅ ゾ ~ 2 の 5 行 > 











本 二 





③ 設 定 内 容 の 登録 

・「 ド ライ バセット 名 」 ま で カー ソル を 移動 し 、[J キー を 押し ます 。 
「 こ れ で よろ し いで すか ? 」 と 表示 され る の で 、「 は い 」 を 選択 し ます 。 
「 保 存 し ます か 」 と 表示 され る の で 、「 は い 」 を 選択 し ます 。 

・ | キー を 2 回 押し 、 [終了 ] コ [E 終了 ] を 選択 し ます 。 


( 解 説 / 

較 コ つの メモ リ 使 用 方 法 

環境 設定 ブロ グラ ム で は 、 メ モリ の 使用 方 法 を 次 の 3 つか ら 選 択 で きま す 。 
拡張 メモ リ の み 

ワー クシ ー ト の デー タ を すべ て EMS メモ リ 上 に 置き ます 。 も っ と も 大 き な 
容量 (最大 5MB まで ) を 確保 で きま す 。 

ン 内 部 メモ リ と 拡張 メモ リ (規定 値 ) 

コン ベン ショ ナル メモ リ に セル ポイ ンタ 情報 を 、EMS メモ リ に セル デー タ 
を 置き ます 。 約 1IMB まで の ワー クシ ー ト を 扱え ます 。 

ノ 使 用 し ませ ん 

コン ベン ショ ナル メモ リ の み に ワ ー ク シー ト を 置き ます 。 小さな ワ ー ク シー 
ト し か 扱え な く な り ま す 。 
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リフ ァ レ ンス 編 


最適 な CONFIG.SYS を 作成 する た め に 必要 な 
CONFIG コ マン ド ・ デ バイ ス ド ラ イ バ の 使い 方 、 
また 、CONFIG 設 定時 の トラ ブル 対策 を 
リフ ァ レ ンス 的 に 解説 し ます 


人 @ 光 一 章 

CONFIG コ マン ド 一 覧 183 
@ 第 二 章 

MS-DOS デ バイ ス ド ラ イ バ 一 覧 199 
第 三 章 

その 他 の デバ イス ドラ イ バ 一 覧 221 
人 @ 第 四 章 

トラ ブル 対策 一 覧 249 





會 リフ ァ レ ンス の 構成 





コマ ンド また は デバ イス ドラ イ バ の 名 前 コマ ンド また は 
デバ イス ドラ イ バ 
トト レシ > シ 。 が 含ま れる 製品 名 
読み 方 | ィ ー エム エス ディ スク ・ ウス ー 双 Ver5| 





EMSDISK. SYS 


CGISE が YEZ あ 
コマ ンド また は デバ イス ドラ イ バ の 
FMS386.SYS で 確保 し た EMS メモ リト に 指定 し た 容量 の RAM ディ スク を 設定 


の 機能 と 用 途 . テ 
> gs コマ ンド の 概要 








DEVICE= [d:] [path] EMSDISK.SYS /K=nnnnnK 














各 オ ブシ ョ ン の 意味 
代表 的 な 使い 方 ーー ae 


RAM ディ スク に 2MB (2048KB) を 割り 当て る 
DEVICE=EMSDISK.SYS /K=2048K 


コマ ンド また は デバ イス ドラ イ バ 
に 関す る 説明 ーー>gw s 
RAM ディ スク と は 
RAM ディ スク と は メモ リ 上 に 作る ドラ イブ の こと で 、 ハ ー ド ディ スク な ど に 比べ 
て 高速 な を デー タ の 読み 者 き が 可能 で す 。98 シリ ー ズ で は 、RAM ディ スク は 接続 さ 
れ て いる ドラ イブ の 最 半 ドラ イブ 名 が 割り 振ら れ ま す 。 
EMSDISK.SYS は 史 ず EMS386.SYS より 後に 記述 し て くだ さい 。 ま た 他 の メー 


パラ メー タ 設定 内 客 
内 RAM ディ スク と し て 確保 する ナメ モリ 登 時 を KB 単位 で 指定 する 








カー の メモ リマ ネー ジャ と は 共存 で きま せん 。 





會 書式 の 記号 の 意味 
































記 号 意 味 

[] 省略 可能 な オプ ショ ン 
d: ドラ イブ 名 (た と えば B ド ライ ブ は 「B:」 と する ) 
path パス 名 (た と えば 「\D0S」 と する ) 

5 以降 の オプ ショ ン を 繰り 返し て 指定 可能 

n 任意 の 数 値 (nn な ら 2 桁 の 数 値 を 表す ) 

xly | x また は y を 指定 する - 





會 隠し オプ ショ ン の 使用 に つい て 

リフ ァ レ ンス 編 で は コマ ンド や デバ イス ドラ イ バ の 隠し オブ ショ ン (製品 マニ ュ ア 
ル に 記載 され て いな い 非 公開 オブ ショ ン ) に つい て も 解説 し て いま す 。 た だ し これ ら 
の オブ ショ ン は 、 そ の 性格 上 、 メ ー カ ー の 正式 サポ ー ト の 対象 に な り ま せん 。 

し た が っ て 、 こ 使用 の 際 に は 自己 責任 の も と 十分 な 注意 を 払っ て 行っ て くだ さい 。 
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第 1 章 


CONEFIG 
コマ ンド 一 覧 





DONFIGBY (コン ラ ィ クー シス) と は 、 IM- 
DOS の 動作 環境 を 設定 する た め の フ ァイル で す 
ここ で は NEC 版 の MS-DOS Ver.5.0A が 
提供 する 、1 1 個 の CONFIG.SYS コマ ンド を 
解説 し ます 


ブロ グラ ム 中 止 命令 の 実行 を 制御 する 


ブログ ラム 実行 中 に ブレ ー ク 信号 を 受信 し た と き 、 ど の レベ ル ま で 中 止 命令 を きか 
せる か を 設定 し ます 


証書 式 








BREAK=[ON | OFF] 





設定 内 容 
すべ て の DOS 機能 実行 時 に ブレ ー ク 信号 を チェ ッ ク す る 











画面 ・ ブ リン タ の 入出 力 時 に ブレ ー ク 信号 を チェ ッ ク す る (既定 値 ) 


調 使用 例 
@ BREAK 設定 を ON に する 
BREAK=ON 


本 解 説 
ヤブ プレー ク 信 号 と は 

ブレ ー ク 信号 と は MS-DOS の 機能 (ファ ンク ショ ン リ クエ スト ) を 実行 し て いる 
と き に 、 バ パソ コン か ら 送 る 中 断 命令 の こと を 言い ます 。98 シリ ー ズ で は ブレ ー ク 信 
な は cm 十 CI キー また は sw キー に 割り 振ら れ て いま す . 

「BREAK ON」 が 指定 され る と 、CPU は 常に ブレ ー ク 信号 を 監視 し ます 。 そ の 
分 、 い くら か は CPU に 負荷 が か か る 理屈 に な り ま す 。 特別 な 日 的 が な い 場 合 は 、OFF 
( 芝 定 値 ) の まま に し て お いた 方 が 賢明 で す 


中 断 で き な い ケー ス 

ブレ ー ク 信号 で ブロ グラ ム の 中 止 を 実行 で きる の は 、MS-DOS が 失 供 する 機能 
(ファ ンク ショ ン ) を 利用 し て いる と き に 限り ます 。 ま た アプ リケーション の ほとん 
ど は ブレ ー ク キー (Fml 十 |C」] キ ー) を 無効 に 設定 し て いま す 。 し た が っ て BREAK 
コマ ンド は MS-DOS コマ ンド 実行 時 の 中 止 を 制御 で きる 程度 の 効果 し か あり ませ ん 。 
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[ 


| バッ ファ ー ズ 


BUFFERS 








ち 放 4 ン /A や ルウ アル 4 の 人) と 2: か コ 


ディ スク を アク セス する 際 の 、 デ ー タ の 一 時 的 な 格納 エリ ア 「 デ ィ ス ク バ ッ フ ァ 」 
の 容量 を 設定 し ます 。 こ れ に より ディ スク の アク セス 回 数 を 減ら すこ と が で き 、 結 時 
的 に 高速 な デー タ 入 出力 を 実現 て きま す 。 


一 書式 





| BUFFERS=n[ , m] 





設 定 内 容 
ティ スク ハバ ッ フ ァ 数 を 1- 99 の 男 半 て て 指定 する ( 既 定 値 は 20) 








内 部 ッ フ ァ 数 を 1-8 の 男 囲 て 指 2 定 する る ( 巡 定 値 は 0) 





語 使用 例 
@ ディ スク バッ ファ を 26 に 設定 する 
BUFFERS=26 
@ 内 部 バッ ファ を 4 に 設定 する 
BUFFERS=26、4 


証 解 説 
マ BUFFERS の 仕組 み 

MS-DOS で は ディ スク の 読み 書き の 際 に は 必ず 「 入 出力 バッ ファ 」 と 呼ば れる 領 
域 に 一 時 的 に デー タ を 溜め ます 。 こ の 入出 力 バ ッ フ ァ が 満杯 に な る か 、 ま た は デー タ 
が 終了 し た と ころ で 、 ま と め て CPU に 送ら れ て 処理 され ます 。 

入出 力 バ ッ フ ァ が 小さ いと ディ スク アク セス の 頻度 が 高く な る た め に アク セス ヒー 
ド が 遅く な り 、 逆 に 大 きい と ディ スク アク セス の 回 数 が 減る 分 だ け 、 速 い ス ピー ド を 
実現 で きま す 。 


BRHEAK/BUFFEHS 785 


BUFFERS の 既定 値 
BUFFERS の 既定 値 は パソ コン の コン ベン ショ ナル メモ リ 容 量 に よっ て 異な り ま 
す 。 最 近 の パソ コン で は 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ は 640KB が 標準 実装 され て いま 
天 。 
コン ベン ショ ナル メモ リ 容 量 | 既定 値 コン ベン ショ ナル メモ リ 容 量 
512 








640 
768 











BUFFERS が 消費 する メモ リ 
「BUFFERS=1」 当 た り の メモ リ 消 費 は 、 バ パソ コン に 接続 され て いる ディ スク の 

うち 、 最 大 容量 の ディ スク の セク タ 長 に 20 バイ ト を ブラ ス し た 容量 に な る と 考え て 

よい で し ょ う (完全 に 同じ で は あり ませ ん )。 

ディ スク 容量 セク タ 長 













BUFFERS= 1 当たり の 消費 量 




























IMB^64MB 1024B 約 1044B 
65MB^128MB 2048B 約 2068B 
129MB<2047MB 512 また は 256B 約 1044B 





BUFFERS て 指定 し た ディ スク バッ ファ は コン ベン ショ ナル メモ リ 上 に 作成 され 
ます 。 し た が っ て BUFFERS の 値 を 多く 取り すぎ る と 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の 
空き 容量 が 小さ く な り ま す 。 む し ろ BUFFERS は 20-30 に 設定 し て お き 、 デ ィ ス ク 
キャ ッシュ (SMARTDRV.SYS な ど ) を 2MB-3MB に 設定 する 方 が 、 デ ィ ス クア 
クセ ス の 高速 化 と いう 点 で は 効果 的 で す 。 


内 部 バッ ファ と は 
内 部 バッ ファ (m) と は ディ スク バッ ファ () の 補助 タン ク の よう な 役割 を 持ち ま 
す 。 こ の 数 値 を 指定 し て お く と ディ スク バッ ファ (n) が 確保 する デー タ に 加え 、 そ 
の 先 の 連続 し た セク タ の デー タ を も 先読み し ます 。 つ まり ディ スク キャ ッシュ 
(SMARTDRV.SYS) の ミニ チェ ア 版 と いっ た 性 格 で す 。 デ ィ ス クア クセ ス を 高速 
化す る 手段 と し て 便利 で す 。 
SMARTDRV.SYS p.279 
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| デバ イス 


DEVICE 


デバ イス ドラ イ バ を メモ リ に 組み 込む 











テバ イス ドラ イ バ を MS-DOS に 組み 込み ます 。 通常 は コン ベン ショ ナル メモ リト 上 
に プロ グラ ム が 常駐 し ます 。 


本 書 式 





DEVICE=[d:][path] フ ァイル 名 [オプ ショ ン ] 











パラ メー タ 設定 内 容 
d:path | テバ イス ドラ イ バ の ある バス を 指定 する 








ファ イル 名 | デバ イス ドラ イ バ の ファ イル 名 を 指定 する 


オプ ショ ン | デバ イス ドラ イ バ ハバ 固有 の オブ ショ ン を 指定 する 








本 使用 例 
@ フリ ンタ 制御 ドラ イ バ を 組み 込む 
DEVICE=A:\DOS\PRINT.SYS /U 
@ モリ 設定 ドラ イ バ を 組み 込む 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=128 /UMB 


証 解 説 
ヤマ デバ イス トド ライ バ と は 

テバ イス ドラ イ バ と は 、 デ バイ ス (周辺 機器 ) と パソ コン と の デー タ の や り と り を 
制御 する ブロ グラ ム で す 。 ハ ー ド ウェ ア に も っ と も 近い レベ ル で デバ イス を 制御 し ま 
す 。 


ヤマ デバ イス ドラ イ バ の 取り 外し 方 法 

DEVICE コマ ンド で 組み 込む と 、MS-DOS が 起動 中 は デバ イス ドラ イ バ を 取り 外 
すこ と が で きま せん 。 取り外す に は CONFIG.SYS を 修正 後 、 リ セッ ト ボ タン を 押し 
て バ ソ コン を 再起 動 し て くだ さい 。 


DEVICE 78Z 


デバ イス ドラ イ バ を 自由 に 組み 込ん だ り 取 り 外 し た りす る に は 、ADDDRV/ 
DELDRV コマ ンド を 利用 し ます 。 た だ し ADDDRV/DELDRV コマ ンド は キャ ラク 
タ 系 デバ イス ドラ イ バ の み に 使 用 で きま す 。 デ バイ ス ド ラ イ バ に は ブロ ッ ク 系 デバ イ 
ス ド ラ イ バ (デー タ を ある まとまっ た 単位 で 処理 する デバ イス ドラ イ バ ) と 、 キ ャ ラ 
クタ 系 デバ イス ドラ イ バ (1 文字 単位 で 処理 を 行う デバ イス ドラ イ バ ) が あり ます 。 
p.705 


ヤマ デバ イス ドラ イ バ の 消費 メモ リ 

テバ イス トド ライ バ は 1 つう 組み 込む ご と に 、 そ れ ぞ れ 必 要 な スモ リ を 消費 し ます 。 し 
た が っ て 不 必要 な デバ イス ドラ イ バ を CONFIG.SYS に 残し て お く と 、 メ モリ の 浪費 
に な り ま す 。 下 に が す 表 は 標準 的 に 組み 込ん た 場合 の 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の 消 
費 量 で す 。 





4MS-DOS Ver.5.0A の デバ イス ドラ イ バ の メモ リ 消費 量 


デバ イス ドラ イ バ デバ イス ドラ イ バ 
HIMEM.SYS FONT.SYS 
EMM386.EXE PRINT.SYS 
NECAIKI.DRV MOUSE.SYS 














NECAIK2.DRV SETVER.SYS 
SMARTDRV.SYS RSDRV.SYS 
KKCFUNC.SYS GRAPH.SYS 























※ 単 位 (バイ ト ) 


ヤバ ス 指定 に つい て 2 
CONFIG.SYS に 「DEVICE=A:\DOS\MOUSE.SYS」 と 記述 し た 場合 は 、 実 際 
に 「A:\DOS」 に 「MOUSE.SYS」 と いう デバ イス ドラ イ バ が な いと エラ ー に な り 
ます 。DEVICE コマ ンド の バス 指定 どおり に デバ イス ドラ イ バ が 存在 する か どう か 
を 、 あ ら か し め 確 認 す る 必要 が あり ます 。 
DEVICEHIGH p.7S9 
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デバ イス ハイ | 





DEVICEHIGH 


デバ イス ドラ イ バ を UMB へ 組み 込む 





テバ イス ドラ イ バ を UMB (アッ バー メモ リブ ロッ ク ) へ 組み 込み ます 。 


証書 式 
| 
1 . DEVICEHIGH= [d: ][path] フ ァイル 名 [オプ ショ ン ] 
TI. DEVICEHIGH Size=nnnn [d:][path] フ ァイル 名 [オプ ショ ン ] 














パラ メー タ | 
| 


d:path テバ イス ドラ イ バ の ある バス を 指定 する 








ファ イル 名 | デバ イス ドラ イ バ の ファ イル 名 を 指定 する 
る 


オプ ショ ン | テバ イス ドラ イ バ の オブ ショ ン を 指定 す 


間 座 | あら か じ め UMB に 確保 する モリ 容量 を 16 進数 で 指定 する 








証 使 用 例 
@ ブ リン タ 市 御 ドラ イ バ を UMB に 組み 込む 
DEVICEHIGH=A:\DOS\PRINT.SYS /U 
@ あら か し め 24KB の メモ リ を 確保 し て か ら 組 み 込 む 
DEVICEHIGH Size=5FFO A:\DEV\TESTA.DRV 


証 解 説 
DEVICEHIGH の 特徴 p.59 
DEVICEHIGH で 指定 し た デバ イス ドラ イ バ は UMB 上 に 常駐 され る の で 、 結 果 
的 に コン ベン ショ ナル メモ リ を 節約 する こと が で きま す 。 た だ し 、 指 定 し た デバ イス 
ドラ イ バ を 常駐 させ る た め に 必要 な メモ リ が UMB に な い 場 合 は 、 自 動 釣 に コン ベ 
ン シ ョ ナ ル メ モリ に 常駐 され ます 。 こ の と き UMB に 常駐 で きた か どう か の メッ セー 
ジ は 表示 され ませ ん 。 そ れ を 確認 する に は メモ リ 表 示 ユ ー テ ィ リ ティ (VMAP・ 
MEM・MSD な ど ) で 調べ る より 方 法 は あり ませ ん 。 
和 g 圏 DEVIEE p.7SZ DOS p ヵ .790 


DEVICEHIGH 7899 








ド ス 


@HMA へ MS-DOS シス テム の 一 部 を ロー ド す る 


MS-DOS シス テム の 一 部 を HMA ヘ ロ ー ド (配置 ) し た り 、UMB の 使用 許可 を 設 
定 し ます 。 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ を 広く 使う た め の コ マン ド で す 








証書 式 





I. DOS=[HIGH | LOW, ] {UMB | NOUMB) 
| II. DOS={(HIGH | LOW, ) [UMB | NOUMB] 


































パラ メー タ 設定 内 容 

HIGH | MS-DOS の 一 部 を HMA へ ロー ド す る ー 
LOW HHMA を 使用 し な い (既定 値 ) - 
UMB | UMB の 使用 を 許可 する 








UMB を 使用 し な い (既定 値 ) 





NOUMB 


主 使 用 全 
@HMA スモ リ へ MS-DOS の 一 部 を ロー ド す る 
DOS=HIGH 
@ 後 合 指定 する 
DO0S=HIGH.UMB ューーーー HMA/UMB を 使用 する 


DO0S=HIGH、NDUUMB ーーー HMA の み を 使用 する 


誤 


右 解 
DOS コマ ンド の 用 途 
HIGH オブ ショ ン を 設定 する と 起動 時 に MS-DOS の 一 部 (カー ネル 部 ) が HMA 
へ ヘ ロー ド さ れ 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ は 約 60KB 広く な り ま す 。 ま た UMB オブ 
ショ ン は UMB の 使用 許可 を 与え る も の で す 。 実際 に モリ マネ ー ジ ャ で UMB を 
確保 し て いな いと 、UMB オブ ショ ン の 設定 は 機能 し ませ ん , 
随 較 ~EMM386.EXE p.207 DEVICEHIGH p.789 
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| 之 ジー 尼 王 エボ 





FCBS 


@FOB で 同時 に オー プン で きる ファ イル 数 を 指定 する 





FCB (ファ イル コン トロ ー ル ブロ ッ ク ) 方 式 を 使っ て 同時 に オー プン で きる ファ イ 
ル 数 を 指定 し ます 。 FCB は MS-DOS Ver.2.11 以前 で 使用 され て いた 古い 方 式 の ファ 
イル オー プン 規格 で す 


本 書式 








FCBS=n 


















設定 内 容 


同時 に オー ブン で きる ファ イル 数 を 1-255 の 範囲 で 指定 (既定 値 は 








証 使用 例 
@ [時 に 20 個 の ファ イル を 使用 で きる よう に 指定 する 
FCBS=20 


占 解 説 
FCB の 用 途 

FCB (File Control Block standard) 方 式 で ファ イル を オー ブン する の は 、MS 
DOS Ver.2.11 以前 に 作ら れ た 一 部 の アプ リケーション の み で 、 現 在 で は 対応 し て い 
る アブ リケーション は ほとん ど あ り ま せん 。 通常 は ブフ ァイル ハン ドル 方 式 (FILES 
コマ ンド ) を 使用 し ます 。 


ヤメ モリ を 有効 利用 する 

FCBS は 設定 値 1 当たり 約 48 バイ ト を 消費 し ます 。 証 い ア ブリ ケー ショ ン と の 互 
換 性 が 問題 に な ら な い 限 り 、 こ の FCBS は 最低 値 の 1 に 設定 し 、 モ リ を 節約 する 
と まま ば で し よう 。 


FCBS=1 


FILES p ヵ .792 


DO8S/FCBS 797 














@ 同 時 に オー プン する ファ イル 数 を 設定 する 


ファ イル ハン ドル 方 式 を 使っ て 、 同 時 に オー ブン で きる ファ イル 数 の 最大 値 を 設定 
し ます 


証書 式 





| FILES=n 





設定 内 容 
同時 に オー ブン で きる ファ イル 数 を 8-255 の 範囲 で 指定 (既定 値 は 8) 








証 使 用 例 
@ 同時 に 30 個 の ファ イル を オー ブン で きる よう に する 
FILES=30 


本 解説 
ヤ フ ァ イル ハン ドル 方 式 と は 

MS-DOS は 起動 時 に 指定 され た FILES 値 の 数 だ け 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ に 
ファ イル テー ブル を 確保 し ます 。 ア ブリ ケー ショ ン は ファ イル を オー ブン (ファ ンク 
ショ ン リ クエ スト の 2FH-60H を 使用 ) する 際 に 、 こ の ファ イル テー ブル を 使用 し て 
ファ イル 操作 を 行い ます 。 こ の ファ イル テー ブル を 使用 する と き に MS-DOS が 与え 
る 番号 を 「 フ ァイル ハン ドル 」 と 言い ます 。 同 じ フ ァイル オー ブン で も 、FCBS コマ 
ンド は ファ イル コン トロ ー ル ブロ ッ ク カ 式 を 使っ て いま す 。 現在 で は FILES コマ ン 
ド を 使用 する の が 一 般 的 に な っ て いま す 





使用 時 の 注意 点 
Windows3.1 で は 、 最 低 で も FILE 値 に は 30 以上 を 指定 し な いと 起動 で きま せん 。 
ACCESS を イン スト ー ル する と 100 が 自動 指定 され ます 。 な お 、「FILES=1」 当 た 


り の メモ リ 消 費 量 は 約 54 バイ ト て す 。 意 味 も な く FILES 値 を 多く する と モリ の 
浪 費 に つなが リ り ます 。 
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イン ジン ストール 











INSTALL 


Ei だ ウル ョ レル ンプ て: @18」 ド | コ [CI ここ 2 と 2 ん 





起動 時 に TSR (常駐 型 ブ ログ ラム ) を コン ベン ショ ナル メモ リ に 組み 込み ます 。 起 
動 時 に 1 回 だ け 実 行 す れ ば よい よう な TSR を 指定 し ます 。 


証書 式 





INSTALL=[d:][path] フ ァイル 名 [オプ ショ ン ] 











バ パラメータ 
d:path 常駐 型 ブ ログ ラム の ある バス 名 を 指定 する 








ァイル 名 | 常駐 型 ブ ログ ラム の ファ イル 名 を 指定 する 











オプ ショ ン | ブロ グラ ム 固 有 の オブ ショ ン を 指定 する 


一 使 用 例 
@ 常駐 型 ブ ログ ラム を 組み 込む 
INSTALL=A:\D0S\MOUSE.EOM ューーー- MOUSE コマ ンド 
INSTALL=A:\DOS\FASTOPEN.EXE A:80 B:100 テーーー FASTOPEN コマ ンド 


本 解 説 
使用 時 の 注 Se 

INSTALL コマ ント 実行 時 に は 、 次 の 点 に 注意 が 必要 で す 。 
ノ TSR の 解放 は 不可 

INSTALL コマ ンド で 組み 込ん だ TSR は 、 コ マン ドラ イン か ら 解 除 (常駐 し た 
モリ の 開放 ) で きま せん 。 し た が っ て 、 不 必要 な TSR を INSTALL コマ ンド で 組み 
込む と モリ の 浪費 に な り ま す 

ノ 指 定 で き な い TSR 

組み 込む と き に 環境 変数 を 参照 する タイ ブ の TSR は 、 正 0 : 和 を し な い 場 合 が 
あり ます 。 こ れ は CONFIG.SYS は AUTOEXEC.BAT より も 先 に 展開 され る た め 、 
AUTOEXEC.BAT で 設定 する 環境 変数 を 参照 で き な い た めで す 。 た と えば 「 で すく 
きっ と 」( ま つも と ) が それ に 該当 し ます 。 
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ラス トド ライ ブ 


LASTDRIVE 


@ ア クセ ス で きる 最終 ドラ イブ 名 を 指定 する 











トワ ー ク また は SUBST コマ ンド て 使用 する 仮想 ドラ イブ の 、 最 終 ド ライ ブ 








設定 内 容 


| 最終 ドラ イブ 名 を A-Z の 範囲 で 指定 する (既定 値 は E) 











証 使用 例 
@ 生 終 ドラ イブ を 指定 する 
LASTDRIVE=H ユーーー 日 ド ライ ブ 
LASTDRIVE=G ーー G ド ライ ブ 


証 解 説 
LASTDRIVE の 特徴 

LASTDRIVE コマ ンド は ネッ トワ ー ク また は 仮想 ドラ イブ を 使用 する 以外 は 使用 
し ませ ん 。 此 定 値 は E ドラ イブ に な っ て いま す が 、 実 ドラ イブ が 「E」 よ り 多 い 場 合 
は 、 接 続 さ れ て いる 最終 ドラ イブ が 最終 値 に た な り ま す 。 ま た 、 実 際 の ドラ イブ 構成 よ 
リ 小 さ な ド ライ ブ 番 号 を LASTDRIVE コマ ンド て 指定 する と 、 実 際 の ドラ イブ 構成 
の 方 が 俊 先 され ます 


ヤ 消 費 す る メモ リ 

LASTDRIVE 値 の 1 ドラ イブ 当たり 約 88 バイ ト の コン ベン ショ ナル メモ リ を 消 
費 し ます 。 し た が っ て 仮想 ドラ イブ を 使用 する 場合 に は 、 必 要 最 低 限 の 値 に 設定 し な 
いと メモ リ を 浪費 し ます 
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@COUINFIG.SY8 中 に 注釈 文 を 記述 する 


CONFIG.SYS の 任意 の 行 に 、 処 理 へ の 影響 が な い コ メン ト (注釈 文 ) を 記述 し ま 
す 。 














請 使 用 例 
@ 既存 の CONFIG.SYS コマ ンド を 和 無効 に する 
DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=244 /UMB ーー 修正 前 
REM DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE /P=244 /UMB ューーーー 修正 後 
@ 設定 内 容 の 忘 味 を モ 書 きす る 


REM ===== 一 太郎 Ver.5 専用 の COUNFIG.SYS ====== 


本 解説 
ヤマ REM コマ ンド の 用 途 
MS-DOS は 起動 時 に CONEFIG.SYS の 中 に REM コマ ンド を 発 


を する と 、 そ の 行 
は コメ ント 行 と 解 航 し ます 。 こ の 機能 を 利用 し て コメ ント を 書き 込む と 、CONFIG. 
SYS は 格段 に 見 や すく な リ ま す 

また REM コマ ンド は 既存 の CONFIG コマ ンド の 先頭 に 書き 込む こと に よっ て 、 
その 機能 を 一 時 的 に 停止 させ る 使い 放 が あり ます 。 コ マン ド の オブ ショ ン を いろ いろ 
と 試行 錯誤 する と き に 使 刊 で す 。REM コマ ンド の 行 は 10 行 あ っ て も 100 行 あ っ て 
も 、 メ モリ は いっ さい 消費 し ませ ん 。 


。 
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シェ ル | 


コマ ンド プロ セッ サ を 指定 する 


MS-DOS が 使用 する コマ ンド ブロ セッ サ (シェ ル ブ ロ グラ ム ) を 指定 し ます 。 








し 半 : 因 








| SHELL=[d:][path] プ ログ ラム 名 [オプ ショ ン ] 


パラ メー タ 








プロ グラ ム 名 | 』 マ ンド ブロ セッ サ 名 を 指定 する (既定 値 は \COMMAND.COM / 





オフ ショ ン コマ ンド ブロ セッ サ の オブ ショ ン を 





証 使用 例 

@COMMAND.COM の 再 ロ ー ド 先 を 指定 する 
SHELL=A:\CUMMAND.COM A:\ /P 
SHELL=B:\DOS\COMMAND.COM B:\DOS /P 

@ 環境 変 表 エリ ア を 1024 バイ ト に 拡大 する 
SHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P /E:1024 

@ 中 動 時 に AUTOEXEC.BAT を 実行 し な いよ うに する 
SHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P /D 


証 解 説 
ヤマ コマ ンド プロ セッ サ と は 

] マ ンド ブロ セッ サ と は キー ボー ド や アプ ブリ ケー ショ ン か ら の 命令 を 受け 付け て 
MS-DOS 本 体 へ 翻訳 し て 伝え る ブロ グラ ム で す 。MS-DOS の 最初 の 設計 段階 で は 、 


+ー ザ ー が 自在 に コマ ンド ブロ セッ サ を 取り 替え られ る よう に 考え て いた よう で す 。 
し か し 事実 上 、 コ マン ドブ ロ セ ッ サ は MS-DOS に 付属 する COMMAND.COM し か 
あり ませ ん 。 

] マ ンド ブロ ン ブ ト を 表示 し た リ 、 入 力 さ れ た コマ ンド を MS-DOS シス テム に 伝 
え 、 そ の 結果 を 画面 に 表示 し た りす る の は 、 す べ て COMMAND.COM が 行っ て い 
ます 
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ヤ COMMAND.COM の オプ ショ ン な か 27 

SHELL コマ ンド 自体 に は 、 コ マン ドブ ロ セ ッ サ 名 を 指定 する 以外 は 特別 な オブ 
ショ ン は あり ませ ん 。/P や / 尼 な ど は COMMAND.COM の オブ ショ ン で す 。 
COMMAND.COM は 次 の よう な オプ ブ プション が あり ます 。 


一 書 式 





COMMAND [[d:]path][CTTY デバ イス 名 ] [/E: 環 境 エ リア 容量 ] 
[/P][/C[path] コ マン ド ][/MSG] 








設定 内 容 
COMMAND.COM の 再 ロ ー ド する 場合 の バス 名 を 指定 する 
コマ ンド 入出 力 を 行う デバ イス 名 を 指定 する 
設定 する 環境 変数 エリ ア の 容量 (バイ ト 単 位 ) で 指定 する 














COMMAND.COM か ら の 抜け 出し を 付 止 する 

了 チ ブ ロ セ ス で 実行 する コマ ンド を 指定 する (実行 後に 復帰 ) 
COMMAND の エラ ー メ ッ セ ー ジ を すべ て モリ に 演 させ る 
AUTOEXEC.BAT を 実行 し な い 

















環境 変数 エリ ア 設定 の コツ 

/E オブ ショ ン は 環境 変数 エリ ア (既定 値 は 256 バイ ト ) の 大 き さ を 変更 する た め の 
も の で す 。 バ ッ チ ブロ グラ ム な ど で 多 く の 環 境 変数 を 使用 する 場合 の み に 使用 し ます 。 
環境 変数 エリ ア は 必ず 16KB 単位 で 増減 する の で 、16 の 倍数 で 指定 する と モリ を 
効率 的 に 使用 で きま す 。 環 境 変数 エリ ア を 大 きく し すぎ る と 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ 
リ を 圧 近 する の て 、 必 要 容 量 だ け を 指定 し て くだ さい 。 
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第 2 音 


MIS-DOS 
デバ イス ドラ イ バ 一 覧 





ここ で は 、NEC 版 MSB-D0S Ver.5.0A が 提 
供する 、1B 個 の デバ イス ドラ イ バ に つい て 解説 
し ます 

デバ イス ドラ イ バ 人 バ と は 、DEVICE (また は 
DEVICEHIGH) コマ ンド で 、CONFIG.SY8 
に 登録 する プロ グラ ム で す 











@ 15 ピッ トマ シン で EMS メモ リ を 使用 する 





ハバ ハード ウェア EMS ボー ド ( 王 に 16 ビッ ト CPU 搭載 の バ パソ コン て で 使用) を 使用 す 
る パソ コン で 、EMS メモ リ を 使用 どき る よう に し ます 


証書 式 





DEVICE=[d:][path]EMM.SYS [/P= ペ ー ジ 数 ] 
[/F= フ レー ム ア ド レス ][/H= ハ ンド ル 数 ] 









ミル = っ 


設定 内 容 
| 確 代 ょ する EMS7 ペー ジ 数 を 指定 する (1 ベ - ジ は 16KB) 


物理 ペー ジ の 上 用 始 ア ド し ス を 指定 する 















己 | 等 


LMS ア クセ ス 用 の ハン ド ル 数 を 1 一 255 の 範 半 て C 指 2 定 する (既定 値 は 64) 










証 使用 例 
@2048SKB (16KB※128 ペー ジ ) の EMS メモ リ を 確保 する 
DEVICE=EMM.SYS /P=128 
@EMS ペー ジフ レー ム を D000 に 移動 する 
DEVICE=EMM.SYS /F=DOO0 


証 解 説 
ママ EMM.SYS の 用 途 

EMM.SYS は 下 に 16 ビッ トマ シン の 拡張 スロ ッ ト に 挿入 する EMS 専用 ボー ド を 、 
EMS み メモリ と し て 使用 する た め に 使い ます 。 こ の FEMS 専用 ボー ド は EMS ペー ジ 
の 切り 天 え を ボー ド 自 身 が 行う た め 、「 ハ ー ド ウェ ア FEMS」 と 呼ば れ て いま す 。 

な お EMM.SYS は 、32 ビッ トマ シン の ブロ テク トメ モリ を EMS メモ リ と し て 使 
用 する こと も で きま す 。 し か し この 場合 は UMB メモ リ を 確保 で き な い の で 、 せ っ 
か く の メ モリ 資源 が 有効 に 利用 で きま せん 。 し た が っ て i80386 以上 の CPU を 積ん だ 
バ ソ コン を 使用 する 場合 は 、EMM386.EXE を 使用 し て くだ さい 

剛 廊 ~EMM386.EXE p.207 HIMEM.SYS p.206 
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| イー エム エム 386・ イ グ ゼ 








EMMS38G.EXE 





どら ビッ トマ シン で XMS メモ リ を 使う 


HIMEM.SYS か ら も らい 受け た ブロ テク トメ モリ を 、EMS メモ リ や UMB メモ 
リ と し て 使用 で きる よう に し ます 。NEC 版 は VCPI/DPMI 規格 に は 未 対 応 で す 。 


証書 式 








DEVICE= 


[d:][path]EMM386.EXE [/M= メ モリ サイ ズ | /P= ペ ー ジ 数 ] 
[/F= フ レー ム ス タ ー ト [- フ レー ム エ ン ド | [/D] | [/U]] 
[/L[= ロ ー エ スト フレ ー ム スタ ー ト 」]][/ に mmmm-nnnn」] 
[/E=mmmm-nnnn][/UMB][/NOEMS ] 

[/A= 高 速 代 替 マ ッ プ レジ スタ 数 ][/H= ハ ンド ル 数 ] 

[ /T=[d:][path]EXTDSWAP.SYS][ /MOVEHDBIOS」 








パラ メー タ | 


設定 内 容 





/M 





/P 


確保 す する EMS 容量 を 16KB-32768KB の 範囲 で 指定 する 
確保 す する EMS ペー ジ 数 を 1-2048 の 範囲 で 指定 する 





/F 


| 物理 ベー ジ の アド レス 範囲 を 指定 する (既定 値 は /F=C000-DFFF) 





/D 


物理 ベー ジ を 下 半 分 (2 ベ ページ) だ け 人 確保 す る 





/U 


物理 ベー ジ を 上 半分 (2 ペー ジ ) だけ 確保 する 





/L 


ラー ジ ペ ー ジ EMS モー ド を 指定 する 。 開 始 セ グ メ ント を 指定 す る 場合 
は 1000-4000 の 範囲 で 指定 する (既定 値 は 4000) 





/UMB 


UMA の 空き 領域 U MB に 割り 当て る 





/NOEMS 


ENIS モリ を 使用 人 \ 目 し 、 UMB の み を 使用 する 








AA 
/H 


因 


隠し パラ メー タ | 


| 高 加代 f 味 マ ツ ワレ ジス ク を 0-254 1 の 細 囲 て て 指定 する (既定 値 は 7) 
| ハン ド ドル 数 を 2~ 254 の 範囲 て 指定 す ( 蛇 定 値 は 64) 
撤 岩 タ ス ク スワ ッ 機能 を 組み 込む ( (MS DOS Ver. 50A 以 より) 


設定 内 容 





/E 


UMB 唄 域 に 割り 当て C は な ら な い 領 城 指定 す る 





/ 


| 
拡張 ROM 上 リア に 強 制約 に UMB 領域 を 割り 当て る 








/MOVEHDBIOS 





HDD の ROM アド レス を 移動 し UMB を 広く する 


EMM.SYS/EMMd8B.EXE 207 


本 使用 例 

@2048SKB の EMS メモ リ を 確保 する 
DEVICE=EMM386.EXE /M=2048 ューーー- サイ ズ て 指定 し た 場合 
DEVICE=EMM386.EXE /P=128 =ーーー- ペー ジ て で 指定 し た 場合 

@EIMS 物理 ベー ジ の 開始 アド レス を 変更 する 
DEVICE=EMM386.EXE /P=128 /F=BOOO-BFFF 

@UMB を 使用 で きる よう に する 
DEVICE=EMM386.EXE /UMB 

@EMS スモ リ を 人 不 使用 に する 
DEVICE=EMM386.EXE /NUEMS 

@EMS 上 て 使用 する ハン ドル 数 の 最大 値 を 50 に 設定 する 
DEVICE=EMM386.EXE /P=64 /H=50 

@ CO000-CFFF に UMB に 割り 当て な いよ うに する 
DEVICE=EMM386.EXE /UMB /E=C000-CFFF 

@ 高速 マル チタ スク 環境 の た め の 代 替 レ ジス タ 数 を 10 に 指定 する 
DEVICE=EMM386.EXE /A=10 
※ ん A=] 当たり 00 バイ ト の メモ リ を 消費 

@KROM BASIC 領域 (E800-F4FF) に UMB メモ リ を 強制 的 に 割り 当て る 
DEVICE=EMM386.EXE /UMB /|=E800-F4FF 

@ ハー ド デ ィ スク BIOS を 移動 し 、UMB を で きる だ け 広 くす る 
DEVICE=EMM386.EXE /UMB /MOVEHDBIOS /|=D0OO-DFFF 

@ 拡 款 タス クス ワッ ププ 機能 を 組み 込む (MS-DOS Ver.5.0A の み ) 
DEVICE=EMM386.EXE /P=128 /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 


証 解 説 
マ EMM386.EXE の 用 途 

EMM386.EXE は HIMEM.SYS が 確保 し た ブロ テク トメ モリ を XMS 規格 に 準拠 
し て 、EMS メモリ や UMB メモ リ に 割り 振り ます 。HIMEM.SYS と EMM386.EXE 
は MS-DOS Ver.5.0 の メモ リ 管 理 の 中 心 と な る デバ イス ドラ イ バ で す 。 マ イク ロ ソ 
フト 版 て は EMM386.EXE は VCPI 規格 に 対応 し て いま す が 、 残 念 な が ら NEC 版 で 
は 非 対 応 に 改変 され て いま す 。NEC 版 の EMM386.EXE を SYMDEB コマ ンド で 
VCPI 規格 対応 に 改造 する こと も で きま す 。 し か し 必ず し も VCPI 完全 対応 に な る わ 
け で は な く 、 一 部 で は 動作 が 不安 定 に な る な どの 症状 が 報告 され て いる の で 、 お 勧め 
て で きま せん 。 
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UMB の 使用 p.790 

/UMB を 指定 する と EMM386.EXE は 自動 的 に UMA か ら 空 き 領域 を 探し て 、 
UMB と し て 確保 し ます 。 た だ し CONFIG.SYS に 「DOS=UMB」 と 記述 し な いと 、 
実際 に 使え る よう に は な り ま せん 。 


拡張 タス クス ワッ プ 機 能 に つい て 

MS-DOS Ver.5.0 付属 の DOS シェ ル で は タス クス ワッ プ 時 に 画面 が 真っ 黒 に な っ 
た り 、 タ スク スワ ッ プ 先 で の ADDDRV/DELDRV コマ ンド が 使用 で き な い な どの 
不具 合 が あり まし た 。MS-DOS Ver.5.0A で は これ ら 諸 問題 を 解決 する た め に 、 拡 張 
スワ ッ プ ファ イル 「EXTDSWAP.SYS」 を /T オブ ショ ン て 指定 て きる よう に な っ 
て いま す 。EMS を 1 ベ ページ (16KB) 消費 し ます が 、DOS シェ ル を 使用 する 場合 は 必 
ず /T を 使用 し て くだ さい 。 


YEMM386.EXE を 使用 する た め の 環境 を) 

EMM386.EXE は i80386 以上 の CPU を 搭載 し た マシ ン の みて 使用 可能 で す 。 ま た 
EMS メモ リ を 設定 する に は 最低 272KB (論理 ベー ジ 17 ベー ジ 分 ) の EMS メモ リ が 
確保 で き な い と 使用 する こと が で きま せん 。 

な お 、EMM386.EXE は HIMEM.SYS より 後 の 行 に 記述 し な けれ ば な り ま せん 。 
また FEMM386.EXE を DEVICEHIGH コマ ンド て 登録 し た り 、DEVICEHIGH コマ 
ンド を EMM386.EXE より 前 の 行 で 使用 で きま せん 。 


YEMS 設定 の 変更 に つい て を 9 

アブ リケーション の 中 に は 、 一 太郎 Ver.3/ 花 子 Ver.2/Zs STAFF KiD98 Ver.3 
な どの よう に EMS ベー ジフ レー ム が CO0000-CFFFF に な いと 正常 に 動か な いも の 
が 多く あり ます 。 ま た ラー ジ ベ ペー ジ EMS モー ド て 動く アプリケーション は 現在 で は 
ほとん ど 存 在 し ませ ん 。 し た が っ て /F、/D、/U、/L な どの オブ ショ ン は 、 既 存 の 
アブ リケーション が 動く か どう か を 十分 注意 し て か ら お 使い くだ さい 。 

な お 、/F、/M、/P な どの EMS に 関す る オブ ショ ン が 指定 され て いて も 、/NOEMS 
オプ ブ プション が ある と それ が 俊 先 され ます 。 

DOS p.79 の 0 HIMEM.SYS p.206 EMM.SYS p.200 


EMM38B.EXE 20 ぅ 





フォ ント ・ シ ス 


FONT.SYS 


人 @ 文 字 フ ォ ン ト を 拡大 / 縮 小 し て アプ リケーション に 渡す 














バ ソ コン 内 誠 の 漢字 ROM また は マル チ フ ォ ン ト ROM ボー ド (別売 ) か ら 取 得 し 
た 文字 フォ ント パタ ー ン を 拡大 / 縮 小 し て 、 ア プリ ケー ショ ン に 渡し ます 





















設定 内 容 


/M | ROM か ら 受 け 取 る フォ ント の ドッ ト サ イ ズ を 最大 値 を 指定 する 


















| X 軸 方 向 の ドッ ト 数 (既定 値 は 40)。 マ ル チ フ ォ ン ト ROM ボー ド 実 装 時 は 
8~-400、 非 実装 時 は 8-40 か ら 指 定 す る 






mmm 









| Y 軸 方 向 の ドッ ト 数 (既定 値 は 40)。 マ ル チ フ ォ ン ト ROM ボー ド 実 装 時 は 


| 8-400、 非 実装 時 は 8-40 か ら 指 定 する 





Tnn 












常駐 メモ リ の 一 部 を EMS メモリ ヘ ロ ー ド する 








調合 用 例 


@ フォン トド ライ バ を EMS に 登録 する 


DEVICE=FONT.SYS /E 
@ 又 字 フォ ント の 最大 値 を 縦 400、 横 400 ドッ ト に 指定 する 

DEVICE=FONT.SYS /M (400.400) 
証 解 説 
ヤマ FONT.SYS の 実用 性 

FONT.SYS は マル チ フ ォ ン ト ROM を 実装 し た バ パソ コン で 、 様 々 な 書体 ・ サ イズ 
の 文字 を 表示 ・ 出 力 す る た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 現在 で は FONT.SYS に 対応 
し た アフ リケーション は ほとん ど あ り ま せん 。 ま た Windows が 並 及 し て いる 現在 と 
な っ て は 、FONT.SYS は ほとん と 使用 価値 は あり ませ ん 。 な お 、FONT.SYS が 取 
侍 し た パタ ー ン デー タ を GVRAM (画像 デー タ 表 示 用 の モリ) に 出力 する に は 、 グ 
ラフ ィ ッ クト ドラ イ バ (GRAPH.SYS) を CONFIG.SYS に 登録 し て お く 必 要 が あり ます 。 
随 較 の 32、p.203 
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| ダラ カ ・ 」 





GRAPH SYS 


(シル アア 太 合 EE に 所 3 に JEKGic に そこ だ さら 】 に きつ 





アブ リケーション へ 、 円 張 や 直線 な どの グラ フィ ッ ク 捕 画 機能 を 提供 し ます 。 


証書 式 





1 . DEVICE=[d:][path]GRAPH.SYS 
II. DEVICE=[d:][path]GRAPH.SYS /F=GRP_H98.LIB [/E] 


※THI の 書式 は P-H ヨ B シリ ー ズ で の み 使 用 可能 








設 定 内 容 
グラ フィ ッ ク ラ イ ブラ リ を 指定 する る (PC-II98 シリ ー ス 使用 時 ) 
常駐 スモ リ の - - 部 を EMS ヘ ロ ー ド する (PC-H98 シリ ー ス 使用 時 ) 














証 使用 例 
@98 シリ ー ズ へ 登録 する 
DEVICE=GRAPH.SYS 
@PC-H98 シリ ー ズ へ の 登録 
DEVIEE=GRAPH.SYS /F=GRP_H98.LIB /E 


丁 解 説 
マ GRAPH.SYS の 実用 性 

GRAPH.SYS は 円 統 ・ 入 形 ・ 直 線 な ど 等 本 了 する た め の ブ ログ ラム の 集合 体 で す 。 
アブ リケーション が これ を 利用 する こと て 、 自 身 り ブロ グラ ム を シン ブフ DAM ます 
し か し 現在 で は 、GRAPH.SYS に 対応 し た アブ リケーション は ほとん ど あ り ま せん 。 


マヤ グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ の 格納 場所 

98 シリ ー ズ て 使用 する 場合 は グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ 「GRAPHL.LIB」、PC-H98 
シリ ー ズ で の 場合 は 「GRP_H98.LIB」 が 、 力 レン トディ レク トリ また は GRAPH.SYS 
と 同じ ディ レク トリ に 格納 され て いな けれ ば な り ま せん 。 
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| ハイ メ ム ・ シス 


ウル ョ レン 4 に ゆあ. も コリ クル: 人 .4/ に ゆあ. と コリ FlPkd 3 っ 1 


7 ガロ テク トス モリ を XMS 規格 て 活用 で きる よう に 管理 し ます (80286 以上 の バ ソ 
1] ン て の み 使 用 可能 )。 こ れ に より EMM386.EXE が 使用 で きる よう に な り ま す 





証書 式 





DEVICE=[d: ][ path]HIMEM.SYS [/HMAMIN=mm ] 
[ /NUMHANDLES=nnn ] 















パラ メー タ | 設定 内 容 

















| /HMAMIN | HMA の 使用 領 寺 0-63KB の 範囲 て に 指 2 定 する ( ( 既 定 値 は 0) 
/NUMHANDLES EMB の 使用 ハン ド ル 数 を 1-128 の 範囲 て 指定 す る ( 既 : 定 値 は 32) | 
一 使用 例 


@ HIMEM.SYS を 登録 する 
DEVICE=HIMEM.SYS 

@40KB り 上 の 使用 求 が あっ た と き HIMA を 胃 け 渡 す 
DEVICE=HIMEM.SYS /HMAMIN=40 


証 解 説 
HMA の 使用 許可 (/HMAMIN) 

HMA は 1 う の ブ ログ ラム で し か 使用 で きま せん 。/HMAMIN は 複数 の ブロ グラ 
ム が HMA を 使用 し よう と し た 場合 、 指 定 容量 以上 の 使用 婦 求 が あっ た ブロ グラ ム 
に 対し て 使用 許可 を 与え ます 。 此 定 値 0 は 最初 に 使用 要求 を 発し た ブロ グラ ム を 無 条 
件 に 優先 する 指定 で す 。 通 常 は 「DOS=HIGH」 で MS-DOS シス テム を ロー ド し ます ., 
マハ ンド ル 数 の 設定 (/NUMHANDLES) 

ハン ドル と は 各 ア ブリ ケー ショ ン が EMB を 使用 する 際 に 、 重 複 使用 を 避け る た め 
に 与え られ る 蔵 別 番号 で す 。 通 常 は 既定 値 (32) の まま で か まい ませ ん が 、 こ の 数 値 
を 減ら す と コン ベン ショ ナル メモ リ を 1 当たり 6 バイ ト 節 約 で きま す 。 

EMM386.EXE p.207 
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| テイ ケイ シー ファ ンク ・ シ ス 


KKCFUNC.SYS 
@M5-DOS Ver.5.0 対応 FEP の 動作 を 支援 する 


MS-DOS Ver.5.0 対応 の FEP (日 本 語 変換 ブロ グラ ム ) の 人 各種 動作 を 監視 / 支 援 し 
ます 。 複数 の FEP の 登録 また は 複数 の タス ク か ら の FEP 起動 が で きる よう に な り 





DEVICE=[d: ][path]KKCFUNC.SYS 





証 使用 例 
@ ATOKS の 先頭 に 登録 する 
DEVICEHIGH=A:\DOS\KKCFUNC.SYS ーーー- UMB を 利用 する 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICEHIGH=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 


解 説 
マ KKCFUNC.SYS の 役割 p.709 

KKCFUNC.SYS は 複数 の FEP を 登録 し た と き 、SELKKC コマ ンド て 日 的 の FEP 
を 選択 で きる よう に し ます 。 ま た タス クス ワッ ブ な ど 和 複数 タク ス か ら の 同時 アク セス 
て 、 辞書 ファ イル が 破壊 され る の を 保護 する 機能 が あり ます 。 し た が っ て 単 一 の FEP 
し か 使わ な い 場 合 で も 、KKCFUNC.SYS を 登録 し て お く こ と を お 勧め し ます 。 た だ 
し MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP は 、KKCFUNC.SYS の 管理 対象 に は な り ま せん 。 


CONFIG.SYS へ の 記述 位置 
KKCFUNC.SYS は 必ず FEP ドラ イ バ 記 述 よ り 先 の 行 に 記述 する 必要 が あり ます 。 
また KKCFUNC.SYS は 同時 に 2 行 以上 記述 し て は いけ ませ ん 。 
入 較 KKCSAV.SYS p.208 
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| ケイ ケイ シー サ プ ・ シ ス 


@MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP の 動作 を 支援 する 


MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 の FEP (日 本 語 変換 ブロ グラ ム ) を 安定 動作 させ ます 








本 書 式 





DEVICE=[d:][path]KKCSAV.SYS 
| 


に ニーーーーーーーーーー ニ ーー | 





証 解 説 
ヤマ KKCSAV.SYS の 役割 

KKCSAV.SYS は MS-DOS Ver.5.0 に 対応 し て いな い FEP を 、 安 定 動作 させ る 
た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。KKCSAV.SYS は 必ず FEP 行 の 先頭 に 記述 し ます 。 
また 2 つう 以 上 の KKCSAV.SYS は 記述 し て は いけ ませ ん 。 

E な 機能 と し て は MS-DOS Ver.5.0 特有 の 環境 へ の 対処 (INT21 へ の 対処 、HMA 
へ の MS-DOS シス テム の 参照 な ど ) が あり ます 。 し か し 、 詳 細 な 機能 に つい て は 公 
開 さ れ て いま せん 。 確か な こと は 、KKCSAV.SYS を 指定 し た か ら と いっ て すべ て 
の MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP が MS-DOS Ver.5 に 完全 対応 する と いう わけ で は 
な いと いう 点 で す 。 複数 の タス ク か ら MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP を 起動 する と 、 
辞書 の 破壊 な どの 事態 も あり 得 ま す 。 あ くま で 「 そ の 場 し の ぎ 」 の た め の ユ ー テ ィ リ 
ティ に すぎ ない こと を 十分 に 認識 し て お く 必 要 が あり ます 。 


MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP と DOSSHELL の 相性 

MS_DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP は 、DOSSHELL と は 非常 に 相性 が 悪い と 言え る で 
し ょ う 。ATOK6 を 使用 する と DOSSHELL は 確実 に ハン グ ア ッ プ ブ し ます 。 ま た 、 
松茸 Ver.3.0 (MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 バー ジョ ン ) で は 、 タ スク スワ ッ プ ブ 時 に メモ 
リエ ラー の 警告 が 表示 され る 場合 が あり ます 。 こ の よう に KKCSAV.SYS の 有無 に 
か か わら すず 、MS-DOS Ver.5.0 非 対 応 FEP と DOSSHELL は 、 も と も と 両立 し な い 
場合 が 多い の て 注意 が 必要 で す 

KKCFUNC.SYS p.20Z 
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| マウ ス (マウ スエ イチ 98) ・ シ ス 


MOUSE.SYS (8 用 ) 
MOUSEH98.SYS (Po-Hgg 肥 


に 4 ウル ア を 2 に まっ ) 


ブロ グラ ム か ら マ ウス を 使用 で きる よう に し ます 。 





証書 式 





DEVICE=[d:][path]MOUSE.SYS [/I: ベ クタ 番号 ] 








設定 内 容 








割 込 ベク タ 番 号 を 11H、12H、14H、15H か ら 指 定 する (既定 値 は 15H) 


※ 八 イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド で は OEH に 固定 
本 使用 例 
@ マウ ス ド ラ イ バ を 組み 込む 
DEVIEE=MOUSE.SYS ューーー- 98 シ リー ズ 
DEVICE=MOUSEH98.SYS ーー PC-H98 シリ ー ズ 
@ 割り 込み ベク タ 番 号 を 11H に 変更 する 
DEVICE=MOUSE.SYS /I:11H 


本 解 説 
MOUSE.SYS の 実用 性 

マウ ス を 使用 する アブ リケーション の 多く は 独自 の マウ ス 制 御 ル ー チ ン を 内 蔵 し て 
お ずり 、 現 在 で は MOUSE.SYS は ほとん ど 使 われ ませ ん 。 ま た DOSSHELL 内 で マウ 
ス を 使用 する に は 、MOUSE.SYS で は な く MOUSE.COM (MS-DOS コマ ンド ) の 
方 を 使用 し ます 。 


割り 込み ベク タ と は 
割り 込み ベク タ 番 号 と は 、 周 辺 機器 の デー タ が メモ リ に 転送 され る と き の 「 信 号 」 


の よう な も の で す 。 これ が 他 の 周辺 機器 と 重 後 する と 、 ど ちら か が 機能 し な く な る な 
どの 障害 が 発生 し ます 。 こ の よう な 場合 に 限り 、 割 り 込 み ベ クタ を 変更 し ます 。 通常 
は 既定 値 (15H) の まま て 、 変 更 の 必要 は あり ませ ん 。 
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| エ ュ イー シー エイ アイ ケイ 1 (⑦ ・ デ ィ ー ァ ー ル プイ 
NECAIK1.DRV 
NECAIK2.DRV 


NEC の 提供 する FEP (日 本 語 入力 ブフ ログ ラム) で ある 「AI か な 漢字 変換 ブロ グラ 





ム 」 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ て す 


証書 式 


DEVICE= [d: ][path]NECAIK1.DRV [/F=d:path キー ファ イル 名 ] 
[/H][/J][/P= 読 みか な 色 変換 文字 色 | M][/W] 

DEVICE= [d: ][path]NECAIK2.DRV [/T][/R][d:][path] 
[辞書 ファ イル 名 ] 











設定 内 容 


| | 使用 する キー ファ イル 名 (既定 値 は NECAIKEYDAT) 


急 読 点 2 変換 を し な いよ うに 設定 する 








漢 ga ]ー ド の 入力 を 連続 て 4 f『 入 旋 よ に 設定 する 


読み が な / 変換 文字 の 色 を 公 番 号 (1-7) C 指 2 定 『 す る ( 既 : 定 値 は / P 5 4) 
単語 登録 を 連続 し て 行え る よう に 設定 する 
変換 時 に AI 機能 を 使用 し な いよ うに 設定 する 


連 文節 変換 モー ド を 設定 する ( 未 指 定時 は 次 変換 モー ド に な る ) 
矢 緒 ファ イル 名 | 使用 する 辞 剖 ファ イル (既定 値 は NECAI.SYS) 








証 使用 例 
@ キー ファ イル 「B:\JFEPYNECAIKEYJDAT」 を 使用 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV /F=B:\JFEP\NECAIKEY.DAT 
DEVICE=NECAIK2.DRV 
@ 条 読点 「。、」 て の 変換 を し な いよ うに する 
DEVICE=NECAIK1.DRV /H 
DEVICE=NECAIK2.DRV 
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@ 渓 字 コ ー ド 入力 を 連続 し て 行え る よう に 設定 する 
DEVICEE=NECAIK1.DRV /J 
DEVICE=NECAIK2.DRV 

@ 読み が な を 緑 に 、 変 換 文 字 を 赤 に 文字 色 を 設定 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV /P=3 1 
DEVICE=NECAIK2.DRV 

@ モノ クロ ディ スプ ブレイ て 使用 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV /P=M 
DEVICE=NECAIK2.DRV 

@ 単語 登録 を 連続 し て 入力 で きる よう に 設定 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV /W 
DEVICE=NECAIK2.DRV 

@ 漢字 変換 の と き に AI 機能 を 利用 し な い 
DEVICE=NECAIK1.DRV 
DEVICE=NECAIK2.DRV /T 

@ 渓 字 変 換 モ ー ド を 連 文 節 変 換 モ ー ド に 設定 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV 
DEVICE=NECAIK2.DRV /R 

@ 漢字 変換 モー ド を 次 変換 モー ド に 設定 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV 
DEVICE=NECAIK2.DRV 

@ 詳 書 ファ イル 「A:YDOS\YNECAI.SYS」 を 指定 する 
DEVICE=NECAIK1.DRV 
DEVICE=NECAIK2.DRV A:\JFEPYNECAI.SYS 


本 解説 
色 番 号 の 指定 
/P オブ ショ ン は 入力 時 の 文字 色 ・ 変 換 時 の 文字 色 を 変更 する た め の も の で す 。 公 


番号 に は 次 の 7 種類 が あり ます 。 








た だ し 、 モ ノ ク ロ ディ スプ ブレ イ (リー ト 型 パソ コン な ど ) を 使用 する 場合 は 「/P: 
M」 を 指定 する こと で 、 ノ ー マ ル ・ リ バー ス ・ 下 線 だ け で 表示 で きま す 。 
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逐次 (ちく じ ) 変換 機能 と は 

「 き し ゃ ます ます ご せい えい の こと と 、 お よろ こび も うし あげ ます 。 さ て ・・・」 
と いう よう な 長い 文章 を 入力 し て いる 途中 で 、 文 節 の 前 後 の 単語 の うつ な がり を 解析 し 
て 自動 変換 する 機能 を 「 遂 次 変換 機能 」 と 言い ます 。 


句読点 変換 機能 と は 
「。」 や 「、」 が 入力 され た 時 点 で 、 森 変換 の 文節 を 自動 変換 する 機能 を 「 句 読点 変 
換 機 能 」 と 言い ます 。 


ヤマ キー ファ イル と は 

キー ファ イル と は 、Al か な 漢字 変換 で 使用 する 変換 キー を カス タマ イズ (自分 用 
に 変更 ) する た め の フ ァイル で す 。 キ ー フ ァイル は MS-DOS Ver.5.0 を イン スト ー 
ル し た 時 点 で は 存在 し ませ ん 。 必 要 に 応じ て NECAIKEY (MS-DOS コマ ンド ) で て 作 
成 し ま す 。 


マ CONFIG.SYS で の 記述 順位 

AI か な 漢字 変換 を 登録 する 場合 に は 、 必 ず KKCFUNC.SYS ゅ NECAIKIDRV っ 
NECAIK2.DRV の 順番 て 記述 する 必要 が あり ます 。 こ の 3 行 の いずれ か が 抜け て い 
る と 正常 に 動作 し ませ ん 。 ま た HIMEM.SYS や EMM386.EXE な どの メモ リマ ネー 
ジャ より 後に 記述 し ます 。 


ヤ コ ン ベン ショ ナル メモ リ の 消費 
AI か な 漢字 変換 ブロ グラ ム は 、 使 用 する メモ リ 環 境 に よっ て コン ベン ショ ナル ス 
モリ の 消費 量 が 変化 し ます 。 ま た 同じ EMS メモ リ を 提供 する EMML.SYS と EMM 
386.EXE て も 、 そ れ ぞ れ の 消費 スモ リ は 変化 し ます 。 結 論 を 言う と 、EMM386.EXE 
を 使用 する の が ベス ト な 選択 で す 。 
'# コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ 消 費 量 の 違い 
デバ イス ドラ イ バ EMS 未 使用 EMM.SYS EMMS386.EXE 
NECAIKI.DRV 63, 488 63, 696 7, 024 








NECAIKZ.DRV 61, 088 368 368 
合 計 124, 576 64, 064 7, 392 


※ 単 位 (バイ ト ) 








剛 廊 ”KKCFUNC.SYS p.20Z 
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プリ ント ・ シ ス 


PRINT.SYS 
@P 〇 -PH 系 プリ ンタ を 制御 する 


NEC の PC-PR 系 ブリ ンタ へ の 出力 を 制御 で きる よう に し ます 。 











証書 式 





DEVICE=[d:][path]PRINT.SYS [/U | /UL][/P1][/F] 











設定 内 容 
起動 時 に 外字 ファ イル を ブリ ンタ に 送る (84 文字 以下 ) 
起動 時 に 外字 ファ イル を ブリ ンタ に 送る (85 文字 以上 ) 
全角 文字 を 半角 文字 幅 の 1.5 倍 に 設定 する (印字 比率 の 設定 ) 


プリ ンタ を フル セン トロ ニク ス 仕 様 で 制御 する (PC-H98 の み ) 




















※/UL は MS-DOS Ver.5.0A の PHINT.SYS の み で 使用 可能 


一 使用 例 

@ フリ ンタ ドラ イ バ を 登録 する 
DEVICE=PRINT.SYS 

@ 起動 時 に ブリ ンタ へ 外字 ファ イル (USKCG24.SYS) を 登録 する 
DEVICE=PRINT.SYS /U ューーー- 84 文字 まで 対応 の プリ ンタ 
DEVICE=PRINT.SYS /UL さ ーー 85 文字 以上 対応 の プリ ンタ 

@ 全角 文字 と 半角 文字 の 印字 幅 比 率 を 1.5 対 1 に 設定 する 
DEVICE=PRINT.SYS /P1 

@ PC-H98 ノー マル モー トド 使用 時 に フル セン トロ ニク ス 仕 様 で 制御 する 
DEVICEE=PRINT.SYS /F 


証 解 説 
PRINT.SYS の 実用 性 

PRINT.SYS は ブリ ンタ を 制御 する た め に 用 意 さ れ て いる ブロ グラ ム で す 。 し か 
し 、 一 太郎 や Lotus1-2-3 な ど 多く の アプ リケーション で は 独自 の ブリ ンタ 制御 ルー 
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チン を 内 蔵 し て お り 、PRINT.SYS は ほとん どか 必要 と し ませ ん 。 主 に MS-DOS コ 
マン ド (PRINT/COPY コマ ンド な ど ) で 、 テ キス ト フ ァイル を ブリ ンタ 出力 する 場 
合 に の み に 使用 し ます 。 

また 、PRINT.SYS て 印字 で きる ブリ ンタ は 、PC-PR 系 また は それ を エミ ュ レ ー 
ト す る ブリ ンタ の み で す 。 レ ー ザ ー プ リン タ の ネイ ティ ブ モ ー ド や NM 系 ブリ ンタ 
な ど へ の 出力 は で きま せん 。 


外字 ファ イル の 使用 

ブリ ンタ か ら ユ ー ザ ー 作 成 の 外池 を 印刷 する に は 、24 ドッ ト の 外字 ファ イル 
(USKCG24.SYS) の ドッ トバ ター ン を あら か じ め ブ リン タ に 送る 必要 が あり ます 。 
ブリ ンタ に 外池 ファ イル を 送る に は 、USKCGM (MS-DOS コマ ンド ) か ら 実 行 で き 
ます 。 

また PRINT.SYS に /U また は /UL を 指定 し て お く と 、 起 動 時 に 自動 的 に プリ ン 
タ に 外字 ファ イル が 送ら れ ま す 。 こ の と き 外 字 フ ァイル は 、 起 動 ド ライ ブ の ルー トディ 
レク トリ に 人 格納 され て いる 必要 が あり ます 。 


SWITCH コマ ンド で の プリ ンタ 設 
PRINT.SYS を 使用 する 場合 、 使用 する ブリ ンタ の 印字 密度 (16 ドッ ト /24 ドッ ト ) 
は 、 あ ら か し め SWITCH コマ ンド で バ パソ コン に 登録 する 必要 が あり ます 。 設 定 は 
「SWITCH に) 」 う 「 ブ リン タ | 」 を 選択 し ます 。 
な お SWITCH コマ ンド で は 、 全 角 と 半角 の 印字 比率 を 設定 する 必要 は あり ませ ん 。 
PRINT.SYS の 印字 比率 設定 が 強制 的 に 採用 され ます 。 
=7SWITCH コマ ンド で プリ ンタ 仕様 を 設定 する 
SW ITCH コ マン ド Uer. 3.59 
フリ ッッ Copvright (C) NEC Corporation 1985, 1991 - 
24 ド ッ ト 系 
RNKC 渓 字 122 


設定 終了 





、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 
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| ラム ディ スク ・ ーー ーー _ 国 


@ ロ AM ディ スク を 使用 で きる よう に する 


メモ リ 上 に RAM ディ スク (メモ リ 上 に 作成 する 一 時 的 な ディ スク ドラ イブ ) を 作 
成 し ま す 





証書 式 





DEVICE=[d:][path]RAMDISK.SYS [ssss][bbbb][dddd][/M | /E] 








2 
SSSS | RAM ディ スク 容量 を 128KB-14848KB の 範囲 て 指定 する ( 既 : 定 値 は 128) 
bbbb | 座 理 セク タ 長 を 512 また は 1024 で 指定 する ( 巡 定 値 は 1024) 

デイ レ クト リ 数 を 128KB~- _1024KB の 男 囲 で 指定 する 














RAM ディ スク を コン ベン ショ ナル メモ リ 上 に 確保 する 
| RAM ティ スク を EMS メモ リ 上 に 確保 する 








証 使 用 例 

@2MB の RAM ディ スク を EMB に 確保 する 
DEVICE=RAMDISK.SYS 2048 

@2MB の RAM ディ スク を EMS メモ リ に 確保 する 
DEVIEE=RAMDISK.SYS 2048 /E 

@100KB の RAM ディ スク を コン ベン ショ ナル メモ リ に 確保 する 
DEVICE=RAMDISK.SYS 100 /M 

@ 論理 セク タ 長 の 指定 
DEVICEE=RAMDISK.SYS 2048 512 ーーー 512 バ イト 
DEVIEE=RAMDISK.SYS 2048 1024 テーーー 1024 バイ ト 

@ ディ レク トリ 数 の 上 | 限 を 設定 する 
DEVICE=RAMDISK.SYS 2048 1024 2556 テーーー 256 個 
DEVIEE=RAMDISK.SYS 2048 1024 512 テーー- 512 個 


5 


が 6 


wi 


HAMDISK.SY8 


丁 解 説 
RAM ディ スク の 用 途 

RAM ディ スク と は メモ リ 上 に 作成 され た ディ スク ドラ イブ で す 。 コ マン ド や ブロ 
グラ ム の 一 時 作業 ファ イル (テン ポラ リフ ァイル ) の 作成 場所 と し て 使う こと で 、 動 
作 ス ピー ド を 画 期 的 に 高速 に どき ます 。 な お 、/E で EMS メモ リ 内 に RAM ディ ス 
ク を 確保 する 場合 は 、RAMDISK.SYS は EMS デバ イス ドラ イ バ よ り 後 に 記述 し ま 
す 。EMB に 確保 する 場合 は 、HIMEM.SYS より 後に 記述 し ます 。 


〒 マ RAM 2 

/M また は /E を 付け な いと 、EMB (エク ステ ンド メス メモリ) に RAM ディ スク が 確 
保 さ れ ま す 。EMB 上 に 作成 し た RAM ディ スク の 方 が 、EMS に 比べ て アク セス ス 
ピー ド は 高速 に な り ま す 。 な お 、/M で コン ベン ショ ナル メモ リ に RAM ディ スク を 
作成 する と 、 他 の アブ リケーション が 使用 する 領域 が 極端 に 少な く な り ま す 。 通 常 は 、 
/M は 指定 し な いよ うに し て くだ さい 。 


マヤ ディ レク トリ 数 の 既定 値 
dddd オブ ショ ン で ディ レク トリ 数 を 指定 し な い 場 合 は 、 次 の 表 の よう に ディ レク 
トリ 数 の 最大 値 が 決ま り ま す 。「 デ ィ レ クト リ 数 」 と は ドラ イブ の ルー トディ レク ト 
リ に 作成 で きる ファ イル ・ デ ィ レ クト リ の 最大 個数 の こと で す 。 設定 し た 数 を 超え て 、 
ファ イル ・ デ ィ レ クト リ を 作成 する こと は で きま せん 。 た だ し サブ ディ レク トリ 内 で 
あれ ば 、 こ の 制限 は 受け ませ ん 。 
RAMDISK 容量 アル クト ! 毅 | RAMDISK 容量 | ディレクト!| 
128KB>IMB 128 5MB~6MB 448 
IMB~>2MB 192 | 6MB<7MB 512 | IIMBI2MB | 832 














2MB^3MB 7MB^8MB 576 | 12MB~13MB | 896 
3MB^4MB 8MB^9MB 640 13MB て 14MB 
4MB<5MB 9MB<10MB 704 14MB^14.5MB 1024 





























複数 の RAM ディ スク の 同時 作成 
CONEFIG.SYS に は 複数 行 の RAMDISK.SYS を 指定 する こと も で きま す 。 た と え 
は 、2MB と 3MB の RAM ディ スク を EMS メモ リ に 作成 する に は 、CONFIG.SYS 
に 次 の 2 行 を 追加 し ます 。 こ の 場合 、 記 述 し た 順番 に 若い ドラ イブ 番号 が 割り 振ら れ 
ます 。 
DEVICE=A:\DOS\RAMDISK.SYS 2048 
DEVICE=A:\D0S\RAMDISK.SYS 3072 
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アー ル エ ス デ ィ ー ア ー ル ブイ ・ シ ス 


RSDRV.SYS$ 
@ 口 5- 選 づら イン ター フェ イス を 制御 する 


RS-232C イン ター フェ イス を 制御 で きる よう に し ます 








本 書式 





DEVICE=[d:][path]RSDRV.SYS 








一 使用 例 
@ RSDRV.SYS を 登録 する 
DEVICE=RSDRV.SYS ューーーー コン ベン ショ ナル メモ リ に 登録 
DEVIEEHIGH=RSDRV.SYS ューーー UMB メ モリ に 登録 


理解 説 
マ RSDRV.SYS の 実用 性 

RSDRV.SYS は 、 ア プリ ケー ショ ン が RS-232C イン ター フェ イス を 利用 し て デー 
タ 通 信 を 行う の を 支援 する ブロ グラ ム で す 。 し か し 「 ま いと ~- く 」 な どの メジ ャ ー な 
通信 ソフ ト の 多く は 独自 に RS-232C の 制御 ルー チン を 持ち 、RSDRV.SYS を 使わ な 
い の が 一 般 的 で す 。 現在 で は 、MS-DOS コマ ンド の CTTY/COPY/COPYA な ど で て 
RSDRV.SYS が 必要 な だ け で す 。 


マヤ RS-232C イン ター フェ イス の 初期 化 

MS-DOS コマ ンド (CTTY/COPY/COPYA な ど ) で RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 
を 使用 する に は 、 事 前 に SPEED コマ ンド で RS-232C の 初期 化 を 実行 する 必要 が あ 
り ま す 。 これ に よっ て RSDRV.SYS 内 部 に 持つ 通信 バッ ファ へ 、 RS-232C か ら の デー 
タ 取 り 込 み を 開始 で きま す 。 

また 、RS-232C イン ター フェ イス て で 通信 する に は 、 送 信 側 と 受信 側 の 通信 仕様 ( 通 
信 速 度 / ス トッ プ ビ ッ ト / キ ャ ラク タ 長 な ど ) が 同じ で な けれ ば な り ま せん 。 こ の 通信 
仕様 を 設定 する に は SWITCH コマ ンド を 使い ます 。 ま た SPEED コマ ンド で 一 時 的 


に 変更 する こと も 可能 で す 。 
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人 @ バ ー ジ ョ ン テ ー ブ ル を 変更 する 





アブ リケーション が MS-DOS バー ジョ ン を 参照 し に きた ら 、 偽 っ た バー ジョ ン 番 
な を 返答 する よう 設定 し ます 。 特定 の MS-DOS バー ジョ ン で な いと 起動 し な い ア ブフ 
リケーション を 使用 する 場合 に 使用 し ます 


証書 式 
還 


DEVICE=[d:][path]SETVER.EXE 





証 解 説 
SETVER_.EXE の 用 途 
アフ リケーション に よっ て は 起動 時 に 特定 の MS-DOS バー ジョ ン で ある か どう か 
を チェ ッ ク し 、 そ れ に 該当 し な いび 場合 は 起動 し な いも の が まれ に あり ます 。 SETVER. 
EXE は MS-DOS Ver.5.0 が 登場 し た ば か り の と き に 、 こ れ ら の チェ ッ ク を クリ ア す 
る 目的 て 作成 され まし た 。 し か し SETVER.EXE は あく まで バー ジョ ン 番 
的 に 変更 する だ け で 、 指 定 し た DOS バー ジョ ン の 機能 を サポ ー ト する わ | 


よっ て は 異常 動作 を 引き 起こ す 可 能 性 も ある の で 、 二 分 注意 が 必要 で す 


SETVER.EXE の 使い 方 
ブロ グラ ム 「ABC.EXE」 に 対し て 、MS-DOS Ver.3.3 を 返す よう に し ます 。 


DCONEIG.SYS に 「DEVICE=A:\DOSYSETVER.EXE」 を 追加 し ます 。 
の バ ソ コン の リセ ッ ト ボ タン を 押し 、MS-DOS を 再起 動 し ます 

コマ ンド ライ ン か ら 「SETVER ABC.EXE 3.30 | と 入力 し ます 。 

(も バ ソ コン の リセ ッ ト ボ タン を 押し 、MS-DOS を 芋 起 動 し ます 。 


これ で ABC.EXE は 、 起 動 中 の MS-DOS バー ジョ ン を 「MS-DOS Ver.3.3」 で あ 
る と 錯覚 し て 動作 し ます 。 た だ し 、MS-DOS Ver.3.3 の 動作 の 安全 性 を 保証 する も 
の で あり ませ ん 。 
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| スマ ー ト ドラ イブ ・ シ ス ーー 


L 


SMARTDRV.SYS 


メモ リ 上 に ハー ド デ ィ スク 用 の ディ スク キャ ッシュ を 作成 し ます 。 ハ ー ド ディ スク 
を 高速 に アク セス で きる よう に な り ま す 。 





丁 書 式 





DEVICE=[d:][path]SMARTDRV.SYS [サイ ズ 1[ サ イズ 2]][/E] 











設定 内 容 
標準 キャ ッシュ 容量 を 128-8192 か ら 指 定 (既定 値 は 256) 








モリ 競合 時 の 最小 キャ ッシュ 容量 を 128-8192 か ら 指 定 (既定 値 は 0KB) 
FEMS メモ リ 上 に ディ スク キャ ッシュ を 確保 する 











証 使用 例 
@2MB の ディ スク キャ ッシュ を EMS メモ リ に 確保 する 
DEVICE=SMARTDRV.SYS 2048 /E 
@2MB の ディ スク キャ ッシュ を EMB メモ リ に 確保 する 
DEVICE=SMARTDRV.SYS 2048 
@ モリ 競合 時 に 256KB ま て 使用 容量 を 縮小 する 
DEVICE=SMARTDRV.SYS 2048 256 


証 解 説 
SMARTDRV.SYS の 特徴 

SMARTDRV.SYS は 、 読 み 込み 命令 の あっ た デー タ も そう て す が そ れ よ り 先 の 
デー タ も あら か じ め 読 み 込み ま す (先読み 機能 )。 し た が っ つて シー ケン シャ ル ア ク セ 
ス を する 場合 に は 画 期 的 な 効力 を 発揮 し ます 。 ま た 、 他 の アブ リケーション と 使用 ス 
モリ が 競合 し た 場合 は 、 状 況 に 応じ て モリ を 明け 渡し 、 特 に Windows 使用 時 に は 
モリ 資源 の 有効 活用 が で きま す 。 な お 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ 容量 は 、16KB の 倍数 
で 指定 する と 効率 的 に モリ を 使う こと が て きま す ( 例 :1536.2048,2560.3072…… )。 

賠 剛 HIMEM.SYS p.206 EMM386.EXE p.207 
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第 は 章 


その 他 の 
デバ イス ドラ イ バ 一 覧 





市 販 さ れ て いる ポピュラー な メモ リマ ネー ジャ や 日 
本 語 入力 プ ブログ ラム (FEP) な どの 、 デ バイ ス ド 
ライ バ を 各 ア プリ ケー ショ ン ご と に 解説 し ます 





| エ ィ トッ ク 8 エイ (ビー/ イ ー エ ックス ) ・ シ ス 。 一 本 郎 Ver5 
ATOKSA.SYS 

ATOKSB.SYS 

ATOKSEX.SYS 


72 、 く こ 放 <l ニ レ さ ルル 2 文 qa そっ だ さら 】 ec まこ 











ATOK8 の 動作 環境 を 設定 する デバ イス ドラ イ バ で す 


本 書式 


| DEVICE=[d:][path]ATOK8A.SYS [/UCF=d:path][/M=n] 
[/KC=n][/B=n][/S=n][/SD=nnnn][/O=n][/C=n] 
[/E=n][/T=nnnn][/DM=n][/Dn=d:path][/| に n] 
[/G=d:path][/SP=nnn][/Z=1] 

DEVICE=[d: ][ path ]ATOK8B.SYS 























| DEVICE=[ d: ][path]ATOK8EX.SYS 

パラ メー タ 設定 内 容 

/UcF | 虚 境 設定 ファ イル (ATOK8JUCF) の ある バス を 設定 する | 
7/M | 漢字 入力 モー ド を 設定 する (OR 漢 1: カ ナ 漢 ) 

/kc | 入力 文字 種 を 設定 する (0: あ 上 ア 2: ア 3:A 4:M) 

/B | 変換 モー ド を 設定 する (0: 連 文節 単 文節 2 自動 

/s | 誠 書 学習 モー ド を 設定 する (0: し な い 11: す る ) 


自動 全 録 を 4 桁 ( 後 変換 ・ 木 登録 ・ 復 合 語文 節 区 切 ) で 設定 する 











/SD (0: し な い 1: す る ) 例 : /SD=1101 

/0 送り 仮名 を 設定 する (0: 本則 1: 省く 2: 送る ) 

/C ュー トド 体系 を 設定 する (0:JIS 1: シ フト JIS 2: 区 点 

/E 入力 位置 を 設定 する (0 シス テム ライ ン 1: エコー) ] 
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設定 内 容 
句 読点 ae ド を 4 桁 て 指定 り る 
05 杏 、) (O:、 TE) (08 | 159 (02/ 区 S) 











基本 辞書 番号 を 0-9 て 指定 する 
辞書 ファ イル 番号 ご と の バス を 指定 する 


外字 ファ イル の 使用 を 設定 する (0: し な い 1: す る ) 














外字 ファ イ ル の ある 場所 を 設定 する 
文字 竹 (お あ アァ AA) の 順 で スペ ー ス キー の 機能 を 制御 する 
(0: 空 邊 1: 機能 ) 


DPMI 員 境 で ATOK8 を 使用 する 場合 に 、 動 作 を 安定 させ る 














語 使 用例 

@ 一 大 色 付 屈 の 大 モリ マネ ー シ ジャ で ATOKS8 を 使う 
DEVICE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /X / 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

@DPMI 規格 管理 下 て ATOKS を 安定 動作 させ る 
DEVICE=A:\MDEV\ISUPRU\VMM386.EXE / / ル U ペーーーーー MemoryServer ll 
DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A:\ATOUK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UCF /Z=1 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

@B ドラ イブ に ある ATOKS 環境 ブフ ァイル を 使用 する 
DEVIEE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=B:\ATOK8.UCF 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICEHIGH=A:\ATOK8\ATOK8EX.SYS 

@ 潤 字 入力 モー ド の 初期 値 を カナ 漢字 変換 に する 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8A.SYS /UCF=A:\ATOK8\ATOK8.UEF /M=1 
DEVICE=A:\ATOK8\ATOK8B.SYS 
DEVICEHIGH=A:\ATOK8\ATOK6EX.SYS 
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証 解 説 
マヤ ATOK8A.SYS の パラ メー タ に つい て 

通常 て は ATOKS8 は MS-DOS 起動 時 に 、ATOK8 環境 ファ イル 「ATOK8.UCF」 
の 内 容 を 読み 込み 、 そ の 内 容 に 溢 っ て 入力 環境 を 構築 し ます 。 し か し 、 CONFIG.SYS 
の ATOK8A.SYS に オブ ショ ン を 付け て 起動 する と 、ATOKS8 環境 ファ イル の 設定 
内 容 よ り 、CONEFIG.SYS で の 設定 の 方 が 優先 され ます 。 


マ ATOK8 動作 環境 の 設定 方 法 
CONFIG.SYS に オプ ショ ン を 設定 する 以外 に ATOK8 の 動作 環境 を 設定 する に は 、 
環境 設定 ユー ティ リティ (ATUT.EXE) また は ジャ スト ウィ ンド ウ (JW2) の 」W 晒 
境 設定 で 行う 方 法 が あり ます 。 設 定 内 容 は いずれ も ATOK8.UCF に 保存 され ます 。 
ATUT.EXE は 、ATOK8 が 付属 する 製品 に 含ま れる ユー ティ リティ で す 。 
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EMS386.SYS 


MS-DOS 版 一 太郎 Ver.5/ 花 子 Ver.3/ 三 四郎 / 五 郎 に 付属 する VCPI 規格 対応 の メス 
モリ マネ ー シ ジャ で す 。i80386/i80486CPU を 搭載 し た パソ コン で 最大 16MB まで 管理 
し ます 。 














し 上 導 :】 





DEVICE=[d:][path]EMS386.SYS [/3 | /4] 
[/W=XX, XX, XX, XX | /Q=XX, XX, XX, XX, XX, XX, XX, XX] 
[/XJ[/H] 








ミル 空 宏 


設定 内 容 





EMS 規格 の バー ジョ ン を 3.XX に 設定 する 


| EMS 規格 の バー ジョ ン を 4.XX に 設定 する (既定 値 ) 











指定 し た アド レス に 強制 的 に EMS 物理 ベー ジ を 設定 する 








指定 し た アド レス の 空 領 域 に EMS 物理 ベー ジ を 設定 する 
| 64KB の ハイ スモ リ を 利用 て きる よう に する 
十 還 


| 起動 時 に モリ 設定 情報 を 表示 する 





本 使用 例 

@ ハイ モリ (HMA) を 利用 で きる よう に する 
DEVIEE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /X 

@EMS 物理 ベー ジ を 任意 の アド レス に 強制 的 に 設定 する 
DEVICE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /W=C0, C4, C8, CE 

@EMS 物理 ペー ジ を 指定 アド レス の 空 領域 に 確保 する 
DEVICE=EMS386.SYS /0=BO, B4, B8, BE, C0, C4, C8, CC 

@ 走 動 時 に スモ リ 設 定 情報 を 表示 する 
DEVICE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /| 
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@EMS バー ジョ ン を 指定 する 
DEVICE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /3 =ーーー LIM EMS 3.X 
DEVICE=A:\ATOK8\EMS386.SYS /4 ーーー LIM EMS 4.X 


本 解説 
マヤ サウ ンド BIOS の 切り 離し 

98 シリ ー ズ を 使う 場合 、 バ ソコ ン 本 体 の サウ ンド BIOS が 「 使 用 する 」 に 設定 し 
て ある と 、EMS メモ リ が 確保 され ませ ん 。「 サ ウン ド BIOS」 と は 、 バ ソコ ン に 内 蔵 
され て いる FM 音源 ・SSG 音源 な どの サウ ント 機能 の 制御 ブロ グラ ム で す 。 こ の サ 
ウン トド 機 能 は 一 部 の ゲー ム ソ フ ト で し か 使用 し な い の で 、 人 通常 は 切り 離し て お いて も 
問題 は あり ませ ん 。 切り離し は 次 の 手順 で 行い ます 。 


①INmp キー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 

② セ ッ ト ア ッ プ メニ ュー が 表示 され る の で 、 障 | キー を 押し 、「 サ ウン ド 機 能 」 の 
項目 が ある ベー ジ を 表示 し ます 。 

③「 切 り 上 離す 」 に カー ソル を 移動 し 、ESC キー を 押し ます 。 


マ PC-H98/98MATE シリ ー ズ で の 使用 

PC-H98 シリ ー ズ て 使用 する 場合 は 、 ハ ー ド ディ スク の DMA チャ ネル を 「3」 に 
設定 し て くだ さい 。 ま た 、PC-H98 model105 で 使用 する 場合 は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ ス 
ク は 「 三 換 モ ー ド 」 を 選択 する 必要 が あり ます 。 

PC-H98 や 98MATE を ハイ レゾ リュ ーション モー ド て 起動 する 場合 は 、 あ ら か いじ 
め SWITCH コマ ンド で コン ベン ショ ナル メモ リ を 640KB に 設定 する 必要 が あり ま 
す 。 


ヤ MS-DOS Ver.5.0A の メモ リマ ネー ジャ と の 共存 

EMS386.SYS は 、MS-DOS Ver.5.0A の HIMEM.SYS と 同時 に CONFIG.SYS に 
指定 する こと は で きま せん 。 ま た SMARTDRV.SYS や RAMDISK.SYS な どの 
モリ を 活用 する デバ イス ドラ イ バ も 同様 に 併用 で きま せん 。 必ず EMSDISK.SYS や 
EMSCACHE.SYS を 使用 し て くだ さい 。 


ヤジ ャ スト シス テム 製 メ モリ 拡張 ボー ド の 使用 
ジャ スト シス テム 製 ス モリ 拡張 ボー ド を 使用 し て いる 場合 は 、 ボ ポー ド を 「 リ ニア モー 
ド 」 に 設定 し て くだ さい 。 
EMSDISK.SYS p.227 EMSCACHE.SYS ヵ .228 
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EMSDISK.SYS 


メモ リ 上 に AM ディ スク を 設定 する 





EMS386.SYS て 確保 し た EMS メモ リ 上 に 指定 し た 容量 の RAM ディ スク を 設定 
し ます . 


証書 式 








DEVICE=[d:][path]EMSDISK.SYS /K=nnnnnK 














| RAM ディ スク と し て 確保 する 








証 使 用 例 
@ RAM ディ スク に 2MB (2048KB) を 割り 当て る 
DEVICE=EMSDISK.SYS /K=2048K 


本 解 説 
RAM ディ スク と は 

RAM ディ スク と は メモ リ 上 に 作る ドラ イブ の こと で 、 ハ ー ド ディ スク な ど に 比べ 
て 高速 な デー タ の 読み 書き が 可能 で す 。98 シリ ー ズ で は 、RAM ディ スク は 接続 さ 
れれ て いる ドラ イブ の 最終 ドラ イブ 名 が 割り 振ら れ ま す 

EMSDISK.SYS は 必ず EMS386.SYS より 後に 記述 し て くだ さい 。 ま た 、 他 の 
カー の メモ リマ ネー ジャ と は 共存 で きま せん 


RAM ディ スク の 記憶 内 容 
バ パソ コン の リセ ッ ト ボ タン を 押し た けり 電源 を OFF に する と 、RAM ディ スク の 記 
憶 内 容 は 消 天 され ます 。 し た が っ て RAM ディ スク に は 、 突 然 の 停電 や パソ コン の 
ハン ク グ アップ な どの 際 に 失っ て は 了 困る よう な デー タ を 格納 する こと は 、 問 けた 方 が よ 
いで し ょ う 
EMS386.SYS p.225 EMSCACHE.SYS p.228 
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EMSCACHE.SYS 


メモ リ 上 に ディ スク キャ ッシュ を 設定 する 





EMS386.SYS て 確保 し た EMS メモ リ 上 に 、 指 定 し た 容量 の ディ スク キャ | 
を 設定 し ます 。 な お 、 書 込み デー タ は キャ ッシュ 対象 に な り ま せん 


証書 式 





DEVICE=[d: ][path 」EMSCACHE.SYS /K=nnnnK [/D=nnnn ] 
[ /X=nnnnnn][/H=nnn] LU 








設 定 内 容 
須 必 2 2 ク キャ ッシュ に 確保 S 容 量 を 12 128K- 8192K か ら KB 単 位 で 指定 する 
キャ ッ シ 」 対象 と す る フ ( い g 記 っ 学 イ スク 装置 番号 を 1-4 の 男 囲 て C 指 定 する | 








キャ ッシュ 対象 と する SCSI 型 HDD の ID 番号 を 1-6 の 男 囲 で 指定 する 
キャ ッシュ 対象 と する SCSI 以外 の HDD 装置 番号 を 指定 する 


忠 動 時 に ティス クキ ャ ッシュ 設定 情報 を 表示 する 











証 使用 例 
1 吾 日 の SCSI ハー ド デ ィ スク に 2MB (2048KB) の キャ ッシュ を 設定 する 
DEVICE=EMSCACHE.SYS /K=2048K /X=1 
@] 語 日 の IDE ハ ー ド ディ スク 装置 に 2MB(2048KB) の キャ ッシュ を 設定 する 
DEVICE=EMSCACHE.SYS /K=2048K /H=1 
@2 共 の フロ ッ ピ ピー ディス ク 装 置 に 512KB の キャ ッシュ を 設定 する 
DEVICE=EMSCACHE.SYS /K=512K /D=12 
本 解 説 
マ 使用 時 の 注意 点 
モータ ー が 一 定時 間 後 に 佑 止 する タイ ブ の FDD 装置 を 採用 する 機種 (98NOTE 
リー ズ 、PC-386AR な ど )、 ま た は 1.44MB の フロ ッ ビ ピー ディ スク ドラ イブ は 、 
EMSCACHE.SYS の キャ ッシュ 対象 に で きま せん 。 ま た 、NEC ハー ド デ ィ スク イ 
ンタ ー フ ェ イ ス に 完全 打 換 で な い 場 合 は 、EMSCACHE.SYS の 対象 に て き な い 場合 
が あり ます 。PC-H98model60/70/100 の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク を /H オブ ショ ン て 指定 
する に は 、 必 ず 「/H=3」 を 指定 し て くだ さい 
EMS386.SYS p.225 EMSDISK.SYS p.22Z 


228 第 章 その 他 の デバ イス ドラ イ バ ー 覧 








ヴィ エム エム 386・ イ グ ゼ MemoryServerll | 


@VOF| 規格 で プロ テク トメ モリ を 管理 する 


最大 64MB ま て の ブロ テク トメ モリ を 、VCPI 規格 に 準拠 し て 管理 し ます - 太 


郎 Ver.5 と Windows を 共存 させ る こと が で きま す 。 





証書 式 





DEVICE= [d: ][path]VMM386.EXE [/E | /NE][/F=XX] 
[/W=XX-XX][/3 | /4 | /J[=X]][/EH=nnn][/X | /NX] 
[/H=nn | /NH][/XH=nnn][/U[=XX] | /NU][/V | /NV] 
[/CA][/ROM=XX-XX, …][/HROM=XX-XX, …] 
[/@=EMM386.SYS][/M[ =XX :YY-ZZ][ /NECID][ / 
[/B=nnn][/M[ =xx:y」][/T=EXTDSWAP.SYS] 





















































バラ メー タ | 設定 内 容 
/E | EMS (LIM EMS4.0) を 使用 する (既定 値 ) 
| /NE | EMS を 使用 し な い ーー 
| EMS 物理 ベー ジ を 割り当て る 、 先 頭 ア ドレ ス (CO/C4/C8/CC/CD) を 設定 

/F る 

/W | 強制 的 に 制 り 当 て る 、ENMS 物理 ペー ジア ドレ ス を 設定 する 

/3 | LIM ENMS32 換 モー ド に 設定 する =。 ーー 

/4 。。 | HIM EMS40 盛 換 モ ー ド に 設定 する (既定 値 ーー 
| 撤 LIM EMS40 モ ー ド に 設定 する (ウィ ンド ウ 数 を 1-4 の 絶 囲 て 指定 可能 ) 
/EH | EMS の ハン ドル 数 を 16-128 の 男 囲 で 指定 する (既定 値 は 64) 

/X | XMS を 便 用 する (既定 値 ) 

7 | XMSe 使用 し な い - - ] 
7 | HMA を 使用 (HMA サイ ズ を 0-64 か ら 指 定 可能 ) する (既定 休 ) 

/NH | HMA を 使用 し な い 

/xH | HMA を 使用 し な い 

U | UMB を 使用 (アド レス を 16 進数 4KB 単位 指定) で きる よう に する 
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UMB を 使用 し な い (既定 値 ) 
VCPI を 使用 する (既定 値 ) 
VCPI を 使用 し な い 
Cx486DLC の キャ ッシュ を ON に する 

EMS ページ フレーム や UMB に 割り 当て を 貸 止 する 領 載 を 、16 進数 4KB 
単位 で 指定 する 

| ハ ィ レゾ モ ー ド 使用 時 に UMB に 割り 当て を 符 止 する 領域 を 、16 進 救 KB 


単位 で 指定 する 


























ハイ レゾ モー ト 使 用 時 に 指定 する 
(コン ベン ショ ナル メモリ 758KB に 対応 させ る ) 





SCSI また は SASI ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM を 空 領域 に 移動 する 
(/M| だ け の と き は 自動 サー チ し て BIOS を 移動 する ) 
XX 移動 元 の ROM アド レス セグ メン ト 上 位 2 バイ ト を 指定 する 
YY 移動 する ROM 容量 を 指定 する 
ZZ 移動 先 の ROM アド レス セグ メン ト 上 位 2 バイ ト を 指定 する 





UMB で BIOS を ふさ い だ と き 、Windows 起動 時 の NEC-ID チェ ッ ク を ク 
リア し 、 超 動 て で きる よう に 設定 する 

/ 起動 時 に VMM386.EXE の メモ リ 設 定 情報 を 表示 する 

/B 仮想 1・O バン クス モリ 使用 時 の サイ ズ を 10 進数 で 指定 する 

/T DOSSHELL の 拡張 タス クス ワッ プ 対 応 ド ライ バ を 組み 込む 


/NECID 

















本 使用 例 

@XMS (HMA/UMB/EMB) を 使用 で きる よう に する 
DEVICE=VMM386.EXE /X /H 

@EMS ハン ドル 数 を 16 に 変更 し メモ リ を 人 節約 する 
DEVICE=VMM386.EXE /EH=16 

@ リウ ンド BIOS 上 に 強制 約 に EMS ベ ペー ジフ レー ム を 設定 する 
DEVICE=VMM386.EXE /W=CC /F=CU さ 一 COOOOh~-CFFFFh (64KB) に 割り 当て る 

@UMB を 利用 する 
DEVICE=VMM386.EXE /U ーーー COOOOh~DFFFFh の 空き 領域 を UMB に する 
DEVICE=VMM386.EXE /U=DO-D7 一 DOOOOh-D700Oh を 強制 的 に UMB に する 
DEVICE=VMM386.EXE /U=D0O-D7, E8-F4 ーー 複数 の 領域 を 強制 的 に UMB に する 
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@ ハー ド デ ィ スク の BIOS を 移動 し UMB を 広く する 
DEVICE=VMM386.EXE /U /M さ ー SCSI/SASI の ROM を A50OOh に 移動 する 
DEVIEE=VMM386.EXE /U /M=D8:16-F0 ーー IDE の ROM を FOOOOh に 移動 する 

@ NEC-ID を UMB で ふさ い だ と き に Windows を 起動 で きる よう に する 
DEVICE=VMM386.EXE /U=DO-D7, E8-F4 /NECID 

@ 起動 時 に スモ リ 設 定 情報 を 画面 に 表示 する 
DEVICE=VMM386.EXE /| 

@ MS-DOS Ver.5.0A の 拡張 タス クス ワッ プ 対 応 ド ライ バ を 組み 込む 
DEVICE=VMM386.EXE /T=A:\DOS\EXTDSWAP.SYS 


丁 解 説 
VMM386.EXE の 特徴 

MemoryServer II に な っ て 、 メ モリ マネ ー ジ ャ の ファ イル 名 は VMM386.EXE に 
変更 され まし た (前 バー ジョ ン の MemoryServer で は VMM386.SYS) 。 主 な 特徴 は 
次 の 3 点 で す 。 


@64MB まで の プロ テク ロメ モリ を 管理 可能 
@eMS-DOS Ver.5.0A の 拡張 タス クス ワッ プ 対 応 ド ライ バ に 対応 
@ ハ ー ド ディ スク (SASI/SCSI/IDE) の BIOS を 移動 可能 


な お 、 前 バー ジョ ン で は DPMI サー バ が 内 蔵 さ れ て いま し た が 、VMM386.EXE 
か ら 切 り 離 され て いま す 。 そ の か わり DPMI32.EXE と いう 別 ブ ログ ラム が あり 、 コ 
マン ドラ イン か ら 実 行 す る こと で DPMI サー バ を 起動 で きま す 。 


マヤ ハー ド デ ィ スク BIOS の 移動 

/M オブ ショ ン で アド レス 記述 を 省略 (/M の み ) する と 、UMA 内 に ある ハー ド 
ディ スク BIOS (SASI 型 及 び SCSI 型 の 双方 が 対象 ) を 自動 的 に A5000h-A7FFFh 
(12KB) に 移動 し ます 。 こ れ に より 連続 し た UMB を 広く 取る こと が て きま す 。IDE 
型 ハ ー ド ディ スク の BIOS を 移動 する に は 、「/M=D8:16-F0」 な どの よう に 指定 し 
ます 。 こ の 指定 は 「D8000h か ら 16KB の BIOS を F0000h に 移動 する 」 と いう 意味 
志す 

な お 、/M は 移動 先 の アド レス が 正しい か どう か を チェ ッ ク し ませ ん 。 使 用 され て 
いる アド レス 上 に 重複 し て 指定 し な いよ うに 注意 が 必要 で す 。 ま た アイ ・ オ ー・ デ ー 
タ 機 器 の シリ コン ディ スク (SDB シリ ー ス ) や 98NT II 使用 時 に は 、/M は 使用 て き 
ませ ん 。 
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UMA 上 の BIOS ROM の アド レス p.85 
UMA の どの 位置 に BIOS (ハー ド デ ィ スク な ど ハ ー ド ウェ ア を 制御 する ROM) が 
割り 当て られ て いる か は 、 そ れ そ れ 使 用 する バ ソ コン 機種 や 周辺 機器 機種 に よっ て 異 
な り ま す 。 一 般 的 に は IDE 型 ハ ー ド ディ スク は D8000h-DBFFFh、SCSI 型 ハ ー ド 
ディ スク は DC000h-DCFFFh、SASI 型 ハバ ハードディスク は D7000h-D7FFFh に 
BIOS が 割り 員 て られ て いま す 。E8000h-F4FFF は BASIC BIOS が 割り リ 品 て られ て 
いま す 。 な お 、 ノ リート 型 バ パソ コン で は 次 の 領 域 は 常に ハー ド デ ィ スク や RAM ドラ 
ィ ブ の BIOS で 埋め られ て いる た め 、UMB に 設定 で きま せん 。 
機 種 アド レス 午 囲 
98NOTE シリ ー ズ _D8000h て DBFFFh 


PC-386NOTE AE/AR/W/WR D8000h こ DBFFFh 








PC-386NOTE A/BookL D4000h<DFFFFh 
PC-486NOTE AS D8000hcDBFFFh 
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ディ ー ビ ピー エム アイ 32・ イ グ ゼ MemorySBerverll 


VCPI を 利用 し て DPMI サー バ を 起動 し ます 。 コ マン ドラ イン と デバ イス ドラ イ 
バ の 双方 の 形式 で 使用 する こと が で きま す 。 





証書 式 





1. DEVICE=[d:][path]DPMI32.EXE [/S=XX][/L=XXXX] 
[[/X | /NX] | [/V | /NV]] 
Ir. DPMI [/S=XX][/L=XXXX][/U | /NU][/ON | /OFF][/R] 








※ 1 は デバ イス ドラ イ 人 形式 / は コマ ンド 形式 の と き の 書 式 





ミル 空 源 


設定 内 容 





スト リー ム バ ッ フ ァ の 容量 を 1-64 の 範囲 で 1KB 単 位 て 指定 する (既定 値 は 
DPMI が 提供 する LDT 数 を 512-8192 の 絶 囲 で 指定 する (既定 値 は 8192) 
DPMI の モリ 資源 を XMIS モリ か ら 調 達する 

| DPMI の モリ 資源 を XMS モリ か ら 調 達し な い (既定 値 

| DPMI の モリ 資源 を VCPI か ら 調達 する ( 巡 定 値 ) 

DPMI の モリ 資源 を VCPI か ら 調 達し な い ー 

UMB を スト リー ム バ ッ フ ァ に 利用 する (DOS=UMB 指定 時 の み ) 












































/NU。。 | UMB を スト リー ム バ ッ フ ァ に 利用 し な い (既定 値 ) 

/oN | /OFF で 俊 目 し た DPMI サー バ を 和 有効 に する 

/OFf | DPMI サ ー バ を 一 時 的 に 何 する 

/R - 古 DPMLEXE の 常駐 を 解除 する 目 四 ”。。 








本 使用 例 
@CONEIG.SYS か ら DPMI サー バ を 起動 する 
DEVICE=DPMI32.EXE 
@ コ マン ドラ イン か ら DPMI サー バ を 起動 する 
DPMI32 |。 


DPMI32.EXE 2 タラ 


本 解説 
DPMI32.EXE は 、 コ マン ドラ イン と CONFIG.SYS の どちら か ら 実 行 し て も 同じ 
機能 で す 。 た だ し 、 コ マン ドラ イン か ら 実 行 す る と 、 不 要 な と き に メモ リ 上 か ら 人 解除 
て きる と いう 特徴 が あり ます 。MS-DOS の 子 ブ ロ セ ス か ら の 実行 は びき ませ ん 。 
また 、PC-386NOTE A で DPMI サー バ を 起動 する 際 に は 、 レ ジュ ー ム ム 機能 は 使 
用 で き な く な り リ ま す 。 
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イオ ー エ ス 10・ イ グ ゼ MemoryServerll 


IOS10. EX メ E 


メモ リ 上 に 日 AM ディ スク を 設定 する 











VMM386.EXE で 確保 し た モリ 上 に RAM ディ スク に 設定 し ます 。 


証書 式 


I. DEVICE= [d:][path]IOS10.EXE Size [/E| /X| /B][/S | /NS] 
[/C=nn][/D=nnnn][/L=nnnn][/Q | /NQ][/V | /NV] 
[/A=xxyyz][/W | /NW][/R=d][/M][/16 | /32] 
[/A=yyxxz][/W | /NW] 

II. IOS10 [/S | /NS][/C=nn][/D=nnnn][/L=nnnn][/A=xxyyz] 

[/W | /NW][/Y=nnnnn][/F][/K[=XXX」] 
. IOS10 [/?] 
| ※ 1T は デバ イス ドラ イ バ 、II/ 由 は コマ ンド ライ ン で の 書式 














設定 内 容 
RAM ディ スク 傘 量 を 128KB-32768KB の 徹 半 で 指定 する 
RAM ディ スク を EMS 上 に 作成 する 
RAM ディ スク を EMB 上 に 作成 する 
RAM ディ スク を BMS (バン クモ リ ) 上 に 作成 する 
| チェ ッ ク サ ム か HiSUM に よる デー タ 検 査 を 行う (既定 値 




















デー タ 検 査 を 行わ な い 

クラ スタ サイ スズ を 1/2/4/5/ 16 の い す れ か 指 2 定 す る (既定 値 は 2 セク タ ) 
ディ レク トリ 数 を 96-2048 か ら 32 個 単位 で 指定 する (既定 値 は 192) 
| セク タ サイ ズ を 256/512/1024 の いずれ か を 指定 する (既定 値 は 512) 
| 起動 時 に RAM ディ ス ク の 初期 化 を 確認 する 

中 起動 時 に RAM デ ィ イ ス ムク の 初期 化 を 確認 し な い ( 蛇 定 値 ) 


| 呈 に R AM : テ テイ - スク を 初期 化す る (上 定 値 ) 


| に RAM ディ スク を 初期 化し な い 

(た だ し ブロ テク トメ モリ 使用 時 に は 常 に 初期 化 れる ) 
RAM ディ ス ク の アク セス ラン ブ を 表示 する 

xx ライ ン 座 標 を 00-24 の 男 囲 で 指定 する 

yy カラ ム 座 本 を 0079 の 男 囲 で 指定 する (FN と 指定 する 

z 表示 色 を 0-7 か ら 指 定 す る ( 黒 / 赤 / 緑 / 黄 / 青 / 上 / 
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設定 内 容 
RAM ディ スク を 書 込 禁止 に する 


は お 


RAM ディ スク を 書 込 覇 止 に し な い (既定 値 











| RAM ディ スク に ドラ イブ 名 を 割り 当て る (カレ ント 空き ドラ イブ ーZ の 範 半 ) 
| DOS シェ ル 使 用 時 に RAM ディ スク を 認識 させ る 








常に RAM ディ スク を 16 ビッ ト 幅 で デー タ 転 送 す る 





| 32 ビッ ト CPU で は 常に 32 ビッ ト 幅 で デー タ 転 送 する (既定 値 ) 





変更 する RAM ディ スク 容量 を 128-32768KB の 細 囲 て 指定 する 
ーー トー ー 還 


RAM ディ スク の 初期 化 を 行う 
_ 
RAM ディ スク の ドラ イブ 名 を 指定 し た 環境 変数 に 格納 する 

















コマ ンド ヘル プ ブ を 表示 する 





証 使用 例 
@ RAM ディ スク に 2MB (2048KB) を 割り 当て る 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /X テーーー EMB 上 に 作成 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /E EMS 上 に 作成 
DEVICE=IOS10.EXE 2048 ューー EMS -BMS EMB の 順に 空い て いる 先 に 作成 
@ DOSSHELL て RAM ドラ イブ を 認識 で きる よう に する 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /M 
@ クラ スタ サイ ズ を 16 に する 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /C=16 
@ ア クセ スラ ンプ ブ を シス テム ライ ン 右 端 に 黄色 で 表示 する 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /A=FN793 
@ コ マン ドラ イン か ら 実 行 す る 
IO0S10 /Y=1024 。J ューーー 容量 を 1024KB に 変更 
I0S10 /M ーーーーー ドラ イブ 名 を 環境 変数 TMP に 格納 
本 解 説 
マ 複 数 の RAM ディ スク の 設 
IOS10.EXE て 複数 の RAM ディ スク を 設定 する に は 、CONFIG.SYS に 連続 し て 
登録 し ます 。 最 大 8 個 まで 登録 で きま す 。 ド ライ ブ 名 は 登録 し た 順に 割り 当て られ ます 。 
ヤマ プロ テク トメ モリ の 使用 
プロ テク トメ モリ を 使用 し て いる 場合 は 、/NV オプ ショ ン を 付け て も RAM ディ 
スク は リセ ッ ト 時 に 初期 化 さ れ ま す 。 
@ 圏 VMM386.EXE p.229 DC10.EXE p.23Z 
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| ティ ー シ ー 10・ イ グ ゼ MemoryBerver ll 





DC10.EXE 


⑱ キ ャ ッシュ ディ スク を 設定 する 





VMM386.SYS で 確保 し た モリ 上 に ディ スク キャ ッシュ に 設定 し ます 。 


本 書 式 





I. DEVICE= [d:][path]DC10.EXE Size [d:][/E | /X | /B] 
[/S | /NS][/V | /NV][/W=nnnn][/A | /NA] 
[/L | /NL][/F | /NF][/C | /NC] 

Ii. DC10 [/A | /NA][/L | /NL][/F | /NF][/C | /NC][/H | /NH] 
[/D | /ND][/@=Size (nnnnn) ][/@=RESTART (d) ] 
[/@=REFRESH (d) ][/@=LOCFILE (ファ イル 名 ) ] 
[/@=READFAT (d) ][/@=READDIR (d) ] 

皿 .DC10 [/? | 7/@] 


※ 1 は デバ イス ドラ イ バ 、II/ 四 は コマ ンド ライ ン で の 書式 








設定 内 容 
キャ ッシュ サイ ズ を 256KB-16384KB の 範囲 で 指定 する 
EMS 上 に キャ ッシュ バッ ファ を 確保 す 
EMB 上 に ト ヤ ッシュ バッ ファ 4 を 確保 す 
BMS (バン クモ リ ) トメ モリ に キャ ッシュ バッ ファ を 確保 する 




















プロ グラ ム の 一 部 (デー タ 部 ) を E MS に 置く 


ブロ グ う ム の 部 ( デ タ 部 ) 人 ] ン ベン ショ ナ ルス モ ! リ に 置く () 症 値 ) 





ディ ス ク BIOS ? の 1 ャ ッシュ を 有効 に する (/E、 /X 指定 叶 の 上 定 値 ) 
二 


ディ スク BIOS へ の キャ ッシュ を 無効 に する (/ B 指 定時 『 の 既 : 定 値 ) 

W indows 使用 時 の キ 1 ッシュ ュ リ f メ る 0-16384 か ら 1 28KB 昌 立て 指定 する 
フロ ッ ピ ー 入 れ 娠 え 時 に 警告 音 を 出す (既定 値 ) 

| フロ ッ ピ ー 入れ 持 え 時 に 警告 音 を 出さ な い 

| 素 ャ セ ッシュ し た FAT 情報 を ロッ ク し 、 アク セス を 高速 化す る (既定 値 ) 


| キャ ッシュ し た FAT 情報 を ロッ ク し な い 


| バッ ファ 満 枕 呼 に 掃き 出し を 行う (既定 値 
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パラ メー タ 設定 内 容 

/NF バッ ファ 満杯 時 に 掃き 出し を 行わ な い 

/c 対象 ドラ イブ の キャ ッ シ ン グ を 許可 する (既定 値 ) 

/NC 対象 ドラ イブ の キャ ッ シ ン グ を 許可 し な い 

/H | キャ ッシュ し た デー タ を 掃き 出し 袋 止 に する (辞書 な ど に 使う ) 
/NH 。 | /H の 指定 を 解除 する 。 _ 
/D ” | ディ レク トリ 情報 を スモ リ 上 に 保持 する 
/Np /D で 保持 し た ディ レク トリ 情報 を 解除 する 


























/@=Size キャ ッシュ サイ スズ を 指定 し た 容量 に 変更 する 





RESTART 指定 ドラ イブ の キャ ッシュ デー タ を 破棄 する 

REFRESH | 指定 ドラ イブ の /D、/ ル L、/H て 保持 し た 以外 の デー タ を 破棄 する 
LOCFILE | 指定 し た ファ イル を キャ ッ シ 電 凍 掃き 出し 築 止 に する 
READFAT | 指定 ドラ イブ の FAT 情報 を キャ ッシュ する 

READDIR 指定 ドラ イブ の ディ レク トリ 情報 を キャ ッシュ する 

4 コマ ンド ヘル プ を 表示 する 

/@ /@ が 付く オブ ショ ン の コマ ンド ヘル プ を 表示 する 


























本 使用 例 
@ キ セッ シュ バッ ファ に 2MB (2048KB) を 割り 当て る 
DEVICE=DC10.EXE 2048 ーーーー EMSBMS EMB の 順に 空い て いる 先 に 作成 


DEVICE=DC10.EXE 2048 /X ーー EMB 上 に 作成 
@ MS-DOS 実行 時 に は 2048KB、Windows 実行 時 に は 3072KB を 割り 当て る 
DEVICE=DC10.EXE 2048 /W=3072 
@A ドラ イブ と B ドラ イブ を キャ ッシュ 対象 に する 
DEVICE=DC10.EXE A: B: 2048 
@ コ マン ドラ イン か ら 実 行 す る 
DC10 /H | ューーーー 掃き 出し 禁止 に する 
DC10 /D 。。 ーーー 最新 の ディ レク トリ 情報 を キャ ッシュ する 
DC10 /@=Size (1024) | ューーー キャ ッシュ 容量 を 1024KB に 変更 する 
DC10 | ューーー 現在 の キャ ッシュ 情報 を 表示 する 
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証 解 説 
ヤヤ キャ ッシュ を 設定 する メモ リ 種 別 
DC10.EXE は EMS/XMS(EMB) /BMS の 3 種類 の カモ リ 上 に 設定 で きま す 。 ディ 
スク キャ ッシュ は EMB 上 (/X オブ ショ ン ) に 作成 し た 方 が アク セス スピ ー ド は 高 
速 で 、 か つ 細 か く 設 定 で きま す 。 ち な み に 各 モリ 種別 の モリ 設定 の 最小 単位 は 、 
次 の よう に な り ま す 。 
メモ リ 最小 単位 
EMB 上 に 作成 する 8KB 単位 








EMS 上 に 作成 する I6KB 単位 
BMS 上 に 作成 する 128KB 単位 








ヤ キャ ッシュ で き な い ドラ イブ 

RAM ディ スク /MO (区 磁気 ディ スク ) /CD-ROM/2DD フロ ッ ビ ピー ディ スク / 圧 縮 
され た ドラ イブ に は 、 キ ャ ッシュ を 設定 で きま せん 。 た だ し 、DiskX II(A・!・Sofft) 
で 作成 し た 圧 緒 ド ライ ブ は キャ ッシュ で きま す 。 


UMB へ の ロー ド に つい て 

ノー ト 型 パソ コン で DC10.EXE を UMB に ロー ド す る 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク 
ドラ イブ が キャ ッシュ 対象 に な っ て いる と 、 レ ジュ ー ム 機能 が うま く 動 作 し な い 場 合 
が あり ます 。 


ヤ フロッピー ディ スク に 対す る キャ ッシュ 

フロ ッ ピ ビー ディスク 装置 を キャ ッシュ 対象 に する と 、 ド ライ ブ の モー ター が 常時 回 
転 し 、 電 力 消費 量 が 増え ます 。 し た が っ て 、 ノ リート 型 バ パリ コン で は バッ テリ ー の 消耗 
が 早く な る 場合 が あり ます 。 ま た へ ドア ン ロ ー ト 機能 ( 非 ア クセ ス 時 に ヘッ ド 位 置 を 
退避 する 機能 ) が な い 装置 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク が 摩耗 する 場合 が ある の て 注意 
が 必要 で す 。 


ヤマ 光 磁気 ディ スク へ の キャ ッシュ 設定 
NEC 純正 ユニ ッ ト て で 読み 書き で きる メデ ィ ア (IBM また は セミ IBM フォ ー マ ッ 
ト ) 以外 で は 、 正 常に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 
剛 叫 "VMM386.EXE p.229 IOS10.EXE p.235 
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| ラン ブ ・ イ グ ゼ MemoryServerl 





LUMB.EXE 


し |: アル ョ レル ンプ 人 も 2 ゴ ョ に に 9: まっ 





テバ イス ドラ イ バ や TSR (常駐 ブロ グラ ム ) を UMB に ロー ド し ます ] マ ンド ラ 
了 ィ ン か ら の 実行 と CONFIG.SYS へ の 登録 と の 2 つの 方 法 が あり ます 


し 上 療 : 





I. DEVICE= [d: ][path]LUMB.EXE [/INFO][/M][/S=hhhhh] 
[/B=d | /BN=d | /BH=d] デバ イス ドラ イル 名 

Ii. LUMB [[/MAP][/I][/F][/NOESC] | [/?]] 

| 和 ル . LUMB [/INFO][/M][/S=hhhhh][/ENVLAST] TSR 名 








※1 は CONFIG.SYS で の 書式 、II と 帆 は コマ ンド ライ ン で の 書式 





設 定 内 容 
| 『 に UMB の 詳細 情報 を 表示 
| UMB メモ リネ イ 足 時 に は コン ベン ショ ナル メモ リ に ロー ド す る 
esa 姜 と する モリ 容量 を 16 進 5 桁 て 指定 する 
| 指定 する UMB ブロ ッ ク 番 号 ( ) に ロ ド す る 


リー マル モー トド ト 使 用 時 に 指定 する UMB ブロ ッ ク 番 号 (d) に ロー ド す る 

















| ハイ レゾ モ ド 使用 時 に 指定 する UMB ブロ ッ ク 番 号 (Q) に ロー ド する 
| UMB マッ フ を 表示 
_UMB の ブロ ッ 情報 る 表示 する 





UMB の フリ - F リア 情報 を 表示 する 
/NOESC UMB マッ プ を テキ スト モー ド (モノ クロ ) で 表示 する 
/ 欠 ] マ ンド ヘル プ を 表示 する 


上 


/ENVLAST | 環境 エリ ア を UMB 最 上 位 に 作成 す 








本 使用 例 p.729 
@PRINT.SYS を 1 番目 の UMB ブロ ッ ク に ロー ド す る (CONFIG.SYS) 
DEVICE=A:\IMDEVYIDSPRO\LUMBEXE /M /B ニ 1 A:\IDOS\PRINT.SYS 


クダ 第 d 章 その 他 の デバ イス ドラ イ バ ー 覧 


@DOSKEY コマ ンド を UMB に ロー ド す る 
LUMB /M DOSKEY /INSERT ご 
@EFASTOPEN を ロー ド す る 際 に 16368 バイ ト (3FF0) を あら か じ め 確 保 す る 
LUMB /M /$=03FFO FASTOPEN A: B:。 
@UMA の と の 領域 に 何 が ある か を 調べ る (UMB マッ プ ) 
LUMB /MAP : 
@UMB の 使用 状況 を 調べ る (UMB リス ト ) 
LUMB | 
@LUMB の 使い 方 を 調べ る 
LUMB /? 


解 説 
LUMB.EXE の 特徴 

LUMB.EXE は MS-DOS Ver.5.0A に 付属 する DEVICEHIGH (CONFIG.SYS コ 
マン ド ) と LOADHIGH (MS-DOS コマ ンド ) の 機能 を 合わ せ 持 っ つた コマ ンド で す 。 
LUMB.EXE の 優れ て いる 点 は 、CONFIG.SYS で 指定 する 際 に ロー ド す る UMB ブ 
ロッ ク を 指定 で きる 点 に あり ます 。 

た だ し 、 残 念 な が ら コ マン ドラ イン か ら TSR を ロー ド す る 際 に は 、UMB ブロ ッ 
ク を 指定 で きま せん 。 な お 、LUMB.EXE は あら か じ め VMM386.EXE で UMB が 
確保 (/U) され て いな いと 、 使 用 で きま せん 。 


LUMB 使用 時 の 注意 点 

LUMB を 使用 する 際 に は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
/DEVICEHIGH と 混在 させ な い 

CONFIG.SYS 内 で LUMB と DEVICEHIGH を 混在 し て 使用 する と 、 正 し く ロ ー 
ド で き な い 場合 が あり ます 。 

ノロ ー ド の 際 に は /M を 付け る 

デバ イス ドラ イ バ (また は TSR) を ロー ド す る 際 に は 、 必 ず /M オブ ショ ン を 付け 
て くだ さい 。/M を 付け る と UMB へ の ロー ド が 失敗 し た と き に 、 コ ン ベ ン ショ ナル 
メモ リ に 自動 的 に ロー ド し て くれ ます 。 

ノロ ー ド が 不可 能 な デバ イス ドラ イ バ 

構造 的 に 11 個 以 上 の デバ イス エン トリ を 持つ デバ イス ドラ イ バ は 、LUMB コマ ン 
ド で UMB に ロー ド で きま せん 

DEVICEHIGH p.789 
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| メル ム 386 ーー MELWARE for Windows 


MELMM.386 
@VCP| 規格 で プロ テク トメ モリ を 管理 する 


議 大 61MB まで の ブロ テク トメ モリ を 、VCPI 規格 に 準拠 し て 管理 し ます - 大 


郎 Ver.5 と Windows を 共存 させ る こと が で きま す 








本 


DEVICE=[d: [path]MELMM.386 [/CX][/HM][/M nn,nn…] 
[/NC][/Pn][/SD nnnn][/SW1][/T][/XMS nnnn] 
[/BEnnnn][/H][/NECWIN] 





設定 内 容 
1 ッシュ コン トロ ー ラ る 動作 させ る 
| | XMS を 利用 する (同じ ディ レク トリ に MELMMLVXD が 必要 ) 
| UMB 領域 に する アド レス の 先頭 2 桁 を 指定 する 
| 005 WW を 高速 に する 
| MS 物理 ベ ページ 数 を 2、3、8 の 中 か ら 指 定 する ( 既 : 定 値 は ) 
| EMS 物理 ペー ジ を 割り 当て る 先頭 アド レス (セグ ント) を 指定 する 


D000-DFEFEF の SCSI/SASI ハード ティ スク の ROWM BIOS を A500 AF FF に 移動 ける 








MS_DOS Ver.5.0A の 扱 》 ミタ ス クス ワッ 7 を 利用 す 


| XMS と U て 管理 する モリ 限 を KB 単位 で 指定 する 


7 ロ テ ク トモ リ を バ ンク モリ に する と き の 、 バン ク 数 ( 128KB 還 人 ) を 指定 する 


| EMS の ハン ドル 数 を 2-255 の 範囲 て 指定 する ( 巡 定 値 は 6⑪) 


UMB て BIOS を ふさ いた と き 、Windows 起動 時 の NEC-ID チェ ッ ク を ク 


/NECWIN , 
リア し 、 起 動 で きる よう に 設定 する 





証 使用 例 
@XMS と EMS を 使用 する 
DEVICE=MELMM.386 /HM 
@D0000h-D3FFFh と D4000h-D7FFFh を UMB に する 
DEVICE=MELMM.386 /HM /M DO, D4 


クタ ダグ 第 章 その 他 の デバ イス ドラ イ バ 一 覧 


@ SCSI/SASI 型 の ハー ド デ ィ スク BIOS を A5000h 以降 に 移動 する 
DEVICE=MELMM.386 /SW1 ーー- BIOS の 移動 
DEVIEE=MELMM.386 /HM /SW1 /M DO,D4,D8,DC =ー 移動 し た 場所 を UMB に する 
@ MS-DOS Ver.5.0A の DOS シェ ル に 対応 させ る 
DEVICE=MELMM.386 /HM /XMS 2048 /T A:\DOS\EXTDWAP.SYS 
@EMS の 一 部 の ファ ンク ショ ン を 高速 に 処理 する 
DEVIEE=MELMM.386 /HM /NC 
@ Cx486DLC/SLC を 使用 で きる よう に する 
DEVICE=MELMM.386 /CX 


証 解 説 
マハ ー ド ディ スク BIOS の 移動 。 電 

/SW1 を 指定 する と 、D0000h-DFFFFh に ある SASI 型 と SCSI 型 ハ ー ド ディ ス 
ク の ROM BIOS は 、 自 動 的 に A5000h-AFFFFh に 移動 し ます 。 た だ し IDE 型 ハ ー 
ド デ ィ スク (通常 は D8000h-DBFFFh に ある ) は 移動 の 対象 に は な り ま せん 。 ま た 98 
NOTE で は D8000h-DBFFFh は ハー ド デ ィ スク や RAM ドラ イブ の BIOS が 割り 
当て られ て いま す 。 し た が っ て /SW1 を 指定 する と 正常 に 動作 し な く な る の で 、 注 意 
が 必要 で す 。 


マヤ UMB 設定 の コツ 

/M は 「/M D0」 な どの よう に 、 ア ドレ ス の 上 2 桁 を 記述 し ます 。/M は 16KB 単 
位 で 指定 する 点 を 理解 する と 、 こ の オブ ショ ン の 使い 方 が 見 えて きま す 。 た と えば D 
000h-DFFFFh の 64KB を UMB に 設定 する に は 、 こ れ を 16KB ずつ に 区 切り ます 。 


DO000Oh-D3FFFh ーー 1 番目 の 領域 (16KB) 
D4000h-D7FFFh ーー 2 番目 の 領域 (16KB) 
D8000h-DBFFFh ーー 3 番目 の 領域 (16KB) 
DC000h-DFFFFh ューー- 4 番目 の 領域 (16KB) 


し た が っ て /M へ の 記述 は 「/M D0,D4.D8.DC」 と な り ま す 。 


マヤ /NC オプ ショ ン の 使用 
アブ リケーション に よっ て は /NC オブ ショ ン を 設定 する と 、 ア プリ ケー ショ ン 内 
部 の デー タ エ ラ ー が 発生 する 場合 が あり ます 。 こ の 場合 は /NC オブ ショ ン は 取り 外 
し て くだ さい 。 
HYPERDSK.EXE p.276 EXDISK.EXE p.277 
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| イー エッ クス ディ スク ・ イ グ ゼ MELWAHE for Windows 


EXDISK.EXE 
@ ロ AM ディ スク を 設定 する 


MELMM.386 で 確保 し た XMS メ モ リ 上 に RAM デ ィ ス ク に 設定 し ます 








CONFIG.SYS で 登録 する 方 法 と 、 コ マン ドラ イン か ら 実 行 す る 方 法 の 2 通り が あり 
ます 
古寺 





I . DEVICE=[d:][path]EXDISK.EXE [E|X] Size /[DIR][W] 
II. EXDISK DEVICE [E | X] Size /[DIR][W] 
皿 . EXDISK [R][V][M nnnn][C] 

※ 1 は デバ イス ドラ イ バ 、II/I 邊 は コマ ンド ライ ン で の 書式 














EL する 
| EMB 上 に RAM ディ スク を 確保 する (既定 値 ) 
RAM ディ スク と し て 確保 する 会 量 を KB 単位 で 指定 する 


7 ィ レ ク トリ 数 を 32- 480 の 絶 財 て て 指定 する ( 既定 値 は 128) 
する 














Windows 上 て 容量 の 2 変更 を 可能 に 
ンド か ら 作 成 し た RAM ディ スク を 取り 消し 、 メ モリ を 解放 する 
RAM ぅ 区 ク の 状態 を 表示 する 


RAM り ィ スク の 容量 を 変 更 する 














RAM ディ スク の 内 容 を クリ ア す る 


証 使用 例 
@EMB に 2MB (2048KB) の RAM ディ スク を 作成 する 
DEVICE=EXDISK.EXE X 2048 ーーー CONFIG.SYS て 指定 する 方 法 
EXDISK DEVICE=X 2048 りさ ーーー コマ ンド ライ ン か ら 実 行 する 方 法 
@ 作成 可能 な ディ レク トリ 数 を 256 個 に 設定 する 
DEVICE=EXDISKEXE 2048/256 


2 タプ 第 紀章 その 他 の デバ イス ドラ イ バ 一 覧 


@ Windows か ら RAM ディ スク 容量 を 調節 で きる よう に する 
DEVICE=EXDISK.EXE 2048 W 
@ RAM ディ スク を コン トロ ー ル する (コマ ンド ライ ン か ら 実 行 ) 





EXDISK R 。) ューーーー RAM ディ スク を 解放 する (取り去る) 
EXDISK V。 リ ペーーーー RAM ディ スク 情報 を 表示 する 
EXDISK M1024 。)。 ホーーー RAM ディ スク 容量 を 1024KB に 変更 する 
EXDISK ューーーー RAM ディ スク の 内 容 を 消去 する 

証 解 説 

マヤ コマ ンド ライ ン か ら の 実行 


EXDISK.EXE は 、 コ マン ドラ イン か ら RAM ディ スク を 作成 する こと も で きま す 。 
また 、 コ マン ドラ イン か ら 作 成 し た RAM ディ スク は 、R オプ ショ ン で RAM ディ 
スク その も の を 消し て し まう こと が で きま す (CONFIG.SYS で 作成 し た RAM ディ 
スク は 不可 ) 。 な お 、 コ マン ドラ イン か ら RAM ドラ イブ を 作成 する に は 、 あ ら か じ 
め CONFIG.SYS に 「LASTDRIVE」 コ マン ド て 最終 ドラ イブ を 登録 し て お く 必 要 
が あり ます 。 


マ XMSDISK.EXE と の 違い 

MELWARE に は 、RAM ディ スク と し て 「EXDISK.EXE」 と 「XMSDISK.EXE」 
が 付属 し て いま す 。 し か し アク セス スピ ー ド が 高速 な こと 、Windows 上 (デバ イス 
ドラ イ バ モ ニタ ) か ら 人 容量 を 変更 て きる こと 、 な どの 理由 か ら EXDISK.EXE の 方 が 
高 機能 て す 。EXDISK.EXE は 「MELWARE for Windows」 の ディ スク に 含ま れ 
ます 。 


Windows か ら の 容量 変更 
「MELWARE for Windows」 を イン スト ー ル する と 、Windows に グル ー ブ 
「MELWARE for Windows」 が 自動 生成 され ます 。 こ れ は Windows 上 で 使う 各 
種 ユ ー テ ィ リ ティ が 格納 され て いて 、 こ の 中 の 「 デ バイ ス ド ラ イ バ モ ニタ 」 で RAM 
ディ スク 傘 量 を 変更 する こと が で きま す 。 た だ し 容量 変更 は RAM ディ スク 作成 時 
に W オブ ショ ン を 付け て いる 場合 の み 有 効 で す 。 
MELMM.385 p.222 


EXDISK.EXE 2 タ 25 





ハイ パー ディ ス ク ・ イ グ ゼ ーー MELWAHE for Windows 








HYPERDSK.EXE 


キャ ッシュ ディ スク を 設定 する 





MELMM.386 て 確保 し た XMS メモ リ 上 に キャ ッシュ ディ スク を 設定 し ます 
CONFIG.SYS て 登録 する 方 法 と 、 コ マン ドラ イン か ら 実 行 す る 方 法 の 2 通り が あり 
ます 。 
一 書 広 
ーーーー 


1 DEVICE= [d: ] [path]HYPERDSK.EXE [C:nnnn][CW :nnnn] 
[S | W][E][D] 
I. HYPERDSK= [C:nnnn][CW :nnnn][S | W][E | D] 





※ 1 は デバ イス ドラ イ バ 、II は コマ ンド ライ ン で の 書式 








設定 内 容 
MS- DOS 動 作 時 の : キャ ッシュ テイ スク 容量 を KB 単位 て 指定 する 
| 雪 っ 5 








| w indows 動作 時 の キャ ッシュ ディ スク 容量 を KB 単位 て 指定 する 





書 込 処 理 を ライ トキ ャ ッシュ バッ ク (遅延 書 込 ) に 設定 する 
上 込 処 理 を リア ル タ イム に 行う (既定 値 ) _ 
HYPERDSK の 機能 を 有効 に する (既定 値 ) 

| HIYPERDSK の 機能 を 一 時 的 に 無効 に する 














請 使 用 例 
@ DOS 用 に 3072KB の キャ ッシュ を 割り 当て る 
DEVICE=HYPERDSK.EXE C:3072 ーーー- CONFIG.SYS て 指定 する 方 法 
HYPERDSK C:3072 。 ーーーーー コマ ンド ライ ン か ら 実 行 す る 方 法 


@ Windows 起動 時 に キャ ッシュ 容量 を 2048KB に する 
DEVICE=HYPERDSK.EXE C:3072 CW:2048 

@ 書 込 処理 に も キャ ッシュ を 効か せる 
DEVICE=HYPERDSK.EXE C:3072 CW:2048 S 


クダ の 第 紀章 その 他 の デバ イス ドラ イ バ 一 覧 


本 解 説 
マ XMSCHACHE.EXE と の 違い 
MELWARE に は ディ スク キャ ッシュ と し て 「HYPERDSK.EXE」 と 「XMSCACHE. 


EXE」 が 付属 し て いま す 。 し か し アク セス スピ ビード が 高速 な こと 、Windows 上 ( デ 
バイ ス ド ラ イ バ モ ニタ ) か ら 容 量 を 変更 で きる こと 、 な どの 理由 か ら HYPERDSK. 
EXE の 方 が 高 機能 て す 。HYPERDSK.EXE は 「MELWARE for Windows」 の ディ 
スク に 含ま れ ま す 。 

MELMM.386 p.242 


HYPERHDSK.EXE 2 タ 2Z 





| ユー エム ピー ロー ド ・ シ ス MELWAHE for Windows | 


UMBLOAD.SYS 


⑯UIV 昌 に 常駐 ブロ グラ ム を ロー ド す る 








テバ イス ドラ イ バ や TSR (常駐 ブロ グラ ム ) を UMB に ロー ド し ます ] マ ジ シド ラ 
イン か ら の 実行 と CONFIG.SYS へ の 登録 と の 2 つの 方 法 が あり ます 


思 き 








1I. DEVICE=[d: ][path]UMBLOAD.SYS [/UA:n] デバ イス ドラ イハ バ 名 
II. UMBLOAD [AU:n] TSR 名 


※1 は CONFIG.SYS で の 書式 、II は コマ ンド ライ ン で の 書式 














パラ メー タ | 設定 内 容 
垂下 /Y ke ら 


指定 する UMB ブロ ッ ク 番 号 (n) に ロ 





本 使用 例 か .755 
@PRINTJSYS を 1 番 日 の UMB ブロ ッ ク に ロー ド す る (CONFIG.SYS) 
DEVICE=A:\ 半 MEL4WIN\UMBLOAD.SYS /UA:1 A:\DOS\PRINT.SYS 
@DOSKEY コマ ンド を 4 番目 の UMB ブロ ッ ク に ロー ド す る 
UMBLOAD /UA:4 DOSKEY /INSERT 。 
@UMB の ブロ ッ ク 番 号 /UMB の 使用 状況 を 調べ る 
UMBLOAD 。 
証 解 説 
UMBLOAD の 特徴 
UMBLOAD は MS_DOSVer.5.0A に 付属 する DEVICEHIGH (CONFIG.SYS コ 
マン ド ) と LOADHIGH (MS-DOS コマ ンド ) の 機能 を 合わ せ 持 っ た コマ ンド で す 。 
UMBLOAD の 人 秋 れ て いる 点 は 、 ロ ー ド する UMB ブロ ッ ク を 折 定 で きる 点 に あり ま 
す 。UMB の ブロ ッ ク 番 号 を 調べ る に は 、「UMBLOAD 市 」 と 入力 し ます 。 左 端 の 
「No」 に 表示 され る 番 サ が UMB ブロ ッ ク 番 号 で す 。 な お 、UMBLOAD は CONFIG. 
SYS て 使用 する 際 に は 、UMBLOAD.SYS を 使用 し 、 コ マン ドラ イン か ら 使 用 する 
際 に は UMBLOAD.COM を 使用 し ます 。 書式 は 同じ で す 
DEVICEHIGH p.789 
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殖 4 章 
トラ ブル 対策 一 覧 





ここ で は 、CONFIG.SYS や ゃ や AUTOEXEC. 
BAT を カス タマ イズ する 際 に 突き 当たる 、 さ ま ざ 
まな トラ ブル を 回 避 す る 方 法 を 紹介 し ます 





CONFIG.SYS 
AUTOEXEC.BAT 


%》 CONFIG.SYS の 設定 が 反映 され な い ! 
この 場合 は 次 の 2 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 


再起 動 を 実行 し だ か や 
CONFIG.SYS を 修正 し た だ け で は 、 シ ステ ム に は 何 の 影 響 も あり ませ ん 。 修 正 内 
容 を 有効 に する に は 、CONFIG.SYS を 保存 し た 後に リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 バ ソ 
コン を 再起 動 し て くだ さい 。 


%CONFIG.SYS の 格納 場所 は 正しい か や 

MS-DOS は 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に ある CONFIG.SYS を 読み 込み 、 
シス テム に 反映 させ ます 。 そ れ 以 外 の 場所 に CONFIG.SYS を 作成 し て も 無視 され ま 
す 。 


%》 起動 時 に 「COUNFIG.SY が 大 きす ぎ ま す 」 と 表示 され る 


この メッ セー ジ は 主 に 次 の ケー ス で 表示 され ます 。 
益 デ バイ ス ド ラ イ バ の ロー ド 失 敗 

何ら か の 原因 で デバ イス ドラ イ バ を メモ リ に ロー ド で き な か っ た 場合 に 、 ま れ に 表 
示さ れ ま す 。 筆者 の 経験 し た ケー ス で は 、CONEIG.SYS に 「DEVICEHIGH = 
SMARTDRV.SYS 2048 128」 と いう 行 が ある た め に 、 こ の 症状 が 出 ま し た 。 こ れ 
は 「DEVICE=SMARTDRV.SYS 2048 128」 と 修正 する こと で 回 避 で きま し た 。 

通常 は UMB に ロー ド で き な く て も 、 自 動 釣 に コン ベン ショ ナル モリ に ロー ド 
され る は すず です 。 し か し 、 環 境 に よっ て は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と の 相性 が 悪い 場合 に 、 
この よう な ケー ス が 起こ り 得 ます 。 
実際 に CONFIG.SYS の 行 数 が 多 す ぎる 

起動 時 に MS-DOS は CONFIG.SYS を メモ リ に 読み 込ん で 、1 行 1 行 を 解析 し ま 
す 。 し か し CONEIG.SYS 自体 の ファ イル 容量 が 大 きす ぎる と 、MS-DOS が 読み 込 
め ず に この よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
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%@ あ 「CONFIG.SYS に 無効 な コマ ンド か バラ メー タ が あり ます 」 
と 表示 され る 


CONFIG コマ ンド の 記述 を ミス タイ ブ し て いる と 表示 され ます 。 表 示さ れ た 行 番 
号 の CONFIG コマ ンド と オブ ショ ン の 記述 を 修正 し て くだ さい 。 


% あ 「 以 下 の フ ァイル が 無効 また は 見 つか り ま せん 」 と 表示 され る 


この エラ ー メ メッセージ は 、CONFIG.SYS で 記述 し て ある 場所 に 、 指 定 し た デバ イ 
ス ド ラ イ バ が 本 当 に 存在 し な いと き に 表示 され ます 。 た と え は 次 の よう に 記述 し た と 
し ます 。 


DEVICE=A:\DOS\KKCFUNC.SYS 


この と き A ドラ イブ の サブ ディ レク トリ 「DOS」 に 、 デ バイ ス ド イ ライ バフ ァ イ 
ル 「KKCFUNC.SYS」 が 存在 し な いと エラ ー な り ま す 。 ま た 、 バ パス 設定 や ファ イル 
名 を ミス タイ ブ し て いる 可能 性 も ある の で 、 ス ペル の チェ ッ ク が 必要 で す 。 


%》 起動 の 途中 で パソ コン が ハン グ ア ッ プ す る 


これ は CONFIG.SYS また は AUTOEXEC.BAT の 中 に 、 メ モリ の 重複 使用 な ど 
の 不正 な 設定 が ある た め に 起こ り リ ま す 。 た と えば 、 ハ ー ド ディ スク が 使用 し て いる ア 
ドレ ス を 強制 的 に UMB に 割り 振っ つた と き な ど に 起こ り ま す 。 

この よう な 事態 に 陥っ た ら 、 次 の 手順 で 回 避 し て くだ さい 。 


① 別 の ドラ イブ か ら の MS-DOS 起動 
MS-DOS 起動 肌 フ ロッ ビー ディ スク (また は 別 の ハー ドド ディ スク ドラ イブ ) か ら 
MS-DOS を 起動 し ます 。 
※ こ の よう な 事態 に 備え て 、 エ ディ タ (SEDIT.EXE) や ファ イル 修復 コマ ンド 
(UNDELETE.EXE/UNFORMAT.COM/CHKDSK.EXE な ど ) を 格 
納 し た MS-D0 起動 用 ディ スク を あら か じ め 用 意 し て お く と 安全 で す 
②CONFIG.SYS の 修正 


ハン グ ア ッ プ ブ し た ドラ イブ の CONFIG.SYS を エディ タ て 修正 し 、 再 起動 し ます 。 
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な お 、 こ こ て 重 要 に な る の が 、 ど こ が 問 題 を 引き 起こ し て いる 行か を 見 分 ける コツ 

。 一般 的 な 対策 と し て は 、CONFIG.SYS の 中 か ら あ や し げ な ドラ イ バ を 1 行 選 

ん て REM コマ ンド て 無効 に し て 、 再 起動 し て みる こと で す 。 も し 正常 に 起動 で きた 

ら 、REM 指定 し た 行 に 原因 が ある こと が わか り ま す 。 同じ 要領 で 次々 に 行う と 、 間 
題 の CONFIG.SYS 行 を 絞り 込む こと が で きま す 。 


%》 起動 時 に 「 環 境 の た め の メ モリ が 足り ませ ん 」 と 表示 され る 


これ は 環境 変数 エリ ア が 人 容量 不足 で ある た め 、SET コマ ンド また は PATH コマ 
ンド な と が 正常 に 行わ れ な か っ た と き に 表示 され る メッ セー ジ で す 。 こ の 場合 は 、 次 
の よう に COMMAND.COM に /E オブ ショ ン を 付け て 、 人 容量 を 既定 値 256 バイ ト よ 
リ 多 く 指 定 し ます 。 か .702 


SHELL=A:\COMMAND.COM /P /E:384 ーーー 384 バイ ト に 指定 


% ぢ AUTOEXEO.BAT は 作っ て ある の に 実行 され な い ! 


この 場合 は 次 の 3 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


を ファ イル 名 は 正しい ガ や 
ファ イル 名 が 「AUTOEXEC.BAT」 で ある か どう か を も う 一 度 チ ェ ッ ク し て くだ 
さい 。1 文字 て も スペ ル を 間違っ て いる と 自動 実行 され ませ ん 


吾 AUTOEXEC.BAT の 格納 場所 は 正しい か 

MS-DOS は 起動 時 に 、 起 動 ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ に AUTOFEXFC.BAT 
を 探し ます 。 そ れ 以 外 の 場所 に ある と 無視 され ます 。AUTOEXEC.BAT を 発見 で き 
な いと DATE コマ ンド と TIME コマ ンド を 実行 し て 、MS-DOS ブロ ンプ ブ ト (Ax> ) 
を 表示 し ます 。 


弥 COMMAND.COM に /D オプ ショ ン が 付い て いな いか や 

CONEFIG.SYS の SHELL 行 に 、「SHELL=\COMMAND.COM /P /D」 の よう 
に /D オブ ショ ン が 付い て いる と AUTOEXEC.BAT が 自動 宏行 され な く な り ま す 。 
/D は マニ ュ ア ル に な い 隠 し オブ ショ ン で 、 一 時 的 に AUTOEXEC.BAT を 無視 し ま 
す 。/D は 意図 的 に AUTOEXEC.BAT を 無効 に し た いと き に 使う と 便利 で す 。 
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% ぢ AUTOEXEC.BAT で 指定 し た ドラ イブ に テン ポラ リフ ァ 
イル が 作成 され な い 


AUTOEXEC.BAT の 中 で 、SET 命令 て 環境 変数 「TEMP」 に RAM ドラ イブ を 
指定 する と 、MS-DOS コマ ンド や DOSSHELL の 動作 を 高速 に 実行 て きま す 。 こ の 
と き ド ライ ブ 名 に \ 記 人 号 を 付け な いと 、 指 定 し た ドラ イブ に テン ボラ リフ ァイル が 作 
成 さ れず に 、 起 動 ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ に 作成 され ます 。 


D: ペーーーー( 


SET TEMP 
SET TEMP =D:\ ーー 一 


JW2 対応 製 昭 (一 RB 花子 ・ 五 郎 ) 


%》 イン スト ー ル 時 に 「 メ モリ が 足り ませ ん 」 と 表示 され る 


メイ ン メ モリ の 空き 容量 が 小さ く て 、 イ ンス トー ル ブ ロ グラ ム 「INST.COM」 が 
起動 する だ け の メモ リ を 確保 で き な い と き に 表示 され ます 。CONEIG.SYS や 
AUTOEXEC.BAT か ら メ モリ を 浪費 し て いる ブロ グラ ム を 取り 除い て リセ ッ ト し て 
か ら 、 再 実行 し て くだ さい 。 


%》 イン スト ー ル 時 に 「 デ ィ ス ク の 空き 容量 が 足り ませ ん 」 
と 表示 され る 


イィ インストール に 必要 と する ディ スク の 空き 容量 が 、 イ ンス トー ル 先 の ハー ド デ ィ ス 
ク に な い 場 合 に 表示 され ます 。 ま ず 必 要 な 容量 を 確保 し た 上 て で て 、 イ ンス トー ルコ マン 
ド 「INST」 を 再 実行 し て くだ さい 。 


り W ら 対応 製品 (一 太郎 ・ 三 四郎 ・ 花 子 ・ 五 郎 ) 5 タ 


%》 イン スト ー ル 時 に 「 ヨ 0 ら 8 以上 の PU が 必要 で す 」 
と 表示 され る 


使用 し て いる パソ コン の CPU (中 央 演算 装置 ) が i80286 (イン テル 製 CPU の 型番 ) 
より 下位 の CPU を 積ん で いる と 、JW2 対応 製品 は 使用 で きま せん 。PC-9801VM や 
UV な と が それ に 当たり ます 。 こ れ ら の 製品 を 快適 に 動か す に は i80486 以上 (98 
MATE な ど ) が 理想 的 で す 。 


% あ イン スト ー ル 時 に 「MS-D0S Ver. ヨ 3.10 以上 を 使用 し て 
くだ さい 」 と 表示 され る 


MS-DOS Ver.3.10 より 身 い バー ジョ ン で は 、JW2 対応 製品 は 使用 で きま せん 。 で 
きれ ば MS-DOS Ver.5.0A 以上 を お 使い くだ さい 。 


%》 起動 時 に 「EM メモ リ が 足り ませ ん 」 と 表示 され る 


JW2 対応 製品 は 起動 時 に EMS メモ リ を 発見 する と 、 そ こ に 作業 領域 を 確保 し ま 
す 。 し か し 、 必 要 な 容量 を EMS に 確保 で ご でき な いと 上 記 の よう な エラ ー メ メッセー ジ を 
表示 し 、 起 動 を 中 止 し ます 。 


%》 起動 時 に 「A へ TDK が 組み 込ま れ て いま せん 」 と 表示 され る 


JW2 対応 製品 を 起動 する に は ATOK8 が 使用 で きる 状 通 に な っ て いる こと が 必要 
て で す 。CONEIG.SYS に ATOK8 の デバ イス ドラ イ バ を 登録 する か 、ADDDRV コマ 
ンド (p.705) で ATOK8 を 登録 し て くだ さい 。CONFIG.SYS で 複数 の FEP を 登録 


し て いる 場合 は 、SELLKKC コマ ンド (p.793) で ATOK8 を 選択 し て くだ さい 。 
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% あ 「 他 の プロ グラ ム が プロ テク トモ ー ド を 使用 し て いま す 」 
と 表示 され る 


JW2 対応 製品 を 起動 する と き に 、VCPI 規格 に 対応 し て いな い メ モリ マネ ー ジ ャ 
を 使っ て いる と 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 た と えば EMM386.EXE (NEC 
版 MS-DOS) が それ に 該当 し ます 。」JW2 対応 製品 に 付属 する カモ リマ ネー ジャ (EMS 
386.SYS) か 、VCPI に 対応 し た モリ マネ ー ジ ャ (MELWARE for Windows や 
MemoryServer II ) を 使用 し て くだ さい 。 p.769 


%》 起動 時 に 「『NECPM.MNG が 見 つか り ま せん 」 
と 表示 され る 767 


環境 





突 数 「JW2P」 に 必要 な バス が 指定 し て な いと この メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
環境 変数 は AUTOEXEC.BAT の 中 で SET 命令 て 指定 し ます 。 


SET JW2P=A:\JW2:A:\TARO5 ューーーー 一 太郎 Ver.5 の み の パ ス 

SET JW2P=A:\JW2:A:\SANSIRO ューーー 三四郎 の み の パ ス 

SET JW2P=A:\JW2:A:\HANA3:A:\JEDIT ーー 花子 Ver.3 の み の パ ス 

SET JW2P=A:\JW2:A:\GORO:A:EDIT ューーー 五郎 の み の パ ス 

SET JW2P=A:\JW2iA:\TARO5:AEYSANSIROIAE\HANA3IA:\G0ROA:\EDIT ュー 複合 


2 JW ら 対応 製品 を 起動 で き な い 


次 の 点 を それ ぞ れ チェ ッ ク し て くだ さい 。 

・CONFIG.SYS に ATOK8 は 登録 され て いま すか ? 

・AUTOEXEC.BAT の PATH コマ ンド に 「A: \JUST5」 が 登録 され て いま すか ? 
・AUTOEXEC.BAT で 環境 変数 「JW2P」 に 必要 な パス は 指定 し て いま すか ? 

・ メ イン メモ リ に 200KB (キロ バイ ト ) 以上 の 空き 容量 が あり ます か ? 

・VCPI 規格 対応 の メモ リ 設 定 ド ライ バ を CONFIG.SYS に 登録 し て あり ます か ? 
・ プ ロ テ ク トメ モリ (拡張 メモ リ ) は 3072KB 以上 使用 可能 で すか ? 
・CONFIG.SYS の FILES は 30 以上 に 設定 し て あり ます か ? 

・MS-DOS の バー ジョ ン は 3.10 以上 を 使用 し て いま すか ? 


り W ら 対応 製品 (一 太郎 ・ 三 四郎 ・ 花 子 ・ 五 郎 ) 


Si 
1 


%》 パソ コン 起動 時 に 変 な メッ セー ジ が 表示 され る 


JW2 対応 製品 に 付属 する メモ リマ ネー ジャ 「EMS386.SYS」 は 、 バ パソコン 起動 時 
に 次 の よう な エラ ーッ セー ジ を 表示 する こと が あり ます 。 


を 「 拡 張 メ モリ が 利用 で きま せん 」 

ブロ テク トス モリ を 認識 で き な い と き に 表示 され る 重大 な メッ セー ジ で す 。 パ ソコ 
ン に ブロ テク トメ モリ が 増設 され て いな いか 、 増 設 し た モリ ボー ド の アド レス が 革 
違う て いる か 、 ま た は モリ ボー ド の ハー トド 的 な 故障 で ある か が 考え られ ます 。 


#「 す で に 拡張 メモ リマ ネー ジャ が 組み 込ま れ て いま す 」 
複数 の モリ マネ ー ジ ャ が CONFIG.SYS に 重複 し て 登録 され て いる 場合 に 表示 さ 
れ ま す 。CONFIG.SYS に 登録 され て いる デバ イス ドラ イ バ を 再 チ ェ ッ ク し て くだ さい 。 


半 「 ペ ー ジ フレ ー ム を 設定 する こと が で きま せん 」 

EMS ベー ジフ レー ム を 確保 する べき UMA 領域 の アド レス (既定 値 で は C0000h- 
CFFFFh の 64KB) を 別 の 周辺 機器 が 使用 し て いて 、 正 常に 確保 で き な い と き に 表示 
され ます 。 多く の 場合 、 パ ソコ ン の サウ ンド BIOS が 「 使 用 する 」 に 設定 され て いる 
こと に 原因 が あり ます 。 Im キー を 押し な が ら パ ソコ ン を 起動 し 、 サ ウン ド BIOS を 

「 切 り 離 す 」 に 設定 し て くだ さい 。 


% ゆ 「 ス ワッ プ フ ァ イ ル が 読込 専用 の た め 使用 で きま せん 」 
と 表示 され る 


太郎 Ver.5 は 、 起 動 時 に JW 環境 設定 で 指定 し て ある バス (既定 値 は A:\]W2) 
に スワ ッ フ ファ イル W_SWAP.$$$) を 発見 する と この メッ セー ジ を 表示 し ます 。 
通常 は 一 太郎 を 正常 終了 する と スワ ッ プ ファ イル は 自動 削除 され ます が 、 何 ら か の 原 
因 て 過去 に 一 大 郎 Ver.5 を 起動 し た まま 電源 を OFF (また は リセ ッ ト ) に し た こと が 
ある と 、 こ の スワ ッ プ ファ イル が 残っ た まま に な り ま す 。 こ の 場合 は 次 の よう に 入力 
する と 、 こ の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 消せ ます 。 


ATTRIB A:\JW2\JW_SWAP.$5$ -R J 
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% あ 「 編 集 作業 領域 (ファ イル ) が 読込 専用 の た め 使用 で きま せん 」 
と 表示 され る 


- 大 郎 Ver.5 は 起動 時 に JW 環境 設定 で 指定 し て ある バス (既定 値 は A:\JW2) 
に 編集 作業 領域 ファ イル (JW_WMM.$$$) を 発見 する と この メッ セー ジ を 表示 し ま 
す 。 通常 は 一 太郎 を 正常 終了 する と 編集 作業 領域 ファ イル は 自動 削除 され ます が 、 何 
ら か の 原因 て 過去 に 一 大 郎 Ver.5 を 起動 し た まま 電源 を OFF (また は リセ ッ ト ) 
た こと が ある と 、 こ の ファ イル が 残っ た まま に な り ま す 。 こ の 場合 は 次 の よう に 入力 
する と 、 こ の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 消せ ます 。 


ATTRIB A:\JW2\JW_WMM.$$$ -R 


%》 JW ら 対応 製品 の 動作 が 遅く て 困る 


この 場合 、 次 の 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


将 編 集 作業 領域 の メモ リサ イズ は 適切 で すか p.7Z7 

ブロ テク トメ モリ か ら 編 集 作 業 領域 の モリ サイ 癌 し 引い た 傘 量 が 2MB 以上 
に な る よう に 設定 し て くだ さい 。 逆 に 編集 作業 領域 が 少な すぎ る と 、「 編 集 作 業 領域 」 
を ハー ド デ ィ スク 上 に 編集 領域 を 確保 し よう と し て 、 こ の 場合 も 動作 は 遅く な り ま す 。 


プロ テク フト メモ リ は 十分 で すか 
還 2 対応 製品 で は 3MB-4MB 以上 の ブロ テク トス モリ を 動作 条件 と し て いま す 
、 快 適 に 動か す に は 8MB-14MB クラ ス が 理想 的 で す 。 特 に 五 部 は 多く の モリ 
6 ii する の て 、 他 の 」JW2 対応 製品 を スワ ッ プ ファ イル を 使わ ず に すべ て 同時 起動 
する に は 、14MB 前 後 の ブ ロ テ ク トメ モリ が 必要 に な り リ ま す 。 

な お 、 同 じ ブ ロ テ ク トメ モリ で も バ ソ コン 背 曽 の 拡張 スロ ッ ト に 装着 する タイ プ メ 
モリ ボー ド を 使用 し て いる 場合 は 、 メ モリ 容量 が 二分 で あっ て も アク セス は 遅く な り 
ます 。32 ビッ ト 幅 て デー タ 送 信 が で きる 内 部 増設 型 み モリ ボー ド を 使用 する こと を 
お 揚 め し ます 。 か 67 
% を CPU は 180486 以上 で すか 

使用 する バ パソ コン の CPU が i80286/i80386SX クラ ス だ と 、 検 索 処理 や 画像 表示 な 
ど て 動作 が 鈍く な り ま す 。」W2 対応 製品 は グラ フィ ッ ク 処 理 が 多い の で 、i80486 以 
ト 上 の マシ ン の 使用 が 理想 的 で す 。 


り W ら 対応 製品 (一 太郎 ・ 三 四郎 ・ 花 子 ・ 五 郎 ) 25Z 


フ ォ ン トキ ヤッ シコ は 設定 し て いま すか か 773 

- 太 郎 Ver.5 で は イメ ー シ 編 集 モ ー ド で フォ ント イメ ー ジ を 表示 する と き に 、 フ ォ 
ント ファ イル へ の アク セス が ひん ば ん に 行わ れ ま す 。 フ ォ ン トキ ャ ッシュ を 設定 する 
こと で 、 ア クセ ス 回 数 を 減ら し 、 高 速 な 画面 表 が が て きる よう に な り ま す 


ディ スク フキ ヤッ シコ は 設定 し て いま すか 

ディ スク キャ ッシュ を 設定 する と 辞書 ファ イル へ の アク セス や 、 コ マン ド 実 行 が 高 
速 に な る 場合 が あり ます 。 」JW2 対応 製品 に は EMSCACHE.SYS と いう ディ スク 
キャ ッシュ ドラ イ バ が 付属 し て いま す 。 


% ぢ ち DPMI コマ ンド を 使う と 動作 が 不安 定 に な る 


MS-DOS Ver.5.0A 以上 に 付属 する DPMI コマ ンド を 実行 する 場合 は 、ATOK8A. 
SYS に /Z=1 オプ ショ ン を 必ず 付加 し て くだ さい 。 ま た 、DPMI コマ ンド を 使用 し な 
い の に /Z=1 オブ ショ ン を 付け て お く と 、 こ れ も JW2 対応 製品 の 動作 が 不安 定 に な 
る の で 注意 し て くだ さい 。 


% ぢ JJ TextEditr を 起動 で き な い 


AUTOEXEC.BAT に 「SET JW2P=A:\JEDIT」 が 登録 され て いな い 可 能 性 が 
あり ます 。 な いび い 場合 は テキ スト エディ タ (MS-DOS の 場合 は SEDIT コマ ンド ) で 登 
録 し て くだ さい 。 
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Windows 


%》 MS-DOS Ver.5.0A と Windows3.1 の メモ リマ 
ネー ジャ は 同じ な の 


MS-DOS Ver.5.0A と Windows3.1 に は 、 双 方 に 同じ ファ イル 名 の メモ リマ ネー 
ジャ (HIMEM.SYS/EMM386.EXE) が 入っ て いま す 。MS-DOS アブ リケーション 
を 動か す |- で は 、 双 方 と も 大 き な 差 異 は あり リ ま せん 。 し か し 、Windows3.1 を 動か す 
際 に は 、 必 すず Windows3.1 に 付属 する メモ リマ ネー ジャ を 使用 し て くだ さい 。 
Windows3.1 に 付属 する HIMEML.SYS は XMS 規格 の バー ジョ ン が XMS3.0 で 、 MS 
-DOS の 方 は XMS2.0 で す 。 新 98MATE な ど 14.6MB 以上 の ブロ テク トメ モリ を 扱 
うに は 、XMS3.0 以上 が 婦 求 され ます 。 ま た 、MS-DOS Ver.5.0A に 付属 する ディ ス 
クキ ャ ッシュ SMARTDRV.SYS は 、Windows3.1 で は 機能 し な い 場 合 が あり ます 。 


% あ 「 一 般 保護 違反 」「 ペ ー ジ 違反 」 な どの エラ ー が 表示 され る ! 
この メッ セー ジ は 、 メ モリ 管理 上 上 の トラ ブル が 発生 し 、Windows を 正常 に 動作 で 
き な く な っ た と き に 表示 され ます 。 こ の エラ ー は 、 骨 確 な 原因 を 特定 し に くい と いう 
一 面 が あり ます 。 一 般 的 に は 、 シ ステ ムリ ソー ス 不 足 が 原 因 と 思わ れる ケー ス が 多い 
よう で す 。 シ ステ ムリ ソー ス と は Windows の 各種 動作 を 管理 する 64KB の 領域 と 、 
グラ フィ ッ ク 処 理 の 情報 を 管理 する 64KB の メモ リ 領 域 で す 。 こ れ ら は アブ リ ケ 
ショ ン を 和 複数 起動 し た リ 、 ウィンドウ (ダイ アロ グ ボ ポッ クス) を た くさ ん 開い た りす 
る と 、 メ モリ より も リソー ス の 方 が 先 に 容量 不 走 に な っ て し まう こと が あり ます 。 
この 他 に 、 メ モリ マネ ー ジ ャ と Windows の 相性 が 悪い と 表示 され る ケー ス も あり 
ます 。 こ の 場合 は 、 別 の メー カー の メモ リマ ネー ジャ を 使っ て トラ イ し て くだ さい 。 


p.759 


% ぢ WindOwS の メモ リ を 節約 する に は どう すれ ば いい の や 


Windows て て きる だ た けた くさ ん の 空き メモ リ を 使用 で きる よう に する に は 、 次 の 
3 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 
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末 CONFIG.SYS と AUTOEXEOC.BAT の 中 身 を 調べ る 

CONFIG.SYS で EMS メモ リ を 個別 に 確保 し て いた リ り 、 日 本 語 入力 ブロ グラ ム 
(FEP)、 マ ウス ドラ イ バ な どの デバ イス ドラ イ バ を 登録 し て いる と 、Windows て 使 
用 で きる メモ リ が 少な く な り ま す 。 ま た 、AUTOEXEC.BAT に TSR (常駐 型 プロ 
グラ ム ) が ある 場合 も 、 ス モリ を 消費 し て いま す 。 


% を 色 数 の 多い 壁紙 を 使 つ て いる どう が を 調べ る 
フル カラ ー や 256 色 な どの 人 色 数 の 多い 紙 、 上 の 面積 の 大 きい 和 璧 紙 を 使う と 消費 ス 
モリ は 多く な り ま す 。 壁紙 を まっ た く 使 わな いと 500KB-800KB ほど 節約 で きま す 。 


益 フ ォ ン トド ライ バ や IME を 統一 する 

徐 数 の フォ ント ドラ イ バ (TrueType、FontWave、JS フォ ント な ど ) や IME(ATOK 
8、MS IME、AI か な 漢字 な ど ) が Windows に 登録 し て ある と 、 シ ステ ムリ ソー ス 
が 余分 に 使わ れ ま す 。 こ れ ら は で きれ ば 統一 し て 、 他 は コン トロ ー ル バネ ル か りら 削除 
する よう に する と 、 メ モリ と シス テム リソー ス を 節約 で きま す 。 


% あ WindowS ヨ . ] が 起動 で き な く な っ た ! 


この 場合 は 次 の 3 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


※XMS22.O 以上 に 対応 し た メモ リマ ネー ジ ヤ を 使っ つて いる か 

XMS2.0 以上 に 対応 し て いな い メ モリ マネ ー シ ジャ (JW2 対応 製品 に 付属 する EMS 
386.SYS な ど ) を CONFIG.SYS に 登録 し て いる と 、Windows3.1 が 起動 で き な く な 
り リ ま す 。 Windows3.1 は XMIS か ら み モリ 供給 を 受け て 、 それ を DPMI 規格 (バー ジョ 
ン 0.9) の モリ と し て 使用 し ます 。 


益 プ ロ テ フ トメ モリ は 4MB 以上 か 
Windows は 4MB (4096KB) 以上 の ブロ テク トメ モリ が な いと 起動 で きま せん 。 


交 パ ス 設 定 は 正しい か 
AUTOEXEC.BAT の PATH 設定 で 、「A:\WINDOWS」 が 指定 され て いな いと 、 
Windows は 起動 し ませ ん ( 例 : PATH A::A:\DOS:A:\WINDOWS) 。 
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% あ WindOwWS 起動 時 に 「HIMEM.SY ら お が 無効 で す 」 
と 表示 され る 


メモ リマ ネー ジャ が XMS 規格 Ver.2.0 以上 に 対応 し て いな い 環 境 で 、 Windows3.1 
を 起動 し よう と する と 、「HIMEM.SYS が 無効 で す 。Windows の ディ スク か ら 
HIMEM.SYS を コピ ー し て くだ さい 」 と 表示 され ます 。 主 に JW2 対応 製品 (一 太郎 
Ver.5/ 三 四郎 / 花 子 Ver.3/ 五郎 な ど ) を イン スト ー ル し た 後に Windows を 起動 する 
と この メッ セー ジ が 出 ま す 。 こ れ は CONFIG.SYS に 自動 登録 され る EMS386.SYS 
が XMS 規格 に 対応 し て いな いた めで す 。 


%》 Windows の 起動 が 極端 に 遅く な っ て し まっ た 


この 場合 は 次 の 2 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


絆 キヤ ッ シ コ は 効い て いる か 

ディ スク キャ ッシュ の 中 に は 、Windows 環境 で は 機能 し な いも の が まれ に あり ま 
す 。 た と えば MS-DOS Ver.5.0A に 付属 する SMARTDRV.SYS が それ で す 。 こ の 
場合 は Windows3.1 に 付属 する HIMEM.SYS/EMM386.EXE/SMARTDRV.EXE 
を 使用 し て くだ さい 


古い ウイ プ の ハー ド デ ィ スク を 使 つ て いな いか 

初期 の SCSI 型 バ ハー ド デ ィ スク や SASI 型 バ ハー ド デ ィ スク は 、 デ ー タ の 読み 取り / 
転送 速度 が 極め て 遅い た め 、Windows の 起動 は 3-5 分 も か か る 場合 が あり ます 。 な 
お ず 、Windows3.1 で は 一 部 の SCSI 型 ハ バー ド デ ィ スク 用 に 茶 士 の スピ ビー ドア ッ プ を は 
か る 機能 (ダブ ル バ ッ ファ ) が ある の で 、 必 要 に 応じ て CONFIG.SYS に SMARTDRV. 
EXE を 登録 し て くだ さい 。 か .762 


%》 ]24.BMB 以上 の プロ テク トメ モリ が 活用 され て いな い ! 


MS-DOS Ver.5.0A に 付属 する HIMEM.SYS(XMS2.0 対応 ) や 、 初 期 の Windows 
3.1 に 付属 する HIMEM.SYS (XMS3.0 対応 ) は 、14.6MB 以上 の ブロ テク トメ モリ 
を 認 涯 て で きま せん 。 新 98MATE な どの 14.6MB を 超え る ブロ テク トメ モリ を 認識 さ 
せる に は 、XMS3.0 以上 に 対応 し た モリ マネ ー ジ ャ (MELWARE for Windows 
や MemoryServer II ) を 使う 必要 が あり ます 。Windows3.1 に 付属 する HIMEM.SYS 
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を 利用 する に は 、1994 年 2 月 以降 に 出荷 され た 製品 を 使う か 、 ま た は アッ フグ レー 
ドサ ービス を 受け て 最新 の HIMEM.SYS を 使っ て くだ さい 。 


MS-DOS 


%》 MS-DDS に リブ ー ト コマ ンド は な い の や と.99、707 


MS-DOS Ver.5.0A に は 「CHGEV」 と いう リブ ー ト コマ ンド が あり ます 。 た だ し 
CHGEV は 製品 マニ ュ ア ル で は 機能 や オブ ショ ン は 説明 され て いな い 隠 し コマ ンド 
で て です 。 し た が っ て NEC ユー ザー サボ ポー ト セ ンタ ー で の サボ ポー ト は 受け られ ませ ん の 
で 、 使 用 に は 上 分 注意 を 払っ て くだ さい 。 ま た CHGEV は リセ ッ ト ボ タン を 押し た 
の と 同じ リブ ー ト し か で きま せん 。 高 速 リ ブー ト を 行う に は 、HSB や メニ ュー ソフ 
ト の リブ ー ト コマ ンド を 使用 し て くだ さい 。 


%》 MS-DOS Ver.5.DA を VCPI/DPMI 規格 対応 に さ 
せる 方 法 は ある の や 


NEC 版 MS-DOS Ver.5.0A は VCPI 規格 に 対応 し て いま せん 。VCPI 規格 に 対応 
させ る 方 法 と し て は 、SYMDEB コマ ンド て EMM386.EXE を 修 止 す る 方 法 が 雑誌 7 
ど て で て 紹介 され て いま す が 、 動 作 が 不安 定 に な る な どの 障 喜 が あり 、 実 用 向き で は あり 
ませ ん 。 むし ろ VCPI 規 格 に 正式 対応 し て いる MELWARE for Windows や 
MemoryServer II を 使っ た 方 が 安全 て 確実 

また 、MS-DOS Ver.5.0A を DPMI | に 9 応 さ せる に は 、MS-DOS 起動 後に 
「DPMI | 」 と 入力 し て くだ さい 。 こ れ で DPMI サー バ が 起動 し ます 。MS-DOS 
Ver.5.0 に は DPMI コマ ンド は 含ま れ て いな い の で 、 介 の と ころ は 対処 方 法 が あり ま 
せん 。MemoryServer II を お 使い の 場合 は 、 コ マン ドラ イン か ら 「DPMI32 JJ 」 を 
実行 する と 、DPMI サー バ を 起動 で きま す 。MELWARE for Windows は DPMI に 
は 対応 し て いま せん 。 
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%》 ぢ SSHELL を 使う と メモ リ は ある の に メモ リ 不 足 に な る や 
p.736 


DOSSHELL は 起動 時 に 空い て いる ブロ テク トメ モリ を すべ て XMS メモ リ と し て 
確保 し ます 。 し た が っ て アプ リケーション の 要求 に 応じ て プロ テク トメ モリ を XMS 
や EMS に 配分 する VMM386.EXE(MemoryServerII) や MELEMM.386 (MELWAKE 
for Windows) を 使用 し て いる 場合 は 、 起 動 時 に EMS や VCPI 用 の モリ を 必要 と 
する アブ リケーション (一 太郎 Ver.5 や 桐 な ど ) は 起動 不可 能 に な り ま す 。 こ れ を 防 
ぐに は VMM386.EXE に は /X オブ ショ ン (p.229 の 、MELEMM.386 に は /XMS オ 
ブ プション (p.222) で 、 そ れ ぞ れ XMS と し て 確保 で きる 容量 を 制限 し て くだ さい 。 

な お 、EMM386.EXE (MS-DOS Ver.5.0 付属 ) や EMS386.SYS (一 太郎 Ver.5 付 
屈 ) は 、 あ ら か じ め 一 定 の EMS メモ リ を 確保 し た まま 起動 し ます 。 み モリ 配分 が フ 
レキ シブ ル で な いと いう 不器用 さ が 、 導 に DOSSHELL と の 相性 を よく し て いま す 。 


%》 /MOVEHDBIOB が 効か な い ! と 207 


/MOVEHDBIOS は 、SCSI 型 ま た は SASI 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM を 移 
動 し ます 。 た だ し 、IDE 型 ハ ー ド ディ スク と 、 98NOTE の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク (SASI 
型 ) の BIOS ROM は 移動 で きま せん 。98NOTE の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク は SASI を 
エミ ュ レ ー ト し て いま す が 、 ハ ー ド ウェ ア は IDE 型 を 使っ て いる た めで す 。 

し た が っ て 、98MATE や 98FELLOW な どの 内 蔵 型 ハ ー ド ディ スク (DE) を 接続 
し て いる 機種 て は 、/MOVEHDBIOS は 指定 し て も あま り 和 効果 が あり ませ ん 。 


%》 /MOVEHDBIOS で BIDS HOM を 移動 し た の に 
KB し か 空 か な い .88 


EMM386.EXE に /MOVEHDBIOS を 付け る と 、SCSI 型 ハ ー ド ディ スク の BIOS 
ROM (DC000h-DCFFFh まで の 4KB) が 、UMA 領域 の 未 使用 領域 (A5000h 以降 ) 
に 移動 し ます 。 た だ し 、SCSI 型 の ROM は 起動 時 に は DC000h-DDFFFh まで の 8KB 
を 占有 し て お り 、/MOVEHDBIOS を 指定 し た だ け で は 、DD000h-DDFFFh まで の 
4KB ( 未 使 用 領域 ) は 中 途 半端 に 残っ て し まい ます 。 こ の 場合 は 、 次 の よう に /I オフ 
ショ ン で この 領域 も UMB に 指定 する と 、 連 続 し た UMB に する こと が で きま す 。 

DEVICE=A:\D0S\EMM386.EXE /P=256 /UMB /MOVEHDBIOS /|=DC00-DFFF 
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MemorvServerll 


%》 EBDODOh を UMB に 設定 で き な い ! 


VMM386.EXE に /NECID (Windows 起動 時 の ID チェ ッ ク 対 策 ) を 付け た 状態 で 、 
E8000h-E8FFFh (N88-BASIC の 開始 アド レス ) まで を UMB に 設定 (/ り オブ ショ 
ン ) する と 、 バ ソコ ン 起 動 時 (また は Windows 起動 時 ) に ハン グ ア ッ プ し ます 
OPTUMB て も 「Windows を 使用 する 」 を 選択 する と 、E8000h-E8FFFh は 選択 で 
き な い よう に な っ て いま す 。 ちなみに MELWARE for Windows で は E8000h-E8 
FFFh を UMB に 設定 し て も 、 問 題 な く Windows を 起動 で きま す 


MELWARE for Windows 


%》 | 型 ハ ー ド ディ スク の 日 IDS HOM を 移動 で き な い 


MELEMM.386 に /SW1 オブ ショ ン を 付け る と 、SCSI 型 ま た は SASI 型 の ハー ド 
ディ スク の BIOS ROM を 移動 で きま す (IDE 型 の BIOS ROM は 移動 で き な い )。 
た だ し 、 機 器 環境 に よっ て は SCSI 型 の BIOS ROM が 移動 で さ な い 場合 が あり ます 。 
革 者 が 確認 し た ケー ス で は 、98MATE に IDE と SCSI を 接続 し た 環境 で 、 こ の 現象 
が 見 られ まし た 。 こ の 場合 は 他 の みみ モリ マネ ー ジ ャ を 使う と よい で し ょ う 


% ぁ Newton-9 ガ 起 動 で き な い 


MELWARE (MELEMIML386) を 設定 し て ある CONFIG.SYS 環境 で Newton-98 


(Admiral System) が 起動 で き な い 場合 は 、 他 の み モ リマ ネー ジャ を 使っ て くだ さ 


い 。 環境 に よっ て は 、 相 性 が 世 く て ハン グ ア ッ プ す る な と 症状 が 出 ます 。 
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その 他 


%@ あ ご どう し て UMB は D000Oh で な く て DO0 1 Oh か ら 始 
まる の 


VMAP/MEM な ど で 上 メモ リマ ッ ブ を 表示 する と 、 計 算 凸 で は UMB に な っ て いる 
は ず の エリ ア よ り 10h (16 バイ ト ) 後 か ら UMB が 始ま っ て いる こと に 気が付き ます 。 
た と えば D0000h-DFFFFh まで を UMB に 指定 し た 場合 、 須 モリ マッ フ 上 で は D 
0010h か ら UMB が 始ま っ て いま す 。 実は 各 UMB ブロ ッ ク の 先頭 に は 、 必 すず この 10 
h (16 バイ ト ) 分 の エリ ア が 確保 され て いる の で す 。 こ れ は 「 メ モリ コン トロ ー ル ブ 
ロッ ク (MCB) 」 と 呼ば れる 領域 で 、 こ の 中 に は UMB の サイ ズ や 使わ れ 方 の 情報 が 
格納 され て いま す 。MS-DOS は この MCB を た より に UMB を アク セス し て いま す 。 
モリ マッ プ で は MCB の 表記 を 省略 し て いる も の が 多い よう て で て す 。 


$》 1 進数 は 読み づつ らい の で 1 0 進数 に 変換 し た い p55 


メモ リマ ッ ブ ユー ティ リティ の 多く は アド レス や サイ ズ は 16 進数 で 表示 し ます 。16 
進数 を 10 進数 に 変換 する に は 、 三 四部 や Lotus1-2-3 の DECIMAL 関数 を 使う と 簡 
単 で す 。 た と えば D0000h を 10 進数 に 変換 する に は 、「DECIMAL (" D0000" ) 」 と 
入力 し ます 。 


% あ ノー ト 型 パソ コン で 連続 し た UM が 確保 で き な い 
98NOTE で は 、D8000h-DBFFFh あたり に 内 蔵 ハ ー ド ディ スク (SASI) と RAM 
ドラ イブ の BIOS ROM が あり ます 。 こ の た め 、 デ ィ ス クト ッ プ バ パソ コン で は 連続 し 


た UMB に な る この 領域 は UMB が 途切れ て し まい ます 。 こ の 領域 は UMB に する 
方 法 は あり ませ ん 。 王 な ノー ト 型 パソ コン の UMB に で き な い アド レス は 次 の 通り で す 。 
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98NOTE シリ ー ズ ・D8000h-DBFFFh 


PC-386NOTE A/BookL ・D4000h-DFFFFh 
PC-386NOTE AE/AR/W/WR ・D8000h-DBFFFh 
PC-486NOTE AS ・D8000h-DBFFFh 


%》 DiskX Il の デバ イス ドラ イ バ が UMB に ロー ド で き な い ! 


DiskXITI の デバ イス ドラ イ バ 「DISKX.SYS」 は 、 圧 縮 ド ライ ブ の クラ スタ サイ ズ 
に よっ て 、 消費 され る メモ リサ イス が 変化 し ます 。 クラ スタ サイ ズ 4KB で は 約 45KB 
を 消費 し 、 ク ラス タ サ イズ 16KB で は 約 65KB の メモ リ を 消費 し ます 。 こ の よ うに 
環境 に よっ て DISKX.SYS の 消費 スモ リ は 異な る の で 、UMB ブロ ッ ク の 状態 に よっ 
て は ロー ド で き な い こと も あり 得 ま す 。UMB に ロー ド で き な い 場合 は コン ベン ショ 
ナル メモ リ に ロー ド さ れ ま す 。 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リト に 45KB-65KB クラ ス の デ 
バイ ス ド ラ イ バ が 居座る と 、 他 へ の 影響 が 甚大 で す 。 こ の 場合 は /EMS オプ ショ ン 
を 付け て EMS ヘ へ ロー ド さ せ た 方 が よい で し ょ う 。 


% あ ノー トン ディ スク ドク ター(NDD) が 起動 で き な く な っ た 


この 場合 は 次 の 3 点 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


立 デ ィ ス フキ ャ ヤッ シコ は 影響 し て いな いか 

MemoryServer II に 含ま れる ディ スク キャ ッシュ 「DC10.EXE」、 ま た は MELWARE 
for Windows に 含ま れる 「HYPERDSK.EXE」 を CONFIG.SYS か ら 外し ます 。 
#ATOK8 は 影響 し て いな いか 

ATOKS8 を CONEIG.SYS か ら 外 し ます 。NDD の 販売 元 で は 、 環 境 に よっ て は 
ATOK8 と 市 販 の みみ モリ マネ ー ジ ャ (MELWARE と MemoryServer II ) と の 相性 が 
唱 い 場合 が ある こと を 指摘 し て いま す 。 
DiSkX II は 影響 し て いな いか 

DISKX.SYS を CONFIG.SYS か ら 外 し ます 。 

この 3 点 を チェ ッ ク し て も 、 ノ ー ト ン デ ィ ス ク ド ク ター を 起動 で き な い 場合 は 、 メ 
モリ マネ ー ジ ャ を 別 の 製品 に 変え て みる 必要 が ある で し ょ う 。 
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%》 ぢ ハー ド デ ィ スク の 起動 メニ ュー を 表示 させ た い ! 


ハー ド デ ィ スク の 起動 カニ ュー を いっ た ん 「 自 動 起動 」 に 設定 する と 、 次 回 か ら は 
起動 メニ ュー を 経由 せ ず に 、 ダ イレ クト に 指定 ドラ イブ か ら 起 動 さ れ ま す 。 こ の と き 
再び 起動 メニ ュー を 表示 する に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


#CHKENV コマ ンド の 隠 レ オプ ショ ン を 使う 
「CHGEV /M[ 凡 | 」 と 入力 する と ハー ド デ ィ スク の 起動 メニ ュー を 表示 で きま す 。 


# 8 キー を 使う 
リセ ッ ト ボ タン を 押し な が ら [IM キー を 押し 続け る と 、 ハ ー ド ディ スク の 起動 
ニュ ー を 表示 で きま す 。 


%》 本 書 の トラ ブル 対策 どおり に 対処 し て と も うま く ゆ か な い ! 


本 書 の トラ ブル 対策 一 覧 で 記述 する 内 容 が 、 す べ て の ユー ザー の ケー ス に 当て は ま 
る と は 限り ませ ん 。 使 用 する MS-DOS や アブ プリ ケー ショ ン の バー ジョ ン 、 バ ソコ ン 
や 周辺 機器 に よっ て は 、 異 な る 結果 が 出る 場合 も ある か ら で て です 。 

また 、 同 じ 機 種 の パソ コン で も 、 出 荷 次 期 に より ROM バー ジョ ン が 違っ て くる 場 
合 が あり ます 。 同 様 に 、MS-DOS や アブ リケーション も 、 バ ー シ ジョ ン 番 号 は 同じ て 
あっ て も 、 そ の 出荷 時 期 に よっ て 内 部 が 微妙 に 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 
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ノウ 単位 早見 表 








単 位 


読 み 




















































































inch イッ クチ linch=2.5Icm 
Byte (B) | バイ ト IByte=8bit 
bt | ピッ ト 1bit は 2 進数 | 桁 に 相当 

ビー ピー エス | 秒間 に 送れ る ビッ ト 数 

| シー ピー アァ イー | linch 当たり の 文字 数 

cps シー ピー エス | | 秒 当 た り 印 字 文 字数 ーー 
dB | テ シ ペ ベル 音量 を 表わす 単位 
DPI アー 人 一 守 | linch の ドッ ト 数 (プリ ンタ な どの 解像度 ) - 
FLOPS フロ ッ プ ス | 秒 当 た り 浮 動 小数 点 演算 の 回 数 を 表わす 











ギガ バイ ト 








IGB=1024MB 

















ヘル ツ 





電波 や 音 の | 秒間 の 振動 数 を 示す 単位 














キロ バイ ト 








IKB=1024B 











キロ ヘル ソ ツ 





IKHz=1000Hz 











エル ピー アイ 








linch 当たり の 走査 線 の 本 数 を 表わす 











ミリ 





1000 分 の | 











メガ バイ ト 





IMB=1024KB 














メガ ヘル ツ 





100 万 Hz 





MIPS 






















































ミッ プス IMIPS は | 秒間 に 100 万 回 の 命令 を 実行 
msec ミリ 秒 I000 分 の | 秒 
n ジグ 10 億 分 の | 
nm ナノ メー ター | 10 億 分 の Im 
| nsee 」 ナノ 秒 10 億 分 の | 秒 
Pt ボイン ト 」 IPt-0.3514cm (活字 の 大 き さ を 表す 単位 ) 
SeC 秒 時 間 の 単位 






































テラ バイ ト ITB=1024GB 
TPI ティ ー ビ ピー アイ | 記録 密度 の 単位 
際 | マイ クロ 100 万 分 の | 
了 ー マ イ クロ メー ター | 100 万 分 の Im 











と 4// 


付 


マイ クロ 秒 








録 








100 万 分 の | 秒 





2 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 連 絡 先 


会 社名 


電話 番号 


FAX 





アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 (本社) 


0762 (60) 3366 


0762 (60) 3360 





(東京 ) 


03 (3254) 0301 


03 (3254) 9055 





アイ シー 正人 ム (東京 ) 


03 (5294) 657| 


03 (5294) 6575 





は 


06 (339) 9390 


06 (339) 9380 





044 (951) 5678 





03 (5351) 8080 


03 (3437) 0758 
03 (5351) 8721 





ル レコ ンピュータ ジャ パン 


03 (5562) 5600 





> ル シ ス テム 


048 (255) 8663 


048 (250) 1284 





06 (930) 221I 


06 (930) 2213 





アル プス シス テム イン テグ レー ショ ン 


045 (541) 0282 


045 (541) 0284 





イン テル ジャ パン 


0120 (|) 80387 





イン ター ソフ ト 


03 (3842) 6017 


03 (3842) 6012 





エー・ ア イ ・ ソ フト (本 神 ) 


0263 (33) 3632 


0263 (33) 3052 





(東京 ) 


0424 (85) 7444 





エプソン 販売 (ツウ ョ 多 ) 





(ブリ ンタ ) 


0424 (99) 7122 
0424 (99) 7133 





078 (992) 6830 


078 (992) 2998 





03 (3455) 9320 





03 (5543) 3683 


03 (5543) 3677 





ヨコ ジン パック 





0120-101583 





サー キッ トリ ン ケ ー ジ 


0473 (56) 6342 


0473 (56) 6700 





| サザ ン パ シフ ィ ッ ク 


045 (314) 9514 


045 (317) 1351 





サム シン ググ ッ ド 


03 (3232) 0801 


03 (3232) 0963 





シス テム ハウ スミ ルキ ー 時 


03 (5563) 0370 


03 (5563) 037| 





まあ ド め る ずる 


(東京 ) 





(一 太郎 ・ 三 四郎 ・ 五 郎 ・ 花子) 


03 (5470) 6001 


03 (5470) 6030_ 





(一 太郎 ・ 三 四郎 ・ 五 郎 ・ 花子 以外 ) 


03 (5470) 6003 


03 (5470) 6030 








阪 ) 





(一 太郎 ) 


06 (886) 600| 


06 (390) 1666 





(一 太郎 以外 ) 


単位 早見 表 / イ ン フ ォ メ ーション セン ター 連絡 先 2Z7 





06 (886) 6003 





06 (390) 1666 








会 社名 





電話 番号 





FAX 








ジャ スト シス テム (徳島 ) 





0886 (55) 600| 





0886 (55) 6840 











セイ コー エプソン (調布 ) 





0424 (99) 7122 








(大 阪 ) 


06 (397) 0915 











ソリ マチ 情報 セン ター 


0258 (32) 6051 








0258 (37) 1239 




















































ダイ ナウ ェ ア 0727 (27) 205| 0727 (27) 2066 
ツァ イト ーー | 03 (3299) 046! 03 (3299) 04I6 
テグ レッ ト 技 術 開発 | 03 (3932) 9685 | 03(3934) 747| 
デー ビー ソフ ト 0Ii (807) 6700 | Oil(807) 6710 
パッ クス 0427 (24) 9200 | 0427(28) 6864 
ぽ ー シ ー エ ー 03 (52II) 2700 | 03(5zii) 2740 











ボー ラン ドジ ャ パン 


03 (5350) 9380 





03 (5350) 9369 















































プロ サイ ド 03 (3255) 1517 | 03(3255) 5l3 
メル コ 052 (619) I821 

マイ クロ ソフ ト 03 (5454) 2300 | 03(5454) 7951 
マイ クロ デー タ 03 (3232) 9801 

メガ ソフ ト 06 (386) 2043 06 (386) 2123 











ロー タス 


03 (5496) 3101 





03 (5496) 3690 











沖 電気 工業 





0120-296007 














































































東芝 03 (3252) 3100 

日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム 0I20-041992 

日 本 電気 03 (3452) 8000 

日 立 製作 所 0120-258012 03 (3298) 50 
富士 通 0120-009940 

緑 電子 。 _044 (989) 1441 044 (989) 8930 
管理 工学 研究 所 03 (3405) 1827 03 (3475) 5108 
大 塚 商会 0473 (29) 0213 - 












目 容 ウード パー フェ クト 








03 (3780) 045| 










2 パソ コン 修理 窓口 (故障 な どの 保守 サー ビス ) 


会 社名 


連絡 先 


電話 番号 





NEC 





C&C サー ビス セン ター 


東京 都 世 田谷 区 桜 新町 |-34-25 





沖縄 サー ビス セン ター 


03-3705-8551 





沖縄 浦添 市 伊 祖 2-- | 


0988-76-2255 
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パソ コン 環境 を より 快適 に し た い ! 

だ か ら メ モリ を 増設 し た い 、 

メモ リ を 有効 に 使い た い ! 

そん な 98 ユ ー ザ ー に 捧げ る 、 

メモ リ 環 境 を 決定 づけ る キー・ フ ァイル 
“CONFIG.SYS" 設定 の コツ が わか る 本 。 
[MS-DOS5.0A/Windows3.1 対 応 ] 


還 呈 礎 知 識 編 
CONFIG.SYS と は 何 か 、 メ モリ と は 何 か な ど 、 
パソ コン 環境 を 考え る 上 で 基本 と な る 概念 や 仕 
組み を 図 角 ・ 解 説 し て いま す 


賠 徹 底 活用 編 

MS -DOS5.0A、MemoryServerll、 MELWARE 
for Windows の それ ぞ れ に 付属 する メモ リ 管 理 
ドラ イ バ を 使っ て 、 メ モリ の 有効 活用 、 高速 アク 
セス な どの 環境 を 実現 する 方 法 を 徹底 的 に 解説 。 
また 、Windows3.1、 一 太郎 Ver.5、Lotus1-2-3 
R2.4J な ど 主 要 ソ フト を 快適 に 動か す た め の 、 
生ま メ モリ 環境 に つい て も 解説 し 
て いま まる 


較 リ ファ レン ス 編 
CONFIG.SYS を カス タマ イズ する 上 で 不可 欠 な コ 
マン ド 、 デバ イス ドラ イ バ の 機能 リフ ァ レ ンス で す 。 


